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				　足が痛い、呼吸が出来ない、腕も動かない。

				　燃え盛る森を駆けて、どれくらい時間がたっただろうか。

				　それでも、立ち上がって駆けなければいけない。

				　そうしないと、捕まって殺されてしまう。

				　石に躓いて倒れればまた立ち上がり、大木にぶつかって倒れても立ち上がる。

				　足下に転がる死体を踏みつけて転んでも立ち上がる。

				　焦燥感、恐怖心、絶望。

				　全てが混ざりそれは、自分の涙や嗚咽となって身体に現れる。

				　やがて、赤々と燃え盛る景色が視界から消え去ると、そこに安堵が加わり僕は倒れた。

				　痛みが消え、呼吸は少しずつ整い、落ち着きがでてくる。

				　そして、得も言われぬ安らぎが僕を包み、視界に黒い幕が降りた。

			  

				　　　　　　　

				

				　ふと、目が覚めると、窓辺から差す陽光は、先程の悪夢を掻き消すかのような清々しさだった。しかし少年は、それを煩わしく、余計なものだと感じてベッドから体を起こすと、身体を伸ばして筋肉を解した。

				　そして少年は溜め息を吐いた。

				「またあの夢か……」

				　あの日あの時からずっと同じ夢を少年は見ている。正直言って気が滅入ってしまう。

				「あれから一〇年も経っているのに……どうにかならないかな、本当……」

				　少年は顔を下げて、独り言を呟いた。しばらくすると、軋(きし)む音を立てて扉が開き、一人の老人が飽きれ顔で、少年が泊まっている部屋へと入ってきた。

				　少年は思い出す。そういえば昨日は野宿ではなく宿を取って休んでいたのだと。老人は部屋を見回して、ため息を吐いてから声を放つ。

				「困りますよ旅人さん。もうとっくにチェックアウトの時間は過ぎていますよ？」

				「へ？　今……何時ですか？」

				「正午過ぎて、さっき教会の鐘が一つ鳴った所ですよ。ほら、片付けますから準備をしていただきたいですな」

				　そう言うと、まさしく問答無用と言う態度で部屋に入りモップを掛ける老人を、少年は制止できなかった。

				「あっ、ちょっと待ってよ！」

				　少年はベッドから飛び降りると、足早に自分の装備を整える事だけに集中した。動きやすく伸縮性がある黒い革のズボンを足に通す。しかし途中で引っ掛かり、少年は勢い良く床に倒れた。足に痛みを感じながらも、次に彼は黒い革のジャケットを羽織る。これには両胸に二つ、サイドに二つ、計四つのポケットがある……はずだったが、それが見当たらない。つまり裏表逆に着てしまった。しかし彼はすぐさまジャケットを脱いで表に戻す。

				　何をもたついているのか、と老人が溜め息を吐いた。そして少年はやっとの事でズボンの穴にベルトを通し、そこに取り付けられる道具袋を装着して、ある事に気づいた。

				──『アレ』が無い。

				　少年は血相を変えて部屋を見回す。備え付けの机の上にもベッドの下にも無い。枕元にも。どこを探しても『アレ』が無かった。少年に冷や汗が走り、最悪の結果が頭をよぎる。

				「もしかして、盗まれた？」

				「部屋の外ですよ、お客さん？」

				「え？」

				　老人に言われた通り、部屋の外の扉の横に、それは立て掛けられていた。古く茶褐色に染まった鞘。持ち手はボロボロで、布を巻き付けて補修した跡がある。

				　少年は、その鞘を右手に、持ち手を左手に握ると、それをゆっくりと引き抜く。自分の顔が映る白刃がそこにあった。少し動かせば、それは日光を反射して彼の身体に白い帯を照らして輝く。丁寧に、そして丹念に手入れしてある証拠だった。彼は大切にそれをしまうと、それを腰にくくりつけた。『アレ』とは、刀の事だった。

				　階段を降りて古ぼけた受付に行くと、頬杖をついた男は、宿帳をめんどくさそうに取りだして……何も言わない。つまりさっさとサインして金を置いて失せろという事だった。

				　少年は備え付けの羽ペンの先にインクを付けて、そこに自分の名を記してから、その上に宿泊代の銅貨を一〇枚置いた。彼が道具袋の中を見ると、そこにはあと銅貨が一二枚残っている。それだけあれば、町の屋台で適当な食事にありつける。それを遅めの朝食にしようと彼は考えた。

				「待ちな坊主」

				「なんですか？」

				「レイトチェックアウトだ、あと銅貨一〇枚足りねぇぞ」

				　レイトチェックアウト。本来宿は掃除する為、早めに出なければならない。だが、追加料金を払うと少し遅めに出る事ができるのだ。この場合、少年は寝過ごしたが為に本来の料金に上乗せする形になる。どうやら朝食は諦めざるをえなかった。少年は一つ舌打ちすると、さらに銅貨一〇枚を乱雑に置いて宿を出た。宿帳の上から銅貨がこぼれ落ちて、床をコトリと鳴らす。男はその銅貨を拾い上げ銅貨の乗っていた宿帳を見た。そこには、乱雑な文字で『ユート』と少年の名前が書かれていた。

			  

				　　　　　　　

				

				「いくらレイトチェックアウトだからって、倍額はないよな……」

				　右手に握った銅貨二枚を見ながら少年ユートがぼやいていると、ぐぅと腹が音をたてた。鳴り響く腹の虫を聞いて溜息を吐く。銅貨二枚、リンゴ一つくらいしか買えないなと、それを無造作にポケットに入れてから、背中にザックを背負って歩き出した。とりあえずは、近場の村で職を探さねば懐が寂しいと、平野の整備された道を歩き続ける。整備されているとはいえ、町や都のように石畳で舗装されてはいない、人々が踏み均(なら)して出来た自然の街道である。

				　──しかし腹が減った。

				　これで幾度目か、痛みが奔る程ではないにせよ、人間、やはり空腹をそうそう耐えられるものでは無く、何かしらを口に入れたいと思うものだ。やがて、歩き続けていると木の看板を見つけた。

				『サクス村この先』

				　距離こそ書いてはいないがどうやら村があるらしい。とりあえずはそこで何かを買ってから腹ごしらえをしようと、ユートは決めた。

				「まぁ銅貨二枚ならリンゴ一つか、串焼き二本程度か。どっちがいいか……」

				　その村に屋台なり商店があればの話だがと、その看板が指し示す方向へと足を伸ばした。

				「ま、まぁまぁあんにゃさ方々！　話！　話をしましょうや！」

				　しかしその先を見てみると、バンダナを被った青年が、何やら三人の不潔な男たちに対して慌てて命乞いをしていた。

				

				「勘弁してくだせぇ、この背のモンはぁあっしの商売道具でございやして……奪われたら路頭に迷いやす」

				「おいおい？　この身なりで分からないの兄さん？」

				　バンダナを被った青年が背負う大きなザックを守るようにして、顔の前に両手を突き出してぶんぶんと手を振っている。対してそれを取り囲むは不潔な身なりで髭を生やした、いかにもならずものといった風貌の男達であった。

				「俺達さ山賊よ、山賊。いわば追いはぎ？　分かる？　お・い・は・ぎ。背中のモン全部貰って行くに決まってんジャーン！」

				　下品な笑い声をあげて接近する三人の山賊を前に青年は冷や汗を垂らして後ずさる。そして気付けば、背負っている大きなザックが大木に当たっていた。逃げ場が無くなったのだ。

				「まぁさ……運が悪かった？　みたいな？　あんたに抵抗する力無いみたいだし？　それ置いてかないなら、これ？　これでやっちゃう？　みたいな？」

				　そしてその青年に男の一人が口の端から涎を垂らしつつ右の拳を見せつけた。大人しく背中の荷物を置いていかないとどうなるかと想像させるように。

				「やっぱりこれ？　世の中これよ。金、暴力、女。分かる兄ちゃん？」

				「金、暴力、女っすね！」

				「運が悪いと思ってさぁ、さっさと渡しちゃいなよ兄ちゃん？」

				　いわゆる『暴力』でこの場を終わらせて、さっさと追剥ぎをしてしまおうと言いたげな三人の山賊。確かにこのバンダナの青年にそのような『暴力』に対抗する力はなく、いかな正論や命乞いを吐こうと、蹂躙されるのが落ちである。

				　だがしかし……

				「邪魔」

				「ゲヒィイ!?」

				　それを上回る『暴力』があるなら別だ。

				　青年を囲むその左端の男が左に突然傾き、横に居た二人を巻き込んで左へとドミノ倒しに倒れた。山賊達は一体何が起こったのかと、声が聞こえた方にその視線を向けると、そこには黒い髪の毛に日焼けした肌、黒く染められた革のトレンチコートを着込んだ少年が、倒れた自分たちを見下ろしていた。そして、見ればその右足が前へと突き出されている。蹴ったのだ。彼が蹴倒したのだ。

				「ッてっめっ！　何すんだ──」

				　何すんだよと言おうとした矢先、拳を見せて凄んだ山賊の眼前にそれは煌(きら)めいた。少年の右手に握られた、陽光に照らされて輝く白刃の切っ先。

				「あんたらの言う通り暴力で片をつける？」

				　そう言い放ち冷たい瞳で見下ろす少年に、山賊が怒った。単なる脅しだろうと高を括り立ち上がる。

				「あ、なに？　脅し？　脅しなわ──」

				　最後まで言う事は出来なかった。立ち上がった瞬間に、山賊の右手に微かに痛みが奔る。何だと右手を見てみれば、そこにある筈のもの──右手が無かったのだ。見れば少年の刃が右に振られ、その切っ先から血を滴らせていた。

				　その時バンダナの青年は、どさりと、自分の足元に落ちた物を見て、やっと気づいた。

				　落ちて来たのは男の右手だった。山賊の男は右手を切り落とされていた。

				「ひゃ!?　ひぃいいいいいいい！」

				「脅しじゃあないよ？　僕は本気だ。刀を抜いたんだもの」

                			

	








			
				　切り落とされた右手。その切り口から血が溢れ出す。恐慌状態に陥った男に仲間の二人が駆け寄った。本当に斬りやがった、こいつやべぇと言い合う男達であったが、右手を切り落された男にそれは聞こえなかった。

				「にに！　と、とにかく逃げよう！　担げ！　担げって！」

				「やべぇよやべぇよ！　こいつ危ないって！」

				　男の肩を担いで、そして斬り落とされた右手を掴むと山賊たちが走り逃げ出した。それを見た黒髪の少年が、右手に握った刀の柄尻(つかじり)を左手で軽く叩いて血を落として、左腰の鞘に納刀した。命を救われた青年は助かった、いや、助けられたのかと、目の前の手を迷い無く斬り落とした少年をまじまじと見つめた。

				「あ、あの……」

				「ねぇ？」

				　お礼の一つでも言わねばならないと、そう思った矢先、少年がこちらに声を掛けて来た。もしやまさかと、青年の鼓動が早くなる。もしかしたらもっと厄介な物取りに出くわしたやも知れないと。逃げようとしても今の状態は蛇に睨まれた蛙、もし逃げようとすれば問答無用にその腰元の太刀の一振りで切り殺されるのではと、青年は気が気でなかった。そして、その黒いコートの少年が、コートの右のポケットへ手を入れた。そしてそこに握りしめられた銅貨二枚を見せられて、青年は固まった。

				「行商さんだよね？　その荷物の中……これで買える食べ物持ってないかな？」

				　ぐぅうと、腹の虫が鳴り響き、少年は赤面した。

				

				「ご馳走様でした！　ありがとうございます！」

				　結果、ユートは食事にありつけた。先程の三人の山賊は見るからに話を聞く輩ではないし、とりあえず追い払って彼から何か買おうと決めて決行したが、まさかのまさか、黒パンと干し肉をタダで貰えた。黒パンいわゆる雑穀パン、またはライ麦パンは硬く歯ごたえがあり、よく噛めば腹が膨れて空腹を誤魔化せるし、干し肉も噛めば噛むほど味が広がるので、今の空腹のユートには打ってつけであった。

				「本当に空腹だったんでごぜぇやすねぇ？」

				「いやそれがね、今朝と言うかさ、宿で追加料金取られて朝食取れなくて……」

				「あぁ、遅出のねぇ」

				　黒パンと牛干し肉をどちらも一塊ずつ平らげたユートを見て、バンダナの青年が苦笑した。人は空腹で気がふれるというが今のがまさしくそれだろうかと、地面に散らばる赤い斑点を見て彼は思った。

				「ご飯ありがとう、えっと……」

				　腹を撫でさするユートは改めて礼を言おうと彼に向き直ったが、そう云えば名前を聞いてなかったと今気づいた。

				「あぁ、あっしはアシダカっていう名の行商でさぁ」

				　彼がそれに気付いたか、先に名乗る。やはり行商さんだったかと、先程まで背負っていた傍らに置かれたザックを見て、当たっていたかと確信した。

				「僕はユート、流れの傭兵です。今は戦争が無いから色々としています」

				「はぁ、傭兵でございやすか。随分とまぁ若い傭兵が居るんでごぜぇやすなぁ？」

				　ならば次は自分が名乗らなねばと、ユートが名乗った。彼の職が傭兵と聞いて、アシダカは少々驚いた。確かに腰元の鞘に納められた刀を見れば、見てくれは少年剣士で、修行の旅の道中とも見て取れるが、傭兵とまでは思わなかった。

				『傭兵』即ちは金で雇われて戦場で戦う者達。所謂(いわゆる)『戦争屋』というイメージがあり、その職の名前や内容から汚れ仕事を思わせる。が、戦争やそう言う血なまぐさい事が無ければ彼らに仕事は無く、日銭を稼ぐ上で様々な事をしている。それでもその血の匂いが薄まる事はない。ユートは言わば流浪の身で、頼まれればなんでもやり、こうやって村々を歩いて仕事をしていた。

				「あんにゃさもこれからサクス村へ？」

				「うん、何か仕事を探さないといけないからさ、アシダカさんも？」

				「まぁ行商でごぜぇやすし、商売しねぇと生きてけませんからねぇ」

				「じゃ、丁度いいし一緒に行きませんか？」

				　談笑する傍ら、二人でサクス村に行く事となった。

			  

				　　　　　　　

				

				　サクス村、その村は特筆して何かある村というわけでは無かった。平平凡凡ののどかな村で、農業で生計を立てている、いわば農村であった。干し草を運ぶ牛車に、談笑する村人達。その姿を見ながら、ユートとアシダカがザックを背負い歩き、村へ入れば、すれ違う人々が二人を物珍しそうに見ては通り過ぎる。

				「何かじろじろ見られてるね……」

				「余所者が珍しいんでございやしょう。それより、これからあんにゃさはどうなさるんで？」

				　やはり村社会、余所者が珍しいのか、こういう視線は付き物だとアシダカは言い、これからどうするのかユートに尋ねた。

				「まずはこの村の村長さんに会いにいかないと。いきなり村に入り込んで仕事したいだなんて失礼だしね」

				「ああ、それもあっしと同じでごぜぇやしたか。んじゃあ一緒に参りやしょう」

				　向かう先は同じと、再び共に歩くことになった二人ではあるが、この村の村長の居る家の場所が分からないので、とにかく道行く誰かに聞くことにした。そして、丁度通りかかった村人の男性と目が合うとユートは声をかけた。

				「あ、すいません、この村の村長さんの住まいはどちらですか？」

				　突然話しかけられて彼は驚いた。やはり余所者に免疫がないのか、その男は少し顔をしかめて言った。

				「この先、一番奥だよ」

				「ありがとうごさいま……あっ」

				　礼を言う前に男はそそくさと離れていった。そこまで邪険に扱わなくてもいいのにと、ユートは少し気分を悪くした。

				「まぁまぁ、気にせず参りやしょうや」

				　そんなユートにアシダカは気にせず行こうと、彼を促した。

				

				　村長の家と言われても別段豪華だったりはしなかった。木造の二階建て、この村にしては確かに大きめな家屋ではあった。一枚扉の斜め上に呼び鈴である鈴が取り付けられて、鳴らすための縄がある。

				「ごめんくださーい」

				　その縄を握って呼び鈴を鳴らしながらユートは聞こえるように少し大きめな声で言った。

				「普通の挨拶でごぜぇやすねぇ、もっとこう偉そうにするかと思いやしたが」

				「第一印象は大事だからね。変な奴に思われたら仕事以前の問題だし……ていうかアシダカさん、それ偏見じゃない？」

				「まぁ傭兵って血なまぐさい職種を想像したらねぇ？」

				　どうやらアシダカは、ユートが横柄な態度で尋ねると思っていたようだ。その職種の想像上、やはりそう言った少し横柄で自分勝手な人間が多いようなイメージがあるのはしかたない。

				　しかし、仕事を貰いたい以上、第一印象は大事で、変な輩が来たと見られれば仕事どころではないのだ。こちらは頼み込む立場である以上しっかりと礼儀正しく頭を下げなければならない。

				『はーい』

				　家屋から返事が聞こえた。女性の声である。しばらくして、どたどたと床を鳴らす音がして、それの音が近づいて大きくなって来た。ドアノブが回転する。室内側へと開かれた扉の先に居たのは、少し熟れた、おおよそ三十路ぐらいの年齢を思わせる飾り気のない女性だった。

				「ええとすいませんが、どちらさまで？」

				　やはり余所者への対応だ。眉間に皺が寄り警戒の色が強く見て取れた。これで自分が流れの傭兵ですなんてとても言えないとユートは思った。

				「初めまして。旅の者なのですが、しばらくこの村に滞在しますので村長にお目通りをしたく……」

				「誰か来たのかい？」

				　頭を下げて言ったユートであったが、それを遮るように、これまた小皺の目立つ男が家の奥から来て、女性の後ろから尋ねて来た。

				「いえ、旅人さんらしくて……」

				「そうか、勇者教の僧侶かと思ったのだが……」

				　何故か男は残念そうに溜息を吐いていた。この人が村長だろうか？　ユートは頭を上げて女性の背後で腕を組む男に尋ねた。

				「あの、貴方がこの村の村長さんですか？」

				「ああそうだ。旅人さんか……持て成すものは何もないが、まぁ身体を休めるといい」

				「ありがとうございます」

				　これで一応の挨拶は終わった訳ではあるが、アシダカもまた行商として挨拶をせねばならないと、ユートは無言で後ろに居たアシダカと前後の場所を替わる。アシダカもまた頭を下げって言った。

				「あっしも旅の行商でございやして、ここで商売を……といきたいのでごぜぇやすが……」

				　アシダカは途中で話を区切った。まるで何か言いたげな雰囲気を醸(かも)し出している。

				「勇者教の僧侶を待っていると言うのはどいうことでぇ？」

				　何やら不穏な空気が流れ出した。ユートはそれをここで聞くかとアシダカの言葉に顔をしかめる。確かに村長の発言から、勇者教の僧侶を待っているようには聞こえたが、村の内情にいきなり踏み込むのは少々おかしいのではと、ユートは聞くのを躊躇っていた。

				「貴方達には関係ございません。これは村の問題で……余所の方とは関係ございませんから」

				　──成程、つまり何かあるわけか。

				　恐らく村長の妻であると思われるその女性の発言を聞いたユートは思った。

				　──これは、金になる話かもしれない。

				　財布には銅貨二枚、何としても今は旅の資金が欲しいところ。これ以上話に踏み込むと、うっとうしがられてこの村を追い出される可能性もあるが、アシダカを止めにに掛かりつつ、少しカマをかけてみた。

				「アシダカさん、あんまり踏み込んじゃあ駄目だって。ややこしい問題かもよ？　野盗だとか山賊とか……」

				「なぜそれを知っている!?」

				　ユートの思惑通り村長は驚き、どうしてその事を知っているのかと大声で詰め寄ってきた。

				　──やっぱりね。

				　ユートは自分が予想していた通り、先程アシダカから追剥ぎをしていたあの山賊と村の問題が関係している事を確信する。

				「あっしもついさっき、追剥ぎに遭いやしてねぇ。そいで、この子に助けて貰ったんでさぁ」

				　すると驚いた事にだが、アシダカがユートの意思を読み取ったかの如く、それに続くように話し始めた。村長夫妻がお互いの顔を見合わせてから、アシダカを、そしてユートを見た。

				「何か事情がおありのようで、宜しければお話を伺いますが？」

				　ユートは笑顔でそう尋ねた。

			  

				　　　　　　　

				

				　家に通され、テーブルの上に置かれた紅茶を頂きつつ、ユートは話を聞くことにした。ティーカップに注がれた琥珀色の湯気を漂わせる紅茶。それを少し口に含めば、甘みは無いが紅茶の茶葉の香りが鼻を通る。砂糖かジャムが欲しいなと思いながら机の上を見渡すがそれらは無い。

				「実は……近くの森の中に山賊が住みつきまして……そいつらが数日に一回脅しをかけてくるのです。しかも、森を根城にしている為に狩猟もできなくなってしまったんです」

				「こりゃ、商売どころじゃあございやせんねぇ」

				　村長が現状を語りだすと、その内容にアシダカが苦笑した。この村──サクス村は農耕だけでなく狩猟でも生計を立てており、それもまた重要な生活を支える生業の一つであった。しかし、ここ最近武装した山賊が森の奥に住み着いてそこをアジトだとか、隠れ家だとかにしているおかげで森に入ることが出来なくなったのだと言う。さらに言えばその山賊が度々武器をちらつかせて恫喝(どうかつ)し、村の財産を奪っていくと村長は嘆いた。

				「それで、国に手紙を送ったら、勇者教の僧侶を派遣すると手紙に書かれていたと？」

				「ええ、数日したら向かわせると書かれていましたわ」

				　村長の妻がそう言って頷く。確かにこういった村一つで対処できない事となれば、国に相談するのは当たり前ではある。しかし、派遣するのが騎士ではなく僧侶であることにユートは疑問を抱いた。

				「ねぇ、そいつら、人数はどれくらいいるか分かりますか？」

				「分からないわ。結構居るんじゃないかしら？」

				「アジトの場所は分かります？」

				「さぁ……森の中としか……」

				　この村長夫妻も、山賊の人数や居場所を正確には把握していないらしい。だが、アシダカを追い剥ぎしようとしたあの三人が集団行動していた事からして、中々の数が居るのではとユートは感じた。

				「まぁ、君のような子供が聞いた所で何とかなる話ではない。剣を持っているとはいえね？」

				　そして村長は言葉を続ける。

				「さっさとこの村から離れなさい。それが一番いい、あとは僧侶様に……」

				　そう言った矢先であった。

				『や、やめなさい！　離して！　離しなさいよ!!』

				　表から、大きな声が響いてきた。

				「あんれまぁ、もしかしなくても件の山賊でごぜぇやしょうかねぇ？」

				　アシダカが飄々として笑う。村長夫妻が顔を見合わせる最中、ゆったりと席を立ち、ユートは村長宅から出て行った。

				

				　扉を蹴り開けて周辺を見渡す。通りにいる村人たちは幾つかの固まりに分かれて何やら話していた。耳を澄ませば『山賊』だとか、『女の子が』『入り口で』だとか、おおよそ尋常ならざる言葉が耳に入ってくる。恐らくだが、村の入り口で女性が山賊に何かされているのだろう。ユートは村の入り口へと駆けた。

				

				　入り口付近には人だかりが出来ていた。何があったのか分からずにユートは人だかりの右へ右へと回り込む。しかしユートの背が低いこともあり、目の前の大人達で出来た壁の向こうで何が起こっているのか見る事が出来ない。

				「あんにゃさ、何があったか分かんねぇでございやすか？」

				　ふと背中から声を掛けられてユートが振り返ればそこにはアシダカが居た。どうやらアシダカも気になり付いて来たようだ。

				「アシダカさん、確認しようにもこれじゃ……」

				「ほんじゃまぁ……」

				「え？　ちょっとアシダカさん!?」

				　そう言うユートにアシダカは、まるでそうするのが当たり前だとばかりに、ユートの股座(またぐら)に頭を通して持ち上げた。いわゆる肩車である。確かにこうすれば見えるが、これはこれで羞恥を果てしなく感じるもの。人だかりがこちらに振り返ってくれない事を祈りながら、人だかりの先を見た。

				　そこには先程アシダカを襲った三人の山賊たちが居た。右手を斬り落とされた山賊の一人が、女の子の右手を残る左手で掴んで、他の二人が下卑(げひ)たる笑みを浮かべて取り囲んでいる。

				「なーにか見えやしたかい、あんにゃさ」

				「さっきの山賊達だ。そいつらが女の子を取り囲んでいる！」

				「女の子？　小児趣味ですかい？　理解できやせんね」

				　捕まっている女の子は、小児とは言える容姿では無かった。ローブを嫌悪から振り乱し、その背はユートより少し高いか、おおよそ十代後半の綺麗な顔立ち、そして長い水色の髪の毛をしていた。そして何より目を引いたのが……。

				「あれ？　あの胸の……」

				「はぃい？　揺れているんですかい？　たわわでごぜぇやすかい？」

				「あ、あぁうん、確かに大き……じゃなくて！」

				　ユートは彼女の胸、正確には左胸元に取り付けられた刻印を注視していた。確かに揺れてはいたし、たわわでもあったが。それよりも今はその刻印なのである。

                			

	








			
				「多分、村長が言っていた、派遣されて来る予定という僧侶……彼女だよ」

				「マジですかいぃ!?　そりゃあ本末転倒じゃあ!?」

				　そう、そのローブの胸元には確かに、勇者教会の刻印が縫い込まれていた。恐らく彼女が、その派遣されて来た僧侶なのだろう。しかし、事件を解決する本人がその事件の原因に捕まるとはこれ如何にと、アシダカが苦笑した。ともかく何があったのか分かったユートは、肩車の体勢から更に足を持ち上げて、肩に乗り始めた。

				「あんにゃさ？　何かなさるおつもりで？」

				「とりあえず！　仕事を取ってくるよ！」

				　そう言ってユートは、アシダカの肩を踏み台にして跳躍した。

				

				「離してください！　一体何のつもりですか!?」

				「何？　悪いけど？　片手斬り落とされた？　俺の慰めものに？　なってもらう的な？」

				　僧侶は左手に、宝玉の取り付けられた長い杖を持ち、右手首を男の左手で掴まれていた。

				「いいでしょ嬢ちゃ～ん？　俺達にさぁ、少しサービスしてよ～」

				「僧侶でしょ～？　かわいそうな俺達を慰めてくれよ～」

				　下品に、そして下卑た笑いを見せる三人の男達。容姿もそうだが、その身だしなみも汚らしい。村の入り口から傍観している村人達の様子から、この三人が話に聞いていた山賊なのかと、彼女は思った。

				　ならば仕方ないと、その左手に握られた杖に力を込めたその瞬間だった。

				　影が一つ、四人の視界に入った。

				「あぁあん？」

				　山賊が空を見上げた。そして次の瞬間には目の前に影の主が降り立ち、僧侶の手を握っていた左手目がけて、光る何かを振り下ろした。

				「ぎゃがああ!?」

				「きゃああああ!?」

				　そして、せっかく残っていた左手が、無残にも紅く太い線を引いて切り離された。そして僧侶もまた、自身の右手首を握り続ける切り離された山賊の左手を見て悲鳴を上げた。

				「あ！　あぁおまがぁああああ!!」

				　そして、その正体に気付いた矢先に、二人目の山賊の喉を刃が貫いた。

				「がごっ!?　ごげ!!」

				　刃が捻(ひね)られ、傷口が拡がる。それを素早く引き抜いて、背後にいるであろう最後の一人の姿を、右方向へ身体を回転させながら視界の端で捉えた。

				「ＳＹＡＡＡＡＡＡＡＡ！」

				　右手に握られた太刀が、男の腹を通り抜けた。斬られた感触も、痛みも感じなかった為、山賊は不思議そうな表情をしていた。しかし、

				「は？　……あ……ひぃいい……」

				　横一文字、山賊の腹からずるりと流れ出す臓腑。それを見て山賊が膝を突き、無駄であるにもかかわらず、必死にそれを元に戻そうとかき集めようとして、臓腑の水たまりに顔から落ちた。

				「ふう、また、会ったねぇ？　まだそれほど時間も経ってないだろうに……」

				　僧侶はやっと、少年の姿を目で捉える事が出来た。左手で刀の柄を叩いて血を払い、黒い革のトレンチコートを着た少年が、最後に残った一人の山賊の喉に、その刃の切っ先を突き付けている。山賊は斬り落とされた左手を見ながら、ただがちがちと恐怖に歯を鳴らしていた。村人達は唖然とした表情で見た。先程まで僧侶を連れて行こうとしていた山賊達をものの一瞬で斬り伏せた、その少年を。

				「で、大丈夫？　怪我は？　吐きそうとかない？」

				「へ？　あ……大丈夫、です……」

				　そして、こんな残虐な事をしながらも、笑いながら声を掛けて来た少年に、彼女はどんな表情を向ければいいか分からず、ただ大丈夫だとしか言えなかった。

				「はいはいどいてどいて！　って、こいつぁひでぇや」

				　人ごみを分けて、バンダナを巻いた青年が、割って入ってきた。そして見るも無残なこの様子に彼は口を押えて呻いた。

				「こ、これは一体……君がやったのかね!?」

				　続いて出て来たこの村の村長も、悲惨なこの光景に驚いていた。そして、目の前の少年はゆっくりと腰元の鞘へと刀を納めてから、両手首を斬り落とされて両手の無くなった男の延髄を蹴りぬき、その後頭部を踏みつけながら言うのだった。

				「村長さんどうです、今なら山賊討伐の代金お安くしときますよ？」

			  

				　　　　　　　

				

				　彼女は事態を掴めずにいた。ともかく彼女はこの村に赴き、この村でのいざこざを解決するように頼まれた。それが一転、見知らぬ少年がそのいざこざ、いわゆる山賊討伐の頼みを引き受けると言ったのだ。そんな彼女は今、この村の村長の家に居る。急転する事態に付いて行けない彼女は、まず情報を整理して、現在どんな事が起こり、自分が何をするべきか、どう対応すればいいかを選択しなければならなかった。

				「あの、あの子は一体？」

				　まず気になったのは自分を助けた、いや、助ける形となったあの少年が何者かという事だ。

				「あぁ、僧侶さんと同じでつい先ほど村を訪ねて来た旅人なんだが、あれでは旅人とは言えないね……」

				　村長もまた、困り果てているのか頭を軽く押さえては、両肘を腿の上に置いて溜息を吐いた。僧侶の少女もそれは同感であった。あんな人斬りのような旅人が居てたまるかと、スカートに添えていた両手に力がこもる。

				「あの、それでどうしましょうか？　私は来て良かったのでしょうか？」

				　それはともかく、彼女はこの件をどうするのか村長の意を問うた。本当に彼に頼むのかと、村長を問いただす。喉を鳴らすように小さく唸りをあげた村長が、ふと顔を上げた瞬間にその表情が固まった。

				　その視線が自身の背後へとそそがれている事に気付き、彼女もまたソファに座ったまま体を捻り、振り向いた。

				「で、どうなさいます？　村長さん？」

				　そこに件の彼が居た。先程山賊達を斬り伏せた少年が、彼女の背後に立ち、村長に聞いたのだ。そして少年は歩いてソファに近寄ると、座っている僧侶をその視界にいれた。

				「えぇと、もしかして君がその、村長が言っていた僧侶さん？」

				「はい、そうですが？」

				　彼女はその通りだと返すと、少年は一度村長を見てから、再び彼女を見て、また再び村長を見た。そしてその顔をしかめてから、村長に向かって聞いたのだ。

				「村長さん？　もしかして前金ケチりました？」

				「えぇ!?」

				「いやだって、来たのがこの子一人だし……」

				　前金と言った少年に、彼女は何が何なのかを理解するのに少し時間が掛かった。そして、村長の心外なと言いたげな顔から、彼が村長に教会へ支払う依頼金の前金をケチったのかと聞いたのだと気付くと彼女は丁寧に説明した。

				「あの、私達依頼金は後でお布施の形で貰う事になっているので……前金とかはございませんよ」

				「え、そうなの？　初めて知ったよ……えぇっと……」

				　お布施と言う形で後払いになるということを知った少年は驚いて、口ごもった。

				「あ、まだ名乗っていませんでしたね？　私、勇者教教会から派遣されました、ユキナ・ペンドルトと申します」

				　ユキナは、そう言えばまだ名乗ってなかった事に気付き、ソファから立ち上がると、軽く頭を下げて名乗り上げた。

				「あぁこれはどうもご丁寧に、ユートと申します、今は旅をして……」

				「申し訳ないが話を元に戻してよいかねお二方？」

				　そして少年ユートもまた、礼には礼をと、名を名乗って頭を下げ、自己紹介をと言った所で、村長が脱線している話を戻していいかと二人に聞いた。

				「それはそうと、村長さん、山賊の規模もどこに居るかも分かってないのでは？」

				　だがそれをユートが制した。村長は件の山賊のについて何も分かっていないのではと。確かにその通りだがそれが何かと、村長が首を傾げた。

				「いや、何首傾げてるの？　大規模だったらどうすんだよ、僧侶一人でどうにかなるわけないでしょうよ？」

				　まるで何も知らぬという村長の様子に、ユートの顔が強張る。ただでさえならず者が居ると言うのに僧侶の一人や二人でどうにかなる訳がないだろうと。だからユートは、前金をケチったのかと彼に聞いたのだ。

				「ていうか君も仲間は？　まさか君一人……ということはないよね？」

				　念には念を押して、先程名前を聞いたユキナにも聞く。

				「えぇ、一人ですよ？」

				「あとで同業の方と合流とかは？」

				「無いです」

				　彼女にこうもきっぱりと断言されて、ユートは少しの間動きが止まった。震え一つ起こさないそれは、まるで着色された人型の石像ではないかと言うほど、微動だにしなかった。

				「どれだけずさんな計画なんだよ」

				　そして一言呆れたように言い放った。撃退してほしい山賊達の規模や居場所が分らないのは、関われば危険な目に遭う可能性があるので仕方ないとして、本来ならば依頼の際に、武装している者達が必要になるので、何人か派遣してほしいと相談すべきだ。依頼を受けた勇者教側もだが、山賊が居ると分かっているならば、そう言った輩には話が通じないのも分かっているだろうにと、彼女一人を派遣した教会に溜息が出るばかりだった。それらから思うにこの村の村長はいささかのんびりとしていて、悪く言えば世間知らずだ。山賊退治を畑の害虫駆除か何かと同じとでも思っているのかも知れないと、ユートは村長の呑気さに呆れ返る。

				　かと言ってこれは金になる仕事ではある。ユートはソファに座りテーブルの上に腰元のサイドパックから一包みの羊皮紙を取り出して、それをテーブルの上に広げた。

				「村長さん、そちらへ座っていただけますか」

				「き、急になんだね!?」

				「いいから座る!!」

				　有無を言わせないユートの声に、驚いた村長が言われるままに座った。ユートの突然の動きに、一体どうしたのかとユキナはその場に立ち尽くすしかなかった。村長が対面に座るやいなや、ユートは再び腰元のサイドパックへ手を入れてあさり始める。そして、そこからインク瓶と羽ペンを取り出し、インク瓶の蓋を開けてからその羽ペンの先にインクを付けると、机の上に広げられた羊皮紙へカリカリと音を立てて、素早く何かを書き殴り始めた。

				「はいこれ、契約の前金と完了後の報酬の額ね」

				　そして、書き殴った羊皮紙を目の前に突き付けて村長に見せつけるのだった。そこにはこう書かれていた。

				

				　山賊討伐、及び撃退の前金及び報酬

				　前金銀貨三枚

				　報酬銀貨三〇枚

				

				　そこに書かれている事をその目で確認すると、村長はぎょっとした。

				「こ、こんなに、掛かるのかね!?」

				「言っとくけど安い方だからね？」

				　前金、報酬合わせて銀貨三三枚という値段に、村長が驚くのも無理はない。銀貨三〇枚は平民のおおよその月収と同じである。作物を売り、それらを収入としている農村の人間からしたら大金であった。

				「只でさえ命が掛かった仕事になるんだ。たとえ他の所に頼んでも同じくらいの額だよ？」

				「ちょ、ちょっと!?　勝手に話を進めないでください!!」

				　ここに来てやっと、本来その依頼を受けるはずであったユキナが声を上げた。当然である。本来依頼を受けるのは自分で、ユートは言わば横取りをしようとしているのだから。

				「その仕事、私が行うように頼まれているんですよ!?　何であなたが受けようと……」

				「どうやって解決するつもり？」

				　その言い分すら言わせないと、ユートは彼女に向けてそう言い放つ。

				「あんた、勇者教の僧侶とか言ったけどさ、どうするつもりだったの？」

				「どうするつもりって……」

				「まさか、話し合いで解決しようとか思ってないよね？」

				　ユートは尋ねる。ユキナはそう言われて言葉に詰まった。そう、彼女自身も分かってはいるのだ。野盗に、人から略奪をして生きるような奴に話は通じないと。話が通じないならばどうすべきかも知っている。

				「さっきもさ、あいつらに捕まって何も出来なかったみたいだけど、下手したら嬲(なぶ)られて犯されて……やつらの慰み物になってたよ」

				　先程まで丁寧に対応していた少年は何処へ行ったのか。その口から憚(はばか)れるような言葉を出して、もしあのまま自分が助けなければどうなっていたのかを語った。

				「しかも、協力する人の一人も無しに、どうやって戦うわけ？　一人で数十人を相手取れるのは余程の人間だよ？」

				　押し黙ったユキナを見たユートだったが、今一度と村長に向き直ると、羊皮紙を見ている彼に言った。

				「契約するなら捺印(なついん)のほうお願いします。金を貰う以上は僕も必ず成功させますので」

			  

				　　　　　　　

				

				「んでですねぇ、こいつから出る煙がぁ畑の害虫を一網打尽！　作物に一切の被害も無しってわけでさぁ！」

				「まぁ!?　すごいわ!!　でも……お高いんでしょう？」

				「とんでもありやせん!!　いまなら三個で銅貨一〇枚!!　しかも！　家の害虫用もお一つお付けして、同じ値段でいかがで!?」

				　村長の家の前では、アシダカが集まってきたサクス村の人々に向けて何かを見せていた。右手に高々と掲げられた人の頭程の大きさの木製の筒。そこには導火線が伸びていた。そして、足元では同じような形の手のひらサイズの木筒があり、導火線があった場所から煙が立ち込めていた。

				「私は六つ欲しいわ！」

				「はいそこの美人さんお買い上げ！　ありゃしゃす！」

				「家庭用のは畑用のおまけに付いているだけかい？　別売りは？」

				「家庭用なら五つで銅貨八枚でさぁ！」

				　村人達がこぞって、アシダカの『商品』を手に取り、代わりに銅貨を渡していく。そしてしばらくして集まった村人達全てがアシダカの商品を買うと、彼の財布代わりの革の袋にはそれなりの枚数の銅貨が集まっていた。

				「ま、バラ売りや家庭用ばかりだとこんなもんさねぇ」

				　今回の売り上げに満足したアシダカがその袋口を紐で縛ったその時、村長宅の扉が鈴を鳴らして開いた。そこから出て来た少年を見て、アシダカはにやりと笑い、彼に近づく。

				「あんにゃさ、仕事は取れたかね？」

				「うん、前金も景気よく支払ってくれたよ」

				　革の袋を目の前に掲げたユートが、それを振るとジャラジャラと小気味のいい音が鳴った。前金で懐は温まったユートではあったが、その表情に険しい皺を作ると、はいているジーンズのベルトに紐ごと袋を括り付ける。

				「さぁて、今から仕事だよ、まずは……」

				「待って下さい！」

				　今から仕事だと意気込むユートの背後から、綺麗な透き通る声が聞こえた。ユートと、共にいたアシダカが振り返ると、白いローブに長い杖を携えた少女がこちらを見ていた。

				「え？　あれ？　さっきの絡まれていたぁ僧侶さんかい？」

				「何？　もう僕が正式にこの件を受けたんだからさ、文句は言わせないよ？」

				　僧侶ユキナがずんずんと地面を踏んで進み、ユートの近くまで寄って来た。そして目の前に彼女が来ると、アシダカはある事に気付いて思わず笑みが零れた。

				「なんだよアシダカさん……そんなにおかしい？」

				「い、いんやぁ？　まぁあんにゃさも不憫(ふびん)なもんですなぁ」

				　僧侶ユキナはユートを見下ろしていた。ユートは彼女よりも背が、ほんの少し低かったのだった。ユートもこの事に気付いたのかアシダカに一つ睨みをきかせるが、アシダカの笑みは崩れたりしなかった。むしろ笑いを堪えるのに必死であった。

				「で？　何か文句でも言いに来たの？」

				「文句じゃありません。でも困ってはいます！」

				　文句を言いに来たわけではないらしいが、とりあえずは話を聞くかと体を彼女の正面に向けると、アシダカの口から空気が漏れた。ユートと対面したユキナが息を吸い、口を開いた。

				「私も教会からこの件を解決するように頼まれています！　だから、貴方に仕事を取られると報告もできないし困るのです」

				「まぁ、そうだろうね？」

				　彼女の言う通りではあるが、それがどうしたと彼女を見上げて言った。

				「それで、どうしたいわけ？」

				　恐らく仕事を譲れだの返せだのと言うのだろうが、それはそれでいいとユートは思った。そうすれば別に山賊退治を彼女に押し付けて、自分は金だけを持って消えればいいと、手を汚さずに甘い汁だけを吸って退散出来ると思ったからだ。

				「だから……貴方にお供します！」

				「はい？」

				　だが、ユキナが言い出したことはユートの予想の斜め上をいくものであった。

				「キミの仕事を手伝います、あぁ、嫌とは言わせませんよ？　私から仕事奪っておいて文句は言わせませんからね！」

				　ズズイと、背伸びして体を乗り出し、ユートを見下ろした彼女に捲し立てられると、ユートは思わず仰け反った。そして、彼女の最たる特徴の胸もまた、彼の顔面に迫っていた。

				「わ、わわ!?　わかった！　わかったよ!!　分かったから離れて!!」

				「分かれば宜しい」

				　迫力というよりか気恥ずかしさからユートは折れた。ふぅと一息吐いた彼女が少し後ろに下がってから、ユートは舌打ちして背を向ける。

				「いつまで笑ってんだよアシダカさん」

				「いんやぁ、傭兵なのに初心(うぶ)でごぜぇやすな、あんにゃさはと」

				　アシダカは今の様子にほくそ笑んでいた。それを見たユートが文句を言ったが、あれ程和むものはないとばかりに身体を震わせている。アシダカの様子に不機嫌に鼻を鳴らしたユートは、ともかくまずは行動だと、歩き始めた。

				「それで、これからキミはどうするのかな？」

				「山賊の居場所と人数を聞き出す」

				　まずは山賊の居場所、そしてどれだけの人数で集まって行動しているのかを調べなければならないと考え、背後から聞こえたユキナの声にそう返答した。

				「聞き出すって言っても、村人は誰も知らないんじゃ？」

				　村人も誰も山賊に詳しい人間は居ないのだ。なのに誰から聞くのかとユキナはユートに疑問をぶつける。

				「あいつに聞く」

				　ユキナの問いにユートはそう答えると、村の入り口の近くの区切りの柵を指し示す。ユキナとアシダカはその指先が指し示す物を見てあぁと納得した。

				「山賊本人に聞くと？」

				　そこには村の晒し者にされたか、両手を斬り落とされた山賊が一人柵に括り付けられていた。前腕の半分辺りから綺麗に斬り落とされたその腕は包帯が巻かれて血が滲み紅く染まっていた。意識を失っている山賊を見て、彼が背後から延髄を思い切り蹴ったのを思い出して、ユキナは身震いした。その手を彼が斬り落とした事も、思い出してしまった。

				　柵に縄で縛られて、両足を地面に投げ出して気絶しているその山賊の前まで来ると、ユートが彼を見下ろした。その背後で、アシダカとユキナが彼の様子を見る事となった。

				　ユートが山賊を見下ろして一分ほど経った時、それは唐突に始まった。

				「え？　ちょ!!」

				　ユキナが思わず声を上げたが遅かった。彼の右足の靴底が、気絶している山賊の顔面へと勢いよく放たれたのだ。縛られていた柵の一部が、景気のいい音を立てて山賊の後頭部により叩き割られた。

				「あおごぼぉ!?」

				　山賊の口から白い破片が舞った。歯が折れたのだ。そして気絶から目を覚まして焦点が合っていない目で何があったのと此方を見上げた矢先、その首をユートは右手で鷲掴みにした。

				「はい、こっち見て。あんた達の仲間は何人？　どこを根城にしているのかな？」

				「ふぐ!?　ぐぅううう!!」

				　間髪入れずに、ユートは問いただす。山賊は首を鷲掴みにされているからか、喉をがらがらと鳴らして呻くしかできない。これに気付いて髪の毛を持ち直してからユートは再度聞く事にした。

				「答えろ。答えないなら、答えるまで殴る。もう二度と固形食が喰えなくなるまで殴り倒す。さあ答えろ、今すぐ答えろ、早く答えろ」

				「だ、だれ……ごぼぉ!?」

				　反抗しようとした矢先に、その拳でユートは山賊を殴りつけた。しかも、殴りつけたのは喉である。下手をすれば殺しかねない個所に迷わずその拳を叩き込んだ。粘っこい、唾液と血の混ざったどす黒い液体が山賊の口から流れる。

				「仲間の居場所と有益な情報以外ならまた殴る。いいか？　お前は答えなきゃいけない、答えなければ……」

				「ストップ！　ストップ!!」

				　この凄惨な光景にユキナがもう限界だと止めに入った。彼女はユートの振りかぶる腕を両手で掴み、しっかりと拘束する。

				「いくらなんでもこれは！　やりすぎです！」

				「そうでもしなきゃ吐かないだろう？」

				　未だにその右腕から力を抜くことはない。少しずつだがユキナの手を振りほどこうと腕を捻じっていると、山賊が何かを呟いた事にユートが気付いた。

				「ぼ……ぼぐどぉど、どぉぐづ……ぼぐどぉぼ……」

				　顔面を晴らして折れた歯を口内から覗かせた山賊の男が、聞き難い声で繰り返し呟く。

				「あちゃーあんにゃさこれ、壊れちゃいましたよ？」

				「北東の洞窟ね……」

				　聞き難かったが北東の洞窟と言っていたのは確かであった。ユートはその男の髪の毛から手を放すと、それを見てユキナも彼の握り拳を作る腕から両手を離した。しかしユキナの顔は、当たり前であるが厳しいものであった。

				「何その顔。僧侶様は命が平等で、悪人にも慈悲をとおっしゃるかね？」

				「違います！　確かに……その……彼らを倒すのが依頼ですけど、これは明らかに酷過ぎます！」

				　ぐったりと破損した柵に背を預けて気絶している両手無しの山賊を指差して彼女は言った。酷い有様であった。醜く顔は腫れ上がり青痣(あおあざ)が広範囲に広がり、歯は欠けて口内から血を垂れ流している。ここまでするかと彼に問いただすユキナであったが、ユートは簡単に言い返した。

				「その酷い事を、今からする為に行くんだけど？」

			  

				　　　　　　　

				

				　サクス村から北東、街道を外れて入る森の中を、ユートは歩いていた。それにしても失敗したとユートは、水筒を開けて口につけて傾け、少し水を口に含んだ。確かに北東の洞窟と聞いたはいいが、何かしら近くに目印があるだとか、どれくらいの距離があるのかと、もう少し詳細を聞くべきであった。来た道が分からなくならないように、足跡をしっかりつけて来たはいいが、これでは探すだけで日が暮れてしまうと、今回の失敗を後悔しつつも歩いて洞窟を探す。

				　そして、僧侶ユキナも彼の後を追うように少し離れて付いてきている。先程言われた事を気にしてか、はたまた根に持ってか、何一つ話さないままに、その道なき道を歩く。草を踏み倒し、蔦を千切りながら歩くが、その洞窟とやらは一向に見つからなかった。

				「洞窟、見つかりませんね？」

				　背後からそう声を掛けられたユートだったが、応えずに歩を進めた。

				「あの山賊さん、嘘を吐いたのでしょうか？」

				「いやそれは無い」

				　ユキナの疑問を、ユートは即座に否定した。

				「どうしてですか？」

				「殺されかけている状況で嘘は言えないよ。後で自分の命が無くなる可能性があるからね？　自分の命が一番大切だし……」

				　ユートは言う。自分が今にも殺されかけている中、その場凌ぎの嘘では後々の自分の命が保証できなくなる。人間我が身がかわいいもので、そんな本当に危ない状況になれば我が身可愛さになんでもすると。

				「それに、口だけじゃないとあいつは理解していると思うよ？　同じ相手に両手斬り落とされたんだからさ。今度は首を斬り落とされるかもって思っているかもね」

				　山賊は本能で理解させられたのだ。嘘を吐けば本当に殺される。こいつは本当に自分を容赦なく殺すと。そうなってしまえば、秘密でも何でも、我が身の為に全てを犠牲にするだろう。

				　ユキナが成程と納得したと同時であった。ユートが突然、近くにそびえる大木に背を預けて、まるで隠れるような体勢になった。一体どうしたのかとユートの突然の行動に驚いたユキナであったが、ユートがこちらに険しい視線を送り、右手で隣に生えた大木を指差した。隠れろと言う事だろうかと、ユキナが彼の指示通りにその大木に隠れると、それを見てからユートは前方の森を指差した。

				「え？　何……」

				　その指が差し示す先をユキナは見た。遠く離れたその先に岩壁があり、そこに確かに洞窟が見えた。この場からでは誰かに言われないと気付かない程、洞窟との距離があった。そこでは、これまた村でユキナに絡んできたような身なりの汚らしい男が、肩に抱えなければならない程に大きな袋を担いで洞窟に入っていく。

				「居ましたね……」

				「あぁ、さて……どうするか」

				　この時からユートは、どのような手で山賊達を討伐するか考えていた。敵のいる場所は分かった。だが、どれ位の人数で、武器はどんなものを使っているのか、洞窟の中はどうなっているのか、情報が少ない為に確実な手立てが無い。その場に屈みこみ、体勢を低くして洞窟を見ながら彼は考える。そんな彼を見ながら同じように屈みこみ、彼を凝視するユキナ。その視線に気付いてか、ユートは地面に視線を落とし、そして頭を上げると彼女を見た。

				　山賊に捕まりかけていたユキナだったが、確かに男が靡(なび)きそうな容姿をしていた。青く綺麗な長い髪にローブから盛り上がる豊かな双丘、括れた腰とすらりとした下半身、顔もまた可愛く愛嬌もある。

				「あの、どうかしましたか？」

				　──ふむ。

				　ユートはユキナに聞こえない程小さくそう声を出してから、その場から立ち上がった。そして、彼女に近づくと、ユキナもまたどうしたのかと立ち上がった。その瞬間だった。彼女の身に信じられないことが起こった。まず、彼がその右腕を後ろに振りかぶった。その後、左手で襟首をしっかりと掴まれ、身動きが取れなくなった。そして、腹部に伝わった強い衝撃──殴られたのだ。それも思い切り、鳩尾に拳を叩き込まれたのだ。せり上がってくる内容物を吐かないようにと口を、そして腹を押さえた。

				「おぐ……な、何を……」

				「せっかく付いて来たんだ、少しは役立ってもらうよ？」

				　前のめりにユキナは倒れ、口から少量の涎をだらしなく垂らして、気絶した。気を失った事を確認すると、ユートは彼女の上半身を起こして肩に担いで立ち上がり、洞窟へと歩き始めた。

			  

				　　　　　　　

				

				　洞窟の奥、男が地面に置かれたワインボトルを手に取り、その飲み口に口を付けてがぶがぶと飲んでいた。そこには上品さの欠片も無く、ワインを流し込んだ男は一息吐くと寝転がり、なめし皮を敷いただけの寝床で昼寝を始めた。

				「山賊稼業ほど、いいものはねぇや」

				　にっかりと笑いながらその歯を人差し指の爪で掻き歯垢を落とす。これ程の自由はないと、男は満ち足りていた。暴力で金や女を、そして全てを奪い、自分の物とする。全てが思い通りの人生に満足していた。しばらく一眠りするかと、目を閉じたその時だった。

				「頭(かしら)、すこしいいですか？」

				「なんだ煩わしい」

				　男の部下の一人が自室──と言っても洞窟を掘っただけの穴倉に顔を覗かせた。寝ようとした矢先の訪ね事は中々に煩わしい。

				「仲間にして欲しいっていう奴が来て、挨拶がしたいと言ってます」

				「あぁ？」

				　それを聞いた矢先であった。その部下の背後から一人の少年が、何かを背負って入って来たのだ。

				「なんだぁ、ガキが何の用だ？」

				　男はなめし皮の寝床から身を起こすと、気分を害したのかしかめ面を浮かべた。訪ねて来たのがガキで、この部下はわざわざ取り合ったのかと。面倒な事をしやがると、一つ叱りつけてやろうとしたその時だ。山賊の頭はその少年が担いでいるものに気が付いた。

				「挨拶代わり……という事でこれを渡したいのだけど」

				　少年はおもむろにそう言いながら、肩に担いだ荷物を下ろした。女だ、しかもまだ若く十代だろう。それに僧侶だ、そして美人だ。男の口が吊り上がり、笑みを浮かべた。

				「おいガキ、中々分かるじゃねぇか？　そうだ、仲間になりてぇなら、その頭目に献上品を渡す。世間の礼儀が分かってるじゃねぇか」

				「それほどでも……」

				　男の前で片膝を突いて、少年が頭を垂れた。

				「おい、今日からこいつは俺達の仲間だ。洞窟の中を案内してやりな」

				「うっす！　おら、来な新入り！」

				　山賊の頭が、洞窟内を案内するよう、部下に命令する。それを聞いてその少年は今一度頭を下げてから、山賊の頭の部屋を後にした。

				

				　──あの子には感謝しなきゃな。

				　ユキナを貢ぎ物とする事で、ユートはすんなりと仲間内に取り入ることができた。そして、今この瞬間にもユートの頭の中では今後の計画を組み立てられていた。山賊の部下の案内で洞穴を案内されながら、頭にその景観や部屋の位置を叩き込む。

				　まず、この洞窟は入り口から山賊の頭領が眠る部屋までは一直線である。そしてその左右に穴を掘り進めて木の枝の様に枝分かれする形で、部下の居住する部屋や食料庫、武器庫などがある。そしてその一本道の中心に広い空間があり、そこで集まり、何かしらを話し合い、取り決めをする様だ。そして今、ユートは先程の頭領に挨拶を済ませてから、洞穴内を歩き、中間地点である広いスペースに来ていた。

				「寝床は適当だ。スペースがありゃ雑魚寝しな」

				「結構広いね……人数多いの？」

				「あぁ、ざっと三〇人くらいか？　野盗にしちゃ多い方だぜ」

				　人数は三〇人か、中々の頭数だと薄暗く広いスペースを歩いていく。外から光は入らないため、洞窟の左右に燭台が打ち付けられており、そこに蝋燭(ろうそく)が立っていた。洞窟の道幅は大よそ大人が五人は並んで歩けるほど広い。足場も整備されているとまでは言えないが、洞窟内にしては歩き易かった。

				　大広間に当たる中間地点を抜けて出口へ向かうと、自分のすぐ左側からユートの耳に何かが聞こえて来た。それはすすり泣く声だった。

				「ここは？」

				「俺達の商売道具の置場だよ。見るかい？」

				　ユートが頷くと、顎をしゃくりついて来いと山賊の男が言った。その先の空間でまず視界に入って来たのは鉄格子だった。洞窟の空間にただそれを打ち込んだだけの簡単な牢屋。そこではボロ布を羽織って、体を土で汚した、何人もの女性がすすり泣き、生気の無い顔で座っていた。おおよそ想像はついていたが、実際に目にすると嫌悪感を感じずにはいられなかった。

				「性奴隷か……よくまぁこれだけ集めたね？」

				「そうだろう？　夜道で一人歩きしていた奴、無理やり連れて来た奴と様々よ」

				「じゃあ、あの子もここに？」

				「おう、この国じゃ売れねぇからバイヤーに転売してアルヴェイシャの奴隷市に流すのよ」

				　すすり泣く女性達を見て、ユートはその顔に笑みを浮かべる。

				　──成程、これは使える。

				　そして大よその計画が頭の中で組み上がった。もういいとユートは山賊の男に言い、奴隷部屋を後にした。

				　──後は夜を待つだけだ。

				　ユートは腰元の刀に左手を添えて、心中で大いに笑った。

			  

				　　　　　　　

				

				「僧侶さん、僧侶さん？」

				　声が聞こえた。その声を聞いてユキナは目を覚ました。お腹に痛みが走り、そして意識が覚醒して、ユキナは体を転がした。

				「きゃっ！」

				　ユキナが思わず声を上げて見上げると、そこには知らない女性が、自分の顔を覗き込んでいた。そして立ち上がろうとするも、腹部の鈍痛に足が縺(もつ)れる。

				「うぅうぐ、ここはどこ？　……貴女は？」

				　お腹を押さえて歯を食いしばり鈍痛に耐える。目の前の女性はユキナを見て傍に座り、物悲しげな顔で彼女に言った。

				「ここは山賊達の牢獄よ……僧侶さんも捕まったの？」

				　山賊の牢獄。それを聞いてユキナは思い出した。

				　──そうだ、たしか山賊の洞窟を見つけた時にいきなり腹部を殴られて……まさか……ここ、あの山賊の洞窟？

				「嘘、私……売られたの？」

				　まさかと、冷や汗が顔を伝う。あまりにも現実離れした現状に心臓に痛みが走った。その時であった。カツン、カツン、と音を鳴らして、鉄格子の先から音が響いてきた。ユキナは鉄格子に近寄り歩いて来る人影を見た。そして、その顔が怒りに染まるのに一秒と掛かりはしなかった。

				「どういうつもりですか？」

				　格子の先にはユートの姿があった。その表情には憐(あわ)れみも、嘲(あざけ)りも浮かべない。只々無表情に彼女を見下ろしていた。

				「邪魔なら邪魔って、はっきり言えばいいじゃないですか、なんでこんな手の込んだ……」

				　泣きたくなった。ただ仕事の邪魔だから自分をこんな目に遭わせたのか、邪魔ならはっきり言って欲しかったと、涙を浮かべた。そう言っても彼の表情は変わらない。するとユートは牢屋にゆっくりと近づき体を屈めた。そして、その右手が動くとユキナの背に寒気が走る。また何かされるのかと思い、思わず目を瞑(つむ)った。そして一秒経っても、一〇秒経っても、何も起こらない事を不思議に思ったユキナが目を開くと、彼は自分の右手の人差し指を口元に立てていた。

				「黙れってことですか？　これから売られるお前が、何も喋るなと……」

				　俯いて、もう顔も見たくないと言うように彼から顔を逸らした、その矢先であった。ガチャリ、と音が鳴ったのである。洞窟内に響いた音に、牢屋の中に居た他の商売道具の女性達が、一斉に起き上がった。

				「え？」

				　ユキナはきょとんとしていた。そして牢屋の扉が開いて、そこへユートが入って来る。予想外の彼の行動にユキナは上手く言葉が出ない。

				「あ、あれ？　はい？」

				　すんなりと鍵を開けて入って来たユートが、彼女の前で屈みこみ、しっかりとその目を見つめた。

				「えぇと？　これは一体？」

				「キミのおかげで、奴らに取り入ることができたよ」

				　事態が把握できないユキナに、何の説明も無しにそう言ったユート。だが状況が把握出来ないユキナが彼を制した。

				「待って、待ちなさい！　どういう事？　何がしたいんですか？　一から説明してくださいよ！」

				　そうユキナに言われて、ユートが話し始めた。

				「最初は情報が欲しくてね。近づく手段が欲しかったんだ。それで悪いと思ったけど、君を彼らの貢物にして、彼らの内に取り入ろうとした結果こうなっている」

				　淡々と話し始めたユートの話に彼女は聞き入る。そしてやはり自分を利用したのは確かだと分かった。

				「色々分かったよ。敵は三〇人。ここの構造は簡単で一本道からの枝分かれ。そこまで相手の装備も良くない……だが、一人ではどうにもならなくてね……そこにこの人達だ」

				　おもむろに立ち上がり、牢の中の女性達を眺めてからユートは少し小さめな声で言った。

				「ここから逃げたくない？　いろいろされたんでしょう、あんた達もさ？」

				　牢屋の中の女性が皆、顔を見合わせた。中にはユートを見上げる者もいた。

				「僕の言う通りにしてくれれば、あんた達は自分の故郷に帰れる、だから……協力をして欲しい」

				　そして彼は言い放つ、協力してくれれば故郷に帰る事が出来ると。そしてこれを聞けば彼女たちがざわつくのは当たり前であった。突如差しのべられた救いの手、もう自分は奴隷として売られるしかないと絶望した矢先の希望が見えたのだから。ボーっと呆けていたユキナを見て、ユートは彼女を見下ろしながら言った。

				「僕は仕事の為なら、何だってする。人を利用するし嘘も吐くのは当たり前。それこそ裏切りもね……そして、いろいろと考えた結果、これが一番手っ取り早いと思ったんだ」

			  

				　　　　　　　

				

				　敵の数も、敵が根城とする洞窟の中も、何もかも分からないユートは、まず内情が知りたかった。夜間に潜入するのも手ではあるが、一度バレてしまえば警戒されるためにリスクが高いと感じた。そんな時ユキナを見て彼は思いついたのだ。ならば正面から堂々と行けばいいと。この根城を吐いた山賊の一人が、この世は金と暴力と女が全てだと言っていたのを思い出し、ユートはユキナを気絶させ、彼らへの貢物と称して彼女を渡して山賊達に取り入った。ここでユートは敵の人数と洞窟内の構造を覚えて、一度作戦を練り直す予定でいた。

				　自分一人で山賊三〇人を相手取るのは不可能と見て、ならば闇討ちからの奇襲かと頭によぎったその時、彼らが商品として売り捌く女性達を見つけた。理不尽にも拉致監禁された彼女たちの恨みは強く、場を混乱させるだけなら十分な戦力と成り得るし、その人数は山賊の倍以上であった。

				　ユートが全てを説明し終えると、ユキナは意識がどこかへ飛んだかのように目の焦点が合っていなかった。

				「と、言う訳なんだけど……あれ？　おーい、大丈夫？」

				「ひ、一言ぐらい言ってください！　むぐぅ……」

				　大きな声で文句を言おうとしたユキナの口を、素早くユートはその手で押さえた。

				「大声出さないで。ただでさえ抜けて来たんだから怪しまれるよ」

				　顔を近づけたユートの呼気が額に触れた。でも一言言ってやりたかった。少しの説明ぐらい事前にしてくれてもいいではないかと。だがそれもどこ吹く風と、彼の眼差しは真剣で、自分の事など眼中に無しと言わんばかりだ。

				「さて、それはいいとして……悪いけどもう一つ手伝って貰うよ」

				「こら！　勝手に話を……」

				　口から手が離れた瞬間、勝手に話を進めるなと言おうとしたユキナだったが、それは叶わなかった。ユートは彼女の右手を力強く引っ張って立たせると、自分の右手の親指の皮膚を噛み切った。ユキナは目の前の理解不能な行為に、一体何をする気なのかとユートの顔を見たが、何故か彼は赤面していた。なぜ赤面しているのかユキナには分からなかったが、下半身を風が通り抜ける感覚に反射運動で自身の下半身に目を向けると、ローブのスカートが捲れ上がっていた。と言うより、捲られていたのだ。それはもう大いに。そして、内腿に何かが這う感触を感じて思わず声を上げた。

				「ひゃっ」

				　ユキナは何が起きているのかわからなかったが、見ればユートの左手がスカートを捲っていた。そして露わになった下半身には右手が伸びていたのだった。その間実に五秒。目的を果たしたユートがスカートを下ろし、恥ずかしそうに俯くのを見てもユキナはユートが何をしたのか理解するまで時間が掛かった。

				「話を合わせてくれ、これまでもそういう風に抜けて来たからさ？」

				　赤面したいのはこっちだ、なぜ貴方が赤面するのかと、俯くユートにユキナは最早怒りを通り越してもうなるようになれと思い、その左手を掴んだ。

				「報酬の半分、お布施していただきます」

				「善処するよ」

				　ユートは襟首を掴み、その背中に回り込んで無理矢理に押して連れて行くように、彼女を牢から出すと、捕まっていた女性達もそれに続くように立ち上がり、一人ずつ牢屋から出始めた。

				

				　山賊の洞窟、中間の大広間。そこでは山賊達が笑い声を上げて酒を酌み交わし、並べられた食事を貪(むさぼ)っていた。全ては近くの村々や行商から奪い、脅し上げた盗品たちである。それでも構わず彼らは腹に収めていく。それを見て、下碑(げひ)た笑みを浮かべる山賊の頭領が、出口へ繋がる洞窟から来た二人の人間を見て、さらに笑みを深めた。

				「どうよ新入り！　僧侶の味は！」

				「あぁ、最ッ高だったよ、頭領さん」

				　そんな返事をしたユートもまた満面の笑みを見せる。そして背中に手を押さえられた……演技をしているユキナもまた、顔を俯かせて歯噛みした苦しい表情を浮かべていた。

				「おお！　やっぱりそうか！　初物でもあったのかい！」

				　そしてそんな山賊達の一人が、ある事に気付いた。そう、ユキナのスカートから伸びる両足を滴り落ちる血液に。もちろんこれはユートの血なのだが、酒も入っているのか大いに騙す事が出来た。そしてそんな山賊の笑い声を皮切りに、他の者達も大声で下品に笑い始めた。

				「こんな……こんな事って、私の純潔……」　

				　そしてユキナもまた乗りが良く、俯き嘘泣きをすることで演技に拍車が掛かった。純潔を散らされて涙を流す姿に興奮するものも居た。そしてユートは、ユキナを連れたまま、頭領と対面するように座った。するとユキナは呆然としてそこに倒れ伏し、涙で地面を濡らす。

				「中々畜生めいた事をするな新入り。気に入ったぜ」

				「そりゃどうも」

				　にやけ面を見せながら、頭領はワインを煽(あお)る。それを見たユートの目線は、目の前に倒れ伏すユキナに移る。彼女は今嘘泣きをしている。女の涙は武器と言うが、本当にその効果は恐ろしいなと、泣いているユキナを肴に飲む、周りの山賊達を見て思った。

				「気に入ってくれたついでに頭領さん。実は欲しいものがあるんだけど……僕に頂けないだろうか？」

				　酔いも回り気分もいいだろう頭領に向ってユートは言った。これを聞いた頭領は酒の酔いが回っているためか、朗らかな顔で彼に返す。

				「なんだい、財宝か？　金か？　それとも……女か？　お前も欲張りだな新入り、何でもいい、くれてやる」

				「あぁ頭領さん、そんなに高いものじゃあないよ、それに、すぐに用意できるさ」

				　一体何が欲しいのだと、頭領の口が言葉を紡ごうとしたその刹那。一筋の閃光が横切った。そして次に頭領が感じたのは冷たさであった。喉元に感じた冷気、そして目の前のユートの右手には刃が握られ、それが振り抜かれていた。まさかと喉に手を触れるとその両手を染める鮮血と共に、喉からせり上がる何かを感じた。

				「っぐぐぶぅっ！」

				　突如頭領の喉を切り裂いた新入りに、呆けたかのような顔を見せる山賊達。怒りも、裏切りに対する反応も全てが遅かった。それが合図だと言わんばかりに、出口側の洞窟から、自分達の武器を奪い突入してくる商売道具の女達。彼女達は恨み辛み、怒りに表情を染めて、山賊達に襲い掛かる。突如起こった反乱に、山賊達は逃げ惑うが、出口は女達の背後にある。逃げ道など無い。

				　振り抜いた刃を正面に戻し、柄を左手で叩き切っ先の血を払い落とす。ユキナの倒れ伏すその先で、喉から出血してそれを必死で押さえようとする山賊の頭領を見下ろして、ユートは言った。

				「あんたの命、銀貨三○枚だ。どうだ？　宝石よりも安いだろう？　悪いが貰って行くよ」

				　最後に、その胸元へと刃を振り下ろして貫くと、頭領は息絶えた。ユートの足首を握り、鬼気迫る表情で口を動かしていた頭領を見届けると、彼は刃を納めた。

			  

				　　　　　　　

				

				　サクス村入り口に並べられたのは、人の生首。その数三〇。村長はそれを見てから小包をユートに渡した。

				「確かに受け取りました。で、これが……」

				　そして、小包を開けてその中から一握り、銀貨を取り出すと、ユキナの革の財布へと入れる。

				「はい、お布施」

				「ありがとうございます」

				　彼女もまた笑みを浮かべて、ユートから約束のお布施を頂いた。

				「しっかし、傷一つ無しでさらにはぁ尋ね人までぇ救うなんて、至れり尽くせりでごぜぇやすねぇ」

				「これで、文句ない仕事の報告とやらが出来るんじゃない、ユキナ？」

				「えぇ、文句なし、依頼完了ですね」

				　革の財布の口紐を縛るユキナにアシダカとユートが言うと、彼女は頷いた。山賊に捕まっていた女性達の何人かは尋ね人として教会で探していた人らしく、教会で保護した後に家元に送るようだ。ユキナとしては村のいざこざを救い、さらには尋ね人の発見及び救出と言う凄まじいほどの手柄となるだろう。

				「さて、じゃあ僕は行くよ。金も入った事だしね」

				　だが自分には関係ない、そしてこの村でやることも無いと、ザックを背負い、ユートは歩き始めた。

				「これからどちらに行かれるのですか？」

				　歩き始めた瞬間にユキナが呼び止めるように聞いた。ユートは歩みをやめて振り返り、もう会う事もないであろう彼女に向って言った。

				「さぁね、決めてないよ」

				「だったらあんにゃさ！　こっから南にラーナって村がありやしてね！　一度行ってみたらどうですかい！」

				「ふうん、それはいいね」

				　どのみち行先は決まってはいない。目指す場所はあるが、その時が来るまで歩き続けなければならない。途中の道程など自分にとっては関係ない。ある目的の為に歩み続けて、途中で野垂れ死にか、はたまた目的を成し遂げるか。

				　門を潜り、サクス村から出る。

				　

				　あまりにも短き始まりは、あまりにも長き旅路の始まりで、それを現すかのごとく先も見えぬ街道を彼は歩き始めた。

				　それは一人の小さな傭兵の、大きな物語。

				　彼の物語は、この純粋に狂った世界で始まりを告げた。

			

	








			
				　赤々と燃える家、収穫を待つ麦畑は灰になり、人はただの亡骸(なきがら)にされていく。涙を流し、怯える自分を、いつもは厳しい母が頭を撫でてくれた。

				『大丈夫よ、ユート。父さんと母さんが貴方を守るわ』

				　そう言葉を紡ぐ母の胸の中で、僕は見た。普段は優しい父が自分と同じ程の大きさの杖を振るい、敵を風の刃でなぎ払い、激流とも言える水を操って火を鎮火する。

				　だが、無慈悲にも敵は増える。一人では押さえきれない。それを見て僕から離れる母。その手には、いつの間にか赤色に輝く剣と盾が握られていた。

				『ユート、遠くへ逃げなさいその足で遠くへ。絶対振り向いては駄目よ。お母さんとの、最後の約束……さぁ、行きなさい！』

				　そう言って母は父の前に立ち、盾を構える。僕は、一目散に逃げ出した。だけど言いつけを破り、振り返ってしまった。忘れることの出来ない光景。倒れた父と母を踏みつける、甲冑を身につけた集団。剣を、槍を、棍棒を持ち、父と母にそれを叩きつける。だが、その甲冑の集団に一人だけ、旗を持つ者が居た。そこには……。

				

				「父さん！　母さん！」

				　ユートは飛び起きた。しかし、先程の光景はもうどこにも無かった。両親も、兵士の姿も無かった。あるのは燃え尽きた焚き火と、自分のバッグと、そして水筒だけだった。ベッタリとインナーのシャツが体に張り付くほどの寝汗、それ程までにこの悪夢は恐ろしいものだった。

				「またか……もう、いいかげんにして欲しいな」

				　いつか、この悪夢を見なくなる日が来るのだろうか。そう思いながら、ユートは水筒を取ると、水を一口含んで口内をゆすいで吐き出した。まだ日も出ていない薄闇の早朝、彼はラーナへ向かう為の支度に取りかかった。

			  

				　　　　　　　

				

				「えーと、道はこっちで合っていますよね？」

				「そうそう、ここを道なりにまっすぐに行ったらさ、看板があるから分かるよ」

				　旅路の途中、ユートは道行く人間にラーナ村への道を聞いていた。アシダカのいう通り看板の指す道を歩いてから一夜明け、一向に見えないラーナ村を目指してはいたが本当にこっちの道で合っていのかと、少し心配になったのだ。

				「そうですか、いや助かります……ありがとうございました」

				　そういってユートが頭を下げて旅人にお礼を言い、早速ラーナ村へ行こうと歩き出そうとした時だった。

				「えっ？　ちょっと君……もしかして行く気なのかい？　ラーナ村に？」

				「そうですが……何か？」

				　旅人はユートを止めた。そして、本当にラーナ村に行くのかと聞いたのだ。もちろんユートは行くつもりだがと答えたのだが、この旅人の態度を見て首を傾げた。まるで行かない方がいいと言わんばかりの、含みのある言い方だったため、ユート自身も気になってしまうのは当たり前である。

				「まるで……行かない方がいいみたいな言い方ですね？　何か訳が？」

				　行かない方がいい理由は何だろうかと、今度はユートが通りすがりの旅人に聞いた。すると旅人は、眉間にしわを寄せ、真剣な面持ちでユートに言うのだった。

				「ラーナ村は……マフィアが取り仕切っている村なんだ。ゼンジ組って言うね」

				

				　街道を歩く、歩く、歩く。

				　ラーナ村へと続く街道には、さんさんと太陽が輝いていた。少年は二本の足でひたすら歩く。何度か行商の馬車や旅人とすれ違い、そこらの岩に腰掛けて休憩を挟みながら、彼はラーナ村を目指した。そして、ラーナ村に向かいながらも、ユートはアシダカから聞いたラーナ村に関する話を思い出していた。

				　アシダカから聞いていた話はこうだ。確かにラーナ村の景色は素晴らしいもので、一度見れば感動することは間違いない。しかしそんな村に住み着いているのは『悪人』だと言うのだ。彼らは一つの徒党を組んで村に住み、こう名乗っているらしい。

				

				『任侠組織ゼンジ組』

				

				『任侠』という独自の理念の元に活動する悪人達で、周りの村々に迷惑を掛けているらしいこの組織がラーナ村を牛耳っているのだと、旅人も言っていた。

				「任侠組織……任侠、いったいどういう意味の言葉だ？　聞いた事も無いな……」

				　ユートは悪人が牛耳る村と聞いたが、ゼンジ組が掲げている『任侠』と呼ばれる二文字が、一体どういう意味なのか分からずに首を傾げていた。そして、分からない事は考えるのをやめようと顔を上げると、いつの間にやら広がっていた一面の景色に唸り声を上げるのだった。

				「おおぉ……」

				　そこには、ユートの見たことの無い景色が広がっていた。街道の左右に立つ木々の枝を埋め尽くすは薄桃色の花。ざあっと一風吹けばその花弁は、まるで吹雪のごとく舞い上がる。

				「凄いな、これは……確かに見たことないや」

				　ユートは一人頷いた。確かにアシダカの言った通り、一度は見ておきたい景色だ。眼福とはこういう事を言うのだろう。つまり、この薄桃色の花弁を咲かせた、大きな木の道の先にはラーナがあるという事かと確信したユートは、少しだけ心を踊らせて、まだ見ぬ場所へと歩き出した。

				　薄桃色の花弁を咲かせた大きな木が並ぶ道を歩いていると、荷車を引く男が前から来た。男はすれ違い様にユートの顔をジロリと見ながら通り過ぎて行った。

				　──何だ今のは、気味が悪いなあ。

				　ユートが男から目を離して前を見ると、その視線の先に大きな門が見えた。

				　そこから見え、そして聞こえる喧騒(けんそう)は、サクス村の酒場とは違い、やかましくは感じなかった。ある人は牧草を積んだ車を牛に引かせ、またある者は籠を背負って、作物を運んでいる。そして女性も男性も、見たことがない独特な衣装を着ていた。

				「ここがラーナ村かぁ……」

				　やっと着いたかと、一息ついたユートだったが、全てが初めて見る光景に、心を踊らせ、そして心地よい感覚を覚えた。そして早速、宿を取ってこの村を見て回りたい、自身の仕事を後に回してでも、この村を見て回りたいと思った。

				　だが鼓動を高鳴らせ、ユートが入口の門を通ろうとしたその時だった。

				「待ちな、ガキ」

				　暴力の匂いを帯びた声がユートを阻んだ。この村の門番だろう、中々の身体つきの男は長槍をユートの前に遮(さえぎ)る様に突き出し、ギラギラとした獣の様な目つきで、ユートを睨みつける。顔や着ている服の下から見え隠れしている傷に、ユートは少し警戒を強める。

				「てめぇ、よそ者だな？　この村に何の用だ？」

				　男は迫力のある低い声で、ユートに言った。しかし、ユートは物怖じせず、かと言って睨み返しもせず、しっかりと、門番であろう彼の目を見ながら、下手に出るよう気を付けて答えた。

				「はい……あの、ここの村で仕事を斡旋(あっせん)していると旅の行商から聞いて訪れたのですが……」

				　それを聞いた門番の男は、少しだけ何かを考える素振りを見せると、近くに座っていた別の屈強(くっきょう)な二人の男に目配せをした。彼らもまた外見からして相当な強さを持っているとユートには感じられた。

				　屈強な男二人は立ち上がると、一人は近くに置いてあった木の棍棒を携え、一人は拳で景気のいい音を鳴らして近づいてくる。そして、ユートの前に三人の男が立ちはだかった。

				「ガキ、この村には俺達、ゼンジ組が居る」

				「その、お前さんの言う仕事だとか厄介ごとは、俺たちが処理している」

				「行商だとか抜かしやがるが、大方王国の奴らに内情を探る様に依頼されたんだろう？」

				　三人の男達は、ユートの周りを囲むと、各々の得物をユートに突き付けた。三人全員が、殺気を放ち、今にもユートを仕留めようと身構える。

				「は!?　待った、違う！　違うって！」

				　誤解を解く為に、必死に弁明をしようとするユートであったが、もはや聞く耳なしとばかりに男の一人が叫んだ。

				「じゃかぁしい！　この村は絶対渡さねぇし、お前みたいな王国に雇われた野郎に手だしはさせねぇ！　 覚悟しやがれ糞ガキがぁ!!」

				　男が、その怒声と共に、携えた槍の切っ先をユートに向けて突進を仕掛ける。

				「手荒い歓迎だな、まったく!!」

				　槍を携えて突進してくる門番の男に対してユートは刀を抜かなかった。いや、抜刀する暇が無かったのだ。だからユートは正面から胸元を貫かんとする槍に対して左斜め前に、左足から踏み込みつつ、右回転に腰を捻りながら槍を避けた。

				　男が持つ槍はユートを貫くことはできず勢いそのままに体が前へ流れ、男の体の右側にユートは回り込む形となった。

				「ッシィイイアッ！」

				「グッ！ あがぁ!?」

				　短く、それでいて素早い呼吸と共に、振り返った門番の男のがら空きの顎に放たれたのは左手のアッパーカット。ゴッ、と骨が叩かれた鈍い音と共に男の顎が跳ね上がり、そこにユートの右ストレートが間髪入れずに跳ね上がった顎を射抜いた。小気味のいい音を立てて、門番の頭部が揺れると、その眼が白目を剥いて、前のめりに崩れ始めた。

				「ガラ空きじゃぁぁあああ!!」

				　槍持ちの門番の意識を絶とうとも、追撃が続く。右側から棍棒を最上段に構えた男が、ユートの頭を目掛け、思い切り得物を振り下ろした。しかしそのひと振りも、ユートが反応できない速さでは無かった。先程の槍持ちと同じように左斜め前へ左足から踏み込みつつこの一撃を避け、左拳を軽く握り、男の右の脇の下へと叩き付けるのだった。

				「ッアァァ！」

				　自然に出た声と共に放たれた左拳が、脇腹に触れた瞬間、一気にユートは力を籠めて拳を握りこんだ。

				「うごっ!?　おぉおお……ッ」

				　深々と、棍棒を持った男の右脇腹にユートの左拳が突き刺さる。肝臓周辺の神経系から来るその痛みは凄まじいもので、男は腹を押さえて蹲(うずくま)り、その場へと倒れた。

				「や、やりやがったなガキがぁぁぁぁ！」

				「あと、一人……！」

				　最後の一人は、力任せに拳を振り回してくる。左、右と振られた大ぶりのテレフォンパンチを、ユートは頭を下げてダッキングでかわすと、その両手で最後の門番の両耳を強く掴んだ。

				「ッぉぉおああっ!!」

				「あ!?　いったたた!!」

				　咆哮(ほうこう)一閃、男の両耳を自分の方向に一気に力を込めて引っ張ると、その余りにも耐えがたい痛みに男の体が前のめりに倒れた。耳が引き千切られると思った男が、そうならないようにとユートの耳を引っ張る力の方向──懐に入り込んだ刹那。

				「がぐぅうっ!?」

				　ユートの右膝が、門番の顎を跳ね上げた。その膝の威力は門番の脳を揺らす。脳震盪(のうしんとう)により、男は膝から崩れ落ちた。

				「や、野郎……」

				　男は立とうとするも、足は地面を踏みしめることができなかった。立てなくなってしまったのだ。ユートが三人の門番を倒すのにかかった時間はたった数十秒。その短い間にユートはこの村の門番の無力化に成功した。だが……、

				『やってしまった』

				　ユートの心中は、焦りで彩られていた。三人の門番が倒れたのを見てか、いや、騒ぎを聞き付けて来たのだろう。ラーナ村の人間たちが集まっていた。

				「なんじゃいわれぃ！　王国の回し者か、くぅらぁ！」

				　そしてその村人の中には、そこらの農具を担ぎ、臨戦態勢を整えている者も居た。当たり前である。誤解を解こうとしたユートではあったが、こうも派手に暴れてしまえばただの、村に害を与える人間にしか見えないのだから。

				「くそっ……」

				　ユート自身も、最早避けられないと思い、腰の刀に手を掛けた……その時。

				「何してやがる！　てめぇら!!」

				　両者の間に、耳をつんざく怒号(どごう)が割り込んだ。その怒号を聞いた村人達が、一斉に後ろを向いた。少しずつ、村人達が左右に避けている様子が、ユートの方からでも窺える。

				　そして、最前列の村人が避け、その男は姿を現した。

				　短く刈り上げた黒髪。門番達よりも鋭く、殺気立った目つき。口にはパイプの様な物をくわえており、そして何よりも、ユートの目を引いたのが、服の上からでも分かる鍛えあげられた肉体だ。

				　目の前で倒れている門番達よりもその体は大きく、そして鍛えられていた。そしてその巨体の中でもユートの目を引いたのは、彼の両耳だった。彼の両耳はおかしかった。男の両耳は膨れ上がり歪な形になっていたのだ。

				「キ…キョウスイの旦那……」

				　膝蹴りで倒された門番が、現れた男をそう呼んだ。その男は、一度ユートに視線を移し、しばらく彼を見つめた。そしてこの時、ユートはこの男の視線から目を逸らすことはしなかった。目線を逸らすということはつまり、何か腹に一物抱えていると捉えられるからである。

				　故に、ユートはこの大男──キョウスイと呼ばれた男の鋭い眼光から決して目を離しはしなかった。そしてしばらくの静寂の後、キョウスイはふんっと鼻で笑うかのように息を吐くと門番の元にしゃがみ、そして……。

				「いだだだだたぁぁぁあああ!?」

				「また喧嘩か馬鹿野郎が！　いちいちよその人間に突っかかりやがって！」

				　まるで、耳を引きちぎらんとばかりに、門番の耳をつねり上げた。

				　──あちゃあ……あれは痛い。

				　ユートもそれを見て、少し背中をこわばらせた。

				　しばらくして、男は耳を放してやると、ユートにゆっくりと歩み寄る。しかし、彼は村人達のように、殺気立ってはいなかった。そして彼は身体を中腰に落とし、両手を膝に付けて頭を下げた。

				「すまねぇなあ坊主。門番達の非礼はこのゼンジ組若頭、キョウスイ・ゼンジの顔に免じて、許しちゃあくれねぇか？」

				　大男キョウスイからの謝罪にユートは困惑した。

				「ああ、い、いやこちらこそ、門番達に怪我を負わせてしまって……」

				　ユートの謝罪の言葉にキョウスイも言葉を返す。

				「気にすんな……。こいつらは、頭こそ悪いが身体は丈夫に出来てる。村を案内するから、まあ中へ入んな」

			

	








			
				　こうしてユートはラーナ村へ入る許可を得たのだった。

			  

				　　　　　　　

				

				　入り口でのいざこざが終わり、ラーナ村を仕切るという組織、ゼンジ組の若頭を名乗る、キョウスイ・ゼンジの後にユートはついて行く。

				　この村はユートの目を存分に引く程、活気と独特な文化に溢れていた。門の薄桃色の花に始まり、レンガ造りではない、木造の家や店。村人達が着ている独特な服。キョウスイが言うには、それは男性の服は『サムエ』、女性の服は『キモノ』という名前だそうだ。

				「坊主、おめぇさんはどうしてこの村に来たんだい？　物騒な物、腰に携えてなぁ」

				　先程から、この男が坊主坊主と呼んで来る事に、ユートはムッと顔をしかめた。確かに子供扱いされても仕方がないが、自分にも名前があると、キョウスイと呼ばれた男にユートは言葉を返した。

				「すいませんがキョウスイさん。僕にもユートという名前がありますので、坊主と呼ぶのはやめて欲しいのですが？」

				　ただし、あくまで礼儀正しくだ。会ったばかりの人間に対して、無礼な態度で抗議するほど、ユートは礼儀知らずではない。対してキョウスイは後ろを歩くユートを見ずに、喉を鳴らすように笑った。

				「かかっ、そいつは悪かったなぁユート。あとそんなに畏まった言葉使いは不要だぜ。で……何でそんな物をぶら下げてんだい？　子供の一人行楽にしてはぁやけに物騒じゃあねぇか」

				　それは悪かったなと軽い謝罪をしたキョウスイは、それで本題だがと、ユートの左腰に携えている刀に関して聞くのだった。少年の一人旅にしてはやけに物騒なその武器、やはり捨て置くままにはできぬといった態度であった。

				「一人旅は一人旅さ、ただ少し訳ありでね」

				「その歳で渡世(とせい)かい？　随分と肝っ玉が据わってんだなぁ」

				　言葉を濁したユートに、訳ありねぇとキョウスイがそう呟きつつ、サムエの懐に手を入れると棒状で先が曲がった何かを取り出した。

				「あ～すまねぇユート、火はねぇか？」

				　キョウスイが取り出したのは先程のパイプ……ではないが、それに似た形状の何かだった。

				「火は持ってないけど……それ、パイプ？」

				「いや、キセルっつう名前の喫煙道具だと、つい最近来た行商から買ったんだがぁ……、っと着いた着いたぁ」

				　話している内に、いつの間にか連れられてきた場所を見て、ユートは驚いた。キョウスイと会話していて気付かなかったが、いつの間にか相当な距離を歩いていたらしく、後ろを振り向くと、先程の騒ぎがあったラーナ村の正門は既に見えなかった。代わりにだが、目の前にそびえ立つ見たことも無い建築様式の大屋敷に息を呑むのだった。

				　黒い石のような輝く平たい石が均等に敷き詰められた屋根、その下にある木の屋敷から伸びる石畳の道路、さらにその屋敷の入り口の門には左右に、口を開けた犬のような化け物と、同じく口を閉じた化け物の小さな石像が乗っていたのだった。そしてその門の右側には木の看板が取り付けられ、そこには『任侠組織ゼンジ組総本部』と書かれていた。

				「す、すごい家だねあの屋根は何で出来ているの……ていうかあの犬の化け物の石像はなに？」

				「お、ユートお前さんこれが犬ってよく気づいたなぁ？　あれはコマイヌっていう神様……いや、精霊に近いもんだ」

				　コマイヌという、精霊に似た何かと説明を聞いてユートは門の左右に鎮座するそれを交互に見た。やはり何度見ても化け物としか思えない出で立ちをしていた。

				「ささ、入りなユート」

				　キョウスイに言われるがままに門をくぐり、ユートはゼンジ組総本部へ足を踏み入れた。

				

				　まず驚いたことは、靴を脱いで屋敷に上がったことだ。この屋敷、いやラーナ村では家屋や屋内には履き物を脱いでから入るのが礼儀であるとキョウスイに教えられた。そして今、ユートは綺麗な床をキョウスイの後に付いて歩いている。

				「一応、この事を俺の親父に報告しなきゃならねぇ、わりぃが付いてきてくれ」

				　そう言われて屋敷の中を歩き、ユートが連れていかれたのは、紙で作られた引き戸の前であった。そういえばこの屋敷には木製のドアや扉が少なかったなと、ユートは今まで見た屋敷内の変わった造りを思い出す。せいぜい木製の扉は屋敷に繋がるコマイヌの鎮座した門と、屋敷の玄関口の扉だけで、この屋敷の部屋に繋がるであろう戸は全て、この長方形の紙製で、取っ手と見られる黒い円形の凹みがあるだけのシンプルな作りだった。

				「親父ぃ！　今いいかい！　少しばかり客が来たんだが！」

				　その紙製の戸に向かいキョウスイが張りのある声で話すと、その戸の向こうからくぐもった声が聞こえて来た。

				「通しなぁ」

				　その一言だけを聞き、キョウスイが紙製の戸の黒い凹みに指を掛けて左へゆっくりスライドした。スーッと、微かに戸の擦れる音と共に戸が開く。

				　その部屋には長い白髪と長い白髭を生やした一人の老人が居た。そしてその老人は床にうつ伏せに寝そべり、一人の男が手でその老人の背を押していた。マッサージかとユートは、その老人の姿を見下ろした。

				「すまん先生、客人みたいだ。今日はもう大丈夫だぁ」

				　先生と呼ばれたマッサージ師は、背に触れるのをやめると、一度その老人に頭を下げてから立ち上がり、ユートとキョウスイを横切り部屋を出て行った。そしてその老人は体を起こしつつ胡坐(あぐら)をかくと、右肩を左手で掴むように触れてからゴキゴキと音を鳴らして肩を回した。　

				　それを見てユートの隣に居たキョウスイは、床に膝を突いてその両膝を畳むように座った。この姿勢、この座り方をユートは初めて見た。そしてこの村ではこういった座り方をするのかと納得して、ユートもまねをして同じように座った。

				「真似する必要はねぇぞ坊主。足、崩しなぁ」

				　だが、白髪の老人がそう言うと、ユートは言われるままに足を崩した。確かにほんの一瞬であったが、この座り方は膝に負担が掛かりそうだなと感じた。

				「初めまして、ユートと申します。流れの傭兵をやっています」

				　まずはユートが名乗った。こういう場合は先に名乗らなければならないと思い、ユートは老人に名前を名乗る。

				「ほぅ……なかなかできた坊主じゃあねぇかい……。ワシはオジキ・ゼンジ……このゼンジ組を取り仕切っている頭だぁ」

				　この人が、キョウスイの言うゼンジ組をまとめる頭角と聞き、ユートの気が引き締まった。失礼が無いようにしないと、変にわだかまりが起きては仕事どころの話では無いと、ユートに緊張が走る。

				「親父、ユートはどうやら渡世でここに流れ着いたらしくてなぁ、門番の奴らが王国の間者だぁ何だと勘違いして迷惑かけちまったらしいんだぁ」

				　キョウスイがつい先程の騒ぎの件をここで報告する。門番の勘違いから始まった一悶着の内容を聞き、オジキがふぅと溜息を吐いた。

				「若い衆が迷惑かけちまったなぁ、で……お前さんがこの村に来た理由はぁ……」

				「えぇ。旅の資金集めで、ここに来れば仕事が貰えると、行商人のアシダカから聞きまして……」

				　改めてのオジキからの謝罪と共に、村に来た理由を問われてユートは答えた。そして、道中であったアシダカという若い行商が、この村に行けば仕事を貰えると聞いたこともまた伝えておく。

				「アシダカ……あの若い行商か」

				　顎に生えた白い髭を撫でながら、オジキはユートを見た。それはまるで、観察されるような、何かを見定めるような視線だった。こういう時に相手から目を逸らすというのは不審な考えがあると見て取れてしまうので、ユートはオジキの目をしっかりと見るのだった。

				「その歳で一人旅、それも傭兵稼業とは……。この世もおかしくなっちまったな……じゃあ一つ頼まれてくれや」

			  

				　　　　　　　

				

				　オジキに頼まれた仕事というのは、ゼンジ組からお金を借りている人を訪ねて集金するという仕事であった。早速仕事に取り掛かろうとしたユートであったが、キョウスイにどこで仕事を受けるのか知らないだろうと諭されて、村の案内がてらに仕事を受ける詰所に、キョウスイと共に足を運ぶ事になった。整備されていない土の地面をざりざりと音を鳴らしてラーナ村を歩く。

				「あ、キョウスイさん！　おはようございます！」

				　すると、キョウスイを見かけた人々は口々に彼に挨拶しては頭を下げるのだった。

				「よう、お前さんかい。寝たきりのじいさんの腰は大丈夫かい？」

				　最初に通りかかった青年とは、寝たきりの祖父の具合の話をし、

				「キョウスイ兄ちゃんおはよー」

				「よう嬢ちゃん、相変わらずかわいいねぇ」

				　同じく通りかかった子供には笑顔で答えたかと思えば、

				「キョウスイの兄ぃ！　おはざっす！」

				「よう、精が出るな」

				　同じ侠客だろう刺青を右肩に彫った男の景気のいい挨拶にも言葉を返した。

				「慕(した)われているんだね、キョウスイは」

				　その様子を見たユートが率直な感想をキョウスイに伝える。

				「別にそんなんじゃぁねぇさ」

				　ぶっきらぼうに返すキョウスイの後にユートは付いていく。本当に誰もが笑顔の、のどかな村だ。道を尋ねた行商は行かない方がいいとは言っていたが、どうやら表面でしかこの村を見ていなかったのではないか。そんな事を話していると目的の場所に着いたのかキョウスイが立ち止った。そして、先程のゼンジ組の屋敷ほどではないが、大きな家屋にキョウスイが入っていった。

				　入り口の戸は無くそのまま中に繋がっていた。そこにユートも踏み入るとキョウスイが何やら店番の若者から羊皮紙を渡され、それに目を通している。

				「隣の村の奴かい？　今月初めて滞納してやがるがぁ……返せない額じゃぁねぇだろう？」

				「何かあったんじゃあないですかねぇ、いつもならこの村に返しに来るんですが」

				　羊皮紙に目を通しているキョウスイが、若者と何やら話している。一体どうしたのかとユートは二人に近づいた。

				「んぁ？　なんだぁ坊主見ねぇ顔だな」

				「あぁこいつは客人で……まぁ手伝いだぁ。流れの傭兵でなぁ」

				「初めまして、ユートと申します。それでキョウスイ……なにかあったの？」

				「あぁ、今月になって返済してねぇ野郎が居てなぁ……ユートぉ、とりあえず仕事だぁ」

				

				　キョウスイの話によれば、ゼンジ組から金を借りている男が、今月になって返済する金をまだ持って来ていないらしい。しかもその男は、これまでは毎月律儀(りちぎ)に村に訪ねてしっかりと月々の返済をしていたというのだ。

				「俺も何度か会ったんだが、見た目からぁどうも踏み倒すような度胸も雰囲気も無くてよぉ」

				「それで、これからその人に会いに行くわけ？」

				「あぁ、この村からすぐだぁ……」

				

				　そして今キョウスイとユートはラーナ村から馬車で、離れの村までその男を訪ねに来ていたのだった。ユートはガタガタと馬車に揺られて、車窓から見る薄桃色の吹雪を眺めていた。やはり目を奪われるなこの花は、と思っていたユートにキョウスイが聞いた。

				「サクラが気に入ったかい？　ユート」

				「サクラ？　この花の名前？」

				「あぁそうだ、風情があっていいだろう？」

				　笑うキョウスイを見て、とてもこれから仕事に行く雰囲気ではないなと思った。もう少し緊張感のあるものかと思っていたが、やはり仕事は集金業務。そこまで緊張するものではないかと、ユートは思うのであった。

				「着きやしたぜキョウスイの兄さん」

				　どうやら目的の場所に着いたようだと、ユートは馬車の扉を開いて外に出た。周辺を見回すと、牛舎や干し草を積む荷車があり、この村の住人が住む家屋もある。何の変哲もない村と感じたユートだったが、キョウスイは馬車から出ると顔をしかめた。

				「なんだぁ？　気配がありゃしねぇ……」

				　初めて村を訪れたユートにはなんでも無い風景だが、キョウスイの目には、違和感のある風景として映っていた。

				「分かるの、キョウスイ？」

				「何度か村関係のことで出向いているからなぁ。ここらの村々が連携して連絡を取ってんだ。しかし……気配がさっぱりだ」

				　辺りを見回して見れば成程、人の気配を感じない事にユートも気付いた。

				「とりあえず、そいつのいる家まで行ってみるか」

				　まずは当の本人が住んでいる家まで行こうと、キョウスイは金貸しから貰っていた羊皮紙を開いた。

				「村の一番奥の牛舎前かぁ」

				　ザリュ、ザリュ、と地面を擦る音を立てて歩き出す。村の一番奥の牛舎前にはすぐに着いた。そこにあるやや古さを感じる木製の家屋に近づくと、キョウスイは少し強めに扉を叩いた。しかし返事は返ってこなかった。

				「おおぃ！　居るかい!?」

				　続いてキョウスイが大きな声で呼ぶと、木製の扉が、ぎぃぃと蝶番(ちょうつがい)の軋む音を立てて少し開かれた。その隙間から、若い男がこちらを見ようと目だけを覗かせた。

				「なんだぁ居るじゃねぇか。ゼンジ組の者なんだがぁ……」

				　キョウスイがそういった瞬間だった。男はその眼を思い切り開いて驚いて叫んだのだった。

				「す、すいません！　ごめんなさい!!　堪忍してぐださいぃぃぃぃ!!」

				「お、おい兄さん!?　待ちなぁ！　いったい何がアダだたたたたぁああ!?」

				　驚いているというより半狂乱といった男の様子に、ユートは何があったのかと戸惑っていると、男を落ち着かせようと伸ばしたキョウスイの右手の指が、扉に挟まれてしまった。

				「ダァアアアア待て待て待て!!　挟まってる挟まってる!!」

				「命だけは！　命だけは勘弁じでぐだざいイイイ!!」

				　挟まれる激痛は計り知れず、キョウスイは扉の先に居る男に待てというが、これは最早懇願に近かった。ユートはこの様子にキョウスイの手が挟まれている状態をどうにかしようとしたが、相手がこれだけ取り乱している以上は話が通じないと見ると右足の靴底で思い切り扉を蹴った。

				「ぁああ！　じれったい!!」

				「ぐえぇえ!!」

				　扉は相当老朽化していたのか、蝶番ごと綺麗に蹴りぬかれて、中にいる若者を下敷きにした。そのままユートは家屋に入り、外れた扉の下敷きとなった男を引きずり出そうと、その扉を退けると、怯えている若者の襟首をもって顔を自分に向かせた。

				「おー、いててて……危うく指が千切れちまうとこだったぜぇ……」

				　先程まで指を挟まれていたキョウスイだったが、痛みから解放されたことで右手を振りながら安堵の息を吐いた。そしてユートに襟首を掴まれた若者の方に向くと、笑みを見せたまま彼に近づいた。

				「よう兄さん、別に俺達ぁ命取りに来たぁわけじゃあねぇぜ？　うちから借りてる金を返して貰いに来たんだがぁ……」

				「ひぃいいいいいい！　お願いです！　来月には！　来月にはくべんじまずからぁああ！」

				「あのさあんた、少しはこっちの話を聞きなよ……」

				　先程から泣き叫んでは命を懇願するばかりのこの男に、ユートはどういう対応をすればいいのか分からず、襟首を持つ力を強めていった。

				「来月だぁ？」

				　だが、この男の泣き言の中の一言に、キョウスイは眉間に皺を寄せる。来月までに工面するというらしいが、それはつまり今は返済する金が無いという事である。この時ユートはキョウスイの職業柄、脅しにかかると踏んでいた。『任侠組織』と聞こえはいいが彼らはマフィアと変わりないと旅の最中の行商から聞かされていた。そして、そんな場所から金を借りて返せないとなれば……その先に待っている光景は容易に想像がつく。

				「なんだい、お前さんたしかぁ……これまでは律儀にもうちの村の金貸しまで返済に来ていたらしいじゃあねぇか。職でも失って……退職金が払われなかったとかかい？」

				「はぇ？」

				　だがキョウスイの口から出た言葉はユートの想像の斜め上をいくものだった。ユートは驚きのあまり真顔になり、そのままキョウスイを見ていた。

				「おいユートぉ、離してやんなぁ」

				　言われるがままに、ユートは男の襟首から手を離した。ずり落ちて床に這いつくばる男の前にキョウスイは歩み寄り、そのまま膝を曲げて腰を落として目線を男と同じ高さまで下げる。

				「ずいばぜん……ずいばぜんめいばぐがげでぇぇ」

				「で、どうなんだい？　クビになったにせよぉ、この国の法律じゃぁ退職金が出るはずだがぁ、職場の連中が出さなかったのかい？　なんならぁうちも商売だし、話ぃつけてやるぜぇ？」

				　親身にもキョウスイが男に聞いた。働き先でクビになり、退職金が出なかったならばそこに話をつけようかと。ユートはキョウスイの様子を見ながら、これまでの出来事を思い返す。確かこの男──キョウスイは、『任侠組織ゼンジ組』と名乗るマフィア紛(まが)いの組織の若頭という偉い役職の男である筈(はず)だ。そんな組織の男がこんなにも慈悲深い応対をするだろうか。想像の斜め上どころか、最早真逆の姿にユートは只々困惑した。

				　そしてキョウスイの言葉に男がゆっくりと口を開いた。

				「お、王国の役人だか騎士だかが来て……税の徴収だと……報せなんて無かったのに！　それどころか今月の報酬全て、もっでがれで！」

				　若い男の話を聞いてキョウスイは首を傾げた。

				「税の徴収だぁ？　税の値上がりだとかはぁ役人が村に報せを張ってから翌月の筈だろう……報せなんざ、うちの村にも来なかったが……」

				　王国からの税金関連の報せであれば、どの村にもお触れが出される筈である。キョウスイはここ最近それが無いことを知っていたためおかしいと感じた。かといってキョウスイから見て、この目の前の男が嘘を吐いているようには見えなかった。

				「その騎士が来たのはぁいつごろだい？」

				「き、昨日です、返済に村に行こうと思った矢先に……」

				　その騎士たちが来たのは昨日だと聞いて、キョウスイは顔をしかめた。昨日ならばその騎士達はもう居ないだろう。真意を知るには少し遅かったとキョウスイは歯噛みした。

				　その時だった、ユートとキョウスイの背後から大きな声が家屋に響き渡る。

				「税の徴収だ！　来る勇者様の旅立ちのパレード、その運営費を貰いに来た！」

				

				　突然の来訪者にユートとキョウスイが振り向くと、鎧を纏(まと)った二人の男がこちらを見下すかのような目つきで見ていた。鎧の胸元に輝く剣と盾の刻印。シェイン王国の徽章(きしょう)が彫られた鎧を見てユートは立ち上がった。

				「ねぇキョウスイ、この人達じゃない？　その人の言う税の徴収に来たのって」

				　キョウスイは屈んだまま、出入り口に居る二人の騎士を見て、鋭い眼光で睨み付けた。その眼光に二人の騎士は後退りする。

				「おい、ずいぶんとまぁ急な話じゃぁねぇかぁ？」

				　険しい表情のままキョウスイは立ち上がり、その二人の騎士の目の前にゆっくりと近づいた。

				「しかも昨日の今日たぁ……多重徴収じゃぁねぇかい？　どういう了見だぁ？」

				「な、なんだ貴様！」

				「我々に楯突くつもりか！」

				　冷や汗を流しながらも強がるその態度は、さらにキョウスイを苛立たせた。

				「これはおめぇさんら個人の徴収かい？　それともお上(かみ)の決め事かい？　答えなぁ……」

				「ぶ、部外者に話すことは……」

				　騎士の一人がキョウスイに食って掛かった瞬間、キョウスイの腕が素早く伸びて、騎士の鎧の首元を掴んで引き寄せた。

				「おごぉ!?」

				「部外者じゃぁねぇから言ってんだよ、あぁ？　お上の決まりなら仕方ねぇが報せも来ちゃいねぇし、しかも昨日の今日でまた徴収だぁ？　馬鹿を抜かしやがれ!!」

				　耳をつんざく怒号が響き渡った。もはや有無も言わせないとばかりの勢いでキョウスイは騎士にまくし立てる。そして、襟首を掴まれて間近で彼の怒号と、憤怒(ふんぬ)の表情を見た騎士は、そのあまりの迫力に怖気づいた。

				「フ、フレアド子爵からの！　お達しだ！　来る勇者の出発パレードでの資金調達をせよと！」

				「地方領主がだぁ？　税の引き上げは中央が決めんだろうがぁ！　しかも報せが出てねぇなら、俺達は払う義務なんざねぇよなぁ？」

				　舌打ち一つして、キョウスイはぶっきらぼうにその騎士を地面に投げ飛ばした。首元を力だけで引っ張り、無造作に投げたのだ。

				「おい貴様ぁ！　王国騎士の我らにこの仕打ち。覚悟は……」

				　覚悟はできているのだろうなと言おうとした、もう片方の騎士の言葉が途切れる。言う前にキョウスイの手が騎士の口を鷲掴みして、何も言えなくしたのである。そしてそのまま顔を近づけたキョウスイは、その騎士にゆっくりゆっくりと言うのであった。

				「地方領主のフレアドの勝手な言い草なら聞く気はねぇぜ……失せなぁ！」

				　そしてもう一人の騎士も同じように地面に投げ飛ばす。騎士は砂埃を舞い上げて地面に倒れると、すぐさま立ち上がり逃げ出した。その背が消えるまでキョウスイは目を離すことは無かった。一連の騒動を見ていたユートは、どうすればいいのか分からず立ち尽くすしかなかった。

			  

				　　　　　　　

				

				　結局、キョウスイは件の男から借金の回収はせずに、一度ラーナ村に戻るために、ユートと馬車に乗り込んだ。

				「いいの？　借金の回収……期日過ぎてるんじゃなかったの？」

				　結局キョウスイは、借金を返す事ができない男に、また次に繰り越しでいいと許したのだった。

				「返せねぇなら仕方ねぇさ、しかも今回はあんな理由だぁ。ややこしい事が喰い込みやがった……」

				　馬車に揺られてその車窓から、再びラーナ村の道に植えられたサクラを眺めながら彼は言う。

				「意外だね……絶対に取り立てると思ったよ……」

				「どうしてだぁ？」

				「そういう……イメージがあった」

				　先入観からユートは、キョウスイが相手の事情など構わず取り立てると、本人を前にして言った。これにキョウスイは苦笑し、まぁそう思うわなと頷いた。

				「まぁ俺達は、任侠組織とか抜かしているが、ようはマフィアと同じで日陰者よ。やってることも似通っているし、そういうイメージが付いちまうさ」

				　だが……とキョウスイは続けて言う。

				「俺達は、仁義っつう理念で動いている」

				「ジンギ？」

				　これもまた、ユートが初めて聞く言葉であった。口に出せば語感のいい言葉であるがその意味がわからずユートは聞き返す。

				「口じゃあ言い表せねぇさ、それ程意味が多いんだぁ。弱きを助け強きを挫き……心で動く義侠(ぎきょう)意気、任侠仁義極まれりってなぁ」

				　調子よく、律動(りつどう)に乗り話すその言葉の意味をユートは聞いても理解することは難しかった。弱きを助け、強きを挫くの意味は聞いたままの意味であろう。しかし『義侠(ぎきょう)意気』とは何だろうかと、首を傾げるしかできなかった。

				「なんか、難しいねぇ」

				「同感だぁ、俺も、これは一生掛けても理解できねぇ代物だと思うぜぇ」

				　キョウスイはそう言うと涼やかに微笑むのであった。そんな時だ、馬車が止まったのは。

				「おいどうしたぁ、門までまだ来てねぇだろう？」

				　突然止まった馬車にキョウスイが声をあげて騎手に尋ねながら、車窓に体を乗り出した。すると彼は何やら慌てはじめ、車窓から体を引き抜くとドアを蹴り開けて、素早く外に出るのだった。

				「ちょっと！　キョウスイどうしたの!?」

				　キョウスイの突然の慌てぶりを見て、ユートもまた彼の蹴り開けたドアから馬車を飛び降り、彼の走る方向を見た。そこには、ラーナ村の門前でたむろする、鎧甲冑を着込んだ兵士達の姿があった。

				

				　門前で腕を組むは老齢の男、オジキ・ゼンジ。彼は甲冑に身を包む者達を一瞥(いちべつ)した。フルフェイスタイプのヘルムで表情は見れないが、何か一物抱えている事はその尋常ならざる恰好から見て取れる。

				「随分なナリで……何か用事かいフレアド子爵さんよぉ」

				　そしてその鎧騎士達を束ねているのは私だと言わんばかりに、一番前を陣取る男がいた。肥太った腹が腹部の布を膨らまし、サスペンダーでズボンを吊り上げた男が、一つ鼻息を荒く吹かした。

				「いやなにオジキよ、お前も知っているだろう。来る勇者様の旅立ちのパレードを！　その祝いの献上品の協力を頼みに来たのだよ」

				　むふん！　と荒い鼻息と共に胸を張るその男が言う言葉に、オジキは表情を変えず、ただ静観していた。この肥太った男は、このラーナ村周辺の領地の統治を任されている、王国貴族の一人フレアド子爵である。彼が言うには来るパレードで、勇者への献上品が必要で、それに関して手伝って欲しいという事だった。

				「献上品だぁ？　子爵さんよぉ、生憎(あいにく)だがワシらがぁ勇者様に渡せる品なんざありゃせんぜぇ？　この村には米か農作物、はたまた工芸品くらいしかぁないが……それでぇいいのかい？」

				　しかし協力と言われても、一農村で出せるのはたかが知れており、オジキは困ったような顔で言う。

				「何を仰るかねオジキ殿……あるではないか！　真後ろに今もそびえ立っているではないかね！」

				　自信満々の表情でフレアド子爵はオジキの背後、いや、ラーナ村の背後にそびえ立つ山を指差した。

				「この村の所有する鉱山が！」

				　オジキは顔をしかめた。この男──フレアドの言いたいことが何か……理解したのである。

				「あの鉱山は今、この村が権利を持ち、君たちがその鉱石を売り捌(さば)いていることは知っている。来る勇者様への献上の品……それはこの鉱山の権利書だよ！　勇者様の庇護(ひご)を受けられるのだから、君たちにもいい話だと私は思うが……どうだね？」

				　オジキに背を見せて大いに両腕を広げたフレアドが高らかにそう言った。成程、聞こえはいいとオジキはこの話を聞いて思いはしたが。

				「目障りなら目障りってはっきり言ったらどうだい？　フレアドの旦那さんよぉ？」

				　演劇じみた身振りをするフレアドをオジキは言葉の剣で貫いた。ピクリと、フレアドの体が震えた。そしてゆっくり、ゆっくりとオジキの方へと向き直る。その表情はいささか厳しく、固くなっていたが、まぁ当たり前かとオジキは鼻で笑う。

				「確かに勇者様とやらの庇護が有難く思えるがぁ……あんたらの事だ……税だのなんだの重しにして、こっちの身の振りを封じようってぇんだろう？　ワシはぁ知ってるぜぇ旦那ぁ……最近、懐の方が風抜けだとか？」

				「貴様……日陰者風情が！」

				「周辺の村人から事情は聞いてらぁ。この事……お上に知られちゃあ爵位がぁどうなるやらぁ……」

				　白く長い髭を撫で上げながらオジキは言う。見ればフレアド子爵は顔を紅潮させてオジキを睨み付けていた。

				「おぉい！　どうしたんだぁー！」

				　そしてその騎士たちの背後から駆けてくる影を見てフレアドは舌打ちした。最も厄介な男が来てしまったと、背後から走ってくる、目の前のオジキの面影が見える男の存在を確認すると、フレアドはオジキに向き直った。

				「いい返事を待っているぞ、オジキ殿！」　

				　オジキにはそれが『おぼえてろよ』と言っているようにしか聞こえなかった。フレアドはそう吐き捨てるや否や、背後の騎士たちに帰るぞと号令し、逃げるように早足で去ろうとした。

				「あぁ!?　てめぇフレアドォ！　よくもまぁぬけぬけと……」

				　そして駆け足でその集団に近づいたキョウスイが、フレアドの顔を見るや否や、怒声と共に止めようとするが。

				「やめぃ、キョウスイ！　用は済んだぁ。帰してやんなぁ」

				　これを父であるオジキが制した。用は済んでいるから一々突っかかるなと彼を諌(いさ)めたのだ。すれ違うような形でフレアドと騎士達が、キョウスイの横を歩き去る。その時キョウスイの鋭い眼光にフレアドは身を竦(すく)めながらも目は逸らさなかった。

				　だが、キョウスイとすれ違った先でフレアドは動きを止めた。背の低い黒く染められた革製のコートを羽織る少年が目の前に立ちはだかったのだった。

				　そしてその少年──ユートに行く手を阻まれたフレアドは腹を立てた。

				「なんだぁガキ、さっさとどけ！」

				　そう声を荒げるフレアドに対して、ユートはフレアドと騎士たちの顔を見上げた。この時、近場にいたキョウスイがユートの異変に気づいた。まず目が血走って充血していた。そして体が震えていた。右手の指が、何かを今にも握ろうと蠢(うごめ)いていたのだ。

				　そして、だからこそだろう、ユートの右手が左腰に携えていた刀の柄に触れる前に、思い切り握って止める事が出来たのは。

				「んぅう？　何をしているガキ？」

				　がっちりと右手首に加わる万力のような力。右手首を覆う大きな手の主を見てユートは睨み付ける。

				「いざこざはぁ……よそでやんなぁ、ユートぉ……」

				　キョウスイもまた、ユートの血走った眼を見てその尋常ならざる雰囲気に少々気圧(けお)されたものの、手は離さんと厳しい表情でユートを見つめた。そうこうしている内に、何が何やらと目の前の奇行にふんっと鼻笑いをして、フレアドと騎士たちは去って行った。

			  

				　　　　　　　

				

				『にげなきゃ……にげないと……ころされる』

				　自分の背丈程ある雑草を掻き分けて、進む、進む、進む。背後では全てを燃やす炎がパチパチと木々を燃やして、火の粉の音を立てて焦燥感を煽った。

				　走って、走って、躓(つまず)いて、立ち上がって、また走って、ふと気づけば倒れていた。炭化した麦畑の上で、全てを失ったのだと自覚した。

				　家も、父さんも母さんも、安らぐ暮らしを、未来を……。空は曇り、やがて雨が降り注いだ。雨水が擦り傷や切り傷に当たれば、自覚させられた……まだ生きていると。

				『しにたい……』

				　ふと、口に出した言葉も雨音に消えた。このまま倒れ伏して、モンスターの餌になってしまおうと、ゆっくり目を閉じた。

				　ドサリ。

				　傍らに何かの音がした。獣の足音だろうか？　何でもいいからもう死にたい、殺してくれと目を開けると、誰かに見下ろされていた。剣を携えた白い髪の毛の、屈強な男に。傍には無造作に刀が落とされていた。睨みつけると、男も睨み返す。そして口を開いた。

				『生きろ……立ってみろ、自分の力で……』

				　男はそう言うと背を向けて歩き出す。少年は傍らの刀を寄せて杖代わりにしながら、身体の痛みに耐えて、ゆっくり立ち上がる。背中にあるだろう焼かれた自分の故郷を振り返る事無く、脚を引きずりながら男を追いかけた。

				

				　月が煌々(こうこう)と輝く夜、ユートは目を覚ました。身体に当たる涼しい風が、さらに覚醒を促す。焚き火はまだ燃えている。少し薪(まき)を増やしてユートは明かりを強くした。ふと、先程の夢の光景を思い出す。懐かしくも忌まわしい記憶。そしてユートは自分に問いかけた。

				「生きているか？　僕……」

				　あの夢を見るたびに思う事は、あの日、自分が実は死んでいて、本当はこの光景が夢幻なのではないかと言う事。そんな夢を見てしまったのは恐らく、昼間のラーナ村に来ていた王国騎士と貴族のせいだと、ユートは舌打ちした。

			  

				　　　　　　　

				

				「そうかい、きな臭いたぁ思っていたが、当たりやがったなぁ」

				「親父は前々から知っていたみてぇだな、どっかから相談でも来たのかい？」

				　話は遡(さかのぼ)る。一応として取り立ての仕事を終えたユートとキョウスイは金貸しの元へと戻り、来月へ返済の引き延ばしをするようにと伝えると、再びゼンジ組屋敷のオジキの元へと向かった。キョウスイは、ゼンジ組組長であり実の父であるオジキに、フレアドが勇者のパレードだとかのために周辺村々に不当な税の徴収をしていることを伝えた、そしてオジキ自身もまた、それに気づいていたらしかった。

				「そんなところだぁ。しかしやっこさん、まさかぁ勇者を盾に鉱山の権利を強請に来るたぁ……」

				「鉱山の権利？」

				　慣れない正座の体勢でキョウスイの隣に座り、二人の話を聞いていたユートが尋ねた。キョウスイとオジキは一度目を合わせた。そして、オジキは半纏と呼ばれる上着の懐からキョウスイと似た煙管を取り出して咥えながら話を始めた。

				「うちのシノギ……まぁ仕事の一つでなぁ、裏にある鉱山から出る鉄鉱石やら鉱物を売り捌いているんだぁ、買手は様々でなぁ」

				　オジキの話では、この村の裏にある鉱山から採れる鉱石を様々な場所に売り捌き、それをラーナ村の収入源の一つとして村や組の運営費に充てているらしい。そしてその鉱山の権利書を、先程来ていた貴族子爵フレアドが、勇者の献上品として差し出せと言うのだ。馬鹿げた話である。献上品ならば、権利だ土地だのよりも、剣や宝物の方がいいのではと彼は思った。勇者を出しにしているのが見え見えであった。

				　そんなことを頭の中でユートが考えていると、オジキがまた再び口を開いた。

				「ふむ、丁度いい、お前さんにゃぁ悪いがまた一つ頼まれてくれんか？」

				「なんですか？」

				　頼み事と聞いてユートは、オジキの目をしっかりと見つめた。

			  

				　　　　　　　

				

				「夜の鉱山の警備かぁ……暇だなしかし……」

				　一つ欠伸をしてユートは呟く。このラーナ鉱山からはラーナ村が見下ろせるが、その村ももう暗闇に包まれている。

				　オジキがユートに頼んだのは、話に出て来た鉱山の警備であった。鉱山には採掘した鉱物を運搬するトロッコや鉱山内部に通ずるレール、そのレールを継ぎ足す為の木材や部品の金具、採掘に使うと思われるピッケルなど、様々な物が纏められて置かれていた。そんな場所でユートは肌寒さと暗さを紛らわせようと焚火をしていた。パチパチと火の粉を散らして焚火は赤く煌々と燃え上がる。その火をじぃっと眺めていると、腹が鳴った。

				「そういえば……昼から何もご飯を食べてなかったな」

				　そう呟くとまた一つ腹の音が鳴った。干し肉があった事に気付き、ユートはザックに手を掛けたところで、その耳が音を拾った。地面の擦れる、人の歩く音だ。まさか、もう鉱山に貴族の輩が来たかと、ザックの傍らにある愛刀を左手に握り右手を柄に添えた。

				「誰だ……」

				　登山口から、聞こえる音。いかに焚火があろうとも照らすのはその周りだけ、薄闇から聞こえる足音が近づいてくるとともに緊張が走る。

				「よっ、張り切ってんなぁ」

				　聞き覚えのあるその声に緊張の糸が解ける。薄闇から現れた大男がにっかりと笑い、大きな葉の包みをぶら下げていた。

				「夜食、持って来てやったぜぇ？」　

				　キョウスイ・ゼンジがその包みを見せると、薄闇の鉱山にこの夜三度目の腹の音が響いた。

				　

				　葉の包みは麻糸で縛られ、その葉から微かにだが温もりを感じた。麻糸を解き、包んである葉を開いてみれば、湯気が上がる。

				「これ……お米？」

				「握り飯っつうんだ、ユートにとっちゃあ米はリゾットだとかそういうのだろう？」

				　俺の村ではそうやって喰うんだと、キョウスイが言うと、白い三角形の握り飯と呼ばれるその塊が米で作られていることにユートは驚いた。ユートが知るお米は、キョウスイの言う通りリゾットでしか知らず、この握り飯と言う食べ方は初めてだった。

				　そしてキョウスイはユートのそばに腰を下ろすと、同じような包みを開いて、握り飯を頬張る。それを見て、ユートも同じように、しかし恐る恐る握り飯を頬張った。ほんのりと口に広がる塩味。そして、パンには無い少しの水気と口に纏わり付くような、ネットリとした食感。ユートは初めて食べる握り飯の旨さに、空腹も手伝ってか咀嚼が早まった。

				　二口、三口と握り飯を頬張り、飲み下す。手にこびり付いた米粒すら舐めとると、もう一つに齧り付いた処でユートの動きが止まる。

				「んんぐぅ!?」

				「おいおい、慌てなくても飯は逃げねぇぞぉ」

				　握り飯を喉に詰まらせて、何度も自分の胸を叩くユートの様子を見たキョウスイがケタケタ笑う。しばらく苦しんでいたユートだったが、食道に詰まった握り飯が無事に腹に収まったのを感じて大きく一息吐いた。

				　そして気がつけば包みの上には何も無くなっていた。代わりに確かな満足感がユートの腹を、心を満たしていた。

				「ありがとうキョウスイ、美味しかったよ」

				「そうかい、そりゃあよかったぁ」

				　思いがけないキョウスイの差し入れに、ユートが感謝の言葉を伝えると、仕事の話に移る。

				「見張りはどうだい、何も無けりゃぁ世話ねぇんだがなぁ？」

				「何もないよ、人どころか動物すら来ない」

				　ユートが言葉を返すとキョウスイはそうかいとだけ呟いて、焚火の火を見つめていた。そして、懐に手を入れて煙管と革の小袋を取り出した。革の小袋に入っていたのはタバコの葉だった。彼はタバコの葉を一つまみしてから指で丸めて、それをキセルに押し込めてから、焚火へと近づけた。近づけては離し、近づけては離しと、そのタバコに火を点ける。

				　口に煙管を咥えてから一度紫煙(しえん)を吐くと、薄明かりに紫煙(しえん)がたゆたい、ゆっくりと暗闇へ消えていく。

				「王国騎士に……恨みでもあるのかい？」

				　突然の一言であった。煙管を咥えたキョウスイが何の前触れもなくユートにそう聞いた。

				「あるよ……」

				「隠さねぇんだな……いやぁ隠すのはぁ無理だろうが……」

				　ユートは簡単に肯定した。そして隠せるわけがないと分かっていた。昼間にあのような、今にも斬りかかりそうな雰囲気を出せば、それは隠す以前の問題だ。自分で恨みがあるとでも言っているようなものだった。だからこそユートは隠さずに、簡単に言ってのけたのだろう。

				「そんで復讐の為のぉ渡世かい……王国に何をされたぁ？」

				「王国に両親を殺されたんだ」

				　だがこの次にユートが吐いた台詞にキョウスイは驚いた。しかも先程と同じように平然と、簡単に言ってのけたのだから。

				「平然と言いやがらぁな……少しは悲しそうにしたらどうだい？」

				　ユートの平然とした物言いにキョウスイは苦笑せざるをえなかった。親を殺されて復讐をしようというものが平然と、少しは恨み節や悲しみを吐き出してみたらどうなのだと、キョウスイは思うのだった。

				「悲しんでも、お父さんもお母さんも戻ってこないよ」

				「ならぁ……復讐しても戻りぁしねぇぜ」

				　それを聞いてユートは笑った。確かにその通りだと、そんな事をしても両親は戻ってこない。

				「でも、僕が満足できる。僕が報われる」

				　分かりきっているのだ、復讐は自己満足だと。あの時に、村が焼かれ両親が殺されたその時に掲げられた王国の御旗、あれが憎くて苦しくて、怨嗟(えんさ)は雪のように積もりに積もった。だがそれは決して溶けない。その怨嗟は溶けやしない。この王国に復讐して初めてそれが溶けて無くなると、ユートは知っている。

				　だから一人の傭兵として、剣を携えて流浪の旅をしていたのだ。いつかこの国に一傷でも付けるために。

				「自己満足の為かい、理解できないねぇ」

				　キョウスイは理解できないし、理解する気も無かった。それは個人の問題であり、赤の他人であるキョウスイの知った事では無い。

				「だがまぁ、俺もこの国が嫌いだぁ」

				　だが、この国は嫌いだとキョウスイは言った。恐らくユートとは違う事からだろう。それはどうしてかと聞こうとした矢先、キョウスイが喉を鳴らすように笑った。

				「しかしまぁ、随分な数が来たじゃあねぇかい……」

				　突然そんな事を口に出すキョウスイに、慌ててユートは周りを見た。そしてこの鉱山を囲む森林の中から、黒い装束の男たちがわらわらと、湧いて出てきた事に気付いた。その誰もが手にメイスや剣、槍を携えて、ユートとキョウスイの周りを取り囲んだ。

				「こいつら！　いつの間に!?」

				　接近に気付かなかった。それほどまで完璧に気配を絶たれて近づかれていた事に驚き、ユートは慌てて立ち上がり、傍らの愛刀を左手で握った。右手は既に柄を握り、何時でも刃を抜けるようにして、囲む黒装束達を睨み付ける。

				「フレアドの差し金かい？」

				　だが、キョウスイはそんなユートとは真逆であった。キョウスイは煙管の中のタバコの草を地面に捨てて踏み潰し、黒装束達に飄々と言葉を返した。

				「キョウスイ・ゼンジ、貴様のような輩が……ゼンジ組のような王国の出来物が我々に交渉だのとは片腹痛い」

				　黒装束の男の一人が短剣を煌めかせて言った。だがキョウスイはそんな得物を気にも留めずに話を続ける。まるでそんな物など怖くもなんともないとばかりに。

				「それでわざわざ送られて来たのかいあんたらは、暇そうだねぇ」

				「これ以上語る口は持たぬわ！　死ねぃ！」

				　男は邪魔者はさっさと排除するという気迫と共に、腰に短剣を固定して突進する。見かねたユートが、腰元の刀を引き抜こうとした。

				「そうやって、気に食わねぇことをなんでも力づくで抑えようとするから……俺はてめぇらが嫌いなんだよ」

				　突進してくる男を、キョウスイは舌打ちしながら躱す。

				「なっ!?　今のを避けた!?」

				　確かに剣はキョウスイの身体を捉えていた、しかしまるでキョウスイをすり抜けたかのように剣は空を斬る。

				　夜盗が驚いてたじろぐ中、キョウスイは一気に距離を詰めた。

				「こそ泥、てめぇらが誰に雇われたかしらねぇが……相手が悪かったなぁ!!」

				「ぎゃあ!?」

				　キョウスイの片手が夜盗の服の胸倉を引っ掴み、もう片方の手が夜盗の片腕を掴んだ。

				　次の瞬間、キョウスイは自分の腰をまるで相手に叩きつけるように、身体を勢いよく密着させると、夜盗の身体は、勢いよく空中で反転し、夜盗の頭は地面に対して逆さまになる。そして、勢いそのままに夜盗は垂直に頭から叩き落とされた。

				　グシャリと何かがひしゃげる音が、夜盗が戦闘不能になった事をユートに教える。

				　これを合図に、夜盗達は一斉に飛びかかった。ある者は剣を、ある者は槍を、またある者はメイスを掲げ、ユートとキョウスイに飛びかかった。

				　こうなれば、余計な事を考えている余裕など無い。一対一を何度も繰り返して生き残るしかないのだ。飛びかかる夜盗にカウンターで斬りかかろうとするが。

				「へ？」

				　その数瞬の出来事にユートは驚きと戦慄を感じた。飛び掛る夜盗。その一人の振りかぶったメイスが、キョウスイの頭を砕こうとして……跳ね返った。

				　しかも、振りかぶった夜盗ごと。跳ね返ったかのように吹き飛ばされた夜盗は、他の夜盗達に激突して巻き込み、陣形を崩した。

				「相手が悪いっつったろこそ泥がぁ、あぁ？　てめぇらが振る剣なんざ、俺には当たりゃしねぇよ」

				　再び立ち上がる夜盗達に、挑発を浴びせるキョウスイ。そして、彼は片足を地面に擦るように半歩前に出し、両手をダラリと下げるが、優然と胸を張った。

				「来な？」

				　たった一言、その一言が夜盗達の怒りを煽った。まるで無防備な体勢のキョウスイに夜盗の一人が、咆哮を上げて突っ込む、そして……。

				「ぐがぁぁぁぁぁぁあああ!?」

				　半身で躱したキョウスイの横を夜盗が通り過ぎたと思われた瞬間、その夜盗の右肘が逆に曲がり、夜盗は絶叫し倒れた。

				　その一瞬の出来事を、ユートはしっかりと見ていた。キョウスイは、突っ込んで来た夜盗の片腕の手首を、自身の片手で掴んだ。さらに、そこから自分自身のもう片方の腕を、夜盗の背中から夜盗の脇に通して、手首を掴んでいた自身の手首を掴んだ。

				　そして、最後はそのキョウスイ自身が絡ませた夜盗の腕を、絞るように捻り上げたのだ。

				　あらぬ方向に腕を曲げられた夜盗は、あまりの痛みに気を失ったのか、声一つ上げずに地面に倒れ伏す。

				「今のは腕絡みって技だ……まぁ、知った所で意味は無いがな。さて、まだやるなら……腕や足どころか、身体全体無事じゃあすまねぇぞ！」

				　月が煌々と照らす夜、キョウスイの怒号が響き渡った。

			  

				　　　　　　　

				

				　ユレイシャ大陸……ユート、そしてキョウスイが夜盗と交戦中のラーナ村、そのラーナ鉱山から北へ五〇里。

				　シェイン・キャッスルと呼ばれる、この大陸の一部領土を治めるこの城の主にして『シェイン王国』の王、ゲイル・Ｓ・バルシュタインの元で、会議が行われた。

				　この、シェイン王国の貴族達は、それぞれが治める村や街の税収や状況の報告、今後の国の方針や、新しい法律の制定などをこの場で話しあう。

				「さて、皆の衆よ会議を始める。一人ずつ報告したまえ」

				　会場である城内の会議室は広く、金や銀、財宝で装飾をされた豪華絢爛な部屋の中、貴族達の報告が始まった。

				「では私から……私が統治しております、村の一つサクス村ですが、最近毛皮などの税収が伸び悩んでおりました、前回の会議の際に野党がたむろしていたらしく、勇者教会より僧侶を派遣しました。現在報告待ちでございます」

				　老年の貴族はそう伝えると、席に着いて傍のワインを煽る。他にも、大小領地を治める貴族達は、ここ最近の税収の増減、事件の解決を王に報告した。

				「成る程、皆あまり変わりはないようだな？　では、フレアド子爵、そなたの所は何か変わった事はあるか？」

				　王が皆の話を聞き、そして最後の一人であるまだ若き貴族に順番が回った。赤いくしゃくしゃの髪に肥えた身体の男だ。

				「はい、王様。以前も話した通り、私の領地で自治を求める不届きな輩達の村がございまして……」

				「ラーナとかいう村か？　さっさと話を付ければいいのではないか。君は父から爵位と領地を受け継いだのだからな」

				「奴らに、話し合いは通じません……。奴らは……私の祖父の時代から自治を訴え、今も形だけとはいえ、奴らの決めたルールの中で暮らし、税を支払いもしない！」

				　肥えた貴族の熱弁は続く。

				「私達、貴族が与えた領地だというのに、奴ら！　私の力を借りていないから税を払わないとのたまわる！　皆様、このような行為が許されますか？」

				　会議室から、賛同の声が響き渡る。市民如きがおこがましい。早々に村の長を処刑するべきだ。数々の言葉が行き交った。

				「まぁ、待ち給え皆の者よ。ラーナについては後で話そう……さて、皆の者、私から領地を治めるそなた達に話がある、その為に今日は集まって貰ったのだ」

				　王は注がれたワインを口に含み、ゆっくり息を吐き、集まった貴族達を見やった。ただ、一つの空席だけが目立つ。

				「まずは一つ、ついに……勇者が選ばれた」

				　おおっ！　と集まった貴族達は皆、声をあげた。

				「古文書の通り、魔界から化け物が現れて何年か……ついに勇者がこの地に降り立ったのだ、従って勇者の洗礼と祝福の儀を行う」

				　まずは、これが一つと、王は立派な髭を弄りながら、興奮する貴族達を見やった。勇者の降臨は人間の希望。昨今の魔物達の恐怖や被害も無くなるだろうと貴族達から声が聞こえる。貴族達の反応に王はニヤリと笑みを浮かべる。

				　だが、今日の会議で唯一空いている席に視線を移すと、その顔をしかめた。魔物より厄介な問題の原因がそこにはあったのだ。

				「して……もう一つ、皆もわかっているとは思うが、伯爵であるバッシュ・アーデルハイドが、この国より亡命した」

				　その一言で、勇者降臨の興奮は冷めた。貴族達は空席を一斉に見ると、にわかに殺気立ちながらも、王の次の言葉に耳を傾けた。

				「アーデルハイドは見つけ次第殺して構わん。さて最後にラーナ村の件だが、フレアド子爵」

				「はっ！」

				　肥えた貴族、フレアドは立ち上がる。王はその子爵に笑みを浮かべて言った。

				「王国の部隊を貸して遣わす。ラーナ村を異端狩りの名の下に、焼き払え！」

				「ははっ！　異端者に罰を！　正義は我が元に!!」

				　フレアドは自身のサーベルを抜き、天に掲げた。それに続き他の貴族もサーベルを抜き、その言葉に続く。

				　異端者に罰を！　正義は我が元に!!　

				　異端者に罰を！　正義は我が元に!!　

				　異端者に罰を！　正義は我が元に!!

			  

				　　　　　　　

				

				　唖然と、ユートはその光景を目の当たりにしていた。囲まれたときに数は数えていなかったが、今目の前に一一人いた夜盗が、キョウスイ一人に倒されて山積みにされている。

				　ある者は腕を折られ、またある者は四肢が本来曲がらぬ方向へと向いていた。夜盗達は痛みに呻き声をあげて苦しんでいる。ユートは夜盗達の姿に、これならば死んだ方が幾分かましだろうとも思った。

				「おいおい、もう朝になっちまってやがる……。んじゃ、俺はこれをオジキに報告しなきゃなんねぇから、ユートはぁこいつらを見張っていてくれ」

				「あ、あぁわかったよ」

				　朝焼けに目をしかめたキョウスイは、ユートの横を通り、足早に鉱山を後にした。

				　

				　しばらくして、ゼンジ組組員であろう若者達が、襲撃に来た黒装束の男達を縄でふん縛り、運んできた荷車に無造作に積み上げるように乗せていた。それを眺めていたユートだったが、何故襲撃に来た者達を殺してしまわないのか疑問に思うのであった。

				「っしゃ！　こいつで全員かい？」

				「おう！　じゃあ下まで運んでくれや」

				　襲撃者全てを積み終えて、キョウスイが若者達に号令を出している。ユートはそんな彼にゆっくりと近づいてから聞いた。

				「殺さないの？」

				　たった一言であるがこの言葉を聞いてキョウスイは振り向いた。

				「まぁな、こいつらをあの貴族、フレアドに見せてどういう事かを聞こうと思ってなぁ。だから今は生かす」

				　そう言ったキョウスイにユートは、成程と納得した。九割がた今回襲撃に来たこの男たちは、フレアドの配下であろう。そして問いただす為のいわば証人であり、証拠でもあると。

				「急ぎ過ぎなんだよフレアドの奴ぁ。これで王国に直談判できる証拠を渡したようなもんさぁ」

				「それを弱みにして、机の下からお金を貰う気？」

				「まぁそんなとこだぁ」

				　いかに貴族とはいえ、今回は不当な税の徴収と襲撃、これが明るみに出れば爵位剥奪もあり得る話だ。その弱みを突き付けてラーナ村の自治を、そして少しの口止め料を貰おうとキョウスイは考えていた。

				「どうやらぁ、そうはいかねぇみてぇだぞ」

				　だが、それを聞いていたある一人が、二人の話を遮った。オジキである。白髪と長い白髭を揺らして、歩いてきた父親にキョウスイは驚いた。

				「親父ぃ、そいつぁ一体どういうことだい？」

				　厳しい面持ちで二人の前に現れたオジキの尋常ならざる雰囲気に、キョウスイとユートは嫌な予感に心臓が傷んだ。

				「やっこっさんらぁ、他の村々でも同じことをやらかしているらしい。他の村に居る若い奴らからの情報が来てなぁ」

				　周辺の村々も襲撃を受けたと聞いてキョウスイは驚いた。ラーナ村以外の村にも同様の襲撃があったというのは、キョウスイ自身も思っていなかった事だ。

				「気に入らんときたらぁ力づくたぁ……これだから貴族は信用ならねぇ……」

				「親父はどうするつもりだい？」

				　キョウスイはオジキに問う。オジキは目を細めて眉間に皺を寄せてキョウスイに言う。

				「無論このまま放っとくわけにはぁいかんよ、民草が地べた支えてっから生きていけるってぇのにこれだぁ。他の村に組員派遣して直談判だぁ。そうしねぇと、ワシらの掲げる任侠の意味がねぇ」

				　何やら不穏な雰囲気が漂っていることにユートも自然と面持ちが険しくなる。そしてそれだけ言うとオジキは背を向けて、鉱山を下りていくのだった。その背を見送るキョウスイの姿を見ていると、キョウスイはユートへと振り返り、口を開いた。

				「すまねぇユート……今すぐ、この村を出て行ってくれねぇか？」

			  

				　　　　　　　

				

				　突然であった、だが必然でもあったのかもしれないと、ユートはザックに纏めた荷物を背負いながら、頭の中でそう思った。状況が掴めないでいたユートにキョウスイが丁寧に、教えてくれたのだった。

				　今回の襲撃はラーナ村だけでなく、他の村々でも起こっており、その村々は全てゼンジ組により庇護を受けていた。ユートが依頼を初めて受けたサクス村もそうだった。そして本来その領地を収めているのが、昨日の昼にラーナ村の鉱山の権利を求めて来たフレアドであること。当然フレアドとしては、自分の収める領地の民が思い通りにならないというのは気分が悪いというもので、それが今回の凶行に至った理由だと言う。

				　そしてゼンジ組組長オジキ・ゼンジはこれを良しとはせず、この件に関してフレアドに直談判しようとまで踏み切ったのだ。貴族への反抗、もはや血が流れないわけがない。今にもそれが起きようとしている以上、部外者であるユートに何かあってはいけないからと、キョウスイは村から離れるようにユートに言ったのであった。

				『キョウスイ、僕は傭兵だ、そう言った荒事であれば僕も助力できる。何も気にしなくても……』

				　ユートはそれこそ自分の仕事であり、力になれると言ったが、キョウスイは苦い顔でユートに言う。

				『これはぁゼンジ組とあいつらの喧嘩だぁ、部外者がとやかく口を突っ込むもんじゃあねぇし、入らせる気もねぇんだよ』

				　何よりもこれはゼンジ組の問題であり、ここまで大事になった以上は、もう人様に迷惑掛けるわけにゃあいかねぇよと、彼は呟いた。そして、彼はユートの前で中腰となり、手を両膝の上にのせて頭を下げて言うのだった。

				『ユートぉ、ここは俺のぉ、ゼンジ組の意を酌んでくれや……仁義……通させてくれ』

				

				「仁義……通させてくれ……か」

				　仁義。だがユートにはその言葉の意味が分からなかった。その意味を知らぬユートにとってそれは、ただの分からぬ単語。ユートはゼンジ組の屋敷をみながら月夜に照らされるラーナ村の門まで続く道を歩き、村を見回す。あれ程昼間は賑やかだったというに、今は誰一人として居なかった。若い衆は他の村の警護に出払ったと言うが、他の者達は有事と言う事で避難したり、隠れたりしているのだろう。しばらく歩くと、門へと辿り着いた。門では篝火が焚かれ、そこに居た門番達はユートに一礼だけをして、彼を見送った。

				　門を出て空を見上げれば、風に揺れた桜の木々が花を散らして月夜に輝き舞っている。夜桜を眺めながら、ユートは村を後にした。

				

				　キョウスイ・ゼンジは紫煙(しえん)をくゆらせる。オジキが村に居ない今、キョウスイがラーナ村の留守を預かることになっている。若衆を引き連れてオジキはこの件に関しての直談判をと、フレアドの元へと向かった。そして周辺の村々に警戒せよと若衆を向かわせた今この村に居る若衆を纏めるのはキョウスイで、この村を守るのもまたキョウスイだった。

				「ちっ、落ち着きゃあしねぇや」

				　煙管の中の灰を灰皿に落として立ち上がり、キョウスイは自室から出た。縁側に出て廊下を歩き、何か気を紛らわせるものは無いかと考えていると、ある事に気付いた。まるで自分以外の誰も居ないかのような静けさに、キョウスイは違和感を覚えた。ぎぃ、ぎぃと床を鳴らして、玄関に繋がる渡り廊下を渡ろうとした時だった。その渡り廊下の手前にある、襖に仕切られている部屋があった。本来そこは居間であり、ゼンジ組内の行事や談合で使われたりする場所であった。

				　一歩進んで、月明かりに自身の影が薄く映る。二歩目でくっきりと全身の影が映った。

				

				　三歩目を歩もうとした刹那。

				

				「往生せぇやキョウスイィィィィィぃぃいいいいい!!」

				

				　怒号と共に一振りの槍が、その鋭い切っ先を煌めかせて襖の先から飛び出してきた。

			  

				　　　　　　　

				

				　暗い闇の中に、明かりが一つ照らされる。ユートはカンテラに火を灯して、街道を歩いていた。ユートは眠る気すらおきず、このまま夜通し歩いて勇者の街まで行こうとしていた。だがユートは考えていた。このまま行っていいものかと、このまま何もせずに逃げてしまうのかと。

				「確かに僕には関係のないことかもしれない。ただ一日あの村に居て、仕事とは言えない仕事をしただけ……」

				　キョウスイとの繋がりも、蜘蛛の糸のように細いものであり、キョウスイ自身もゼンジ組の件だから関わるなと言った。だが、本当にそれでいいのかとユートは足を止める。

				「本当に、本当に細い縁だ。ただ肩がぶつかって顔を合わせただけのような」　

				　故に、気掛かりであった。気になって仕方がなかった。本当に大丈夫なのかと。だが自分には関係のない話だと自分に言い聞かせラーナ村を離れていく。

				『口じゃあ言い表せねぇさ、それ程意味が多いんだぁ、弱きを助け強きを挫き……心で動く義侠(ぎきょう)意気、任侠仁義極まれりってなぁ』

				　ふと、思い出したのはキョウスイの言葉であった。その言葉、根元から理解するのはユートには無理な事だったが何かが引っ掛かっていた。釣針のように引っ掛かった。そしてユート自身、このまま自分が知らない振りをしてしまえば、自分の心中は満たされる事はないと感じたのだ。

				「キョウスイ!!」

				　声を挙げた、カンテラを投げ出して元来た道を戻ろうと振り返った瞬間。

				　喧しい爆発音と共に、ラーナ村から火柱が上がった。

			  

				　　　　　　　

				

				「畜生！　随分な真似をしやがる！」

				　半纏を着込んだキョウスイが、村から上がった火柱を見て、玄関の扉を蹴破り、門へと駆けだす。そしてその目に映る悲惨な光景に息を呑んだ。

				　幾つもの家屋が火に包まれ、悲鳴を上げるラーナ村の村人達。ぎりりと歯を噛み締めてキョウスイは、近場の家屋へと向かった。

				「おい！　何があったぁ！　誰かいるかぁ！」

				　まだ火の燃え移っていない家屋に声を掛けると子供を背負った村の若い男が、飛び出るような勢いで慌てて出て来た。

				「キョウスイさん、一体何があったんだい！」

				「俺も分からねぇ！　畜生、とにかくお前は鉱山まで逃げろ！」

				　キョウスイは出て来た若者に鉱山へ避難するように促すと、村の中心に向かって走った。左右の燃える家屋の熱風に身を晒して、半纏を翻して駆け抜ける。村の中心の広場に出ると、村人を鉱山に向けて先導する組の下っ端が居た。

				「キョウスイの兄さん！　無事ですかい！」

				「俺の事はいい！　一体何があったぁ！」

				　キョウスイの問いに組の下っ端が答える。

				「何があったも見ての通りでさぁ！　突然火柱が上がって……住民を避難させてはいるんですが」

				　突然の火柱、そして屋敷内の静寂に組員の襲撃、一体何がと思ったその時であった。キョウスイを囲むようにそれは姿を現した。

				　村の中心である広場に出たのが運の尽きとばかりに、前から、後ろから、左右から、鎧甲冑に剣を、金棒を、槍を携えた者達が現れた。その鎧の胸元に輝くは王国記章。シェイン王国騎士たちが、キョウスイの周りを取り囲んでいた。

				　だが、その面子を見たキョウスイは激怒して、鬼のような形相を浮かべた。

				「裏切りたぁ随分な真似しやがるじゃあねぇか、テメェらぁ！」

				　鎧を着ていた数人に見覚えがあった。それはゼンジ組の組員であった。そして、屋敷に駐在していた者の姿も見受けられる。	

				「どうだね異端者キョウスイ、自分の部下が敵対する気分は？」

				　そして門がある方向の集団の中から、一際特徴的な華美な鎧を着込んだ男がそう言って現れた。男は斧の刃が取り付けられた槍──トマホークを肩に担ぎながら近づいてきた。

				「ふざけやがって……フレアドォ！」

				　その下衆な笑みを浮かべて前に出てきたフレアドに叫んだ。

				　キョウスイはかつての仲間と向かい合っていた。薄汚く笑う門番三人は、裏切った証に王国軍の甲冑を着込み、獲物を弄ぶような目で見ている。

				「お前らぁ、オジキに……親父に拾われなかったらぁ野垂れ死んでただろうが！　あぁ!?　恩を仇で返すのかぁ!!」

				　怒りのままにキョウスイは叫ぶ。しかし、裏切った門番の三人は下衆な笑みをうかべるだけだった。

				「仁義は……てめぇらの仁義はどこに行ったんだよ!!　ああぁ!?」

				　キョウスイの悲痛な叫びは届くはずもない。

				「まぁだ、んな事ヌかしてんのかぁ、キョウスイよぉ？」

				　裏切った者達もまた、下衆な笑みを浮かべてキョウスイに言い返す。まるで鬼の首を取ったかのように。

				「この渡世に仁義なんつう古いもんがよぉ、あるわきゃあねぇだろうが！　死ねやキョウスイぃぃぃぃ!!」

				　裏切った舎弟の大声がキョウスイの言葉を待つ事なく、そのまま突撃の合図となろうとしたその時だった。

				「な、なんだ！　一体何が起こっている!?」

				　キョウスイはもちろん、王国軍すら何が起こっているのか分からなかった。ただ、分かったのはキョウスイに向って来ようとした騎士達の最後列の兵士が何か慌てているという事だけ。

				「なんだぁ？　これから嬲り殺しって時に──」

				　そして、キョウスイは見た。『仁義』を否定して裏切った舎弟の首筋から……。

				「うぎゅあっ!?」

				　赤く血塗れた刃が突き破って出て来た光景を。

				「な、なんだこのガ……」

				　背後を見た兵士もまた、凶刃に言葉を遮られ、右の首筋から血を噴水のように噴出して崩れ落ちる。そして、膝から崩れ落ちたその男を飛び越えるように現れた黒い影が、かろやかにキョウスイの前に着地する。

				　振り抜いた白銀に輝く刃を血に濡らして、小さな傭兵ユートが現れた。

				

				「あ、あがぁ……なんだこの餓鬼!?　貴族の、子爵である私の顔をぉぉぉ！」

				　いつの間にか突き飛ばされたフレアドは、どうやら鼻っ柱を折られたらしく、鼻からダクダクと流れる血を止めようと涙目で鼻を抑えていた。何人かを切り殺し、吹き出した血を浴びたユートは、水浴びをしたかのように濡れた髪を掻き上げて、血を払った。

				　キョウスイは、この出来事を暫し理解出来ずにいたが、状況を理解すると、血に染まったユートを怒鳴り付けた。

				「ユートてめぇ、何故戻ってきやがったぁ！　これはゼンジ組の問題だってよぉ……関わんじゃあねぇって言ったよなぁ！」

				　キョウスイの言葉にユートは何も答えない。殺気立つ王国軍を睨みつけたまま、キョウスイに背を向けて動こうともしない。そして相槌すら打たぬユートの態度にキョウスイは食って掛かる。

				「おい！　何か言いやがれてめ──」

				「これが僕の思う仁義だ」

				　ただ一言であった。キョウスイにそう言ってユートは右手に握りしめた血濡れの刃を騎士たちに向けて煌めかせる。

				「キョウスイの言う……義侠(ぎきょう)の意味を僕は理解していない、だけど……このままただ見て見ぬ振りする事に僕は満足できない」

				　だから……と、キョウスイにユートは言うのだった。

				「僕なりの仁義を、キョウスイに通すよ」

				　あっけにとられていたキョウスイが見たもの、正しくそれが、彼の言う義侠(ぎきょう)の背中だった。こんな所で、こんな子供の傭兵の背にそれを見たことに、キョウスイは自らを鼻で笑った。そして、そんな小さな男に歩み寄り、背中を合わせるように振り返る。

				「背中ぁ、任せたぜぇユートぉ！」

			

	








			
				「応ッ！」

				「臭い三文芝居してんじゃあねぇぞごらぁぁあああ！」

				　裏切り、そして騎士の鎧を身に纏った元舎弟が、その剣を大きく振り上げ突撃する。これに対して、ユートが動いた。振り上げられた剣が振られる前に大きく踏み込み、その男の首筋を薙ぐように刀を振るうと皮膚が、肉が裂け、血管を切り裂き、男は簡単に命を落とした。

				「ＳＹＡＲＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

				「おぉおらあああああああ!!」

				　二人の咆哮を聞いた兵士達は、一瞬怯んでしまった。無論、その隙を逃す二人ではない。ユートは更に囲いの先頭に居た一人を、左下から右上へと逆袈裟に斬り伏せ、もう一人はキョウスイのアッパーカットで顎を砕かれた。

				　先頭が倒れれば、後ろはどうなるか。ドミノのように倒れるだけである。兵士達の倒れた先に、囲いを抜ける穴が出来た。二人はそこから抜け出し、すぐさま背中に群がる王国軍に向かい、それぞれ構えを取る！　

				「いくぞ！　キョウスイ!!」

				「おうよ!!」

				　二人は再び、敵に突貫を始めた！　

				

				「遅いっ！」

				「うぎゃあ！」

				　まずは一人とばかりにユートは、突進と同時に兵士の喉を刃で貫くと、同時に後ろで待つ兵士達のバランスを崩すべく、喉を貫いた兵士を蹴り、刀を引き抜いた。

				　バランスを失い、のけぞった四、五人が最後に見たのは、飛び上がる黒い影。飛び上がったユートは、腰を捻って思いきり刀を振り抜き、横一線に兵士の顔面を薙ぎ払った。違いはどうあれ、男たちは頭部を切り開かれて脳漿(のうしょう)や血を流して果てる。

				「くたばれこの糞が」

				「そっちがくたばれぇ!!」

				　着地と同時に、真横に居た兵士が剣を振り上げたが、ユートはただ一歩前に出ると、そのまま振り向きざまに刃を、地から天に振り上げた。

				　ユートの頭を割るために振られた剣は、地から振り上げられたユートの刃に腕を斬られて、両腕と共に、紅い線を引いて天に舞った。

				「あああああ!?　　腕、腕がぶぅ!!」

				「黙ってろ！」

				　何も言わせないとばかりに、ユートはその騎士の携えていた短剣を引き抜いて奪い取り、喉に突き立ててから鎧の首元を引っ張り地面に投げ倒した。

				「しゃらくせぇ!!」

				「あがああああ?!」

				　双剣を持った兵士を相手取ったキョウスイは、その懐に入り両腕を己の両脇に挟んで、そのまま肘が動く逆方向に力を容赦無く加える。一瞬で肘関節が限界を迎え、潰れる音と共に、肘の稼働域を超えた双剣の兵士の腕はへし折れた。

				　片脇だけ腕を外し、無造作にキョウスイはその兵士を投げると残りの兵士達に向けて走る、兵士達がそれを迎え討とうとした瞬間、キョウスイは姿を消した。

				「消えた!?　ど、どこだ！」

				　飛び上がった音も、側方に回避した気配すらない。しかし、兵士の一人は脚への違和感から下を見る。

				　そこには、兵士の脚に自分の脚を絡めるキョウスイの姿があった。だが気付いた時には既に爪先を脇に挟まれており、そのまま内側に足首を捻られるとバランスを崩して兵士は地面に倒れた。

				　そして次の瞬間には、目の前で足首を限界まで回転させ、足首の関節、さらには靭帯をネジ切る程の力でキョウスイはその兵士の足首をへし折った！　

				「うっがあああああ!!」

				「二度と立ちあがるんじゃあねぇ！」

				　すぐさま脚を放し、前転して起き上がったキョウスイに顔面を思い切り踏みつけられて頭蓋を砕かれる、その間に無謀にも一人の兵士は正面からメイスを振りかぶる。

				「だから……」

				　だがキョウスイはメイスが振り下ろされる前に、兵士の後頭部を包み込むように両腕で掴むと鳩尾に鋭い膝を一撃。

				「俺が剣だの槍だの金棒だの……」

				　そして膝でくの字になって腹を押さえた兵士の顔面に膝の一撃を放って鼻骨を砕き、さらにもう一撃を喉にめり込ませる。

				「喰らうわきゃあねぇだろうがぁ!!」

				　さらに、兵士の頭を背負うように抱えると、頚椎をへし折り、駄目押しにそのまま兵士の頭を脳天から地面に叩き付けた！　

				「けっ！　聞いちゃいねぇか」

				　そして、キョウスイはもの言わぬ兵士から、次の標的へと視線を移すのであった。

				

				「な、なんだというのだこれは……！」

				　目の前の現実を受け入れる事ができず、フレアド子爵はただ震えてその現実を目に映す。たった二人の人間に、王国軍の兵士達が一人また一人と再起不能にされ倒れて行く。

				　ある者は喉を貫かれ、ある者は脚をあらぬ方向に曲げられ、腹を裂かれ、首を折られ、呻き、叫び、断末魔をあげて命を散らしていく。

				　やがて、亡骸達の中に二人だけが立っていた。一人は身体を血で濡らして、刀を肩に携え、もう一人は片手に首をへし折った兵士を引きずり、フレアドの元に一歩、また一歩と近づいてくる。

				「う……わ、来るな……来るなぁぁぁぁああああ！」

				　受け入れ難い現実に狂気に陥ったフレアドは、鎧を揺らしてトマホークを掲げて走る。それに対して、向かうはユート。

				　二人が鉢会った瞬間、金属音が辺りに鳴り響く！　フレアドの背後にいつの間にか抜けたユートが、刀を横に振り抜いていた。そして右手に握っていた刀の柄尻を左拳で一度叩き、血を落としてからゆっくりと刀を左腰の鞘に納める。

				　音も無く刀が鞘に収まった瞬間、フレアドのトマホークを握る両手が手首からずれるように、地面に落ちた。痛み、そして痺れ、手を切り落とされたという現実。さらにはそこから血が吹き出すというショッキングな瞬間を目の当たりにしたフレアドが叫んだ。

				「あ……あぁあぁあ！　ッアアアアアゥウアアア！」

				　断末魔ががラーナ村に響く。キョウスイは少し目線をユートに移すと、確かに目線が合う。

				「合わせろ!!　ユートォォオオオオ!!」

				「応ッ!!」

				　二人はフレアドを挟むように位置すると、キョウスイの叫びにユートが応じた！　二人は、同じ足を軸足とし、足首、膝、腿、腰、身体を回転させた。やがてその回転がもう片方の振るわれる足の踵に力を加える！　まるで鎚(つい)のように威力が加わった踵は、勢いよく放たれて同じタイミングで左右からそれぞれフレアドの側頭部を挟み込んだ。

				「だらぁあああああああっ！」

				「ＳＹＲＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

				　挟むように放たれた二人の後ろ回し蹴りが、フレアドの頭を、頭蓋骨の原型をとどめない程粉々に潰した。フレアドは断末魔すら上げる事叶わず、その眼孔や鼻、耳から血を吹きだして膝から崩れ落ち、亡骸の仲間入りを果たしたのだった。

			  

				　　　　　　　

				

				「ちくしょうがああああ!!　疲れた身体でさらに山ぁ登れってか!?　ふざけんなぁぁ!!」

				「…………」

				　まだ、夜は明けていなかった。月明かりが煌々と輝く満月に向かって、キョウスイは叫んだ。

				　ユートとキョウスイは、ラーナ鉱山への山道を歩いていた。この村では、村が有事の際に、村人は鉱山の中へ逃げ隠れるように指導をされている。

				　二人とも、無傷で戦いを終えたとはいえ、疲労困憊である。特にユートは来た道を全力疾走したため、足を動かすのがやっとだった。

				　だが、興奮冷めやまぬ、怒り収まらぬ、疲れ底しれずの三拍子揃ったキョウスイは、ヤケになって叫んでいた。

				「だいたい、何が異端者じゃああああ！　てめぇの事棚に上げて村ぁ攻めやがってぇぇぇぇ!!　どっちが異端者じゃああああ!!」

				「キョウスイよくまぁそんなに叫べるね……」

				　ユートは少し、いや大いに呆れていた。フラフラで今にも倒れそうだというのに、この男はやかましく叫ぶ。体力の無駄だ。いや、体力という概念がこの男にはないのだろうとユートは勝手に結論付けた。考える力がない程に体力を使ったためか、ユートの思考はグダグダだった。なにも考えずに。ただ倒れたい一心である。

				　二人はただ、歩く、歩く、歩く。山道をひたすら歩き、村人が待つ山頂へ。そんな中、キョウスイが不意に口を開いた。

				「あのよ……ユート……」

				「ん？　何かな……キョウスイ……」

				　ユートの言葉に、キョウスイは何も喋らない。だが、ユートは待つ。キョウスイが喋るまで。ゆっくりと待つ。そして……しばらくして言葉は発せられた。

				「ありがとよ……。本当、助かったわ……」

				　それは感謝の言葉。飾りも嘘も無い感謝の言葉は、ユートの耳にしっかり入り、心へと刻まれた。それにユートは答える。しっかりと、飾りのない言葉で。

				「どういたしまして」　

				　その後、二人は言葉を交わさずに山道を歩き続けたのだった。

				

				「ギョウズイザ〜ン、ホンドにヨガッダデズゥゥゥ！」

				「キョウスイさんがくたばったかもって、俺たちゃあ心配で心配でぇぇぇ」

				「うるせぇ！　俺がくたばるわきゃぁねぇだろうが、ったく」

				　山を登りきった二人を迎えてくれたのは、逃げのびたラーナ村の人々と、ゼンジ組の男達だった。男泣きをするゼンジ組の人間をあしらうキョウスイを傍目に、ユートは村人から貰った水を少し口に含む。

				　疲れた身体には、ただの水すらも美味しく感じるものだ。ただ、贅沢を言うなら、浴びた返り血をシャワーと風呂でしっかりと洗い流したい、ユートはそう思った。鼻先にくるさび鉄の匂いが気に掛かって仕方ないからだ。

				「おら、お前ら、ユートにも頭を下げやがれ。ユートが居なけりゃこの村の被害はぁ洒落にならなかったからよぉ」

				「うぉっす！　ユートさん！　ありやたぁっしたっ!!」

				「いいよ別に……それよりもっと水、水を飲ませて」

				　気にせずにユートは水を飲む、そんな中キョウスイに、ゼンジ組の男が耳打ちをした。その様子をユートが見ていると、キョウスイは驚いた顔で耳打ちした男を見返した。

				　気づけば、キョウスイに群がっていたゼンジ組の男たちは二、三歩引いて、その男の為の通り道を作っていた。村人達も何時の間にか、一斉にこちらに注目している。

				　その通り道を、一人の男がゆっくりと歩いて、ユートとキョウスイの前に立ち止まった。キョウスイの父、オジキ・ゼンジである。

				「親父……」

				　オジキの表情は無い。ただじっと、二人を見つめていた。だが、キョウスイは彼に歩み寄ると、地面に『セイザ』をして、地面に手と額を擦り付けた。

				「すまねぇ、親父……若頭の俺がこの有様だ……。処分はなんでも受けらぁ……すまねぇ」

				「面を上げなぁ……キョウスイ」

				　オジキの言葉にゆっくりとキョウスイは顔を上げる。その表情は何かを覚悟しているようだ。村に甚大な被害を与えた責任を取るためだろう。だが、オジキはただ、キョウスイの頭を撫でた。ゆっくりと、その短髪をくしゃくしゃと音を立てて。その表情は優しい。

				「キョウスイぃ……内通者を見抜けなかったのはぁ、わしの責任でもある。テメェを責めんじゃぁねぇよ」

				「親父……」

				「村なんざぁ、何度でも建て直せらぁ……だから気にすんなぁ……キョウスイ」

				「すまねぇ……本当に」

				　やがて、オジキは頭を撫でるのを止めると、一歩下がった。キョウスイは立ち上がると、再びオジキを見て次の言葉を待つ。オジキが腕を組んで、ユート、キョウスイと交互に視線を動かし、だが……と言葉を発した。

				「あのフレアドの野郎をぶっ殺しちまった以上、しばらくぁ火消しをしなきゃあならねぇ……しくじって、王国の奴らが気づいちまったらお前さんを捕まえに来るだろう」

				　覚悟はしていた。貴族殺しという重罪を犯した以上、その隠蔽には時間がかかる。いや隠蔽すらできないかもしれない。それはラーナ村にはもう身を置けないという事だった。

				　オジキはキョウスイの横を通り抜けてユートの前に来ると、中腰になるように膝を曲げて、ユートの目線よりも頭を下げて言った。

				「お前さん……よろしければぁうちのキョウスイを……連れて行ってはくれねぇか？」

				「えっ？」

				　突然の言葉にユートは動揺……しなかった。感じたからだ。屈強なラーナ村の村長であり、ゼンジ組の頭領が頭を下げた。そこからは、確かな気持ちが込められていた。

				「キョウスイは……どうしたい？」

				　ユートがキョウスイに問いかけるとキョウスイはユートとしっかりと目を合わせてから、ユートの前に来た。キョウスイは無骨で大きな手で拳を作り、ユートの前に差し出した。

				　──嗚呼成程、男同士に、余計な言葉は要らないか。

				　それにユートは応える。キョウスイよりも小さい手でゆっくり拳を作り、コツリとキョウスイの拳に当てるのだった。

			  

				　　　　　　　

				

				「ユートぉ！　なんでこんなに急ぐ必要がある！」

				「朝には勇者の街に行く予定だった。それに離れるなら早い方がいいでしょ？　キョウスイ」

				　深夜の街道を二人は走る。すぐにでも村を出た方がいいと感じたユートは、休む時間を惜しんで村を後にした。ユートは水のおかげで少し体力を取り戻していたが、キョウスイは、ヤケになって叫んだせいか、ゼェゼェと息を吐いてユートに続く。

				「ま、俺がついて行くって言ったんだ、文句は言わねぇよ、ユート」

				「それはどうも、じゃあペース上げるよ？」

				　そう言って、ユートはさらに走る速度を上げる。それにピッタリとキョウスイも続いた。

				　日の出の中、薄い桃色の華が風に舞う。ラーナから伸びる道に二人の足跡が、くっきりと残っていた。

			

	








			
				　勇者の街、レイン。

				　はるか昔、勇者が魔王討伐の際にこの街の教会で聖なる洗礼を大司教から受けて、旅立った事からこの街は、勇者の街として栄えていた。

				　勤勉な勇者学学者や司教、勇者教僧侶を目指してシェイン王国の学生、また国境を越えた他国の学生や学者が集う街。

				　石垣の砦に四方を囲まれ、正門から広場、広場から大教会へと伝わる一本の大通り、そして広場から八方に伸びる小さな通りからこの街は形成され、上から見れば円形をしている。

				　そんな街の建物の一つのホテルにて、ユートとキョウスイは食事をとっていた。バイキング形式の食事は宿代に含まれており、好き勝手に皿に盛り付けて食べられるシステムだ。

				　二人はたった一晩という時間で、ラーナからレインまでを走り抜いた。歩けば半日の距離であったがノンストップで走ってきたからこそ、人の足にしては早い時間でレインに辿り着いたのだ。

				　そんな二人のテーブルには料理が所狭しと並んでいる。バスケットに盛られたクロワッサンや黒パン。皿に乱雑に盛られたウィンナーやベーコン。ハムにフライドポテト、オムレツ。さらには木製ボウルに入ったサラダ、フルーツの盛り合わせときている。さらに傍に牛乳、フルーツドリンク、水の入った瓶と、二人のテーブルはおかしいくらいの量に埋め尽くされていた。ちなみに、これだけ盛っても追加料金は一切無しでお値段変わらずときている。このホテル……経営は大丈夫なのだろうかと、そんな事を思いつつも、ユートはバスケットに入った黒パンを一つ取ると、ホテルマンが置いてくれた波打つ刃をしたナイフで黒パンを半分に切った。

				「知ってる、キョウスイ？　このナイフって滅茶苦茶切れ味が良くて痛みが半端ないんだよ？」

				「朝から恐ろしい事抜かすんじゃあねぇよ」

				　そして厚く切った塩胡椒の効いたハムとケチャップがたっぷり塗られたオムレツを片方の黒パンに乗せると、さらにドレッシングの掛かったサラダを盛って、乱雑に黒パンを挟んで、かぶりつく。

				　無論、パンに収まり切らない具達はユートの皿に肉汁を、ケチャップを、ドレッシングを滴らせて落とす。

				「しかしまぁ、よく食うというか……ユート、別にめしは逃げないぞ？」

				「うん、だけどさ……ほら、お腹いっぱい食べたいというか、口に一杯頬張りたいというか……」

				「あ〜、成程ね、気分ってやつか？　まぁ、人の事言えねぇわ俺も……」

				　ユートは、普段から早い食事を心がけていた。野外での野宿が多いため、夜襲を避けることも考えての食事の取り方だ。キョウスイは一つ一つの料理を皿に盛って食べてはいるが、その量はユート以上。何回自分の皿に料理を取り分けるために立ち上がったかわからない。

				　口の中身を胃に流し込むように、ユートは牛乳を呷(あお)る。喉仏の動きこそ見えないが、飲む音が彼の一気飲みを物語った。

				「で、ユートよぉ……これから何すんだ？」

				　キョウスイはコーヒーカップに注がれた熱いコーヒーを口に含み、飲んでからユートに聞いた。

				「うん、とりあえずはキョウスイの装備からかな、その服だと万が一の時危ないし……」

				「やっぱ目立つかい？」

				「ハンテン？　だっけ、私はラーナ村の人間ですって言ってるみたいじゃん」

				「だよなぁ……」

				　村を出た時から、キョウスイは半纏と呼ばれる服のままだった。返り血は浴びていないものの、半纏に付いた汚れは中々に頑固で落ちそうではなかった。

				　それに、相手にするのは人間以外の場合もあり、さらに集団で襲ってくる可能性もあるだろう。ラーナで死闘を越えた二人だが、準備をしておくに越したことはない。せめて、少しは体を守れる服装、装備を確保したいといったところだ。

				　ユートが色々挟んだサンドイッチを飲み込み、キョウスイがコーヒーを飲み干したところで、会議と食事は終了した。

				

				「あれ、ユートも選ぶんか？　別にそのコート破れたりしてないだろ？」

				「血なまぐさいから」

				「正直、すまんかった……」

				　所変わって二人は今、シェインの街の東側の武具店に居た。ちなみに、二人の宿は広場から北西の通りにあり、どうやらこの街は通りごとに店の種類が決まっているらしい。

				　今、ユート達がいる東の通りは、武具や防具屋が集中している。北西はホテルが点在し、大教会へ続く北の通りは、主に学校や研究所が建っていた。

				　そんな東の通りの武具店の一つ。この店は防具も一緒に売っており複合型という形で経営していた。キョウスイが気に入った物を試着室に持ち込む中、ユートは自分の新しいコートを選び終わり、小道具を物色していた。

				　刀を研ぐ研ぎ石、他にも医療用の道具、骨折した際の添え木……は道端の木で代用できるから戻した。が、包帯は何巻きか取る。

				「毒消し無い？　魔法薬でも薬草でも」

				「うちは魔法薬だけ、銅貨五○枚の三本セットだ」

				　店主に毒消しはあるかと聞くと、魔法にて生成した物しかないと、液体が入った小さな瓶を三本カウンターに置いた。この毒消しは毒蛇や毒草の解毒だけでなく、腹痛や熱にも効く万能タイプだ。一般的に出回っているが値段は銅貨五○枚と、その値段は安宿の食事有りで二泊分と同じだ。薬草や生薬なら効果は限定されるがその分値段は安く、平民たちは薬草や生薬を用途別に買うのが普通であり、ユートも用途別に買っていた。

				「高いな……バラでないの？」

				「バラ売りは薬品店だな。場所は西側一番奥だぜ、うちはセットだけだ」

				　そっけなく店主が返す。

				「お〜い、ユート、終わったぞ」

				「ん、そう？」

				　試着を終えたキョウスイが、ユートに声を掛ける。ユートが振り向いた先に居たキョウスイがキモノから着替えたのは、半袖のインナータイプの防具……というよりは服だった。

				「あんまりゴテゴテだと動きづらいからな、ユートも決まったか？」

				「うん、それと……薬が買いたいから西側の薬屋に付き合ってくれる？」

				「鼻から吸うやつか？」

				「それだとトリップしちゃうよね。欲しいのは解毒剤だよ？」

				　鼻から吸う粉末ではないし、そんな物を売っていたら大騒ぎだと、キョウスイの冗談を軽く流し、店主に素っ気なく代金を払って店を出た。カランコロンと鈴が鳴り、扉が閉まった所でユートはある事に気付いた。

				「何か祭りでもあるのかな？　装飾が目に痛いや」

				　この武器屋もそうだが、周りを見れば煌びやかな装飾や花が飾られている。目に痛いほどに輝く装飾を見てユートは目を擦った。

				「あぁ、あれじゃあねぇかい？　勇者のパレード」

				　キョウスイが道端の壁に貼られた大きな羊皮紙を指さした。貼り紙に近よって見てみれば、そこには一人の金髪の少年の絵が描かれていて、下にはこう書かれていた。

				『勇者レン・ガーランド出立(しゅったつ)パレード開催！　伝説の勇者の血族である勇者レン様が、魔王討伐の旅に出立するため、それを盛大に祝うパレードを実施！　特別席金貨二〇〇枚、立ち見無料！　なお、特別観覧席の方々には全員に勇者レン様直筆サインをプレゼント！　詳しくはレイン勇者教大聖堂まで！』

				「なんだこれは……」

				　ユートも、キョウスイも目が点になっていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　西の通りの一番奥、年季の入った木造の建物。確かに武器屋の店主の言う通りに、薬屋はそこにあった。店内では乾燥された様々なハーブからプランター。調合済みの魔法薬に、魔法薬の材料だろうか干物や生きた虫など様々なものが置かれていた。ユートはその中から、乾燥ハーブを数種類、別々に詰めてからそれを店主に渡した。

				　キョウスイはそんなユートを店の入り口の近くの壁にもたれて待ちながら、ガラスの大瓶で蠢くムカデのような虫を見てガラス瓶を突いて暇をつぶしていた。

				　店主であろう老婆が袋を秤の片側に置き、もう片側に重りを置いて重さを計り、値段を確認する。ユートはその様子を眺めながら、先程の壁に貼られたポスターを思い出していた。あのポスターに描かれていたのが勇者かと。

				　シェイン王国には勇者伝説が言い伝えられている。はるか昔、世界を混沌に陥れた魔王、それを勇者が倒して世界には平和が訪れたと。この伝説は様々な演劇、童話にも使われ、ユレイシャ大陸全土に知れ渡り、勇者伝説を知らない者は居ない。そして、そんなシェイン王国の国教が『勇者教』だ。勇者を崇め奉り、世界を平和に導く勇者を尊ぶこの宗教もまた、大陸全土に知れ渡っている。

				　その崇め奉られている勇者とやらが、あの男かと、目を細めて眉間に皺を寄せるユートであったがしゃがれた声の店主に声をかけられた。

				「ちょっとお前さん！　代金！　銅貨五枚だよ！」

				　代金の支払いを忘れていた事に気付いたユートはああと応えると、代金を財布から取り出して渡し、購入した品々を腰のサイドパックに詰める。ユートが出口へ向かうと清算が終わった事に気付いたキョウスイが扉を開けてくれた。

				「あぁ、ありがとうキョウスイ」

				「さっさと出ようぜぇ、こういう辛気臭いのは嫌いだぁ……」

				　薬屋というか、ジメジメとした雰囲気が嫌いなのか、さっさと出ようと言うキョウスイに促されて店を出たところ、ユートとキョウスイは目の前を丁度通りかかった者達に声を掛けられた。

				「お待ちなさい、そちらの方々」

				「うん？」

				　ユートとキョウスイはすれ違おうとした者達の方を向くと、そこには純白のローブに頭部全体を覆うフードを被った三人が、こちらを向いていた。しかし目線は斜め下、こちらに目を合わせはしない。そして二人は気付いた。肩に取り付けられた剣の十字架、勇者教の刻印に。

				「勇者教の人？　一体何か用かな？」

				　ユートがそう言うや否や、真ん中に居た一際背が高い僧侶が、箱を目の前に差出しそのまま固まった。何だろうかと、いきなり木の箱を差し出してきたその僧侶を見る事数秒、左側の僧侶が低い声で言葉を発した。

				「何をしている？　早くお布施をしろ。そんな事も分からんのか？」

				　急にお布施をしろと強い命令口調で言われ、ユートが苛立ちを覚えた瞬間、キョウスイがその言葉遣いの悪さに腹を立てた。

				「おうてめぇ、いきなり訳も分からず箱出してお布施しろだぁ？　頼み込む態度と言葉遣いを直したらどうだぁ？」

				「嘆かわしい!!」

				　だが、そのキョウスイのドスの聞いた声を掻き消したのは、木箱を持っていた背の低い僧侶だった。甲高い声から女性と分かるが、そのヒステリックな一声にユートとキョウスイがのけぞった。

				「貴方がたには信仰心が！　勇者を信ずる心が無いというのですか！」

				「おいゴルァ！　それ以前の問題だろうがぁ！　てめぇがやってる事はタカリと変わりゃ……」

				　喚き散らして信仰が何とかと叫ぶ女僧侶に、遂にキョウスイが怒りを露わにした。集り同然の行動に腹を立てるのは当たり前である。そんな二人を鎮めるかのように、ことりと音が響いた。

				「キョウスイ行こう。ヒスに構うと頭が痛くなる」

				　木箱に鈍く輝く銅貨一枚。そそくさと退散するユートを見てキョウスイがチッと舌打ち一つすると、恨み節にも似た雰囲気が背後から漂っていたが、素知らぬ顔でキョウスイは早足に逃げたユートの背を追った。

				「おいおい、いちいちあんな奴らに金払う必要ないぜぇ」

				　銅貨一枚とはいえ、お布施をしたユートにキョウスイはそう言うと、歩く速度を緩めながらユートは言う。

				「ああいうのは黙らせとかないと余計うるさいんだ。銅貨一枚で黙ってくれるなら安いものさ」

				　そしてズボンの両ポケットに手を入れて歩き始める。

				「しかしまぁ、あの心酔の仕方は尋常じゃあないね。勇者様とやらはそんなに偉いのかな」

				　横を歩くキョウスイに言いながらユートは歩き、ふと辺りを見回してひとつの建物に目を止めた。大通りの先、このレインで一番大きな建造物、ユート達がいる離れた場所からでも見えるそれを見つめながらユートは言った。

				「せっかくだからさ、その勇者とやらのご尊顔を拝見するのはどう？」

			  

				　　　　　　　

				

				　レイン勇者大聖堂の一室、一人の少年が窓辺から見える眼下の景色を眺めてほくそ笑んだ。

				「いよいよだ。いよいよ明日、僕の旅が始まる」

				　長い金髪をなびかせて彼は言った。

				「おいマクウェル、いよいよ明日だな、いかな勇者である僕でも胸が躍り眠れない」

				「左様にございますか勇者様、そのお気持ちこのマクウェルも同感にございまする」

				　傍らに跪くはこのレインの大聖堂の大司祭であるマクウェルと名乗る、禿げ頭の中年の男であった。自身の心を汲み、理解する男に対して、大げさに、そして優雅に振り向いて金髪の少年は言う。

				「ふふ、魔王とやらが勇者である僕の威光と力に倒れ、大陸すべての民草は！　僕を……救世主たる僕を……尊ぶ、そうだろう」

				「ははぁ！　まさしく！　まさしく勇者様！　その通りにございまする！」

				　勇者は笑みを浮かべて、姿鏡に映る自らの姿を見てほころんだ。芸術家さえもひれ伏すこの内から放たれる威光、美女も羨む長き金髪、そして……それに相応しき美麗たる顔。いつ見ても……。

				「いつ見ても……いいものだ！」

				　──思わず口に出すほどに、そう、勇者たる僕は美しい。

				「待っているがいい魔王！　勇者たる僕が！　世界に未来永劫の平和をもたらす救世主たるこの僕が来るのを！」

			  

				　　　　　　　

				

				　翌日の正午の大通りはごった返していた。ユートとキョウスイは、何とかその人だかりに入れたものの、人ごみに紛れた身体がキツイ。二人はぎゅうぎゅう詰めの中を通り抜け、何とか最前列まで来たのだった。勇者が通るであろう中央を空けるように、左右の道にロープが引かれ、そして等間隔に槍持ちの兵士たちが警備で並んでいた。

				「きっちりロープで区切ってやがるなぁ、まぁ乗り出す心配はねぇかぁ」

				　張られているロープを指先で引っ張りながら左右そして向かい側の立見席まで見て、キョウスイは大きく息を吐いて驚いた。

				「ケホッ……確かに多いね。ごみごみしてるや……」

				　この観覧者の多さには目を引くが、空気が少し薄く気分があまり良くないと、ユートは咳き込んだ。

				「屋台で何か買ってくるわ、まぁパレード見ながら待ってな」

				　キョウスイがそう言って、再び人の間を通り抜けていった。が、ユートにはそれが聞こえてはいなかった。すると、待機していたのだろう王国の楽器隊がラッパを吹かした。どうやらパレードが始まるらしい。ラッパの演奏の中、大教会の方から背中に剣を背負い軽装の鎧を身につけた金髪の優男が、豪華な飾りの馬車に乗り、後ろに王国騎士達を連れてやって来た。それと同時に、観客達は鼓膜が破れんばかりの大きな歓声を上げた。

				「あれが、勇者……」

				〝勇者〟レン・ガーランドは集まった民衆の歓声に応えて笑顔で手を振る。後ろの王国騎士達も息一つ乱れない行進を見せていた。金髪の優男が皆に手を振るどころか、キザッたらしい投げキッスすら始めた所で、ユートの目の前を馬車が通過した。その時である、馬車の前に子供が出て来たのだ。どうやら間違えてロープを越えてしまい、しかも張られたロープよりも低い身長のせいか、兵士も気付かなかったようだった。

				　そして、それを見つけたのが勇者レンだった。彼が右手を挙げて馬車を止め、その席から降り立ち子供の前に立った。この時ユートは彼が優しく注意なりするのだろうと思っていた。何せ物語に出てくる世界を救う救世主とやらでその偶像が出来ていたからだ。

				　だが、それは突然に聞こえた。中央の通りから聞こえた罵声と泣き声、信じられない光景をユートは目にした。

				「きさまぁ！　よくも僕の神聖な旅立ちのパレードの邪魔をしたなぁ!?」

				　勇者はそう叫ぶと、子供を容赦なく蹴り飛ばしたのである。信じられない光景に、動揺したユートの身体が、無意識に跳ね上がるように動いてロープを飛び越えた。そして、蹴られて泣き叫ぶ小さな子供を抱き寄せると、ユートは身体を地面に転がして勇者を見た。

				　金色の髪に澄んだ青い瞳。軽装の鎧を彩る飾り。しかし、瞳はまるで汚らわしい物を見るような目でユートを、抱き寄せた子供を見ている。

				「おい、何だ貴様ぁ？　神聖で祝福されし僕のパレードを邪魔した異端者に罰を与えていたのにさぁ？」

				　ユートは信じられなかった。恐らく間違って入ってしまったであろう子供に罰を与え、しかも年端もいかない子供を異端者扱いする勇者の瞳を、ユートはしっかり見つめて立ち上がる。

				「何を言っている！　間違えて飛び出しただけだろう？　何で蹴る必要があるんだ」

				「な、なんという!!」

				　だが、突然観衆から上がった声が、ユートの言い分を遮った。その声は二重三重と波を作り、ただの騒音へと変化する。しかし、いくつかユートには聞き取れた。

				「勇者様にこいつ!!　意見を申し立てたぞ!!」

				「なんたる侮辱!!　この、異端者がぁ!!」

				「兵士さん！　その薄汚い異端者を殺してー!!」

				　狂っていた。只々狂っていた。子供を助けただけで異端者扱い。さらにはユートを殺せときている。後ろに待機していた、王国騎士達はその携えた槍をユートと子供に向けた。子供を背にかばい、観衆からの罵声を浴びながらも、ユートは腰の刀に手を掛ける。

				　──まずはこの子を逃がさなきゃ。

				　ユートの頭にはまずはそれが浮かんだ。

				「まあ、待ちたまえ!!　諸君!!」

				　勇者レンが観衆に叫んだ。観衆の罵声が止み、王国騎士も槍を下ろす。勇者はユートをまるで汚物を見るような目でみてから演劇のように大袈裟な身振りを見せ、言葉を発した。

				「諸君！　異端者であるこの少年の処刑を、世界救済の旅を始める、この勇者であるレン・ガーランドの旅立ちの門出としようではないか!!」

				　背中の剣を抜き、ユートの身体にその剣の切っ先を向けると、観衆から歓声と勇者を応援する声が、再び広場に響いた。

				「キャーキャー!!　勇者様ステキー!!」

				「異端者をぶっ殺せー!!」

				「勇者！　勇者！　勇者！」

				　たちまち起こった勇者コール。しかしユートは動じない。光り輝く切っ先の光を見て、背中に居た子供に逃げるよう促した。

				「早く逃げな？」

				　小さな子供──男の子だろうか。彼はユートに一度頭を下げてから観衆の中を掻い潜って行った。最早、今勇者に殺されようとしているユートにしか観衆は興味が無いらしく、その子を追うことも、道を塞ぐことも無かった。そして再び勇者に向き直れば、彼は自信満々な笑みで右手に握った剣を揺らし、左手で髪の毛を撫でながら言うのだった。

				「おや、自ら殺されに来るとは……見たところ僕より年下に見えるな？　まぁ、もし僕に頭を地べたに付けて許しを請うなら僕の優しさに免じて」

				「黙れ、ハリボテ」

				　だが、苛立たしく吐き気すらも感じた勇者の言葉をユートは一言で、勇者のみならず勇者を応援する観衆をも凍りつかせた。その一言で分かりやすいほどに、勇者は怒りに身体を震わせると、再度確認するために絞り出すように声を出す。

				「君は、今なんと言ったのだね？」

				「何度でも言ってやる。ハリボテって言ったんだよ！　このハリボテがぁ!!」

				　ユートの叫びが広場に響いた。

				「何が勇者様だ！　子供を蹴り飛ばして、気に入らない奴は異端者？　処刑？　ふざけるな!!　ただの異常な人間だろうがっ！　お前なんか勇者じゃない!!　お前なんかに……お前ごときの為に僕の……」

				　ユートは思い出していた。父親が、母親が王国旗の騎士に殺されたことを。そしてそれは勇者を信じぬ、勇者の為に行われた粛清『異端狩り』によるものだということも。こんな奴の為に両親が殺されたならば、これ程浮かばれない事はない。ユートは腰に携えた刀の柄に手を掛けていった。

				「もう一度言うぞ、この……ハリボテ野郎が！」

				「いいだろう！　僕の正義の剣の錆になるがいい!!」

				　剣を構えた勇者レンがそういうや否や、奇襲の一撃と右袈裟に剣を振った。それを見てから素早く後ろへ下がったユートは違和感を覚えた。

				　何故か、それは隙があり過ぎるからだ。振り下ろした勇者の一太刀は本当に遅く、まるで殺して下さいと言わんばかり。だが、勇者という肩書きにユートは細心の注意を払っていた。相手は勇者、隙をわざと見せてこちらの不用意な一撃にカウンターを取る戦法かもしれないと。故に、ユートは柄に置いていた手を離して、勇者の剣術の実力を見ようと、素手で戦う事にした。

				「はぁあああ！」

				　走り出した勇者は飛び上がり、真向唐竹に剣を振るう。それをユートは前足を斜め前に置き、勇者の剣の範囲から外すように身体を少し捻って唐竹割りを避けた。追撃としてユートの避けた方向に、勇者レンは横薙ぎに剣を振るうべく振りかぶる。ワンテンポ遅い剣に無論ユートは反応して、身体を逸らして避けた。

				「ぜぁああああ!!」

				　刀身が見えるほどに遅かった。次いで左下から切り上げる逆袈裟の剣を、ユートは軽々とその場で避けると、素早いバックステップで距離を取った。

				「どうした？　避ける事に精一杯かい？」

				　ニヤニヤと勝ち誇る勇者にユートは愚かしさを感じた。自分が手加減をしているにもかかわらず、あまつさえこいつは勝ち誇ったようにしている。だが、ユートはそれを言葉に出さなかった。

				　そして疑念は確信に変わる。

				『こいつ……滅茶苦茶弱い』と。

				　ユートの実力が勇者自身にも、それを信奉する観客達にも分かっておらず、相も変わらず必ず勇者が勝つと信じて勇者コールをやめはしない。もういい、ユートはそう心の中で呟いた。

				　──もう終わりにしよう……。

				　勇者にも観衆にも、実力の差と非情な現実を見せて目を覚まさせてやろうと、彼は静かに、しかし強く殺気を放つ。そして両手を軽く握り込み、左足を前に出した。左手は顔から少し離し、右手は顎の近くに置くように構え、勇者レンをしっかり見据えた。

				「無駄無駄！　どんなに抵抗しようとも、君は僕に斬られる運命なのだからさぁ、早く降参しなよ」

				　最早かける言葉も無し。ユートは相手をしっかり見つめて……一気に距離を詰めた。

				　乾いた音が、辺りに響き渡った。

				「えっ？」

				　顔を強い力で弾かれた勇者レンは仰け反り、二歩、三歩と後退した。だが、ユートはさっきと同じ場所に居た。そして勇者は気づく。自分の顔を伝う温かい液体、そしてそれがダクダクと流れている事に。だが、ユートがどんな攻撃をしたかまでは分からなかったし、その目で捉える事すらできなかった。

				　さらに、勇者は初めての感覚を味わった。鼻を突き刺すじくじくとした痛み。鼻に触れて、その鈍痛から手を離して指先を見れば、それが赤く粘質の血で染まっていた。

				「うわぁあああ!?　貴様！　僕の、僕の顔をぉぉぉ!?」

				「いい顔だな、男前だぞ勇者？」

				　レンと距離を取ってステップを刻み始めるユート。その様子に勇者はさらに憤慨して剣を構える。

				「貴様ぁ！　生かしては、生かしてはおかんぞ!!」

				「寝言なら寝て言えよ、今から眠らせてやるからさぁ！」

				　怒りと共に無茶苦茶に剣を振り下ろす勇者レン。だがその刃はユートには届かない。体を前に倒して横切りを避け、左右に身体を傾け、全ての斬撃を悉くかわし続ける。そして再び踏み込んだ刹那、乾いた音が三回鳴り、レンは身体をよろけさせて後ろに下がった。

				「き。貴様!?　一体何をした、何をしたのだ!　魔法を使ったのか!?」

				「生憎、僕は魔法なんて全く使えないよ？」

				　ユートは決して、魔法など使ってはいなかった。だがそれは勇者レンの目からは全く捉える事が出来ない攻撃であった。それは最も基本的な攻撃で、どんなに動体視力が良かろうと喰らってしまう、単純明快な攻撃。

				　そう『左手のジャブ』である。勇者の攻撃を避けその次の瞬間には踏み込み、左手のジャブを連続で叩き込んだのである。

				　今度はこちらからだとばかりに、ユート自ら踏み込み、左のジャブを目元に放った。目元へのジャブで視界を奪い、その視界が遮られて怯んだ勇者に、追撃の右拳を真っ直ぐ顎に叩き込んだ。顎を打たれて頭が揺らされたレンは初めて脳震盪を経験した。目の前でフラッシュが起こり、膝の力が抜けた。そこにユートは追撃として前に出していた左足を、親指を軸に右に回転させて腰を入れた左拳のフックをレンの右目に振り下ろした。目に掛かった圧力で、レンは眼窩底骨折(がんかていこっせつ)を起こす。

				「うあっ、がぁあはぁあ！」

				「シイッ！」

				　よろけたレンに隙を見たユートは、左足で地面をしっかり掴むように踏みこみ、腰を左に回転させ右脚をムチのようにしならせると、右脚の蹴りをレンの左腹に向かって放った。軽装の鎧では、ユートの蹴りを防げなかった。鈍い音と共に勇者の腹にめり込んだ脛は、内臓を圧迫し、左の肋骨数本を破砕した。たった数秒、勇者はたった数秒でここまで追い詰められたのだった。

				「うぼっ……お、おま…え」

				「黙れ」

				　たった一言、ユートは言い放つと、既に抵抗する力も無い勇者に、さらなる追撃を決行した。ユートは体勢を突然低くして、勇者にぶつかる。すると勇者は両膝がいきなり脱力した事に気付く。そして、ぶつかったと同時に、ユートは両手で両膝の裏を思い切り引っ張り、勇者をそのまま持ち上げると、

				「ＵＳＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

			

	








			
				　振り落とすように勇者の背中を石畳に叩きつけた。肺から全ての空気を出したかのように呻いた勇者。だが終わらない。ユートは勇者に馬乗りになると、思い切り顔面に右拳を振り下ろした。

				「ひぃいい!?」

				　拳に折れた歯が突き刺さる。しかし容赦はしない。無慈悲で冷たい拳を、何度も何度も叩きつける。右、左、右、左と拳を振り下ろす。誰も、止める事は出来なかった。その凄惨な光景を目に焼き付けるしかなかった。悲痛な勇者の叫び声と、それをかき消すような、骨の砕ける音。魔王を討つ希望である勇者は、石畳を血に染めて痙攣し、魔王の部下ですら無い、一人の少年に返り討ちにあったのだ。

				「あ……がっ……うぶっ」

				　やがて、観衆は見てしまった。顔中を青く内出血で腫らし、白い歯を粉々に全て砕かれ、煌びやかな金髪を所々血に染めた無惨な姿の勇者を。拳を紅く血で染め、その拳の所々に勇者の歯が突き刺さった、黒い服の少年を。

				

				「勇者様が……勇者様がぁぁぁぁ！」

				「嘘だ、勇者様が負けるわけ……ああそうだ、夢だ……これは夢なんだ!!」

				「いやぁぁぁぁぁ！　勇者様ぁぁぁぁ！」

				　広場に響く阿鼻叫喚。希望を壊された民衆のパニックを見て、ユートは冷や汗を垂らした。自分はまずい事をしてしまった。当たり前だ、勇者のパレードに乱入して、勇者を返り討ちにしたのだから。

				　身の危険を感じ取り、最後に勇者だったものを蹴飛ばして逃げようとした。

				「この異端者がぁああ!!」

				　だがそれは叶わない話であった。兵士の一人が槍を構えて突進してくる。これをユートは避けて槍持ちの顔に右肘を叩きつけた。だがそれだけではない。警備に駆り出されていた兵士たちが次々と怒りを瞳に宿してユートに向ってきたのだ。

				「よくも！　よくも勇者様を!!」

				「異端者が！　勇者様に怪我を負わせた罪を償えぇええ！」

				　次々と襲い掛かってくる騎士や兵士を相手にユートは立ち回る。剣を振りかぶる兵士の先手を取り、膝頭を踏み抜くように蹴りぬいてその膝をヘシ折れば、背後から来た槍持ちの槍を脇に挟んで防ぎながら前蹴りで手を離させて槍を奪い、その槍を左から来た騎士の腹へ突き刺した。勇者のパレードが血濡れのパレードに変わりゆく中、出店で串焼きを買って戻ってきたキョウスイは、一体何がどうなっているのかと阿鼻叫喚の大通りに咥えていた串を落としてしまった。

				「なんぞこれはぁ……って!?　ユートお前何してんだぁ!?」

				

				「畜生！　昨日の今日戦ったばかりだぞ、自業自得だけどさぁ!!」

				　奪い取った短剣を下半身にタックルしてきた男の首筋に突き立ててユートはぜぇぜぇと息を立てた。周りを囲む鎧、鎧！　鎧!!　埋め尽くさんばかりの数の兵士が周りを囲み、そして次々と死体がユートの足元に転がっていった。

				「しぶといガキが、勇者様だけでなく我々の仲間までも!!」

				　最早これは生きて帰れるような状況ではないなと、感じた矢先、踏んでいた兵士の一人が動き、ユートの右足を掴んだ。

				「しまっ!?」

				「死ねクソガキがぁあああ!!」

				　これを好機と見た一人の騎士が斧を振りかぶった瞬間、何者かにその襟首を後ろから掴まれて動きを止められて、更に次の瞬間には宙を舞っていた。

				「アギィッ!?」

				　兵士は頭から落とされ、そして代わりにユートに素早く近づく影が、ユートを持ち上げた。

				「おぉおお!?」

				「ユートてめぇ！　何がどうなったらこんな状況になるのか説明しやがれぇ!!」

				　突如の浮遊感と揺れに驚くも、肩に身体を担いだまま騎士の囲みを蹴りでこじ開けたキョウスイが、裏路地に向い走った。

				「ごめんキョウスイ、勇者殴り殺しちゃった」

				「大事じゃあねぇか！　何がどうしてそうなったぁ!?」

				「説明は後で！」

				　裏路地に入った瞬間、キョウスイの肩から跳ねて飛び降り、ユート自身も走り出した。後ろから怒声が聞こえてくるが絶対に振り向かずに二人は全速力で入り組んだ裏路地を走り出す。右へ、左へ、続いて左へと全速力で走って行くと運悪く行き止まりへぶつかってしまった。

				「ちぃい！　行き止まりかあ!?」

				　裏路地はとても狭く、戦えるような場所ではないうえに、このまま待っていればやがて追っ手に押しつぶされるだけである。辺りを見回して何か策は無いかとユートが探していると、

				「お二人とも、こちらこちら」

				　どこからともなくその声は聞こえて来た。

			  

				　　　　　　　

				

				『居たか!?』

				『居ません！　畜生、他の路地を探せ！』

				　真上から聞こえる兵士の声に、ユートは胸を撫で下ろした。キョウスイもゼェゼエと息を荒げている。今二人は薄暗い空間に居た。正確にいえば地下である。

				「随分と大暴れしておりましたね、お二方？」

				　そして、その二人をこの地下へと誘った人物がそこには居た。白髪混じりの濃い茶髪を伸ばし、片眼鏡を右に掛けた小皺が見える、中年の顔立ちのいい男がそこに居た。

				「イズナァ、助かったぜぇ……」

				「え？　この人を知ってるの？　キョウスイ？」

				　窮地を救ってくれた人物をキョウスイが知っている事に驚いたユート。そして何者か問うと、当の本人が軽く会釈をして答えた。

				「お初にお目に掛かりますユート殿。私ゼンジ組若頭補佐、イズナ・イノガシラと申します。以後お見知りおきをば……」

				　微笑みを見せて自己紹介する彼はさておきと、キョウスイはユートに苦い顔を見せて問い詰めた。

				「でぇ？　何がどうしてそうなったか聞こうかぁ？」

				　無論誤魔化す事も隠し通す事も出来る訳が無いのでユートは正直に答えた。勇者が余りにも下衆な所業をした事にキョウスイも驚いたが、状況を見極めろと、ユートを叱咤した。

				「ま、過ぎたことはぁしゃあねぇわなぁ……」

				「ごめん、キョウスイ……」

				「まぁ俺もその場に居たら蹴倒してらぁ。だが厄介だなぁ、貴族殺しに続き、次は勇者襲撃かぁ」

				「貴方がた、よく生きていますね？」

				　イズナもキョウスイの件を知っているのか、苦笑してしまった。しかし厄介である。世界の救世主たる勇者を殴り倒してしまい、さらには大通りを血に染める大立ち回り。はっきり言ってしまえばこれは最早旅だとか言っている場合ではなかった。

				「しばらく身を隠さないと……」

				　下手をすれば一生身を隠さないといけないほどの重罪ではあるが、ユートがそう言うと、キョウスイがイズナに目配せをして彼に言った。

				「仕方ねぇ、イズナァ……案内してくれや、あの場所へよ？」

				

				　三人は薄暗い森の中を進んでいた。昼間の逃亡からどれだけ時間が経過しているかは分からないが、随分と歩いたのは確かだ。迷いそうな森の中をひたすら歩き続ける。あの後イズナに付き従う形でユートは付いてきた。どうやら先程居た場所は地下用水路で、レインの町の排水路に繋がり、おおよそ方角で言うならレインの北東に、自分たちは居るらしい。

				　何故だろうか、キョウスイはさっきから続くこの森の中を楽しそうに歩いている。その理由がユートには分からなかった。あの場所へ案内を頼むと言っていたが、どの場所なのかは教えてくれなかったし、聞いても『いい所だ』の一点張りだった。

				「んだよユートぉ、しけたぁツラしやがってよぉ！　気にしてねぇから楽しく行こうぜ楽しく!!」

				　がっしりと肩を組んできたキョウスイに、どう反応すればいいか分からず、只々歩を進める。

				「で、結局今からどこに行くのさ？」

				「まぁまぁ、行けばぁわかるっつうの。慌てんじゃぁねぇや」

				「少々刺激が強いかもしれませんが……まぁ社会科見学というやつです」

				　イズナが何やら含みのある笑みを浮かべているが、自分は一体何処へ連れて行かれるのだろうかと、少々不安になりつつも、ユートは彼らに付いていくしかなかった。

				「さて、着きましたよ」

				　そしてイズナが到着したと言って周りを見てみるが、何も無かった。周囲を見渡しても雑木林が広がるだけで、確かに開けた場所で人目には付かないが、果たしてここがいい所なのだろうかとユートは悩む。

				「えっと、すいません……雑木林しか見当たりませんが？」

				「ま、ちょい落ち着きなぁユートぉ……」

				　がっしり力強く肩を組むキョウスイが、親指でイズナを見るように指し示す。そしてイズナはズボンの右側のポケットから、何やら木の板らしき物を取り出して、それを雑木の一つに軽くぶつけた。

				「ええっ!?」

				　その瞬間だった。目の前の雑木林がまるで一枚の絵画で、その絵の具が消えていくように雑木林が見る見る消えていった。代わりに現れた大きな門が、ゆっくりと、大きな音を立てて開かれていく。

				　耳をすませば、それは聞こえて来た。打楽器が刻む大地の胎動のリズム。それに合わせて笛が、ラッパが、弦楽器が、楽しそうな声が聞こえる。ゆっくりとユートは目を門の前に向けた。

				　そこには楽しげな人々が居た。ジョッキについだビールを零れるのを気にせずにガブガブ飲み干す者。気前の良さそうな露天が幾つも並び、酒を、肉を、食べ物を、売り捌く。

				　派手な衣装を着た、艶やかで綺麗な踊り子が、道ゆく人々に声を掛け、ピンク色の明かりをつけた怪しい店へ優しく腕を引いて誘い込む。

				　全てが初めてで、全てがユートの目を引いた。それは、一四の少年には刺激的で、もしもそれを味わったなら、手が止まらない果実のような禁断の甘さも孕んでいた。

				　呆然としたユートの前に、イズナが振り返る。

				「ようこそ、ここは自由と欲望の隠れ里、ネムステルにございます」

			  

				　　　　　　　

				

				「天然の宝石はいらんかね！　外より安く売ってるぜ!!　気になるあの子のプレゼントにどうだい!!」

				「さて、こちらに見えるはぁ、かの有名なミスリルから作った剣だ！　そこらのなまくらとは比べ物にならないくらいよく切れるぜぇ!!」

				「薬だよ～嫌な時にはこいつを飲んで、気分をリフレッシュだ！」

				「スライムの肝だよ～！　今夜の夜遊びのお供にどうだい!!」

				　露店商の客を誘う声が幾重にも耳に入る中、ユートはキョウスイとイズナの案内でネムステルの雑貨通りを歩いている。左右に並ぶ露店には、宝石や装飾品、剣や鎧、薬品が売られていた。傷薬どころか見知らぬ薬品、王国が禁じている禁制品までもが並んでいる。

				「どうだ、ユートぉ、こんな場所は見たことないだろう？」

				「あぁ、びっくりだよキョウスイ……知らなかったさこんな場所」

				　キョロキョロと、珍しい品々にユートは目移りが激しくなる。しかし、ユートは一つ疑問を覚えた。そしてそれを、すぐにキョウスイに聞いてみる。

				「こんなに騒いで、よくこの場所が見つからないね？」

				「隠れ里でございますからね、先程のように入り口には鍵が必要でございまして、手に入れるには紹介か、奪うかしかできませんから」

				　こんなに騒がしいのに見つからないのは、先程見せたように隠れ里に入る鍵が必要で、どうやら鍵を持つ人間の紹介か、他人から奪うしかないそうだがそれでも、こんなに騒がしければ見つかるのではと思ったユートであった。それも先程入り口が現れるまで静寂であった森の中を考えれば、何かしらの仕掛けがあるのだろうと一人結論付けた。

				「そりゃあ見つからないね……」

				　ユートは呆気に取られてしまう。それなら王国の人間や普通の人間には見つかりはしないだろうと。この隠れ里はほぼ長方形の形をしており、縦に短く横には長い。南の正門……そこで鍵を示した者だけが入れるような仕組みになっているらしい。

				　通りは全部で七つあり、東から三つ、西から三つ。そして中央の大通りから形成されている。西から一番と数えて大通りは数えず、東側最東端の通りを六番と数えるようだ。

				　今、イズナの案内で歩いている通りは一番西側に位置する雑貨通り。この通りには、日用品から武器防具と各種品物が露店で売られている。流れの行商から、自作の製品を売る者など、多種多様な品揃えで無い物が無い程らしい。

				「で、ここが屋台通りだ。朝からやる店や晩から開店する店まで時間が違うから、食べ物の食いっぱぐれはねぇ」

				「うっわ……お腹空いてきそう……」

				　次に案内された屋台通りは、今がピークなのだろうか、ごった返していた。それぞれの屋台で品物を渡すのを見ていると、ユートの腹も鳴りそうになる。

				　だが屋台通りは通らず、そのまま西から三番目の通りをキョウスイは通り過ぎた。まるで関係ないとばかりの態度で。

				「あれ、三番目の通りは何？　部屋がいくつも並んでるけど……」

				「まぁ、三番目、四番目は同じ作りでな……あぁ～っと……まぁ大通りに関係してくるんだが……、まっ！　実際に見た方が早い!!」

				　言葉を濁していたキョウスイだったが、なぜか意気揚々と態度を変えながら、説明を続ける。三番目、四番目を飛ばして五番目は禁制通り。王国が製造禁止のお触れを出した品や、密造品など、法に触れる物が出品されるらしい。最後、六番目はこの隠れ里に元から住んでいた人たちが住む通りで、里の運営や重鎮達が滞在している。全ての説明が終わり、キョウスイは立ち止まる。

				「ユートぉ、ここで問題だ！　ネムステルの隠れ里において、収益の七割を担っているこの隠れ里の目玉は……何だと思う？」

				「へ？　……えっと……禁制品？」

				　キョウスイのいきなりの質問に戸惑いながらも、思いつく答えをユートは言った。だがキュウスイは笑顔でユートの両肩を持ち、頭を深々と下げた。

				「ユート、まずはぁ謝っておく！　お前はまだ未成年で、こういった隠れ里に案内するわけにはいかないから黙っていた。だがぁ！　お前が勇者に喧嘩売ったから逃げ場に仕方なくここを選んだ！」

				「え？　え？　いや、あれは僕が悪かったし……それより目玉は何？　正解なの？　不正解なの？」

				「答えは……これだ!!」

				　キョウスイはユートの腕を掴んで大通りに連れて行く。脚を引っ掛けてころびそうになりながらも、ユートはキョウスイに付いて行くと、目の前に広がる光景に驚いた。

				「ま……まさか……」

				「そうだ……女だよ、ユート！」

				　その景色を頭が理解するのに、ユートは相当な時間を費やすのだった。

				

				　ユートの目の前に広がっていたのは、男のいや全世界の男が楽園と思えるような場所だった。煌びやかな蛍光色の松明が大通りを照らし、各店の前には下着姿の美女が、屋外のステージで踊り、客を店へと誘う。はたまた別の店では、金持ちしか雇えない侍女、メイドの服を着た女性が猫なで声で客であろう男性を誘惑する。誘惑された男はまるで花に寄るミツバチのように店内に姿を消した。

				　そして、入れ替わるように出て来た貴族の容姿をした壮年の男が、隣に美女を侍らせながらユートの横を通り過ぎた。その一組の男女は大通りから消えて、キョウスイが言葉を濁した三番目の通りに消えて行った。

				「ネムステル最大の目玉はぁ、非合法とされる遊郭。まぁ簡単な話がぁ……春を売る事だぁ」

				「す、すごいね……ていうかさ、大丈夫？　僕未成年……」

				　余りの光景に赤面して、愛想笑いをするユートにイズナが笑顔を見せて言った。

				「ネムステルは自由と欲望の隠れ里、ここでは神も悪魔もありやせん。歳も性も、生まれも関係ございませんよ」

				　それではこちらへと、その娼館が立ち並ぶ大通りへイズナが誘えば、一行は欲望渦巻く大通りへと歩み始めた。

				

				「あの、キョウスイ……ここは？」

				「ん、ここはゼンジ組が経営する娼館レインブルにございます」

				　大通りの一番奥、まるで豪邸を彷彿とさせる立派な建物がそこには鎮座していた。キョウスイの代わりに紹介をしたイズナ曰く、娼館らしい。

				　娼館、つまり『そういう事をする店』である。しかしその外面はまさしく富豪が建てるような立派な豪邸を彷彿させた。入り口を見ればお洒落なデザインの両開きの大扉の左右にタキシード姿のドアマンが立っていた。

				「ささ、ユートいくぞ？」

				「あ……うん……」

				　キョウスイに促されて付いていけば、こちらを見たドアマンがにっこりと笑い、両開きの扉を押し開いた。外観通り、中に入れば外と同じく豪勢な内装が出迎えた。赤いカーペットが敷かれ、左右には等間隔に設置されたキャンドルが灯されている。

				「今帰りました。お変わりはございませんか？」

				「お疲れ様でございますオーナー。トラブル等は一切ございません」

				　受付に話しかけたイズナはオーナーと呼ばれていた。

				「オーナーって……イズナさんが？」

				「えぇ、オジキ様よりこちらの経営を任されております」

				　受付から鍵を受け取ったイズナが、近くの螺旋階段へと歩みだした。

				「では、ご案内します。ＶＩＰでよろしいですね、キョウスイ様？」

				「おう。じゃあユート、付いて来い」

				「うん……わかったよ」

				　イズナの後を二人は付いて行く。ユートはイズナからこのレインブルの説明を受けた。このレインブルの娼館は七階建てで、一階には受付カウンター、二階はバーラウンジと各種雑貨が置かれている。三階はいわゆる嬢を選ぶ場所と聞いたが、ユートは聞かなかった事にした。四階はショースペースと言われ、主には日替わりで踊り子のショーなどが行われているらしかった。五階は四階に収まらなかった客用の観客席。六、七階はホテルとなっており、特に七階は金額が高い部屋となっている。ユートとキョウスイが案内されたのは、四階と五階の間に建造されたＶＩＰルームだった。

				「どうぞ、こちらです」

				　黒く塗られた扉をイズナが開けると、そこには赤い絨毯を敷き詰めた部屋が目の前に現れた。二人で使うには勿体無い広さの部屋、さらには専用の室内バー、高そうな革を使ったソファにテーブル。この部屋を使うのに幾ら掛かるのだろうと考えたが、きっと想像もつかない金額なのだろうと考えるのを止めた。

				

				　二人は本革のソファに座り、キョウスイは赤ワインを飲んでいる。対してユートは非合法植物であり禁制品の『ガルナ草』から抽出したエキスを、炭酸水で薄め砂糖を溶かした『ガルナドリンク』を味わっていた。

				『ガルナ草』は、滋養強壮や疲労回復に使われる草だが、依存性が高く王国から禁止植物として扱われている。その草から抽出したエキスを炭酸水で薄める事で効果と依存性を薄くして、砂糖を溶かして飲みやすくしたのが『ガルナドリンク』だ。

				　口に広がる炭酸の刺激と、砂糖の甘みを口と舌で感じ、王国騎士から逃げて溜まった疲労が身体中から抜けていくのをユートは感じた。

				　──それにしても長い一日だったな……。

				　いろんな事があった一日を思い返しながら、ガルナドリンクを全て飲み干して、カップをテーブルに置いたユートは身体をソファに預ける。眼下には説明にあったショースペースが見え、観客席には客がどんどん入場しているのが見えた。

				「ユート様、おかわりはいかがです？」

				「いや、いいよ、ありがとう」

				　ショースペースの明かりが落とされ、ステージに明かりが点けられる。どうやらショーが始まるみたいだ。どこからともなく打楽器の音がリズムを刻み、笛や管楽器が旋律を奏でる。

				「そういやぁイズナァ、今日は誰がショーの担当だぁ？」

				「本日は、ランジェのポールダンスでございます」

				　キョウスイとイズナが話していたが、お構い無しにユートはステージを見る。現れたのは真紅の踊り子の衣装を纏った二〇歳前後の美女。美女は優雅に、それでいて力強さも感じる程に美しく舞う。

				　管楽器の官能的なゆったりとしたリズムの曲と共に、美女がポールに、その脚を、体を絡み付けてゆっくりと登っていく。さらにそこから、膝の裏にポールを絡ませてくるくると回転しながらゆったりと降下し、途中でとまれば頭を逆さまにして、開脚し、次は降下せずに、高さをそのままにして回転した。ユートはその姿に心を奪われて、キョウスイが声を掛けるのも耳に入ってこなかった。そしてショーが終わった後もステージを見続けていた。

			  

				　　　　　　　

				

				　ユート達がネムステルに逃げ込んだ頃、勇者の街レイン唯一の病院に三名の人間が集められていた。一人は茶髪のカールがかかった頭髪に三角帽子を被り、黒いローブを纏った少女。一人は短髪で額に鉢金を巻き、袖の短い服を着た少年。最後の一人は白いローブに青い長髪の少女。

				「ねえ、私達は国境を越える山道で合流のはずでしたわよね？」

				　三角帽子の少女は、機嫌悪そうに言うと目線を鉢金を巻いた少年に向けた。少年は椅子に座って考え事をしていたのか、しばらく目線に気づかずに椅子をギシギシと揺らしていた。

				「え？　あ、今俺に言ったのか？」

				「そうよ、気付きなさいよ」

				　少年が自分への質問だと気づいたのか、慌てて声を出した。

				「し、しかたねぇだろ!?　だって、当の勇者様があぁなっちゃったんだから……集められてもおかしくないさ」

				「ああなったって、どうなったのか言いなさいな！」

				「知らねぇのかよ!?　まったく……ほら、これ読めよ」

				　鉢金を巻いた少年は、棚に置かれた順番待ちの暇つぶしに読む新聞を掴み、三角帽子の少女に無造作に渡した。顔をしかめて新聞を取り、少女はしばらく読むと驚きに声を濁す。

				「う……嘘でしょう!?」

				　そこには一番大きな記事として、こう書かれていた。

				『勇者様、石畳を血に染めて旅立ち初日に病院送り!!』

				『盛大に行われた記念すべき勇者様のパレードが凄惨な地獄絵図と化した。パレード中の勇者レン・ガーランド様が、パレードの邪魔をした異端者の子供に罰を与える最中、仲間と思われる黒革のコートの異端者が乱入して勇者様を不意打ちして、あろう事か半死半生の大怪我を負わせた。その後王国軍の騎士数名を殺害、重傷を負わせて逃走。なお、異端者の子供は父母共々逮捕され、牢獄に収監された。この事態に関して騎士隊隊長各位は、警備態勢が甘かったのは事実だが、勇者様が負けるとは信じられなかったとコメントしており、現在レインの町周辺で今回の襲撃犯の捜索を続けている』

				　三角帽子の少女は、新聞を握る手をわなわなさせて、記事を何度も読み返す。そして、それが事実と確認するやいなや、ヒステリックな嬌声を上げた。

				「キィィィイィィ！　忌々しい異端者め！　勇者様に何という仕打ちを！」

				「うっせぇな！　病院では静かにしろよ！」

				　鉢金の少年と、三角帽子の少女は罵り合いを始めた。それを眺めながらも、青い長髪の少女は待っていた。扉の向こうで治療を受ける勇者を。そして、扉が開かれると青い長髪の少女は立ち上がる。罵り合いをしていた二人も気づいて、口を噤んだ。部屋から出て来たのは、勇者を治療していた老年の医者。医者はため息を吐いて、待っていた三人を見た。

				「先生……あの、勇者は……レンは無事なのですか？」

				　青い長髪の少女が、勇者の名前を言って医者に聞く。その顔には焦りと哀しみが浮かんでいた。その表情を見た老年の医者は、再びため息を吐いて言った。

				「正直言いましょう、よく生きてらっしゃる、本当に勇者様々じゃあ」

				　生きているという言葉に、少女は安堵の表情を浮かべた。後ろの二人も息を吐く。しかし、その一時の安堵を掻き消すかのように、医者は再び言葉を発した。

				「普通だったら死んでますわ。歯を全部折られて顔の骨はグシャグシャ、右目も見えんようなる可能性もあったし、おまけに肺に骨が刺さっとったなぁ」

				　凄惨な状態を淡々と老年の医者は話す、どうやら教会から何人も僧侶を呼び、回復の呪文を掛けながらの治療で、全て元通りに完治したらしい。

				「まぁ、まだ、安静じゃわながっ!?」

				　突然前のめりに老年の医者が倒れると青い髪の少女は彼を支えて、前を見た。

				　そこには身体中に包帯を巻き、体を扉に預けて、瞳に狂気を宿した、勇者、レン・ガーランドがいた。

				「こ、殺してやる！　どこだ!?　僕にこんな屈辱を味わわせた奴は殺して……！」

				　そして、勇者レンは意識を無くして冷たい廊下に倒れた。彼の狂気に満ちた声を聞いた青い長髪の僧侶ユキナは身体を震わせた。

			  

				　　　　　　　

				

				　ネムステル周辺の森林のとある場所。緑色の液体が地面をゆっくりゆっくりと這いずり、やがて黒い革のトレンチコートを着た少年を見つけ出す。スライムと名付けられたモンスターは、その柔らかい身体で人間や動物を包み込み、養分として捕食するのだ。

				　少年は辺りを見回して、何かを探すそぶりをするが、諦めたかのか、はたまた疲れたか近くの岩に腰掛けて息を吐いた。そしてまるでそれを待っていたかのようにスライムは少年を目指して這いずる。音もなく彼の真後ろに這いずると、その身体を肥大化させて少年を飲み込もうとした。だがこのスライム、運が悪かった。少年が……いや、傭兵ユートが探していたのはまさしくスライム達だったからだ。

				　ユートは岩から身体を離した瞬間、左手に携えた刀でスライムを真横に薙ぎ払った。水の跳ねる音が鳴り、真っ二つにされたスライムの片割れは地面に吸収され、青色の丸い物体をその体内に宿した片割れは、地面で痙攣しながらも生きていた。

				　スライムを倒すにはその丸い物体、いわゆる核を壊す必要がある。倒したと勘違いした旅人が後ろを取られて飲み込まれて養分にされるのは余り珍しくはない。そしてこのスライムは金属を溶かせないのか、ごく偶にではあるが吸収された者達の身に着けていた宝石を体内に宿している事がありそれを狙う者も多い。しかしユートの目的は宝石ではなくスライムの核だ。このスライムの核は、滋養強壮の薬で、『スライムのキモ』という名称として有名で、薬屋、道具屋で換金できるのだ。

				　まだ生きているスライムの片割れに、ゆっくりと右腕を突っ込んだ。ほとんどが水分でできたスライムはひんやりと冷たく、何とも言えぬ気持ちよさがあるが、腕をそのままにしておけば突っ込んでいる腕が溶けかねない。

				　ユートはゆっくり、しかし大胆に核を包み込むように掴む。そしてさらに優しくゆっくりとスライムから腕を抜いていく。この時に強く引けば核は手からつるりと抜け落ち、それを防ぐために握る力を強めれば核が潰れる。気の抜けない瞬間であったが、優しくそれで力強くスライムの中から腕を引っ張っていき、そしてユートはついに核を抜き取った。抜き取った瞬間、石を投げ込んだ水面のようにスライムが波打つと、やがて形は崩れて只の水分となり、地面に吸収された。

				「うっし、カンペキ」

				　包み込んだ手の中でプルプルと踊るスライムのキモは、産みたての鶏卵の黄身のような弾力を持ち、それは指先で摘めてしまうほどであった。

				　ユートは腰に着けたサイドパックから小瓶を取り出してコルク栓を抜くと、その瓶の口に置くように、摘まんだスライムのキモを乗せた。形を変えてスライムのキモが入っていき、やがてぺちっと音を立てて瓶の底に落ちた。コルクをしっかりと閉め、綺麗な青色のキモがはいった瓶を、ユートはサイドパックに入れた。そのサイドパックにはぎっしりとガラスの小瓶が詰まっている。

				「次いこうか、次……」

				　ユートは再び、森の中の獲物を狩るために歩き出した。

			  

				　　　　　　　

				

				「いやぁユート様、助かります。たくさんのスライムのキモ、ありがとうございます」

				「ん、まぁこれぐらいは楽勝だよ、イズナさん」

				　朝食の後、娼館レインブルを仕切るイズナの頼みでユートは、レインブルで使うスライムのキモの採取を頼まれていた。世話になりっぱなしでは申し訳なく思い、何かできることはないかと聞いたところで、この仕事を頼まれたのだ。このスライムのキモ、何に使うのかはユートの想像通りだが、改めてこのカウンターテーブルに並べた数を見て、この店がどれだけ稼いでいるかが分かる。それだけ、精力剤のスライムのキモが必要なのだ。

				　昼前からネムステルを出て、それからぶっ通しでスライム狩りを続けた結果、店で用意した空き瓶全てにユートはスライムのキモを収めたのだ。数にして二〇〇の瓶が綺麗な青色に染まっていた。

				「では報酬と……こちらは使いませんので差し上げますね」

				「わかったよイズナさん、ありがたく貰っとくよ」

				　イズナは、ジャラジャラと音を立てる革の袋と、赤色と緑色の小瓶をユートに手渡した。革の袋はもちろん報酬の金。だが小瓶は別の色のキモだ。赤色のキモには興奮作用、緑色のキモには毒が入っている。実際は普通のスライムのキモよりこの二つは高く売れるのだが、レインブルで使わないため、ユートが持つのが良いとイズナが考えたのだ。後でネムステルの店のどこかで換金ができたらしようと、空きが出来たサイドバックにそれを放り込んだ。

				「しかし……その年齢で見事な仕事振り。本来これぐらい報酬が少ないと迷惑ですね……」

				「提示した額の分の仕事をしただけだよ。個人とはいえ、きっちりしないといけませんから」

				「おやおや、なかなか言いますね……どうです？　追加報酬で一人、今日一日好きにしても構いませんよ？」

				「え……えぇっ!?」

				　唐突にイズナがからかう様に言えば、彼が指差す先にはこの娼館レインブルに所属する美人の嬢達が微笑んでいた。突然の事にユートは赤面して驚く。大人以上の振る舞いをするのに、少年少女特有の純情さをまだ持っているギャップ。それをくすぐりたくて、イズナは彼をからかう。

				「ささ、遠慮なさらずにお近くまで……」

				「ああの？　ちょっと!?　僕はその……」

				　右手をユートの背に添えて押して左手でこちらへと嬢を選ぶソファの前に誘導して座らせる。何が何だか分からぬままユートは言われるがままに座らされて、少し離れた先の階段状に置かれたソファに座る美女達を見た。はっきり言おう、このネムステルの娼館はレベルが高い。皆が皆、それぞれ気品があり、貴族令嬢を思わせる立ち居振る舞いがあるのだ。ふと、自分の座るソファの近場に設けられたテーブルに置かれていた紙を見ると、そこにはこう書かれていた。

				

				『一時間半金貨二枚、二時間金貨三枚、朝まで金貨一〇枚、他オプションは裏面に記載』

				

				「高っ!?　この値段……本当ですか？」

				「えぇ、高級娼館のおおよそがこの値段ですよ。あぁご心配なく、料金はお取りしませんから」

				　そこに記載されている値段に、ユートは目が飛び出しそうになる。そういう店の一般的なレートをユートは知らない。しかし、金貨一枚がどれほどで、どれが数枚必要だと記載されているのだから驚くのも無理はなかった。まず、銅貨一枚あれば露店や屋台で売られている串焼きや簡単な料理が買える、そして一人当たりの一般的な食費は日に銅貨八枚から一〇枚だ。銅貨百枚で銀貨一枚となり、銀貨一枚あれば、シャワー付きの宿で食事付きのプランで五泊六日宿泊できる。そして銀貨百枚で金貨一枚であるが、金貨一枚でなにがどう出来るかと言うと。

				『平民の四人家族が二か月間、食事、買い物等、贅沢をしても余り、貯金まで出来る』

				　金貨一枚で家族一つが二カ月間楽して暮らせるのだ。その金貨を二枚、下手をすれば一〇枚必要だと書かれているのだから、目が飛び出てもおかしくなかった。ちなみにユートの一仕事は依頼により異なるが、平均して銀貨一〇枚分が一回の依頼完遂の報酬である。

				　これだけ稼ぐのに、どれだけ仕事をすればいいのかと考えて苦笑した。それはさておき話をずらすのは頂けませんと、イズナがずいっと体を乗り出して、嬢の座るソファを手で指示した。

				「あの右上の席の嬢は如何ですか？　最近入ったばかりの新人で初々しいですよ？」

				　右上の席と、イズナが指し示した先の席に足を揃えて黒く長い髪を横に流した女性が、気恥ずかしそうな笑みを浮かべた。

				「それとも、真ん中の中段の席の子はどうでしょう？　胸も大きくそちらのサービスも中々で……」

				　続けざまに、有無を言わせないとばかりに真ん中の席に陣取る胸元が開いたドレスを着た金髪の女性を指し示せば、にっこりと彼女が笑顔を見せて軽く手を振った。

				「あ、いや、その……すいませんがイズナさん？　僕は……」

				　ユートは赤面してたじろいだ。それがイズナをさらに増長させるとも知らずに。雰囲気や風体が大人びていようとも、彼の中身は純真無垢な少年で、女性については何も知らず、それでいて奥手であるのだろうと、イズナは感じた。だからこそ、からかいたくなると言うものだ。

				　イズナの加虐心が高まり、我を忘れる中ユートは赤面しながら別報酬を赤面で断る。イズナの後ろのレインブルの嬢達からも、危機感を感じて下がったところで、ユートは後頭部に柔らかい感触を感じた。

				「ふえぇ!?」

				　後頭部に感じた柔らかな感触に素っ頓狂な声を上げて、思わずユートは立ち上がろうとした。

				「ダメじゃないオーナー、からかうなんて。困ってるでしょう？」

				　だが出来なかった。少年の胸の前で二本の腕が交差して、ソファに拘束したのだ。艶やかな声にユートは首だけ振り向いた。そこには、昨日ステージで踊っていた綺麗な女性が居た。薄い茶色のセミロングヘア、細い首には青い宝石をあしらえた煌びやかなネックレス、大きな瞳がユートの顔を覗き込み、その薄ピンクの唇が笑みを作っていた。

				「おやランジェ、今日のシフトは入っていませんよ。どうかなさいましたか？」

				　ランジェと呼ばれた女性を改めて見れば、男の心を掴む容姿だ。白い肌にぷっくりとした唇、グラマラスな身体をドレスに包んだ色っぽい大人の女性とでも言えばいいのだろうか、とユートは考えた。

				「キョウスイがここに来ているって聞いたから来たのだけど、、どこへ行ったか分からなくてね？　それでイズナさんに聞こうとしたら、子供をからかっているものだから……」

				「彼なら、レインに一度戻りましたよ。ホテルに預けていた荷物を取りに行くと言ってね」

				　ユートをソファの背もたれ越しに抱きしめて拘束するランジェに、ユートの心臓は高鳴る。そして震えすらも出て来た。ユートは女性に対しての免疫は皆無に等しかった。

				「あら、大丈夫よ？　ほらリラックス、リラーックス……」

				　耳元でランジェが囁く。拘束した彼女の手が肩へ移動して、ゆっくりと力を加えて肩を揉みはじめた。だが逆効果だ。肩を解そうとする度に少年の身体は固く、まるで石のように強ばった。

				「あ……あの？」

				「もう、そんなに怖がらなくていいじゃない。化け物に会ったわけじゃないのに」

				　笑みを崩さずに彼女はソファを回り込んでイズナとは反対側のユートの隣に座ると、イズナが飲み物でもお出ししましょうかと言って席を立った。彼はこの階にあるドリンクカウンターの中へと入って行き、そこに見える酒の瓶を幾つか物色していく。

				「キョウスイと一緒に居た子よね？　名前は……何て言うのかしら？」

				「はい、ユートって言います、えぇと……ランジェさん？」

				「そうよ、それが私の名前。ここでショーダンサーをしているわ」

				　胸元に右手を当ててはにかみ、自己紹介をした彼女。ユートはどう喋ればいいのか分からず、未だに石のような強張りは抜けてはいない。

				「ねぇねぇ、私も自分の事を言ったのだから、ユートちゃんの事も聞かせてほしいな」

				　そんな彼女は、ユートに助け船とまでは言わないが話す切っ掛けを切り出した。彼がここまで緊張している以上はユートからの言葉は大よそ来ない、だから自らが切り出して少しずつ緊張を解していこうと思ったのだ。

				「あ……えと……」

				「そうねぇ……あら、凄い身体つきね……ユートちゃん何かやってるの？　剣術？」

				「え、えぇはい……色々と……師匠に鍛えられまして……」

				　まずは一つと、引き出した。イズナが銀のお盆に瓶を二本と、グラスを三本用意して戻って来た時には、未だ気恥ずかしさを残したままではあるが、少しずつランジェと会話をするユートの姿がそこにはあった。

			  

				　　　　　　　

				

				　ネムステルの目玉であり中心事業『娼館』勤めの者達の帰宅時間は大体が朝となっている。ネムステルの街の娼館に所属する嬢の中には、この隠れ里で昼食をとってから家に帰る者や、出勤する者も多いのだ。

				　そして、この屋台通りの一角の食堂でも、そんな夜の蝶たちが英気を養うように、色々な皿にフォークを伸ばして自分の皿に盛り付けていた。

				「早いのよ」

				「何が？」

				「若い子が……この前指名されてね、二往復半よ？」

				　そんな彼女達だが、恐らく昨日の客の相手の話をしていたのだろう。『二往復半』と聞いて、正面に座っていた栗毛に巻髪の女性は溜息を吐いて言う。

				「あとねぇ、痛いのよ。若い子だからそれは……激しくなるのは仕方ないけど、それでも二往復半は無いと思わない？」

				「無いわね、ないない」

				　それはいくら何でもないわと、対面に座っていた薄紫の長いストレートヘアの嬢も同意した。それでは相手をするも何も無いのだから。

				「二回目も無し？」

				「うん、一回で疲れてやんの痛いだけ……そっちはどう？」

				「あぁ、この前おじ様が指名してきんだけど……真逆よ。遅いわ、それこそ痛くはないけど次の客の相手が出来ないくらい疲れるの」

				　ではそちらの最近の客はどうだと栗毛の嬢が薄紫髪の嬢に聞けば、おじ様相手は遅くて次の相手が出来ないのだと言う。

				「まぁその分……凄く上手いんだけどね？」

				「あぁそうやっぱり？　で……アンタはどう、最近の客は？」

				　だがその分、気持ちが良いのだがと薄紫髪の嬢が答えれば、確かに年季と経験が違うしそうでしょうねと、頷いた。それはそうと、もう一人、栗毛の嬢の隣に居た金髪を後頭部で纏めたポニーテールの嬢に同じような事を聞くと、彼女は口を付けていたティーカップを小皿の上に静かに置いて、不機嫌な表情で言い放った。

				「それ以前の問題だったわ」

				「へ、それ以前？」

				　それ以前とは何だと栗毛の嬢が聞くと、ポニーテールの嬢が、右手小指を立てて見せる。

				「最大でこれ位のお客様だったの。しかも皮被り」

				「ぶっ!?」

				「ぶはぁあ!!」

				　ポニーテールの嬢の一言に二人が噴出した。

				「きゃははは！　マジなのそれ!?　それは、それは男としてどうなのよ!!」

				「ウケるー!!」

				　確かにそれ以前の問題だと、彼女の証言に二人の嬢は大笑いをするしかなかった。

				「しかも、自分の技術が上手いと思っている勘違い野郎だったの。ホント疲れないし楽な客だったわ、ハゲだったけど」

				「救えないわねその男！」

				　栗毛の嬢が大笑いして腹を抱えながらそう言うと、正面に座っていた薄紫色の髪の嬢が笑いを堪えながらも席を立った。

				「っふふ、そ、そろそろ帰るわ。今日夜から出勤だし」

				「あ、あらそぉ？　じゃあまた、勘違い野郎にご注意をっぷふうう！」

				　ケタケタ笑う栗毛の嬢と、再びティーカップに口を付けるポニーテールの嬢に別れを言い、薄紫の嬢は軽く手を振って二人と別れた。屋台通りの疎らな人ごみを軽々と抜けて、大通りに出て、彼女はネムステルの出口へ向かう。出口の門で彼女はドレスの裾から木の板を取り出してそれを門に軽くぶつけると、門が独りでに動き出してその先に別の景色が現れる。汚い裏路地に彼女は出ると、そのまま光差す大通りに足を動かせば、後ろにあった筈のネムステルの景色は消えていた。

				　彼女のその目と鼻の先、裏路地から見えたのはレインの街並みだった。そこへと足を向け歩き出そうとした刹那、彼女は口を後ろから塞がれた。

				「んむっ！　んーーッ！」

				　腕も背中から羽交い絞めにされて、足をじたばたと動かして恐慌状態に陥った彼女は激しく抵抗する。だがそれも空しく彼女は裏路地のさらに奥へと引き摺られてしまった。

				「ふぅむ、なかなか……これで勇者様への貢物も用意できそうです」

				　そして、裏路地の物陰から、不敵に笑みを浮かべた、白い僧衣を纏った男の僧侶が、邪な笑みを浮かべていた。

			  

				　　　　　　　

				

				「帰ったぜぇ……って、どうしたぁあこりゃあ？」

				「あらキョウスイお帰りなさい。隠し子なら今寝てるわよ？」

				「冗談でも勘弁してくれやぁランジェ、久々の一言がそれかよ」

				　キョウスイがレインの町のホテルから置き去りにしていた荷物を持ち帰った頃、ランジェは少し上気して朱に染まった頬を見せてキョウスイに冗談交じりの一言を言い放った。彼女の頬が上気しているのは、彼女の座るソファのテーブルに置かれた、ワインの瓶とワイングラスを見れば、飲んでいたせいだと分かる。そして隠し子とは、そんな彼女の膝で顔面を真っ赤にして眠りこけているユートの事だった。

				「この子下戸なのねぇ、ワイン一口で眠っちゃったわよ」

				　黒い髪の毛に細い指が通り、少年の耳たぶを優しく弄る。その度に少年の頭は動いて太ももに頭部を摺り寄せていた。

				「で、結局この子はだぁれ？」

				「命の恩人だぁ」

				　ランジェの問いに、キョウスイはぶっきらぼうに答えながら彼女の対面に座り、ユートが使っていたのであろうまだ真紅のワインが注がれたグラスを右手に持ち、一気に煽った。

				「聞いたわよ、ゼンジ組で色々あったらしいじゃない？」

				「んだよ、だったらぁユートの事も聞いてんだろうがよぉ」

				「どういう子かは聞いたけど、内面までは知らないわ。ま、知る前に寝ちゃったけど……傭兵だなんて言っていたけれど、こうしてみれば只の子供ねぇ」

				　膝に頭を乗せて寝ているユートの頭を撫でながら、更にキョウスイに尋ねる。

				「随分とやらかしたみたいだし、落ち着くまで居るの？」

				「そうだなぁ、少し落ち着いたらここを出るさぁ」

				　どうやら色々と筒抜けらしい。情報の伝達は早いものだが、それが悪い噂なら尚更かとキョウスイは鼻で笑い、懐から煙管を取り出した。革の小袋から煙草の草を取り出して丸め、煙管に程よい強さで押し込むが、そこで火を点ける物が無い事に気付いた。カンテラや蝋燭でもあればいいのだが、今はまだ夕刻が来たばかりで明りに使う火は必要なく、無論煙管に火を点ける物も無い。我慢するかと煙管が口から離した所で、ぱちんと乾いた音が鳴ると、煙管から煙がゆらりと揺れ上がった。

				「ありがとうよ」

				「どういたしまして」

				　見れば目の前のランジェが、指を鳴らしたらしく右手を右耳の近くまで上げていた。そうだ、そう言えばこの女は魔法が使えたのを忘れていた。

				「一体どこで覚えたんだそれはよぉ？」

				「独学よ。身を守るためにね？　ここに流れつくまで女一人じゃ危なかったもの」

				　どこで学んだと聞いたがいつも通りはぐらかされる。キョウスイは何度この質問を彼女にしたかと思い出そうとするが、目の前のテーブルに置かれたワイングラスに誰かの手が伸びて来た。

				「こちら、お下げしてよろしいですかな？」

				　ウェイターのスーツに身を包んだオーナー、イズナがそう言ってワイングラスを指し示す。キョウスイが頷くと、イズナは銀の盆にワイングラスを回収してから、ランジェの近くにあるワイングラスを指し示す。彼女は手を前に出し上品にも見れる仕草で断るような手振りを見せた。

				「お注ぎしましょうか？」

				「いいわよオーナー、恐れ多いわ」

				　オーナーのイズナに注がせるのは礼を失すると、ワインボトルをその小さな手で持ち、自らのグラスに彼女は注いでいく。その様子を見ていたキョウスイだが、ふとイズナに視線を移すと何やらイズナは周りを見回していた。

				「どうしたぁイズナ？」

				　どうかしたのかとイズナに聞くと、彼はキョウスイを見て言った。

				「いえ、いつもならこの時間にチェリー嬢が出勤してここで休憩するのですが……今日は見当たりませんね？」

				「チェリー？　確か髪の毛が薄紫色のストレートの子よね？」

				　どうやら、出勤して来るはずの嬢がいつもならもう来てここでくつろぐらしいが、姿が見えないらしい。キョウスイは嬢たちが座るソファに目を向けてみるがそこに『薄紫の髪の毛の女』は居なかった。

				「無欠かい？」

				「いえ、無断欠勤するような子ではないですね。具合が悪い時は前日にでも連絡してきますから……」

				　イズナが言うにはどうやら無断で欠勤するような子ではないらしい。しかしそんな折であった。騒がしくも階段を駆け上がる音が聞こえた。

				　ダンダン、と強い音が聞こえてきてそれはさらに強くなって来ている。他の客たちも何事かと思い階段へ視線を向ければ、ウェイター姿の男が、額に汗を掻きながら姿を見せた。

				「おやあの方は……」

				「知り合いかい？」

				「えぇ、この通りで別の娼館で働いているボーイ……でしたかね？」

				　どうやらイズナの知り合いらしいボーイが、辺りを見回している。誰かを探しているようで、此方を見た瞬間、早足で駆け寄って来た。

				「イズナさん！」

				「どうかなさいましたか、そんなに慌てて？」

				　少々尋常ならざる慌てぶりにイズナの顔つきが険しくなった。

				「うちの嬢の一人が来ないんだが、他でも同じ事になっていて、酷い所では五人も行方が分からなくなっているらしいんだ！　あんたのところは!?」

				　ボーイの慌てた言葉を聞いてイズナの顔がさらに険しく歪んだ。話を聞いていたキョウスイとランジェがお互い顔を見合わせていると、

				「うう、頭がガンガンする、あ、やーらか……わぁああ!?」

				　頭痛とその騒がしさからか、ユートが膝枕から起きて驚きの声を上げた。

				　赤ワイン一杯とはいえ酒は酒。下戸のユートの頭はガンガンと鐘を鳴らすような痛みを感じていた。そして起きてみれば柔らかな太腿の上に頭を乗せられていた。

				「驚くにしても加減が必要じゃない？　少し傷つくわよユートちゃん」

				

				　起きてみれば少々厄介事が出来ていた。いや、人攫いを少々と言うのは違うかと、腕を組みイズナと対話しているキョウスイと、いつの間にか来ていた他店のボーイの話の端々を聞いたユートは、この事態を頭の中で纏めて確認する。聞けばこのネムステルの隠れ里に建てられた大小幾つもの娼館に所属している嬢と連絡が取れなくなっているという。こういう仕事に嫌気がしたならば辞める事が出来るらしいがそれも伝えず、さらにはほぼ同時に蒸発したらしい。嬢の家にまで赴き確認しに行った者も居るが、そこにも姿は無く、突然に姿を消したのだった。

				「同時に、しかもこれだけの人数が消えたとなれば、個人で逃げただとかは無いでしょうね」

				　イズナの見解を聞いたキョウスイも頷いた。先程イズナが出勤していないと言っていた、チェリーと言う名前の嬢も連絡が取れない。しかもレインブルだけでは無く、ここネムステルに建てられた娼館のほぼ全てで、所属している嬢が姿を消していたのだった。

				「人攫いかい……随分な真似をしやがるじゃあねぇか」

				　こうなればもう、どこぞの馬の骨が人攫いをしているに違いないと、キョウスイは咥えていた煙管を噛み潰しそうな勢いで顔を歪ませる。

				「そうでしょうが……しかし誰が、何故このような事に及んでいるかわかりませんね」

				　人攫いにあったという前提ではあったが、その理由も犯人像も浮かびはしなかった。いや、万が一ではあるが本当に集団のストライキだとかではないのだろうかとイズナは感じていた。

				「分からないなら調べてみればどう、イズナさん？」

				　話を聞いていたユートが、それならば調べるのが早いだろうとイズナに提案した。

				「確かこれ、色々なところに繋がっているんだよね。そこを調べてみれば分かると思うんだけど」

				　ユートが見せたのは木の板で出来た割符(わっぷ)であった。これはネムステルに入った際にイズナに渡された特殊な物であった。このネムステルの隠れ里に出入りする際に必要な割符(わっぷ)であり、イズナもユートやキョウスイをネムステルに招き入れる際にこの割符(わっぷ)を近場の岩にぶつけて門を開いていたのだ。どういう魔法で出来ているかはユートには分からないが、嬢が消えたのはネムステルの外、ならばこの割符(わっぷ)で繋がっている場所を虱潰(しらみつぶ)しに探していけば、手掛かりの一つや二つすぐに見つかるだろうと考えた。

				「ユート殿の言う通りですね。いや待てよ……」

				　そしてイズナはここである事に気付いた。そして、一人呟く。

				「恐らく……手掛かりがあるならばレインの町でしょうな」

				

				　門を開けばそこは、左右をレンガの家屋の壁で遮られた裏路地であった。そこに足を踏み入れてユートは周辺を見回すが、特にこれと言って目立つものは見当たらなかった。イズナが言うには嬢の殆どがレイン内部に設けられたこの裏路地の門から、割符(わっぷ)を打ち鳴らしてネムステルに出勤しているらしい。勇者教の、そして勇者の町から娼館に出勤、勤務しているとは少々背徳的だと思いつつも、更に辺りを見回す。

				「どうだぁユートぉ、何か見つかったかぁ？」

				　そしてその門から上半身だけを出すようにして、背後からキョウスイがユートに聞いた。

				「さっぱり。何にも見当たらないや」

				　やはり早々見つかる物でもないらしい。このレインからネムステルに繋がる割符(わっぷ)だが、様々な種類とそれに対応した場所があるらしく、その中の門の一つが今居る場所なのだ。

				「キョウスイは他の割符(わっぷ)で別の路地を見てくれる？」

				「よし来た、見つけたら伝えてくれや」

				　キョウスイが門を閉じて中へと消えていくと、それが光となって閉ざされ、そこに出来たのはレンガの壁であった。それを見送り、ユートは一度路地から出ようと歩きつつ腰元に差していた丸めた羊皮紙を取り出して開いた。そこに描かれているのはレインの地図。そしてそのレインの地図には幾つかの丸印が散らばって書かれている。この印のされた場所がネムステルの出入り口の門が開かれる場所だとイズナに印を付けて貰っていたのだ。現在ユートは東側の裏路地に居たが、近場に印が無いと見るや、正門に近い南側を見てみようと考えた。表通りへ繋がる道を歩き、裏路地の出口の少し手前で立ち止って表通りの様子を見る。つい昨日勇者を叩きのめすという悪行に及んだ以上、表を目立って歩くことは出来ない。

				　案の定、その視線の先の表通りには疎らにも鎧を纏った兵士達が周辺の警護に勤しんでいた。ユートはコートのフードを深く被りつつ、道の端を目立たぬように歩こうとした。かと言って変に隠れるように歩いては余計目に付いてしまうので、あくまで自然に、路地を通る一人の市民として歩いた。このまま南下して次の場所を目指そうとしたユートであったが、その時、ふとすれ違った一人に目が向いた。

				　白い僧衣に身を包んでいたその男。男はユートが薬屋から出て来た際に勇者教へのお布施を強要した僧侶の一人であった。どうやら他の取り巻きと共にお布施を巻き上げているようではなく一人らしい、その男を目で追っていると、自分が出て来た裏路地へと僧侶は入って行った。

				　──なぜ、あんな場所へ入って行ったんだ？

				　ユートは彼の後をつける様に再び裏路地へと戻る。裏路地の先で僧侶が辺りを見回している。そしてその時であった、ネムステルへ繋がる門がレンガから光と共に浮かび上がって来た。誰かが町から出ようとしているのだ、これを見るやいなやその僧侶は懐から杖を取り出して入り口へとその先を向けた。

				　──成程ね……。

				　ユートは一人納得した。犯人はこの僧侶かと理解して早足に背後から近付いて、後ろ襟を掴むと、力強く引っ張り、僧侶の足首に背後から自分の足を引っ掛けつつ左側のレンガの壁へと男の顔面を叩きつけた。

				「ふぉごお!?」

				　これだけでは反撃される可能性があると思い、ユートはこの僧侶の後頭部に右の膝を放った。

				「がえぼぉお！」

				　レンガの壁と膝をバンズに見立てた僧侶のサンドイッチ。相手にとっては一体何が起きたのか分からないだろう。崩れ落ちて前のめりに倒れた男の右手に持つ杖を手ごと踏みにじり、その首筋に対して引き抜いた刀を突き付けた。

				「動くな、喋るな。動けば殺す、喋れば殺す。身振りだけで応えろ。分かったなら首を振れ、もちろん縦にだ」

				　切っ先が首筋に埋もれ、プクリと血の球が出来上がり流れ出す。首だけを上げた状態の僧侶は、恐怖心からか震えながらも首を縦に振った。それなればこちらの質問に答えて貰おうと、握る刃に力を込めた。

				「答えろ。お前は、ここから出て来る女性達を攫っているのか？」

				　まずは最も知りたい事からだと、お前が件の元凶かと問うと、男はゆっくりと縦に首を振った。

				「お前以外に仲間はいるか？」

				　次に単独か複数かと聞けば、案の定首を縦に振った。やはりそうかとユートも納得した。相当な人数の嬢が攫われたのだ。こいつ一人で出来るわけがない。これは予想の範囲内である。それ以外にも仲間の人数、嬢の居場所、攫う理由を矢継ぎ早に質問したが、この男はおおよそ下働きで、この件に深く関わっては居ないようで、人数と攫う理由の二つは聞き出せなかった。嘘を吐いてないかと問いただそうとする度に切っ先を首にめり込ませてはみたが、嗚咽を漏らして首を横に振るだけであり、本当に知らない様だった。

				「攫った者達は何処に居る？　分かるものが有るなら渡せ。それか……そこに記せ」

				　しかし、攫って行った者達の居場所だけは分かった。男の背に右膝頭を乗せて動きを封じながら、男の右手近くにレイン内部の地図を開いて置くと、男はレインから東の内部を指さずに外部へと矢印を向けた。レインの外、東に何かあるのかとユートは思い、続けて聞く。

				「で、詳細は？」

				　男の震える指先が字を書いた『古びた教会』と書いたのだ。

				「嘘じゃあないな」

				「嘘じゃあ、あでぃばぜん……」

				　醜い嗚咽と濁り声と共に嘘ではないと言う男に、これは本当だろうとユートは確信する。もう聞くことは無いと、ユートは彼の首筋から刃を離した。

				「ひ、ひぃい」

				　そして、男の背に振り下ろして背から胸へと貫いた。

				「ぎぃい!?」

				「喋ったら殺す、言わなかったか？」

				　純白の僧衣が血に染まる。確かに心臓を貫いた。そもそもユートは最初からこの男を逃がすつもりなど毛頭なかった。逃がせば襲われたと叫ぶだろうし、何よりこの人攫いの僧侶達の大元にこちらが嗅ぎ付けている事を知られれば、攫った者達を監禁しているだろう場所を移しかねないからだ。

				　幸い、この場から表通りまでは遠く、呻き声も聞こえないだろうと、ユートは背中に差した刃を引き抜いて、延髄目掛けて振り下ろした。切っ先が首筋に埋まりびくりと僧侶が痙攣し、表通りの者達へ救いを求めようと手を宙に動かして事切れた。

				「悪く思わないでよ。あんた……運が悪かったんだよ、たったそれだけだからさ？」

				「随分と手馴れているわね、ユートちゃん」

				　ふと呼ばれて顔を上げれば、目の前で青いドレスの女性がレンガの壁にもたれていた。ランジェであった。どうやらネムステルの扉から出て来たのは彼女らしい、しかも一部始終見ていたようだ。

				「そっちだって、悲鳴もあげずに見てたの？」

				「ネムステルじゃあしょっちゅうよ、客同士でね？」

				　どうやらあの町ではこのような沙汰がいつでも起こるらしい。自分は目にはしていないがやはりあの町は危険なようだ。しかし、目の前で人を殺した現場を見たというのにこの胆の据わり方は驚きであった。

				「それで？　その教会に皆攫われているのね？」

				「そうみたい。今日の夜にでも助けに行くよ」

				　死体を平気で踏みつけながら、彼女は聞いた。ユートが今日の夜にでも助けに行くと言うと、彼女はふぅんと言いながら頷いた。

				「しかしまぁ、この方々、どうして私たちを攫うのかしら？」

				　息絶えた僧侶の男に目を落としつつ、彼女は疑問を口に出した。

				「禁欲に疲れたのかしらねぇ？　払う金も口説く度胸も無いから、攫って無理矢理？　嫌ね、欲求不満は怖いわ」

				　欲求不満からこの様な凶行に及んだならばそれ程不潔で軽蔑する事は無いと、ランジェの表情はまるで汚らしいものでも見るかのように僧侶の死体を眺めていた。

				「さぁ？　本当にそうかもしれないけど……それを知ってるのはこいつらの大元ですから」

				　果たしてその通りかは分からないが何かしらの理由はあるとユートが答えると、死体へ向けた視線をランジェは少年に向けて言った。

				「そうよねぇ、ユートちゃんも気をつけなさいな」

				「何を？」

				　気をつけろとは一体と考える間に、ランジェは悪戯な笑みで言った。

				「たまには発散させなさい」

				「間に合っております」

			  

				　　　　　　　

				

				　キョウスイとネムステル内で合流したのは、それから十分も経たない頃であった。ユートはたまたまランジェを攫おうとした僧侶の男から、廃教会に攫われた女性達が軟禁されている事と、仲間たちが居るという情報を得たとキョウスイに伝えた。今夜にでも助けに行くと言うユートにキョウスイは賛同し、すぐさま準備を整えて、レインの東にあるという廃教会へ向かう事に決めた。ベルトの左腰側に刀を括り付け、革製のコートを羽織ると、ユートは一度刀を鞘から少し引き抜いて刀身を確認する。その一方でキョウスイは両手に細長い白い布を巻いてから、それで近場の地面を小突いては握って、拳を作れば開いてと、指の動きに支障が無いことを確認した。

				　お互い顔を見合わせると、準備が出来たかと声も出さず同じ拍子で頷き、娼館レインブルの出口を開いてネムステルの大通りに歩み出た。今日の夜も騒がしくなりそうで、様々な客たちが娼婦に誘われ、からかい、笑顔を見せる。大通りを出て出口に向かい、出口の門へと辿り着けば、レインの外の森、イズナに案内された森の中へと繋がる割符(わっぷ)を近くの岩にユートが叩き付けた。目の前に門が現れ、ゆっくりと開かれたそこには生い茂る木々と、喧噪のなかで聞こえづらかったが虫の鳴き声と野鳥の啼き声が聞こえる。

				　二人がネムステルから外に出ると、門は固く閉じられて消えていった。

				「今どのあたりだっけかぁ？」

				「イズナさんに教えて貰ったよ。この辺りだって」

				　現在地は何処かとキョウスイが確認すると、ユートはイズナに渡されたレイン周辺の地図を開いて見せる。おおよそ南東のこの辺りと、イズナの印が記されていた。地図を見てみるとレイン東側一帯は森林地帯であり、今現在の位置と僧侶の証言から、北上しつつ少々東側へと進路を取れば、その教会に辿り着くらしかった。ならば急げと二人は森の中を走り始めた。その背の茂みから、何かが見ていた事も知らずに。

				

				　おおよそ二〇分程走り続けると確かに廃教会は見つかった。茂みの先に見える開けた場所に、その教会は鎮座していた。その建物は然程大きいわけでも無く、変わった様式だとか気になる点も無く、薄汚れて寂れたよく見かける分教会の見た目であり、誰からも忘れ去られたかのようにそこに建てられていた。

				「気配は……ねぇなあ？」

				「確かに、見張りだとかそういった人たちも見かけないね？」

				　キョウスイが言うように、その廃教会からは、全くと言っていい程に気配を感じなかった。確かに、ユートが情報を吐かせた僧侶は他に仲間が居ると言っていたが、その気配も何かしらの動きも見て取れなかった。

				「少し近づこう。キョウスイもついて来て」

				　少し近づいて様子を見ようとユートは茂みから立ち上がり周りを見渡す。他に誰も、動物の気配すらなかった。これならば普通に歩いて近づいても良さそうだと、ユートが教会に近づいて行くと、キョウスイも茂みから立ち上がり、ユートの後を付いて行く。特に何事も無く正面の両開きの扉に近づく事が出来た。キョウスイもユートも、もう一度周りを確認するが、先程と同じで気配の一つも感じない。

				「でぇ、どうするよ？　入ってみるかぁ？」

				　ここまで近づいて何も無いのならば、教会の中に入ってみるかとキョウスイが言った。

				「そうだね、キョウスイそっち側の扉をお願い」

				　ユートはキョウスイに右の扉を開けるように言うと、自身は左側の扉の取っ手に手を掛ける。キョウスイが右側の扉の取っ手を手に掛けると、ユートがキョウスイに向って頷いた。ゆっくりと奥へと両開きの扉が押し開かれる。薄暗いその教会の中で最初に見えたのは、左右に並べられた長椅子の列であった。左右共に一〇列、計二〇列はあるその長椅子と、その中心を割るように敷かれた赤い絨毯。月光に照らされた勇者教会には必ずあると言われる勇者の石像が、教会の奥で鎮座していた。

				「姿も何もありゃしねぇ。ユートぉ、騙されたんじゃあねぇかい？」

				　だが、肝心の人の気配も、キョウスイには感じられなかった。これは最早騙されたのではとユートに溜息交じりに聞いた。

				「いやキョウスイ、ここで間違いない」

				「はぁあ？」

				　だが、ユートは言った。何を根拠にそうのたまうかと聞こうとした所で、先にユートが口を開いた。

				「見てよキョウスイ。椅子にも窓にも、そして絨毯にも、ごみ一つ、それどころかホコリの一つも落ちて無い」

				　ユートが言う根拠とは、ごみもホコリすらも無く綺麗な内観であった。確かに見てみれば長椅子も綺麗に磨かれ、絨毯も新しくはないがホコリが無く、床も綺麗であった。これは誰かが最近、ここを使う際に汚れが気になったのか知らないが清掃したということだ。外観の古さからは釣り合いが取れない程に、内部は清掃が行き届いていたのだ。

				　そして、その内部を見回している最中、背後の扉が勢いよく閉じられた。大きな音が鳴り二人が扉の方へ振り返ると、次の瞬間には、教会内の柱に取り付けられていた蝋燭に、ユートとキョウスイの近場の柱から、奥の勇者の石像のある奥へと、順に火が灯されていった。

				　一番奥の柱の蝋燭に火が灯ると、その柱の陰から、純白の僧衣を纏い、顔を白い布で隠し目元だけを見せた者達が現れた。ある者はフレイルと呼ばれる短い木の棒に短い鎖で針が付いた鉄球を繋げた武器を持ち、他にも細剣やピッケルを片手持ちに小型にした武器など、様々な得物を持った人間達が、ユートとキョウスイを取り囲んだ。

				「おう、当たりみてぇだな。大当たりの景品にしちゃあ随分豪勢じゃあねぇかい」

				「勇者教会の僧兵かな？　にしてもまぁ、随分居るね？」

				　周りを取り囲む相手に背を合わせたユートとキョウスイの軽口が響く。二人を囲む僧兵の包囲が狭まっていくと、勇者の石像の陰から一人の男の僧侶が姿を現した。二人はこの男に見覚えがあった。と言うのも薬屋から出て来た際に恐喝紛いのお布施を要求してきた僧侶達。あの時に居た三人の内、一人は女で、二人の男の内の片方はユートが殺した為、目の前に居るのはもう片方の男であった。

				「おやおや、何か声がすると思えば、鼠が迷い込んできましたか」

				「こんな古びた場所でこそこそしているあんたこそ、鼠じゃないかい？」

				　鼠と呼ばれた事にユートは鼠なら今のお前の方がお似合いだよと、今のこの場と所業をたとえて言い返す。

				「名前は知らないけどさ、人攫いの首謀者はあんたか？　そうなんだろう？　なぁ？」

				「人攫い？　はは、とんでもない事を……人攫いとは人聞きの悪い」

				　人聞きの悪いと言うと、人を連れ去った事自体は認めている訳である。石像まで少し階段がある為か、彼は見下ろす形でユートとキョウスイを笑みを浮かべて眺めながら言うのだった。

				「私はね、薄汚い穢れた娼婦達に仕事を与えてやろうと言うのだよ」

				「仕事だぁ？」

				　僧侶がそう言うと、一体どういう意味なのか分からずキョウスイは呟いた。

				「あぁそうだとも。勇者様への貢物として、偉大なる勇者の血を受け継ぐ子を産ませると言う、名誉ある仕事をねぇ？」

				　男の言う仕事の内容に、そしてネムステルの娼婦を攫った理由に二人は首を傾げた。だがしかし僧侶は話を続ける。二人に背を向けてその体を勇者の石像に向けて跪きながら。

				「この世を救う救世の英雄として生まれた勇者レン様。その偉大なる、高貴な血筋は絶やしては絶対にならないのです。故に、その血を絶やさない為にも、御身を捧げる者が必要だという事です」

				　つまりこの男は勇者の貢物として『性奴隷』を差し出そうと考え、ネムステルの娼婦達を攫っていたのだ。聞いてみれば何とも身勝手で支離滅裂な理由であった。

				「てめぇら勇者教とやらのシスターなりにさせたらどうだよぉ。大切で偉大な勇者様とやらの為なら股の一回や二回喜んで開くだろうぜぇ？　なぁんで態々(わざわざ)娼婦共を攫いやがったあ？」

				　勇者の子、つまりはレン・ガーランドの血を絶やさないようにするために女が必要ならば勇者教とやらのシスターが喜んで御身を差し出すだろう。ユートに無残にも倒されはしたが、救世主と呼ばれる男の子を宿すのだ。何故態々娼婦達を攫うのかそれが二人には分からないのだ。

				「まったく、これだから。……先程も言ったでしょう？　私は、仕事を与えてあげようとしている、と」

				　まるで万人が自身の考えを理解していると言わんばかりの態度で振り返り、やれやれと僧侶の男は首を振った。

				「勇者様の子を孕むというその神聖なる役目で、娼婦だとかいう汚らしく穢れている彼女たちにこの世に居る意味を私は与えてあげようと言うのだよ。むしろ私は礼を言って貰いたいくらいだがねぇ」

				　この一言にユートも、そしてキョウスイも同じ言葉が頭によぎった。

				『お前は、何様のつもりだ』と。

				　娼婦、その二つの文字に込められたイメージは確かに、汚く穢れているものだろう。否定は出来ない。だが、それをこの男は身勝手な事で、勇者の性の玩具になる事で彼女達の生きる価値ができるとぬかすのだ。

				「気狂いが、頭の中足りないんじゃあないの？」

				　この僧侶は只の気狂いだ、勇者とやらの神聖さに狂った狂信者だと、ユートはそう思う事でこの男を理解した。この男には何を言おうが耳に届きはしないだろうし、当然考えを改める気も無く、ましてや自分が醜い悪行に手を染めている事すらも分かってない。

				「気狂いとは……神聖で崇高たる勇者を崇拝する私が気狂いとは甚だおか──」

				「その勇者とやら、ズタボロにしてやったぞ。神聖さの欠片も無いほどになぁ」

				　ならばもう情けも容赦も遠慮も無用であると、僧侶の言葉にユートは自分の言葉をかぶせた。そしてユートの一言は、その僧侶も、そして周りを取り囲む僧兵も固まらせるほどの事実だった。

				「しっかし……あの姿はお前の言う神聖とやらからはかけ離れていたぞ。なぁ、勇者様がぁ、何て言ったか教えてやろうかぁあ？　いいか？　やめて、殺さないでってさあ、泣いて喚いて懇願したんだぜ！　ヒャァアアアハハハハハハハ!!　お前の崇拝する勇者様は！　俺の目から見れば娼婦とやらよりも醜く汚らしい姿をしていたぞ！」

				　唐突に狂った笑い声を響かせて、ユートは勇者レンが自分にどれ程みじめな姿にされたかを叫んだ。これにはキョウスイも豹変したユートの様子に驚きを隠せないでいた。だが、それよりも、このユートの言葉と共にこちらを見下ろしていた僧侶の顔が、怒りと憎しみに豹変していたことにキョウスイは気付いた。そして、取り囲む僧兵達の顔にも怒りの炎が宿っている事にも。

				「キヒ、キヒッ！　あ、あれ？　どうしたよぉ、何？　何か言ってみろよ。娼婦よりも、汚らしくて汚物に等しきボロ雑巾の勇者様とやらを崇拝する僧侶さんよぉ？」

				「き、貴様ぁあ、キィイサマァアアアアアアアアアアア!!」

				　怒号が教会に響き渡る。僧侶が崇拝する象徴をボロ雑巾とまで蔑まされた怒りと、それを言い放ち大笑いした少年に向って男は叫んだ。

				「貴様だけは許さん！　肉も骨も！　髪の毛一本たりとも消しつくしてくれる！　者共掛かれ！　勇者様に仇なすこの異端の者を許すなぁああああ!!」

				　無論だと、取り囲む僧兵が武器を、得物を構えた瞬間であった。その少年が左腰の刃を抜き放ち、目の前の僧兵の喉笛を貫いたのだ。

				「げぇえご！」

				　血の泡を吹きだして白目を剥き痙攣する僧兵の喉元から刃を引き抜いて、胸元を思い切り右足で蹴り抜く。背後に待ち構えていた僧兵をドミノ倒しにして、刀身を血で染めた刀を右肩に抱えて彼は言った。

				「もうここまで言われたら引けないだろうね。ここから先は……命の取り合いを、覚悟して貰おうか!!」

				「ぬかせ異端者がぁあ！」

				　ユートの左側に居た僧兵が動いた。叫び振りかぶるはフレイルと呼ばれる鉄の鈍器。針の付いた鉄球が勢いよく振りかざされると視界の端でそれを捉えユートは左に振り向きつつ刀を両手持ちにして、自身の身体を腰を軸に左へ振り抜いてその刃を右下から左上へと振り上げた。左逆袈裟の太刀は僧侶の僧衣を、肉を、骨を断つには十分な威力を有していた。

				　これを見てキョウスイも動いた。目の前で唖然としていた僧兵の僧衣の襟首を右手で掴み、力づくで引き寄せる。簡単に体勢が崩れ、キョウスイは引き寄せた僧兵の身体へ潜り込むように屈み、そのまま肩に抱えるように持ち上げた。

				「おぉおら先手必勝だこらぁああ！」

				　そしてそのまま包囲網を崩そうと目の前の僧兵達に向って投げ飛ばした。投げ飛ばされた者に巻き込まれてこちらもドミノ倒しとなり、壇上に陣取る頭角となる僧侶の男と出口となる扉までが一直線に道を開けた。だがそうは行かぬと言わんばかりに押しつぶさんとする左右の僧兵達が更に包囲を狭めに掛かった。

				　これを見るやユートは左の長椅子の背もたれへと飛び乗り、そのまま飛翔した。僧兵達の頭上を飛び越え勇者の石像の前で陣取る首謀者の僧侶目掛けて飛び掛かり、その刃を唐竹割りに振り下ろしに掛かった。

				「ＳＹＡＲＡＡＡＡＡＡＡＡＡ!!」

				　咆哮と共に振り下ろされた刃。それは確かに僧侶の額を捉えていた。確かに捉えていたのだが。

				「温いわ！」

				　その声と共にユートの刃が真上へと軌道を跳ね上げられる。

				「何っ!?」

				　そしてそれと同時に体に感じたのは、真下から巻き上がる突風。それが自らのコートを巻き上げて切り刻み、そして腹へと突き刺さる。インナーとして着込んでいた服が捻じれ、破れ、そしてその衝撃がユートの腹筋すらを貫通し、内臓を揺さぶった。

				「ごうっふぅ!?」

				　胃からせり上がるのは内容物。宙を舞う最中見たのは自分たちを取り囲んでいた僧兵が、同じように宙を舞っていた光景であった。二転三転景色が変わる中でも、ユートはその瞳に映った景色で何が起こったのかを察した。首謀者の僧侶が、手にステッキタイプの短い杖を振りかざしていたのだ。つまりは魔法だ。魔法で反撃されたのだ。

				「がぁああ！」

				　石の床に背中から叩き付けられ、ユートは腹と背の衝撃に呻く。

				「何ぃ!?」

				「エアロブラスト!!」

				　僧侶は叩き付けられたユートに驚くキョウスイに杖の先を向けると、間髪入れずに魔法を放った。緑色の魔法陣が足元に描かれ発現し、蝋燭の火のみならず、カーペットが揺れた。

				「おおぁ、畜生!?　仲間も関係なしかぁ！」

				　風の弾丸は不可視である。しかしキョウスイは杖がこちらに向けられた以上何かが来る事は分かっていた。そして幸いにも近場に教会を支える石柱があり、そこへ飛び込んで風を防いだ。風の弾丸は僧兵達を巻き上げた。そしてその凄まじい威力に巻き上げられた僧兵の身体がネジ折れ、ある者は体の一部が削られたかのような深い傷が刻まれていた。

				「くぅう!?」

				　そしてユートも例外では無かった。他の僧兵達のような深手を負わなかったのは、相手の魔法が咄嗟なものであり、それ程威力が無く、ただ距離を離す為に放たれたからかもしれない。しかし、あまりにも近い、至近距離から放たれた風の魔法はユートの内臓を揺らして、一時的ながら立ち上がる事が難しい程のダメージを負わせていた。

				「鼠がぁ！　勇者に仇なす異端者がぁ！　駆除してくれる！」

				　倒れ伏すユートに杖の先が向けられた。体を転がしてユートはすぐさま杖の指し示す場から逃げると、風の弾丸は石の床にクレーターを開けた。当たればひとたまりもない事は見れば分かる。だからこそユートは腹部に重しが乗せられたような感覚に耐えながらも地面に手を突いて立ち上がった。

				　だがそれがまずかった。焦りからユートは判断を誤ってしまった。このまま横転して柱まで転がれば良かったのだが、その場で立ってしまった事でタイムラグが生まれ、大きな隙を与えてしまった。立つだけの時間が、相手に的を絞らせる事を許してしまったのだ。

				「粉微塵にしてやるぞ!!　異端者がぁああ!!」

				　杖から放たれた風の弾丸に、ユートは判断を誤った事を知る。目の前の景色が歪む程のこの魔法は防御しても腕が引き千切れ身体が四散するのが想像できた。避けようにも間に合わないと感じたユートは腕を十字に交差させた。せめてもの足掻きであった。死の間際の咄嗟の行動だった。風が近づいている。目を瞑る。コートがなびく音が、キョウスイの叫び声が、風の音が聞こえる。

				　そして、次の瞬間ユートの身が暖かさに包まれた。ああ、死んだか。痛みも何も無い、あっけないものだ。恐らく一瞬のうちに風に粉微塵にされたのだろうと、ユートは思った。やはり死は簡単に訪れるのだと、ユートはゆっくり目を開いた。目の前で燃え上がるは業火、勢いよく燃え盛り轟々と音を立てている。成程、確かに地獄に行っても可笑しくはないかと納得した所で……。

				「やん、すっごい風。押さえるのがやっとじゃない」

				　綺麗な女性の声がした。そして気付く。まだ死んでいないことに。先程まで目の前の地獄の業火と勘違いしていたそれは、確かに炎ではあったが思っていた物とは違った。なんと炎は生き物の形をしていたのだ。見上げればそれが大きな蛇で、その蛇のとぐろの中にユート自身がいる事に気付く。次の瞬間その炎の大蛇は、一瞬の内に崩壊して火の花へと変わり、教会内へと降り注いだ。そして、ユートは声の聞こえた方へ振り返る。両開きの扉がいつの間にか開け放たれていて、薄闇の中一人の女性が、ゆったりと歩いて教会の中へと入って来たのだ。

				「あらぁ、辛気臭いし、むさ苦しいわね。もしかしてお開きかしら？」

				「ら、ランジェさん!?」

				　レインブルの娼館の踊り子、ランジェが僧侶の男と同じタイプの杖の先を胸の谷間に当てがいながら現れたのだった。コツコツと石畳を鳴らして歩き、教会の中へ歩み入るランジェ。杖を持っている事から、先程ユートを風の魔法から守った炎で象られた大蛇は彼女が作り出した物と思える。

				「何でここに!?　ていうか今の何？　ランジェさんの魔法なの!?」

			

	








			
				「てめぇ、いつから居やがったぁ？」

				「少し落ち着きなさいな二人とも、がっつく男は嫌われるわよ？」

				　おおよそ今の状況の中で飄々としている彼女は、色々聞きたいことはあるだろうキョウスイとユートにそう言ってなだめると、力強い眼差しで壇上に陣取る僧侶を睨み付けた。

				「オイタにしてもやり過ぎたみたいね、どこの何様か知らないけど覚悟なさいな」

				「売女風情が！　増えた所で何ができるか！」

				「失礼ね、私はダンサーよ？」

				　売女風情がと罵声を浴びせられるも涼やかな表情でランジェは反論すると、軽く杖を振った。そして彼女の足元に、赤く明るい、力強さを感じる巨大な魔法陣が描かれた。

				「そぉおれ！」

				　そして魔法陣から現れたのは、先程ユートを守った炎の大蛇であった。とぐろを巻いた熱風が古びたシャンデリアや燭台を大きく揺らし、風の魔法で粉々に砕けた長椅子の破片を巻き上げ、燃やし、それらを消し炭へと変えていく。そして大蛇はその巨大な顎を大きく開いて、僧侶に向い襲い掛かった。

				「それがどうした！　消し飛ばしてくれるわ！」

				　だがそれがどうしたとばかりに僧侶が杖を振るうと、大蛇の頭部が僧侶を飲み込む前に消し飛んだ。見れば男の周りでは可視化された風が球体を形作っている。どうやら風を自分の周囲に球体のように起こして炎を消し飛ばして防いでいるらしい。

				「引きこもりっぱなしは駄目よ？　出てきなさいな！」

				　しかし、ランジェはこれを見るやいなや再び杖を振ると、大蛇の胴体が風の球体の中に閉じこもる僧侶に対してとぐろを巻いて包み込んだのだ。

				「何ぃ!?」

				　そして彼は気付いた。彼女の狙いに。確かに炎は防いでいる。だが目前の炎全てが風に削られていくも、その勢いが衰えることはない。すると次第に僧侶の周囲がまるでサウナのように熱く、その温度を急激に上昇させ、、熱が、熱い風が彼の身体を熱し始めていた。

				「うおぉおあああああ!?」

				　これはまずいと、がむしゃらに風を纏ったまま僧侶は炎の中を駆けた。炎の蛇の中から脱出する為に。そしてその先では、

				「っだあらぁああああ！」

				「ぐえげぇ!?」

				　キョウスイが待ち伏せていたのだ。最早纏っていた風の防御壁も薄く、いとも容易くキョウスイの巨大な拳が男の顔に叩き付けられた。よたよたと再び背後の炎に戻ると、その僧衣や全身に一気に炎が這いあがり、体中を包み込む。

				　身を焦がすその業火と共に沸き立つ焼け焦げた際に漂う独特の臭気が鼻をよぎり、ついに鼻腔や器官の粘膜すらも焼き焦がしていく。そんな最中彼が最後に見たのは、

				「ＳＹＡＡＡＡＲＡＡＡＡＡＡＡ!!」

				　その炎の中を駆ける少年と、振りかざしたその刃であった。ユートの駄目押しとして放たれた追撃は、焼け焦げて炭化を始めた肉体を切り倒すどころか、粉々に打ち砕いてしまった。炸裂音と共に僧侶だった人の形をした炭は爆散して火の粉を巻き上げ、火の粉の紅葉をゆらゆらと室内に降らせるのだった。

			  

				　　　　　　　

				

				　攫われた娼婦たちは教会の待合室、というよりは常駐の者が寝泊まりする部屋に敷き詰められるように入れられていた。そしてご丁寧にも一人一人の腕を縄で縛りあげて麻袋で顔を隠されていた。縄を解き麻袋を取り除いた者から順に一目散にこの廃教会から脱出した。まるで蜘蛛の子を散らすかのように。驚くべき事にそこに大よそ二、三〇人の娼婦が攫われていたのだった。よくもまぁこれだけの人数を短い日数で攫ったものだと、足元に転がる炭の固まりの一つを踏み砕いてユートは思った。

				「他にはもう居ない？　全部調べたキョウスイ？」

				「あぁ、しっかしまぁ随分な気狂い野郎だったぜありゃあよぉ。背筋が凍っちまいそうだったぁ」

				　今も思い出せばあの僧侶の勇者に対する心酔と狂い様には、背筋が凍りつくと、キョウスイも足元の炭を踏み砕いた。キョウスイの言う通りだとユートも頷くと、また別の炭の固まりを踏み砕く。これで全て砕いただろうかと周辺を見渡せば、大きな塊は見えなくなり、粉々となった炭が散乱しているのを確認してから、ユート達は廃教会から出た。外に出ればもう朝日が昇り、この教会の周りの森を照らしている。ここに突撃をしてから事後処理まで随分と時間が経過していたらしい。

				「さっさと離れようキョウスイ、何があるか分からないしさ？」

				「だなぁ……あぁ～畜生、眠てぇや」

				　大きく一つ欠伸をしたキョウスイを尻目に、自分も一つ伸びをする。キョウスイと同じく、ユート自身にも少し眠気や疲労が体に溜まっているようだった。色々と考える事も、気にかかる事もあるが、それを考えるのは一度休んでからにしようとユートは思い、一行は廃教会から離れることに決めた。

			  

				　　　　　　　

				

				「昨日の今日でもう行かれるのですか？　あれだけの大事がございましたのに……」

				「あぁ、ここで長々と止まるわけにもいかねえしよ」

				　昼過ぎ、仮眠を取ったユートとキョウスイは、ネムステルから出る事を決めた。このままずっと、この隠れ里に居座るわけにはいかないし、それでは何も事が進みはしないと言うキョウスイの提案だった。

				「ありがとうイズナさん。本当に……ご迷惑おかけしました」

				「いえいえ、ですがここを出るとして、気をつけて下さいね。仮にも貴方は勇者を、そして勇者教の者に手を掛けたのですから……」

				　本来ならユートとキョウスイのしでかした事はあり得ない事であり、表に出ること自体が危険である。ユートは勇者を、キョウスイは貴族を手に掛けたのだから。もしも面が割れていたらどうなるかも十分理解している筈だ。それでもここに隠れたままでは駄目だと言うのなら、それをイズナが止める事は出来ないし、その権利も持ってはいない。

				　荷物を整えてユートが立ち上がると、キョウスイもまた煙管から口を離した。するとイズナがガラス製の大皿──灰皿を差し出してキョウスイがそれに煙管を軽く叩いて灰を取り出し、懐に煙管をしまった。

				「では、お気をつけて……」

				　これが合図と言うように、ユートがレインブルの扉を押し開いて外へ出た。昼過ぎのネムステルは疎らでもなければ人ごみも無く、今からこの町で働き出す者、深夜から早朝まで働いて出て行く者、今日の嬢の出勤情報を確かめようと娼館前で待つ者など、様々な人が居た。

				「で、これからどうするよぉユート」

				　さて、この隠れ里を出てどうするべきかとキョウスイに問われたユートは、ふむと腕を組んで、どうするべきかと自問した。これからの行先をユートは考えてなどいない。傭兵としてなにかしら仕事があればそちらに赴く、それに加えて今回からは王国の者から姿を隠すことになる。

				「どうしようかな……」

				「じゃあ東のホシミツ山を越えるのはどうかしら？　アルヴェイシャならば王国の奴らも追っては来ないわよ？」

				「あ、そうか、アルヴェイシャとシェインは敵国同士だから、国境越え出来ないんだっけ……はい？」

				　どこの誰か知らないが女性の声が東へ逃げてはどうかと提案した。しかし一体誰がと振り返ると、ユートとキョウスイの背後に彼女が居た。

				「ランジェ？　お前さん、仕事はどうしたよぉ？」

				　レインブルの踊り子であり、二人に助力したランジェが、二人の背後で胸の下で腕を組みながら佇んでいた。そう言えば、攫われた娼婦達を連れて帰ったから姿を見せなかったが、なぜ今ここに彼女が居るのかキョウスイが尋ねた。お前は仕事があるのではと。

				「あぁ、ネムステルとの契約は更新しなかったのよ。今日からフリー。で、貴方達に付いて行こうかと来たわけよ」

				「おいおい、金払いはぁ良かっただろ？　何でぇ着いて来ようと？」

				「まぁそうだけど……正直言えば、心配なのよ」

				　突然ついて来ると言ったランジェに理由を聞けば、心配だからだと何とも単純な理由であった。

				「王国から逃げてるんですってね？　野郎二人じゃ心配だから私が付いて行こうというわけ。魔法も使えるし足手まといにはならないわ」

				　というわけでと、有無を言わせずに彼女は二人の間を抜けて前を歩き出した。

				「これからよろしく頼むわね、二人とも」

				「あぁ!?　ちょ、待ってランジェさん！　そんな勝手に!?」

				　これではもう止める事は難しい。ユートが先を行くランジェを追うように駆けだすと、キョウスイは何でこんな事にとその場に立ち尽くす。とりあえず煙管でも咥えて落ち着こうと煙管の口を咥えると突然の火花と共に巻き上がる紫煙(しえん)。見ればランジェがこちらを振り向いて指を鳴らしたかのように手を伸ばしていた。

				「カンテラで一々点ける必要もなくなったかぁ」

				　紫煙(しえん)を揺らしてキョウスイもまた歩き出す。紫色の煙は茜色に染まりつつある空へ漂い、消えていった。
			

	








			
				　青い空、白い大きな鳥が一羽。その身体に包みを括り付けて空を飛んでいた。雲の中を自由に羽ばたき、翼を拡げて滑空する。鳥は空の上から、ある集団を見つけた。

				　一人は青いドレスを纏った年頃の踊り子。一人は着ている服に筋肉のラインが浮かび上がる程の屈強で強面な男。そして、腰に刀を携えたまだ年端もいかぬ少年の三人だ。

				　鳥は少年をその眼に映すと、自身に括り付けられた包みの紐をくちばしで切り離した。包みはするりと鳥の身体から離れ、落下していった。

				「おい、どうしたぁユートぉ？　空見上げてよぉ？」

				　ネムステルから旅路を歩く中、先程から空を見上げてばかりいるユートに、キョウスイは話し掛けた。だがユートは相槌すら打たずにずっと、青い空を見ている。

				　一体どうしたのだろうかと、キョウスイも空を見上げるが何も見えない。相変わらずのいい天気で青い空が広がっている。キョウスイは不思議に思いながらも、放っておく事にした。物思いにふけるのを邪魔するのは気が引ける。　

				「どうしたのユートちゃん？　お空に何かあるの？」

				　そのネムステルで、旅に同行すると決めた踊り子のランジェも、先程から空を見上げてばかりいるユートに話し掛ける。二人にやっと気づいたのか、ユートはびくりと身体を震わせてから、こちらを見る二人に顔を向けた。

				「あっ！　ご、ごめん二人とも……いやね、今日届くはずなんだけど……」

				「届く？　ユートぉ、こんな町から外れた場所に何が届くんだぁ？」

				「あー、ユートちゃんもしかして……」

				　キョウスイは頭を傾げたが、ランジェは届くというユートの言葉を理解したのか頷く。そんな態度を見たキョウスイが、再び首を傾げたその時。

				「あ、来たみたい」

				「んあっ？　来たって何が……」

				　不意にユートが呟き、また空を見上げた。何が何だか分からないキョウスイも、ユートに釣られて空を見上げる。なぜかランジェは二、三歩後ろに下がったがそれを理解しなかったキョウスイに災難は訪れた。

				　空から小さな黒い物体が、風を切る音と共に落ちてくる。しばらくして距離が近づき、キョウスイはそれが長方形の形をしているのが分かった。そして、その長方形は勢いよく落下し、キョウスイの右頬を掠めた。

				「イェギャァアアアアアアア!?」

				　ズドン！　と音を立ててキョウスイの右足の小指へピンポイントに落下した。キョウスイはすぐさま右足を抱えてうずくまり、地面を右へ左へと転がる中、冷静にもユートは落ちて来た長方形の物体──小包を拾い上げる。

				「まっ！　がっ……小指は、小指は駄目だぁ！」

				「キョウスイ、貴方大丈夫？」

				「ラ、ランジェ！　おま、知ってんならぁ教えやがれぇ！」

				「いや、あたしも落下先まで分からないし……それよりもユートちゃん……」

				　しばらく動けないであろうキョウスイを無視すると、ランジェはユートが拾った小包を凝視する。長方形の包みは地面に落下した際に土を被ったらしく、ユートはそれを払っていた。

				「鳥の宅配便なんて使っているのね？」

				「うん、月一でね」

				「と、鳥の、た、宅配便だぁ？」

				　ユートが小包を丁寧に開くと、そこには本が包まれていた。その本は一冊二百ページ程度の薄い本で、それが何冊も纏められていた。新聞にしては精巧で、書物にしてはページが少ない。やっと立ち上がり、その本を見たキョウスイの目は、珍しい涙目をしていた。

				「見たことねぇなぁ？　新聞じゃねぇにしても……んぁっ？」

				　キョウスイはその内の一冊を手に取った。表紙と思わしきそこには、屈強な男二人が斧と剣を肩に携えて笑顔を見せている。しかも、白黒のインクではなく、しっかりとした絵で。

				「おいおい、高そうな本だなぁ？　マシナリー・ノンノぉ？　何だこりゃ、情報誌か？」

				　キョウスイは謎の本の正体が何なのかユートに聞いたが、別の本を開いているユートはこの本が相当お気に入りらしく何も答えない。ランジェも興味があるのか、一冊取って開いていた。

				　しかし、独特な本だとキョウスイは感じた。色が付いているのがまず驚きだが、表紙を飾る屈強な男。さらにはそこに『さらばロングコート！　今の傭兵達のトレンドはトレンチタイプで決まり!!』だの『戦場の一着はどっち！　リングベイズか？　エダーウィングか？』などと書かれている。

				　しかし、キョウスイにも唯一分かった事があった。表紙に書かれている謳い文句、というより宣伝だろうか、その中の一つの言葉に見覚えがあった。

				「あん？　リングベイズって言やぁ、もしかしてジーンズのメーカーか？」

				「うん、よく知っているねキョウスイ」

				「じゃあ差し詰めこれは、ファッションの広報誌かしら……ユートちゃん、意外にもお年頃な物を読むのね」

				　ランジェが一冊の本を読みながらうんうんと頷いていると、空から羽ばたく音が聞こえた。羽ばたく音は次第に近くなり、やがてユート達の近くに降り立つ。すると白い羽の大きな鳥が翼を広げて喉を鳴らす。

				「はいはい、お金だね」

				　ユートは一度読んでいた本を閉じると、自分の右腰に取り付けた財布から、銀貨一枚と銅貨を五枚取り出して、大きな鳥に見せた。鳥が大きな声で鳴き、口を開けた。ユートがそこにお金を投げ入れると、その鳥は見事に口でキャッチして、再び喉を鳴らし翼を羽ばたかせて遥か空へと飛んで行った。そして時間も丁度お昼頃に差し掛かったため、三人はこのまま休憩を取る事にした。

				「平和ね、二人とも……天気もいいし、このまま昼寝したいわ、私は」

				「あぁ、つい昨日まで殺し合いしていたとは思えねぇ……」

				「そうだね……」

				　ユートはカバンを下ろし、本を一度閉じ、どうせなら昼食もとってしまおうと、キョウスイとランジェに提案しようとした。こんな天気のいい日に、外で食べるご飯はまた格別に美味しそうだとユートは想像する。風が優しく吹き、三人の身体を包み込む。ランジェは髪をゆっくりと撫で、キョウスイはこの気持ちよさにやられたのか、あくびをした。だが、そんな中ユートだけがあることに気付く。

				「ねぇ、今何か聞こえなかった？」

				「え？　何も聞こえなかったわよ。キョウスイ聞こえた？」

				「べぇ〜つにぃ〜。空耳じゃあねぇかぁ？」

				　だが、もう一度音が聞こえた。今度はユートだけではなく、三人全員がそれを聞いた。それは確かに悲鳴だった。若い女性の甲高い悲鳴。

				「悲鳴よね、今の……どっちから聞こえた？」

				「穏やかじゃあねぇなぁ……白昼堂々なにやってやがる」

				　不穏な空気にキョウスイとランジェはゆっくり立ち上がり、辺りを見回す。ユートも立ち上がると、腰の刀をゆっくりと抜き放って意識を集中した。そして、耳に入った三度目の悲鳴はユート達の通る街道とは違う森の中から聞こえた。

				「こっちだ！　キョウスイ、ランジェさん！　付いて来て！」

				

				　森の中を、ひたすら三人は走った。倒れた老木を飛び越えて、邪魔な草や蔦を刀で薙ぎ払う。そのユートの後をキョウスイとランジェが付いて行く形だった。やがて、ユートが開けた場所に出ると、悲鳴の正体はそこにあった。

				　そこに居たのは一〇から二〇体の、緑の身体に薄汚いボロ布を着た、しかし人間ではない生き物。ゴブリンと言われるそのモンスターは、一人の娘を取り囲んでいる。やがて、こちらに気づいたのか、ゴブリン達は一斉にユートの方を向いた。

				「どうしたユート！　何があった……って冗談きついなぁおい……」

				　ユートに追いついたキョウスイが、引きつった顔でゴブリン達を見つめる。最後にランジェが歩いて来ると、既にユートと同じように戦闘態勢に入っており、胸元からゆっくり杖を引き抜いていた。

				　ユート達に気付いたゴブリン達は、棍棒や斧をちらつかせ、涎を垂らして三人に近づく。囲まれていた娘は祈りを捧げているのか身体を小さくして震えている。ユートは抜いた刀を肩に抱えて、ジリジリ迫るゴブリン達を見ると、後ろのキョウスイとランジェに指示を出した。

				「キョウスイ各個で応戦するよ！　ランジェさんは攻撃に気を付けながら魔法を撃って」

				「おう！　任せなぁユートぉ！」

				「わかったわ、二人とも流れ弾には気を付けなさい」

				　キョウスイはただゆっくりと歩みだし、ユートの横を通り過ぎる。一方ランジェは、艶やかな笑顔で杖と身体をゆらゆらと揺らし始めた。そして、待ちきれなくなったのだろう一番前列に居たゴブリンが、ゆっくり迫るキョウスイに向かって棍棒を振り上げる、しかし……。

				「遅えよ、畜生が」

				　ガゴン！　という何かが外れる音が辺りに響いた。キョウスイは、棍棒を振り上げたゴブリンの顎に下から蹴り上げるような前蹴りを放っていた。

				　前蹴りはゴブリンの顎を的確に捉え、首が右側に捻る角度の限界以上に曲がっていた。そして膝からゴブリンは崩れ落ち、無様に涎を垂らして倒れた。ゴブリンは痙攣し泡を吹いている。先制を打たれ、仲間を一人あの世行きにされたゴブリン達は、怒りの咆哮(ほうこう)と共に三人に向かって行った。

				

				　まず、最初に狙われたのは、ゴブリンへ先制攻撃の前蹴りを見舞ったキョウスイだった。倒れたゴブリンの後ろから斧を持ったもう一匹のゴブリンが、右手に持った斧をキョウスイの首めがけて横薙ぎに振るう。しかし、キョウスイは斧をかわすとゴブリンに接近し、斧を持つ右手首を左手で持ち、思い切り引き寄せた。思い切り力を込めたのであろう。ゴブリンがバランスを崩して前のめりになり、隙ができたその顔面、鼻に右の肘打ちを横から振るようにキョウスイは即座に叩き込んだ。

				「っしゃあああ!!」

				　気合を入れて叩きこんだ肘は、砕く音を響かせた。ゴブリンは鼻がひしゃげ、涙を流しながら吠える。さらに不運にも地面に足を取られたゴブリンは、背中から勢いよく倒れた。その隙を見逃すキョウスイではない。さらにひしゃげた顔面へ追撃の踏みつけをお見舞いすると、絶叫と共にゴブリンは絶命した。

				　たった二匹の絶命だったが、ゴブリン達を震え上がらせるには十分だった。その隙を突いたのがユート。キョウスイの後に突撃したユートは、左手でゴブリンの着たボロ布を掴んで引き寄せ、得意の突きでゴブリンの喉を深々と貫いた。

				　一瞬の事で理解が追いつかないのであろう。貫かれた事すら分からずに、ただゴブリンは血の泡を吐き出した。しかも、そのゴブリンはユートが刀を引き抜く為に腹を容赦無しに蹴ったため、後ろの仲間たちを巻き込んで倒れてしまった。

				「ぜあっ！」

				　さらにユートは、目の前で呆然としていたゴブリンへ、脳天から思い切り刀を振り下ろす。頭部を割られ血が溢れ出し、脳漿(のうしょう)を流したゴブリンはその場に倒れた。

				　ついにゴブリン達はたった三人に対して逃走を決断した。統率力がないのかバラバラに森の奥に逃げようとしたゴブリン達。途中で転けて、這いずる者までいた。そのゴブリン達の退路を遮るように、突如炎の柱が出現する。

				「フレイムサーペント！」

				　詠唱が完了したランジェが生み出した炎の柱は、まるで蛇のようにうねり、木々をすり抜けて、まるで大蛇が獲物を捕食するようにゴブリン達だけを一人、また一人と飲み込み灰へと変えていった。

				　結局ゴブリン達は一匹も逃げきれず、その命を終わらせた。

				「あら、呆気ないわね？」

				「まぁ、ゴブリン達、怖気付いていたしね」

				「相変わらず、ランジェの魔法はすげぇなぁ……」

				　キョウスイは手を払い、ランジェはステッキの先を軽く吹くと、豊満な胸の谷間にそれをしまい、ユートは刀に付いた血を振り払って鞘にゆっくりと刀を収めた。まだ女性は怯えていて、ガタガタ身体を震わせて縮こまっている。それを見かねたランジェは、ゆっくりと女性に近付き、目の前に膝を下ろし、優しく話しかけた。

				「もう大丈夫よ、神様は来なかったけど助けは来たわよ」

				「えっ……あっ……」

				　素朴な衣服に身を包んでいたその女性は、まだ震えたままで、綺麗な肌と涙に濡らした顔をランジェに向けた。お人形さんのよう、とでも言えばいいのだろうか。彼女は立ち上がり、涙を拭ってユート達三人を見てお辞儀をした。

				「ありがとうございます！　本当に何と言ったらいいか……」

				「お礼なら彼に言いなさい？　森のせいで中々聞こえにくかった貴女の悲鳴を聴いて、いち早く駆けつけたんだから」

				　ランジェは刀を収めたユートを指差した。女性は立ち上がり、キョウスイと一緒に地図を見ていたユートにゆっくりと近づく。気づいたユートは、地図を開きながらも女性の方を見た。

				「あの、ありがとうございます」

				「あぁいや……」

				　ユートはそっけないながらも返事を返し、すぐに地図に目線を戻した。そんな中なぜか、キョウスイはじっと女性を見つめている。それに気づいたランジェは、キョウスイを細い目で睨んだ。

				「ちょっとキョウスイ、なにジロジロ見てんの？　鼻の下伸びてるわよ？」

				「伸びちゃあいねぇよ、別になぁ」

				　キョウスイは顔をしかめ、ユートの持つ地図に視線を落とす。二人の反応にため息を吐くランジェ。しかしユートが苦虫を潰したような顔をしている事に気づいた。

				「あれ、ユートちゃんどうしたの？」

				「ごめん、ランジェさん……」

				「あぁ〜ランジェ、そのよぉ……」

				「どうしたのよ、二人とも……」

				　いつの間にかキョウスイも、申し訳なさそうな顔をしている。ランジェは頭を傾げたが、二人の発言とユートが拡げた地図、その表情を見て悟った。

				「もしかして……迷った？」

				「うん。無我夢中だったから正確な位置を把握できない……」

				　ユートの一言にキョウスイはため息を吐いた。そしてズボンから煙管を取り出した。それを見てランジェは、指先を軽く動かすと煙管から煙が湧き出す。

				「あんがとよ、ランジェ」

				「別に？　じゃあ……野宿で構わない…といきたいんだけど」

				　ランジェは腕を胸の下辺りで組み、目をつむった。人助けをしたはいいが、今度は街道への道を把握できない。本末転倒である。しかし……。

				「あ、あの……じゃあ私の村に行きませんか？」

				　どうやら、野宿は避けられたようだ。

			  

				　　　　　　　

				

				「もうすぐですよ、みなさん」

				　あの後、女性の道案内のおかげで、森の中にある道へ出ることが出来た。女性の後に付いて行き、三人は夕暮れの林道を歩く。どうやら夜には女性の言う村に到着しそうだ。

				　だが、先程からキョウスイは押し黙り、案内する女性を見ている。と言うより、凝視といったところだ。そんなキョウスイが気になったが、ユートは話を切り出せなかった。

				「そういやぁよぉ、あんたぁ……名前はぁ？」

				　突然キョウスイが道案内をしていた女性に声をかけた。先程から黙っていただけあって、突然の質問に女性は驚いたのか、身体をびくりと動かしてから、後ろにいるキョウスイを見た。

				「その前に、あなた方の名前を聞いていませんでした……お名前は？」

				「ユートです、傭兵やってます」

				「ランジェよ、踊り子をやってるわ」

				「キョウスイ、キョウスイ・ゼンジだぁ」

				「私はマリア・アルネアと申します。この先の村にあるお屋敷のお手伝いをしています」

				　マリアと名乗る女性は、改めて会釈をすると、再び歩き始めた。キョウスイはなぜか眉間にシワを寄せ、煙管を口に咥えながらも器用に喋った。

				「お屋敷務めか、んじゃあよぉ……その屋敷のご主人は大層意地悪だなぁ？」

				「ちょっとキョウスイ？　いきなりなに言い出すのよ」

				「なぜですか？」

				　マリアは、背中を向けたままこちらを振り向かない。キョウスイは吸っていた煙管を離し、ゆっくりと宙に煙を吐いた。煙はゆっくりゆっくりと夕焼けに消える。

				「何の使いかはしれねぇがよぉ……あんたのご主人は森の中……しかも、こんな奥地で女一人になぁにを頼んだぁ？」

				「今日は休むよう言われたので、散歩なのです」

				　饒舌に話すキョウスイに、ユートは違和感を覚えた。なぜキョウスイはこんなに、マリアの事を聞くのかは分からない。ランジェはため息を吐くと、ユートもうつったのか、ゆっくりとため息を吐く。

				「見えてきましたよ。あれが……私の村です」

				　そんな中、ユート達の先に夕暮れの中、明かりがちらほらと輝いていた。

				

				「ここがビスク村……ですか」

				「えぇ、いいところですよ。なにも無いですが」

				　村の入り口までマリアに案内されたユート一行は、『ビスク村』と看板が掲げられた、門とは思えない質素な門を通る。夕陽が暮れて辺りは闇夜に染まっており、人は出歩いては居ないが、民家の灯りは灯っていた。

				「やっと休めるわ〜。歩き続けて、ゴブリンと戦って……もうクタクタよ」

				「そうだね、疲れたよ僕も……。あれ、キョウスイ？」

				　ユートとランジェが、リラックスして深呼吸をする中、キョウスイは未だに眉間にシワを寄せて、煙管を咥えていた。不穏なキョウスイの雰囲気を見かねたランジェが、顔をしかめた。

				「ちょっとキョウスイ？　貴方もしかして、宅配便が小指に落ちたのをまだ根に持っているの？」

				　確かに、今日の昼頃にユートに届いた本の小包がキョウスイの小指に落ちた。だが、それで眉間に皺を寄せているのではないらしく、首を横に振るだけだった。

				「さっさとよぉ……宿に入ろうぜぇ……」

				「えっ、キョウスイ？　どうしたのキョウスイ!?」

				　ユートの前を通り、そそくさとキョウスイは村の宿を探す。なぜ、こんなにも機嫌を悪くしているのか分からないユートは、キョウスイの後を追った。取り残されたランジェは、申し訳なさそうにしながら、マリアに頭を下げた。

				「本当にごめんなさいね、普段はあんな奴じゃないんだけど……」

				「いえ、気にしないでください……」

				　キョウスイの不遜な態度にも、マリアは笑顔を崩さずに首を横に振った。優しい人だとランジェは感心した。ただ、なぜキョウスイがあんなにマリアに突っかかったのかは、ランジェは理解ができずにいた。

				　明らかに態度が変わったのだ。小指に小包が落ちた時も、ゴブリンとの戦闘中も、いつものキョウスイだった。だが彼女、マリアと目を合わせた瞬間にそれが変わったのだ。

				「じゃあ……私はこれで失礼します。もしよろしかったら、お屋敷までお越しください」

				　お持て成ししますので、と最後に彼女から屋敷へのお誘いを受けたランジェは、ひらひら手を振ってユート達の元へ歩き始めた。

				

				「キョウスイ！　待ってったら、キョウスイ！」

				　宿を見つけたのか、キョウスイは立ち止まった。いつの間にかキョウスイとユートはこのビスク村の広場であろう場所に出ていた。

				　ユートは、立ち止まったキョウスイを見て、少し離れた場所に立ち止まり、息を切らしながらも喋り出す。

				「どうしたのキョウスイ？　なんでそんなに……」

				　キョウスイは、口に咥えた煙管を持ち手で弄ぶ。そして振り返ったキョウスイは、なぜか真剣な表情だった。そして、一度紫煙(しえん)を吐いて目線をユートから外し、再び戻すと、ゆっくり話しはじめた。

				「なぁユートぉ、おかしいと思わねぇか？」

				「えっ……なにが？」

				「あの女ぁ……マリアだったかぁ？　なんも感じなかったかぁ？」

				　煙管を吸い終えたのか、キョウスイはそれをポケットにしまい、再びユートに訊ねる。ユートは手を顎に当てて考えた。

				「別に……なにもないけど」

				「そうか……じゃあよお、なんであんな森の奥、化け物が出るような所に一人で居たんだぁ？」

				「散歩でしょ？」

				「あんな危険な所にかぁ？」

				　キョウスイの言葉に、ユートは気づかされた。確かにあんな場所に散歩に行く事自体が間違っている。なぜ、あんな場所まで散歩に来たのか。散歩ならば、村の近辺を回ればいいだけの事、あんな奥地まで行く必要などはないからだ。さらにキョウスイは喋り出す。

				「しかも、あの女のおかげで、迷っちまったがこうやって宿が取れた……」

				「え？　良かったよ、本当に助かった……」

				「……ユートぉ、何か……何かが変だぜぇ」

				　ユートはただ押し黙る。キョウスイが感じた違和感を聞いた事で、ユートはマリアに不気味なイメージを抱いた。理由も無い森の奥地までの散歩。それこそ、身を危険に晒してまで見たい絶景だとか珍しいものなど、あの森には無かった。ただ危険な森だった。

				「なんで……だろうね……」

				「まぁ、考え過ぎかもしんねぇけどよぉ……頭に入れといてくれや。気になった程度でなぁ？」

				　分かったとユートは頷くと、後ろからランジェが小走りでやって来た。とりあえずは中に入ろうと、一行は宿の扉を開けた。

				

				「屋敷に案内されただぁ？」

				「そ、お持て成ししますのでって。行ってみる？」

				　ビスク村の宿。そのロビー、というより歓談室でランジェとキョウスイは対面して椅子に座り、話をしていた。ランジェが、マリアから屋敷への誘いを受けた事を話すと、キョウスイは驚いた。キョウスイ達は、確かにマリアを助けたが、屋敷に勤める彼女がいきなり会ったばかりの他人を屋敷に案内するだろうか。命の恩人をもてなすという意味だろうが……。

				「いや、ランジェとユートで行きゃあいい」

				「何よ、つれないわね……じゃあ貴方は宿に居るの？」

				　あぁ、とキョウスイは頷いて屋敷に行くのを断った。そしてポケットから煙管を取り出し、草を数回に分けて詰めてから口に咥える。しかし、ランジェは火を点けてはくれなかった。

				　なぜかはすぐに分かった。ランジェは何度も目線を変え、何かを訴えている。キョウスイがランジェの視線の先を見ると、壁には『禁煙』の張り紙がされていた。最近の宿屋は、ロビーですら喫煙できないらしい。

				　喫煙者、ヘビースモーカーのキョウスイにとっては、最近の宿屋は宿泊しにくいというか、サービスが悪くなったとさえ感じる。少なくとも前までは宿の中での喫煙は大丈夫だった。

				　しかし、月を見ながら吸うのも風情があるだろうと思ったキョウスイは、宿の主人に煙管の着火と夜を照らす為のカンテラを借りて外に出る事にした。

				「ランジェ、まぁ、何かあったら教えてくれや」

				「何か起こるの？」

				「何かあったら、だよ」

				　宿の主人からカンテラを借りて、キョウスイは宿屋から出た。辺りは既に闇に包まれていてカンテラが無いと近場すら見えない。キョウスイはカンテラの火を使って器用に火を点ける。ゆっくりと煙が立ち上った。

				　口に煙管。それを右手で支えて、左手にカンテラを下げたキョウスイは夜の村を歩き出す。どうやら月はあいにく隠れていた。ハズレを引いたかとキョウスイは顔をしかめた。しかし、このまま宿屋に帰るのは煙管の無駄になると思い散歩をする事にした。

				　ユートと話していた広場に差し掛かると、キョウスイの目が闇夜に慣れてきた。その視界、目の前に何かが映る。キョウスイは左手のカンテラをゆっくりと闇夜に掲げて照らした。

				「……やっぱり起きやがったよちくしょう！」

				　そこには、おそらくこのビスク村の人間であろう死体が、血溜まりを作って倒れていた。

				

				「で、結局何があったのキョウスイ？」

				　騒ぎを聞きつけて広場に来たユートとランジェは、村人達に事情を聞かれるキョウスイに状況の説明を促した。どうもこうも無いとばかりの表情をしたキョウスイが指差した先には、男の死体があった。

				　うつ伏せに倒れて、目を見開いて倒れた男は血溜まりを作って倒れている。第一発見者であるキョウスイが事情を村人達に説明するが、なんせ余所者である。

				　当然の事ながら容疑者として疑われたキョウスイは、宿の主人を連れてきて自身がさっきまで宿屋に居た事を説明して貰い、やっと疑いを解いてもらったのだ。だが無理もない、第一発見者で余所者。短絡的だが村人が疑うのも分かる。しかし、それよりも……。

				「本当に起きちゃったね、キョウスイ……」

				「だなぁ、まぁ……起きちまったもんは仕方ねぇよ」

				　キョウスイの勘は当たってしまった。三人が死体を眺める中、村人の中から一人の白髪の男が三人の前に現れた。

				「申し訳ありません、旅の方……このような事になってしまい」

				「構いやしねぇよ。で、あんたが村長かい？」

				　白髪の男は頷くと、三人の後ろにある死体を眺めた。白髪の男はため息を吐くとゆっくり呟いた。

				「これで何人目やら……」

				「何人目って……前にもこんな事があったんですか」

				　白髪の男の呟きを聞いたユートが訊ねると、男はユート達の方に振り向き頭を縦に振った。

				「つい最近からでして、私らも何が何やら……」

				「どういう事か聞かせていただけますか？」

				　ユートは白髪の男に話を聞いた。白髪の男はこの村の村長だった。聞けば数日前からこの村の人間が、一日一人殺されているらしい。単純ながら、未だ止まらぬ連続殺人に村人は恐怖している。

				「どうしたのです、村長？」

				　そんな中、また村人の群がりから一人の青年が出てきた。青い髪を肩まで伸ばした、水色の瞳の細身の青年。顔立ちは整い、美青年と言ってもいい。

				「レスターか、また殺人じゃよ……」

				「そうですか……」

				　レスターと呼ばれた青年は、ユート達の間を通って死体の前にしゃがんだ。悲しそうな表情を浮かべて、青年は死体に触れる。それを見たユートは、ぞくりとした。カンテラに照らされながら死体に触れる青年は、不謹慎ながら絵になっていた。青年は慣れた手つきで死体に触る。まるで死体を、死を何度も見ているかのような感覚を、ユートはその青年から感じた。

				「ん、君たちは……見ない顔だね？」

				　ふとこちらに気づいた美青年レスターは、ユート達の方に振り向いた。ユートはその不可解な雰囲気にたじろぐが、すぐさま平静を取り戻す。

				「え、えぇ、旅の途中でビスク村に寄りました」

				「あぁ……もしかして、マリアの言っていた旅人さん？」

				「あら、じゃあ貴方が屋敷の主人？」

				「えぇ、レスター・ベルドと言います。レスターとお呼びください」

				　美青年レスターは軽くお辞儀をすると、邪魔になりますから離れましょうと三人を促した。村人の集まりから離れて、レスターは手をさすりながらユート達三人を見ると、今度は深くお辞儀した。

				「主人である、私から礼を言わせて頂きます。マリアを助けて頂き、本当にありがとうございます」

				　どうやらマリアを助けてくれたお礼らしい。レスターはゆっくり顔をあげる。ランジェは少しむすっとした顔でレスターを見ると、ゆっくり話し出した。

				「本当、マリアも危ない場所に居たものね。貴方も主人なのだからしっかりしなさい？　召使い、それも女性を死なせたら最悪よ」

				「なにも……言い返せませんね」

				「ランジェさん、レスターさんもこう言っているし、助かったわけだから……」

				「まあ、それもそうね……」

				　ランジェは表情を和らげ、レスターに笑いかけた。レスターはもう一度頭を下げ、マリアが言ったようにお礼として屋敷に案内するというと、屋敷がある村の奥へと去って行った。

			  

				　　　　　　　

				

				　一度宿に戻った三人。そんな中ユートはシャワーを浴びたくなり、宿に備えられた簡素なシャワールームに居た。こういう宿のシャワーは大抵水シャワーのため、お湯は出ない。街の上質なホテルなら温水シャワーやバスタブがあるのだが、水浴びができるならそれでよしとユートは考えている。

				　蛇口を捻ると水が勢いよく流れ出した。頭に掛かった水が髪を、身体中を濡らしていく。別れた毛先から水滴がしたたり、タイルにポタポタと音を立てて落ちる。

				　ユートは先ほど出会ったレスターを思い出した。身震いする程に、死体に触れる姿が似合っていた。それこそ、死体とレスターが隣り合わせのジグソーパズルのピースのように当てはまり、一枚の芸術的な絵のように。たとえればキリが無い程に似合っていた。だからこそあの時に、ユートはたじろいだのだ。恐らく彼──レスターは何かを腹の内に隠している。

				　ユートは、ランジェがレスターの屋敷への誘いを召使いのマリアから受けた事を覚えている。明日にでもレスターの居る屋敷に赴き、レスターから感じた何かを知らないといけないと、ユートは決心した。

				　そんな中、不意にシャワールームのカーテンが開いた。

				「お〜い、ユートぉ、長ぇからシャワーそろそろ代われ……や……」

				「ん？　あぁごめん、すぐ代わるよ……」

				　目をつぶっていたため、姿は分からないが声の主はどうやらキョウスイのようだ。ユートの考え事は想像以上に長かったらしく、順番待ちのキョウスイを待たせてしまったらしい。すぐにでも代わろうと近場に掛けていたタオルを探して、ユートの手は宙を彷徨い、やがてその手はタオルを掴んだ。

				「あ、あったあった……ん？　どうしたのキョウスイ？」

				　掴んだタオルを引っ張り、まず、頭と顔を拭いてから声の主を見ると、なぜかキョウスイは驚いた表情をしていた。まるで、なにか恐ろしい化け物でも見たみたいに、顔が引きつっている。キョウスイもこんな表情をするんだなと呑気に思う一方、なぜ今そんな表情をしているのか、ユートは理解できなかった。

				「あぁ……いや、やっぱりまだいいぜぇ、ユート大元帥ぃ。じゃあ上がったら教えてくれや」

				「え？　どうしたのキョウスイ？　大元帥ってなに!?」

				　キョウスイはそう言うと、そそくさとシャワールームから出て行った。ユートは不思議に思いながらも、シャワーの蛇口を捻って水を止めた。

				

				「またいきなり沈み込んで、貴方今日はおかしいわよ？　キョウスイ」

				　歓談室に戻って来たキョウスイは、なぜか顔を下にむけて沈みこんでいた。そんな様子を見たランジェがため息を吐いた。ユートとシャワーを交代しに行ったと思えば、なぜかこんな状態で、シャワーを浴びずに帰って来た。

				「一体何があったの？」

				「大蛇」

				「はあ？」

				　ランジェは頭を傾げた。何があったのかと聞いて見れば、いきなり大蛇と返したキョウスイ。シャワーと大蛇は何も関係無いだろうとランジェは言おうとして。

				「あ……」

				　すぐ様結びついた。シャワールーム、大蛇、ユート、そして沈み込んだキョウスイ。頭の中で導き出された答えは、ランジェを女の顔にさせた。その表情を見せながら嬉しそうにキョウスイを問いただす。

				「ユートちゃん、大蛇だったの？」

				「おぉ、いやぁ……ありゃあ大蛇どころじゃねぇ、ありゃ化け物だ」

				「そんなに？　嘘、あんなにあどけない顔して？」

				「あんなにあどけねぇ顔だからこそ、だろう」

				「キョウスイさぁ、まさか自信喪失した？」

				「当たり前だぁ……自分もそれなりにはあると思っていたがぁ、上にゃあ上が居ると今日改めてぇ実感したぁ……」

				　その後、ユートがシャワーから上がるまでユートの『大蛇』談義は続いた。

			  

				　　　　　　　

				

				「キョウスイ？　キョウスイー？」

				　翌日、ユートはレスターの屋敷に行くために、ランジェとキョウスイを起こしにそれぞれが泊まる部屋の前に来ていた。時間は昼前、それまで皆部屋で休んでいるはずなのだが、キョウスイの部屋からは返事がなかった。

				　勝手に入るわけにもいかず、ユートは頭を傾げた。まだ寝ているのだろうかと確認しようとしたが、扉には鍵が掛かっている。とりあえずユートは、先にランジェを起こす事に決め、キョウスイが泊まる部屋を後にしようとすると、

				「だ〜れだ？」

				　後ろから誰かに視界を塞がれた。暗闇の中で聞こえた艶やかな声と、鼻を漂った軽い香水の匂い。そして後頭部に当たっている柔らかくぱゆんぱゆんした二つの物体。だがユートはもうこれには慣れていた。

				「ランジェさん、キョウスイがどこ行ったか知りません？」

				「あら、慌てないのね？」

				　視界が開け、ユートは後ろを振り返る。笑顔のランジェを見てユートは軽く頭を下げ、おはようございますと朝の挨拶をする。ランジェもおはようと返すと軽く頷いた。さて、本題だかキョウスイが居ない事をランジェに聞かなければいけない。

				「で、キョウスイを知らない？」

				「あ〜、知らないわね……屋敷には行かないって言っていたし、多分落ち込んでいるんじゃない？」

				「え、落ち込んでるって……な、なんでまた？」

				　落ち込む理由がユートには分からなかった。しかしランジェは昨日、キョウスイとユートの『大蛇』談義が原因の一つではないかと考えている。いや、確信している。そしてランジェは、先程のいたずらがユートに効いてない事に少し寂しさを感じた。だから、

				「いやね、キョウスイは自分の×××よりユートちゃんの×××が大きかったと知って落ち込んでいるんだと思うわ？」

				「えっ？」

				　ランジェは正直に、本当に正直に全てを話した。この手の話題に初心(うぶ)なユートなら、慌てふためくだろうとわざと正直に全てしっかりと話した。ランジェは思い浮かべる。あたふたしながら、女性が卑猥なセリフを吐かないで下さいと言うユートの姿を。

				　だが……ランジェには予想外の反応が、ユートから返って来た。

				「あぁ、や、やっぱり……変ですか？　僕のその、あれ……」

				「え……あ、あら？」

				　ユートは頭を抱えて真剣に悩んでいるようだ。表情からして、相当深刻な様子がランジェには見て取れた。そして、自分が予想していた真逆の反応にランジェが慌ててしまう。

				　ランジェは、まさかユート自身がそれに相当深刻なコンプレックスを感じているとは思わず、自分がそれを掘り下げてしまったのかもしれないと思い、頭を下げた。

				「へ、変じゃないわよ!?　いや、大丈夫！　大丈夫だからねユートちゃん。それは女性から見たら大きい方がいいわ！　うん、大きい方が！」

				「そう……ですか？　でも、師匠からは、大きさにも限度があるとか……あぁ、昨日のキョウスイが言っていた大元帥って……」

				「限度!!　大元帥!?」

				　ランジェは驚愕する。ユートの師匠はともかく、キョウスイが『大蛇』『大元帥』とまで言った事から自分が思っていた以上のものらしいと推測した。

				「ち、ちなみにユートちゃん……」

				「は、はい？」

				「正味な話、その……どれくらいかしら？」

				「え、えっと……これくらい？」

				「oh……」

				　ユートは恥ずかしがりながらも、自身のサイズをゆっくりと手で表した。そしてそれを見たランジェは驚愕した。あどけない少年らしさを残した顔でありながら、そのような凶器を身体に宿しているというのかと。

				「予想以上ねぇ……いや、ごめんなさい本当、まさかそんなに悩んでいたなんて……」

				「いいですよ別に、で、行くんでしょランジェさん？　屋敷」

				　ユートは顔をあげて外を親指で差した。どうやらもう気にしてはないようだ。ランジェはにっこり頷いて宿の出口へと向かう。ユートはそれに付いて行くように、ランジェの後ろを歩き出した。

			  

				　　　　　　　

				

				「まぁ、多少落ち込んじまったわ、大人気ねぇ……」

				　一方キョウスイは、先程ユートがノックして呼び出した部屋の、簡素なベッドに横たわっていた。つまり居留守である。やはり男である以上、自身よりご立派なモノを見てしまえば、そのプライドを打ち砕かれるものである。

				　というのは建前で、キョウスイは昨日ビスク村に来た時から、いや……マリアに出会った時から自身の不安が増していた。それはキョウスイの勘である。

				　キョウスイは、何故かマリアから不穏な空気を感じたのだ。そもそもマリアは、なぜあんな危険な場所にまでわざわざ散歩に行っていたのか、という所から始まる。

				　秘境とか、気に入った場所が森にあるならまだわかる。だが実際あの場所には、そんな秘境もなければ、人が気にいるような場所があるわけでもなかった。そんな場所に、なぜ女性一人で居たのか。

				　そしてユートも、ランジェも気づかなかったが、キョウスイ一人だけが唯一気づいたマリアの『違和感』があった。それは、

				「あの女……歩き方が綺麗すぎらぁ……不自然な程に」

				　人間は歩き方が一人一人違う。その歩き方の違いは人の気づかない身体の癖だったり、身体の柔軟や男女の差でも違ってくる。だが、マリアの歩き方は人間の『基本』をただ忠実に模倣した人形のような、綺麗な歩き方をしていた。

				　極端な話が、マリアから生きた人間の感覚が、キョウスイには感じられなかったのだ。操り人形のような、または魂の無い傀儡としか言いようがなかった。

				　キョウスイはゆっくりとベッドから起き上がる。わざわざ居留守を使ってまで屋敷に行かなかった理由、それはマリアの居たあの場所に何かがあるのではと感じたからだ。

				「悪いな二人ともぉ……やっぱ気になっちまうわ」

				　閉めていた部屋の鍵を開けて、キョウスイは宿の廊下から出る。ユート達はもう出て行ったようで、キョウスイはポケットから煙管を取り出すと、くるくる手で回して弄ぶ。ユートやランジェには悪いと思いつつも、単独行動を選択したキョウスイは、不穏を感じた森へと向かった。

			  

				　　　　　　　

				

				　ビスク村を一望できる丘の上に、その屋敷は建てられていた。赤い屋根の二階建ての中々に大きな白い屋敷だ。最近建てられたばかりなのか、まだ塗料が剥げていない。立派な屋敷だと、単純にそう思ったユートは、まずは両開きの立派なドアを優しくノックして、声をかけた。

				「ごめんくださーい」

				　しかし、反応が無い。留守だろうかと思いつつも、再びノックしてから先程より大きな声を掛けたが、反応はなかった。

				「留守かな、どう思うランジェさん？」

				「昨日、屋敷にあたし達を招いておきながら留守？　ちょっとそれはないんじゃない？」

				　むっとランジェは顔をしかめると、ユートの前まで歩いてドアを強く押した。するとドアは勢いよく開きランジェはバランスを崩して屋敷の中に入ってしまった。

				「〜とッとッと……」

				「おや、ドアの鍵、開いていたのですね」

				「あっ……」

				　扉を開けた先、バルコニーに彼は居た。レスターは扉を開けに来たらしく、バランスを崩したランジェを支えるとにっこりと笑った。しかし、美男美女は絵になるなと、ユートは頷いた。

				「大丈夫ですか？　えっと、ランジェさんですね」

				「えぇ、ありがとう」

				　支えられたお礼をランジェは言って、ゆっくりと離れる。レスターは軽くお辞儀をして言った。

				「僕の屋敷へようこそ」

				

				指名手配と王子の憂鬱

				

				　ユートとランジェがレスターの屋敷へ、そしてキョウスイが単独で森へと向かう少し前の事。

				　シェイン王国、シェインキャッスルの数多ある部屋の中の一室。シェイン王国王子、ライン・Ｓ・バルシュタインはとある本を開いていた。眼鏡を掛けた下に見える端正な顔立ちは、王族の血がその身体にしっかり流れている証だった。

				　赤い装飾の服を着た王子は、頬杖を突いて溜息を吐いた。王子が読んでいるのは、勇者の伝説にまつわる古書。古くからこの大陸に伝わる勇者の物語の原本だった。

				　何度もそれを読み返して、王子は溜息を吐く。人々が掲げた希望『勇者』。その勇者は一度『魔王』を倒して世界を平和に導いた。

				　だが、現実はどうだろう。モンスターの被害はなくならず、隣国同士のせめぎ合いもなくならない。それでも人は、勇者にすがり、勇者を信奉している。信奉しない者は『異端者』と蔑まれて、自分の父の命令一つで村ごと焼き払われる。

				　勇者が魔王を倒しても、人の本当の平和は戻らなかった。王子はそれを憂う。魔王が居ても居なくても、これでは同じだと。

				「こっちの方が……よっぽど現実的だ」

				　王子はそう言いながら、自身の机の引き出しから、黒い装丁の本を取り出した。黒い装丁の本は古ぼけていて題名が掠れていたが、しっかりタイトルは分かる。

				『魔剣士物語』

				　作者不詳のこの本は、現在勇者をないがしろにする内容の為に発行を禁止された物語。

				　魔王を討ち果たす為に魔界へと向かう勇者達。しかし、魔界へ続く門の前には一人の男が居た。その男は魔界の住人『魔人』であり、魔王に従う魔剣士。魔剣士は勇者達に魔界への進軍を止めるように忠告した。

				　だが、王から任を負った勇者達は魔王討伐の為に魔剣士に刃を向け、拳を放ち、魔法を唱えた。

				　しかし、魔剣士の強さは遥かな高みにあった。その腰に携えた刀の一振りは地面を、果ては空間すら斬り裂き、人の知らぬ魔法を唱えて勇者達を赤子扱いしたのだ。

				　勇者達が見た、魔剣士の姿はこう書いてある。炭のように黒い服を纏い、闇のように黒い髪、血のように紅い瞳を持った男だったと。

				　王子はまだ途中までしかこの本を読んでなかったが、数ある勇者の伝説の本より痛快な話で気に入っていた。もし、勇者伝説発祥の国の王子が、こんな異端の書を読んでいると知ったら国民は何を思うだろうか？

				　そんな事を思っていると、自室の扉から、コツコツと音がなった。誰かがノックをしたらしい。

				「だれ？」

				「ラインよ……私だ」

				「どうぞ、父上」

				　せっかく本を読もうと思ったが、とんだ邪魔が入って、王子は黒い装丁の本を引き出しにしまった。それと同時に扉が開き、立派な白い髭をこさえた、父であり、シェイン王国の王である、ジェイル・Ｓ・バルシュタインが部屋に入ってきた。

				「もしかして勉強中だったかな？　我が息子ラインよ」

				「えぇ、別に大丈夫です父上……」

				　王子は自身の父に視線を向けた。王はただ王子を見据えた。

				「なんの用ですか？　父上、何も用がないのでしたら勉強に戻りたいのですが……」

				「まぁ、そう顔をしかめるでない。いやお前ももう成人が近くなったからな、そろそろ隣国と和平の為にも、嫁を貰わねばとな……」

				　この男、自身の息子は政治の道具としか思っていないようだ。この男が言う和平は、シェイン王国に隣国を従属させる事であり、そこに平等は存在しない。

				　王子は溜息を吐いて思う。もし、僕に力があればこのくだらない王を倒して、自分がこの国を動かすのにと。今のシェイン王国の民は、勇者への信奉とそれを掲げる父に従っている。

				　だが、それでは駄目だ。勇者が魔王を倒しても、人同士の争いは止まらないのだ。魔王を倒すよりまず、人同士の争いを止めねばならないのだ。

				　だが、いくら絵空事を描いても、行動一つ取れぬ力も無い傀儡(くぐつ)人形の自分にはどうにもできない。ただ、願うしか無いのだ。力が欲しいと、それも、あの黒い装丁の本に書かれた魔剣士のような力が。

				「別にいいですよ父上……わたしはまだ」

				「報告！　報告ぅぅぅぅ！」

				　突如、扉から喧しい大声が聞こえ、王子ラインと国王は振り返った。息を切らせて部屋の前に片膝を突いたのは鎧を着た騎士だった。

				「なんだ騒がしい、一体何の用だ？」

				「国王様！　火急の伝言でございます！」

				「だからなんなのだ、早く申せ！」

				　騎士は息を整えて、ゆっくり口を開いた。

				「まずは、ラーナ村へと異端狩りへ赴いた、フレアド子爵の遺体が見つかりました。おそらく、ラーナ村への異端狩りは失敗に……」

				「なっ!?」

				　国王ジェイルが驚く中、王子ラインは割と平静だった。王国の騎士達を相手にそこまで戦える民衆が居たのかと感服した。

				「それと……ゆ、勇者が……」

				「勇者がどうしたのだ？　まさかモンスターにやられたとでも申すのか!?」

				「いえ、もっと……もっと悪い報せです！　……勇者は、パレードの最中にただの少年に襲撃され、大怪我を……」

				「えっ！」

				　国王が呆然とする中、王子ラインが声を出して驚いた。部屋に閉じこもって本を読む中、外ではそのような事が起こっていたのかと。そして、怒りに身体を震わす父とは反対に、王子は心臓を高鳴らせていた。

				　それは勇者を襲撃した、ただの少年への高鳴りだった。まるで自分は夢物語を聞いているのではと王子は錯覚すら覚えた。それはまるで、今読んでいる本に出てくる魔剣士と同じではないかと。

				「ぐぐっ……すぐに情報を集めて、勇者襲撃の犯人を指名手配せよ！　わかったか」

				　ははぁっ、と騎士は素早く頭を下げて再び走り出した。怒りに我を忘れたか国王も、王子の部屋から退出して行った。

				　一人残された王子は、再び机の引き出しから、黒い装丁の本を取り出して、それを眺めた。そしてもしかしたら、その少年に会えるかもしれないと思いながら、王子はその本をゆっくりと開いた。

			  

				　　　　　　　

				

				「どうぞ」

				　テーブルの上に差し出されたティーカップに、紅く綺麗な紅茶がゆっくりと注がれる。ランジェはそのカップを優雅に持ち、ユートはそれに砂糖とミルクを入れてから口をつけた。

				「美味しいわレスター、いい茶葉を使っているのね」

				　少し口に含んでから、ランジェはカップを下ろし、笑顔で感想を述べた。一方ユートはストレートで紅茶を飲む事ができない為、砂糖とミルクを入れて飲むのだが、いつも飲むたびに何か違うと感じていた。

				　本当のところ、ユートは甘ったるい飲み物が好きで、こういった紅茶自体の楽しみ方や味を好まなかったのだ。簡単に言ってしまえば、まだお子様という事だ。

				「おや、口に合いませんでしたか？」

				「あ、いや……美味しいです、はい」

				　ユートもゆっくりカップを傾け、甘くしたミルクティーを喉に流した。

				　レスターが所有する屋敷は、二階建てだった。レスターが説明するには、左右対称の作りになっており、東館と西館に分かれているとの事。ユートとランジェが招待されたのは東館二階の客間。高そうな木の机と椅子が置かれ、二人はそこで紅茶を頂いていた。

				　ユートはあたりを見回す。ユート自身は周りの装飾品や家具の価値は分からないが、相当な値段がするのは雰囲気で分かった。

				「レスターさんは、一体何をやっているんですか？」

				「なにを？　というと……あぁ、人形を作っているのですよ」

				「あら、人形師でここまで財を築けるなんて、素晴らしいわ」

				「人形……マリオネットですか？」

				「えぇ、マリオネット……操り人形ですね。ほら……こんな奴ですよ」

				　そう言って、どこから出したのかと言わんばかりに、レスターは一体の人形を取り出すと、テーブルの上に立たせた。人形の頭上や手足からいくつも糸が伸びていて、それはレスターが右手に持った、十字に組まれた木に繋がっていた。

				　レスターが右手の指を、手首を動かせば人形はたちまち命を与えられたかのように動き出した。それにしても綺麗だとユートは感じた。

				　普通、操り人形を動かすとカクカクとした、奇妙な動きになるものだが、レスターが動かすマリオネットはまるで小人が机で踊るかのように滑らかで、奇妙でもあった。

				　ランジェが遊びとばかりに、人差し指をマリオネットに差し出すと、その指に手を乗せて片膝を突

				いて、頭をかしげる。その滑らかな動きの上で、レスターの手は艶かしくマリオネットの糸を操っていた。

				「すごいわね、まるで生きているみたい」

				　ランジェの人差し指と、マリオネットが握手のように上下に動く。最後に操り人形にお辞儀をさせて、レスターは人形を手元に戻した。

				「いや、すごかったです本当に……」

				「それはどうも、喜んでもらえて嬉しい限りだよ」

				　レスターは手元のマリオネットを、近くの棚に置き、空いている席に腰を掛ける。ランジェは、キョウスイも連れてくればよかったと呟いていた。ユート自身も、これほど上手な操り人形は初めてで、ランジェと同じ意見だ。

				「そういえば、もう一人の男性は？」

				　レスターは気になったのか、何気なく二人に聞いた。

				「さぁ？　宿で寝ているでしょうね。本当、こんな素晴らしい人形を見逃すなんて、キョウスイも残念だわ。ねぇ、ユートちゃん？」

				「うん、そうだね、キョウスイも連れてくればよかった」

				「ははは、残念だよ本当に……あ……」

				　突然、笑っていたレスターは何かに驚いたような表情を浮かべた。まるで予期せぬ出来事が起きたような表情だったので、二人は顔を見合わせた。

				「ちょっとレスター？　貴方大丈夫？」

				「レスターさん？　どうしたんですか？」

			  

				　　　　　　　

				

				「これでよし……」

				　森の中に一人、彼女は作業を終えて汗を拭った。朝早くから頼まれた仕事は、昼過ぎまで掛かってしまい、その効率の悪さと非力さを彼女は恨んだ。

				　まだあの人の為に、もっとよくできる筈だと。だが、現実は違った。あの人の力を借りないと彼女は土を掘り起こす事もできない。その力のおかげで彼女は仕事ができるのだ。さっさとあの人の元に帰ろうと、彼女が道具を布に包んで背負ったその時だった。

				「よぉ、使用人、精が出るじゃねぇか？」

				　後ろから声を掛けられた。彼女はすぐさま振り向いた。木の陰に一人、背中を預けて男が佇んでいた。その男はゆっくり、ゆっくりと木の影から姿を現した。

				「あ、貴方は……」

				「なぁに驚いてんだぁ使用人？　いいや、マリアさんよぉ？」

				　姿を現したのは、キョウスイだった。キョウスイは右手で弄ぶ煙管を口に咥え、彼女──マリアをじっと見る。

				「それにしても散歩にしては、危険な場所じゃあないかい？」

				

				　キョウスイの勘は当たっていた。目の前にいる使用人の女性、マリアは驚いている。どうやら、こちらが現れるというのは予定外の事らしい。キョウスイは、自身が吸う煙管の紫煙(しえん)がいつもより旨く感じた。相乗効果とでも言うのだろうか、自身の勘が当たり、それによる相手の混乱の表情はキョウスイの気分を上機嫌にさせ、普通の煙管すら気分を晴れやかにして、さらには頭を冴えさせる。

				「いやぁ……気分がいいぜぇ、それこそ上機嫌ってぇやつだぁ」

				　しっかり肺一杯に紫煙(しえん)を吸い、キョウスイはそれを笑顔で吐き出した。

				「さながら、推理小説の主人公がよぉ……犯人がわかった時の気分だぁ。まぁ、俺は本を読まねぇがよぉ？」

				　マリアは顔をしかめたが、すぐに取り繕うように平坦な顔をして見せた。無論、キョウスイがその表情の変化を見逃す事は無い。キョウスイは冴えた頭で考える。

				　キョウスイに今必要なのは、答えだった。この使用人マリアが何を企み、何をしようとしているのか、聞き出す必要があった。今していた行動の先、目的を明確にしなければならない。まずキョウスイは、今視認した変化を問いただしにかかった。

				「さて、マリアさんよぉ……その背負っている道具に、あんたの足元の土……人でも埋めてたのかい？」

				　マリアは喋らず、ただキョウスイを睨みつけるだけだった、だがキョウスイは続ける。

				「てことはだぁ、あんた……俺達に助けられた時も、人を埋めていたってことか？　こりゃあ怖いねぇ、埋めたのは殺された村人か？」

				「なんでそんな事が言えるのですか？　見てもいないのに……！」

				　苦し紛れのマリアの反論が森の中に響いた。だがキョウスイは、確かにマリアの言うとおり、埋めた現場を見ていない。マリアの足元に穴を掘った形跡はあったが、埋める場面を目撃してはいなかった。埋めたのは、死体ではなく別の何かかもしれなかった。それでも、キョウスイには確信があった。それはキョウスイがユートに出会う前の職業にも、そしてユートにも関係していたからだ。

				「マリアさんよぉ……確かに俺は現場を見ちゃいない、ついさっき来たばかりだ。じゃあなんでかって話だろ？」

				「そうよ。貴方、頭可笑しいんじゃない？　いきなり探偵気取って……挙句に死体を埋めた？　見てもいないのに、馬鹿らしいわ！」

				「分かんだよ、それがよぉ……」

				　いつの間にか、あたりは夕暮れに染まっていた。キョウスイは言った、分かると。そしてマリアは直感した。キョウスイはハッタリで断言したわけではないと。

				「教えてやろうかぁ……使用人。お前が人を埋めたって証拠をよぉ……」

				　キョウスイは、ゆっくりとマリアに歩み寄る。マリアはただ後ずさり、大木に背中をぶつけた。するとキョウスイは、周辺とは土の色が違う、マリアが立っていた場所に仁王立ちになり、マリアをギラリと鋭い目つきで睨みつけた。

				「あんたには、俺にも、ユートにも付いている匂いがあんだよ。どんなにいい香りの香水だろうがぁ、いくら身体を洗おうが、そいつは絶対落ちやしねぇ……」

				　マリアの顔が、蒼白に染まる。マリアはキョウスイに犬を連想した。ただの犬ではない、まるで番犬、いや猟犬だ。どんな穢れた匂いも嗅ぎつけて、その喉元に食らいつく猟犬。

				　ユートの綺麗な黒い瞳とは違った。キョウスイの瞳は絵の具をすべて混ぜ合わせてできた黒、混ざってできた黒。経験の黒い瞳が、獲物を捕えた。

				「教えてやらぁ、それは死臭だ……人をぶっ殺した匂い、返り血の匂い、死人に触れた匂いだぁ！」

				　キョウスイの怒髪に、森が揺れた。

			  

				　　　　　　　

				

				　ユートとランジェが、心配してレスターを気遣う中、レスターは無表情のままただ二人を見ていた。しかしレスターは、一度息を軽く吐き、ゆっくり口を動かした。

				「申し訳ない、二人とも……そろそろ人形を作る時間なのを忘れていた。すまないが……」

				　申し訳なさそうな顔で、レスターはそう言った。ユートは窓の外が夕焼けに染まっているのを見て納得した。少し長居し過ぎてしまったのかもしれない。

				「仕事の時間でしたか、じゃあ僕たちはこれで……ランジェさん、行こうか」

				「そうね、居心地良くて長居し過ぎちゃったわ。じゃあレスター……今日は招待ありがとう」

				　二人とも、レスターを気遣い屋敷から出ることにした。二人は椅子から立ち上がり部屋を出る扉へと向う。ユートが先に扉を開けると、ランジェを先に行かせるように促した。

				「ありがとう。レディーファースト？」

				「まぁ、そんな所。じゃあレスターさん、紅茶美味しかったです。ありがとうございました」

				　ユートはレスターにお礼を言い、先に部屋から出たランジェを追うように、屋敷を後にした。

				

				　二人が出て行くのを見届けたレスターは深く深呼吸すると、ゆっくりと目を閉じた。

				　目を閉じた先に見えるのは森の中。そしてその視界には、煙管を口に咥えた男が一人。レスターは、まったく予想外の事態に頭を掻いた。恐らく、彼だけが感づいたのだろう。この村の、そして彼女──マリアの違和感に。

				「見当違い、いや見誤ったかな……まぁ最後まで彼の話を聞こうか」

				　キョウスイの鋭い瞳が、マリアを睨みつける。顔面蒼白のマリアは、口元を震わせてただキョウスイを見ていた。あまりの凄みにマリアは、目線を外すことができないのだ。蛇に睨まれた蛙のように。実際証拠も何も無かった。だがしかし、彼の鼻がマリアから香る血の匂い、死臭を感じ取ったのだ。

				　だが、キョウスイはまだ終わらない。煙管をしまったキョウスイは、両手をポケットに入れてゆっくり喋り出した。

				「最初はよぉ、ただお前さんが襲われているだけだと思ったぁ……だが、ゴブリン追っ払って、ふとした拍子にお前さんから俺たちのような匂いが鼻を通ったんだよ……」

				　キョウスイが自分の鼻を指差して、軽くトントンと触ってマリアに示す。

				「で、気になったわけだ……なんで普通の村娘がぁ、あんな俺たちのような血生臭い匂いを付けてんだってなぁ？」

				　そして、キョウスイは違う色の地面──今立っている自身の場所をしっかり踏みつける。すると自身の靴が不自然にめり込んだ。埋めた後にしっかり踏みしめて固めなければ、足が少しめり込んでしまうのだ。

				「当たり、だなぁ……？」

				　その様子を見て、マリアが膝を地面に突いて、後ろの大木に背を預けた。歯を震わせて、ガクガクと身体を揺らしてキョウスイを畏怖の表情で見つめる。キョウスイはこのままここを掘って、証拠を突き付けてやろうと思った。

				　しかし、キョウスイはもう一つ疑問を持っていた。彼女から漂った匂いとは別に、もう一つの疑問。この女なら知っているかもしれないとキョウスイは近づく。そして、

				「答えろ使用人……なぜ叫んだ？」

				「な、なによいきなり……」

				「そんな血生臭い匂い、人をぶっ殺した匂いさせながら……なぜ助けを呼んだかだよぉ？」

				

				「いや、無茶苦茶だね、本当に……」

				　レスターは見ていた。彼女、使用人マリアが見ている光景を、彼女の視点から見て、そして二人の会話を聞いていた。レスターはキョウスイが、彼女が何かしている事に気づき、招いた二人には内緒で別行動をとっていたのかと納得した。

				　しかし、追い詰め方が無茶苦茶だ。証拠は匂い、そして今見た『埋める』現場だけ。何を埋めたかは分かってない。確かに正解ではあるが。

				　さらに、推理の内容の殆どが自分の勘だけだ。三流の探偵でもこんな事はしない。それなのに彼は、名探偵の気分を味わうかのように、煙管をしっかり吸って気取ってみせ、さらには彼女を追い詰めた。これじゃあまるでマフィアか何かの脅しではないかと、レスターは苦笑した。

				「まぁ、殆ど当てられたけど……勘だけでここまでやられたら、僕も癪にさわるさ……」

				　しかし、勘だけで追い詰められたのは別の意味で嫌になる。レスターは自身の操り人形を持った。そして、テーブルの上にゆっくり降ろし、操り人形を座らせる。

				「もういいよ、マリア……後は僕に任せなさい」

				　レスターの腕を伝って、操り糸、木製の操り人形に魔力が注がれる。そして、視界の先のマリアの景色は、一瞬で暗闇に消えた。

				

				「ああっ？」

				　キョウスイは間の抜けた声を上げた、さっきまでこちらに怯えて身体を震わせていたマリアは、ガクリと死んだかのように、顔を下げたのだ。

				　奇妙な光景にキョウスイは、ゆっくりと下がる。不用意に近づいて首を斬られたりしたらたまらないからだ。わざと意識をなくした振りをしたのかもしれない。だからキョウスイは距離を取った。

				「いや、本当に君はめちゃくちゃだよ」

				　倒れたマリアから、声が発せられる。しかしその声は、マリアの声だけでなく、男の声も混じっていた。キョウスイはこの声に聞き覚えがあった。自分達を館に誘った男、レスターの声が、マリアの声と重なって響く。

				「気持ち悪ぃよ、まったくいい趣味してやがらぁ」

				「率直な感想をどうも、正直僕もこれはどうかと思ってね？」

				　そう言いながら、マリアは立ち上がる。キョウスイが見たマリアには生気は感じられなかった。瞳は濁り灰色になり、さらに両手をダラリと垂らして顔だけをこちらに向けていた。

				「本当に癪にさわるよ、推理ならまだしもさぁ……勘と匂いだけで追い詰めるなんて……驚くどころか、頭にくるね」

				「そうかい……褒めてくれてありがとうよぉ。昔の仕事上よぉ、追い詰めるのは得意なんだよ、借りた金返さねぇやつとかよぉ」

				「褒めてないよ、ところで君はマフィアなのかい？」

				「違えな、任侠者だぁ……」

				　キョウスイは淡々と、レスターの操るマリアに答えを返していく。だが、今度はこちらの番とばかりに聞き返しにかかった。どんな魔法か何かかは知らないが、こうやって人の意識を乗っ取って出てきた以上、あちらも種明かしくらいはするだろうと考えた。

				「率直に聞くぜぇ？　なぜマリア……テメェの使用人は俺たちの助けを呼んだぁ？　いや、お前が呼ばせたのか、だな……答えろ」

				「なぜ、呼ばせたって言えるんだい？」

				「今の声と叫び声の時の違いだぁ、今みてえに操っている時はお前と使用人の声が二重に聞こえっからな。助けを呼んだ時にゃお前の声は重なっちゃいなかった……」

				　だから、元から『呼べ』と言う命令を下したのだろうとキョウスイは言い切る。この光景を、使用人を介して見ているであろうレスターに。

				「それも、勘なのかい？」

				　それぐらいなら勘でなくても、だれでも分かると、キョウスイは顔をしかめた。

				「テメェバカにし過ぎだこの野郎。そんくらい分かるわ！　で、聞かせろや……なんで叫ばせた？　なんで助けを呼んだぁ？」

				　話の進まないイライラに、キョウスイは凄む。さっさと話せとばかりにキョウスイは地面を思い切り踏み鳴らしながら叫んだ。しかし相手は操られた人形のような状態であり、彼女を操る相手は、その様子を傍観しているだけで、脅して答えを聞くのは不可能だろう。

				「いいよ、教えてあげるよ任侠者さん」

				　だが、レスターは答えた。そして彼は客間でこの景色を見て決意する。容赦はしないと、徹底的にやると。

				「まず、君は一つ勘違いをしている……大きな勘違いさ」

				「けっ、勘違いなんざぁ日常茶飯事だぁ、さっさと言いな」

				　キョウスイは答えを聞くために、近場の大木に背中を預けて腕を組みさっさと答えろとばかりに、挑発するような態度で言った。レスターの操るマリアが、口の端を釣り上げて奇妙な笑顔を作り、二重の声で喋った。

				「別に君たちを呼んだわけではない……君は僕が君達を狙っているとばかりに話をしているね？」

				「ほぉ……さっそく勘違いしてたぁ、じゃあつまり……」

				「そうさ……別に誰でも良かったんだよ」

				　レスターの操り人形、マリアがケタケタと笑い声を上げた。

				「誰でも良かっただぁ？」

				「あぁ、別に誰でも良かったんだよ……誰でもねぇ」

				　レスターの操るマリアがケタケタ笑う。いい加減キョウスイはそれを煩わしいと感じたが、最後まで話を聞かなければいけない以上、余計な真似をするのをやめた。木に背中を預けて、ただ話を聞く。

				「とりあえずは、誰でもいいから彼女を救わせて、ビスク村に引き入れるのが目的だったのさ……それがたまたま君達だったわけだ……」

				　別に自分達を狙っていたのではなく、誰でも良かったのだと分かったキョウスイ。しかし何故、何の為にビスク村まで連れて来たかは分からない。キョウスイは問い質す。

				「なんの為にだぁ……俺達を村に引き入れて何する気だったぁ？」

				「完璧な人形を作る為さ……」

				「完璧な人形だぁ？」

				　操られたマリアが背筋をピンと張り、両手を大きく拡げた。

				「屋敷に来た二人には言ったが、僕は人形を作っていてねぇ……財を築けたのもその人形のおかげさ……」

				　男女二重の声がキョウスイの耳に入る。相変わらずそれには慣れなかった。長い間この話を、この奇妙な声で聞き続けるのは、少々骨が折れるとキョウスイが思っているとレスターが更に話を続ける。

				「だけどある日考えた……完璧な人形って何だろう、ってね……いつもは軽快に人形を作る僕の手がね、ピタリと止まったんだよ……」

				　がっくりとマリアが肩を落とす。完璧な人形と聞いたキョウスイは、その人形のイメージを幾らか頭に浮かべたが、どれもしっくり来なかった。が、つまりは行き詰まったのだと簡単にキョウスイは解釈した。

				「芸術家の終着点ってやつかい？　俺にゃあわからねぇがよぉ……人形を作ってたらそいつがあんたには見えでもしたのかい？」

				「いい事言うね、君は……。完璧な人形、この言葉に僕は頭を抱えたさ……精巧な造りが完璧な人形なのか？　しっかり動いてくれるのか？　可愛らしい事こそが完璧な人形なのか！」

				　狂ったかのように頭を抱えて、叫ぶ二重の声のマリア。たった一つの言葉が操っている彼をこうさせていると知り、キョウスイは溜息すら吐けなかった。考え過ぎだろうと。

				「で、答えは見つかったかい？　まぁ見当はついたがよぉ」

				「あぁ、見つかったさぁ……君の見当通りだよ」

				　レスターに操られたマリアは立ち上がる。まるで操り糸に吊られた人形のように、何処を見ているか分からない灰色の瞳でこちらを見て、マリアの口は言葉を紡いだ。

				「そうだ、人間こそ、完璧な人形なんだってねぇ」

			  

				　　　　　　　

				

				　レスターの屋敷がある丘から歩き、ユートとランジェはビスク村に戻ってきた。少し霧がかかっており視界が悪いが、先が見えない程悪くはない。

				「キョウスイも来れば良かったのに、本当にどこに行ったのかしら？」

				「本当だね、ランジェさん……キョウスイどこ行ったんだろう？」

				　朝から姿を見せないキョウスイに、若干心配するユート。一体何をしているのか気になるが、とりあえずは宿に戻る事にした。しかし突然霧が出ていて驚いた。早めに宿に入らないと、霧で見えなくなりそうだとユートは思い、ランジェに早く行こうと促す。

				「多分、宿に帰っていると思うからさ、とりあえず宿に帰ろうか、ランジェさん」

				「そうね、もしかしたら寝ていただけかもしれないし……」

				　ユートが先導しようと先に進み、後ろにいるランジェの方を向いた。だがユートは霧の中にもう一つの影を見た。長い何かを抱えて走って来たその影は、その長い何かをランジェに振り下ろした。

				「ランジェさん！　危ない！」

				「えっ？　きゃああ！」

				　突然、霧の中から振り下ろされた物からランジェを助けようと、ユートはランジェに飛びついて抱きしめた。しかし、ユートの背中に、冷たい感触が走り、そして次に痛みが背中を縦一直線に襲った。

				「ぐっああああ！」

				「ゆ、ユートちゃん！　大丈夫!?」

				　ランジェをかばったユートは、ランジェを地面に倒す体勢になった。何事かと驚いたランジェは、ユートの重みで上手く動けない身体の上半身をなんとか起こして、ユートを見た。

				　ユートの背中は、コートを引き裂かれ、そこから露出した背中は、削られたかのように三本の紅い血の線を引いており、そこからダクダクと血を溢れさせていた。

				　さらにその先には、振り下ろした鍬が地面に刺さり、それを抜こうとしている村人が居た。鍬の刃先はめり込んでいたが、周囲に黒い破れた布と赤い液体が見えた。

				　背中に傷を負いながらも、ユートはランジェに乗った状態からすぐに起き上がり、その村人に回し蹴りを放つ！　

				「いきなりなにするんだこの野郎!!」

				　ユートの放った回し蹴りは、村人の後頭部を捉えた。ひしゃげる音と共に首は曲がり、ユートの足の甲には確かに骨を砕いた感触が感じられた。村人は地面に勢いよく倒れ伏した。しかし。

				「はあっ？」

				「嘘……」

				　首が曲がったまま、村人は地面に手を突いてゆっくりと起き上がった。ユートの回し蹴りが直撃して、骨を折られながらも無表情で起き上がったのだ。それを見たユートが距離を取ると、ランジェもすぐに立ち上がり、ユートと背中を合わせて周囲を確認する。

				　そして二人は複数の村人達が鍬やナタ、金槌や三つ又を手に持ち、こちらを囲んでいる事に気づいた。

				「ど、どうなってるのよ！　一体何があったの!?」

				「分からない！　だけどランジェさん、戦う必要がありそうだよ！」

				「わ、わかったわユートちゃん！」

				　背中から血を流しながらも、状況を説明するユートにランジェは焦るが、谷間からいつも通りにステッキを取り出すと、ユートも左腰に携えている刀を抜こうとしたが、

				「あ……」

				「ど、どうしたの、ユートちゃ……あっ！」

				　刀が無かった。ユート、ここに来て最低最悪最大のミス。刀は宿の自分の部屋に置いて来ていた。

			  

				　　　　　　　

				

				「なぁるほどなぁ……つまりぃ、殺した人間を材料にして、テメェは人形を作っていた。で、新しいおめぇさんのコレクションに、俺たちを加えようってぇ話だなぁ？」

				「正解。しかし少し違うなぁ……人間そのものを人形にしているのさ」

				　こういう風にと二重声のマリアが、スカートの端を持ち、可愛らしい会釈をした。いや、レスターがさせたのだろう。死体である彼女を操って。

				「狂ってやがらぁ、人形作るつもりがおめぇ、既製品買ってんのと同じじゃねぇか」

				　どこぞの勇者に狂信的な僧侶よりはまだましだがよ、とキョウスイは付け足した。怪しく笑いつづけるマリアは、勝ち誇ったように喋り出す。

				「まぁ、君の仲間の少年とレディも……すぐに僕のコレクションの仲間入りさぁ。僕の人形にればすぐに会えるよ？」

				　勝ち誇った彼女の二重の声を聞いて、キョウスイは驚き、身体を震わせて俯いた。マリアを通してこの光景を見ているレスターはさらに喋り続ける。

				「どうしたの、悲しいのかい？　仲間が人形になるのが……なぁに大丈夫。君もすぐに……」

				「くふっ！」

				　だが、キョウスイは悲しんではいなかった。むしろ逆。このマリアを操るレスターが滑稽(こっけい)で、笑いを堪えていたのだ。だが、キョウスイも限界が近づき、ついに……。

				「くはははははは！　だははははははは！　だあぁあっはっはっはっは!!」

				　大爆笑が森に響く。何がおかしいとばかりにこの光景を見たレスターは、マリアを通して、キョウスイに問いかける。

				「何がおかしい？　もしかして絶望して狂ったかい？」

				「いやいやいやいや、お前の言った事が滑稽でよぉ！　だあぁあっはっはっはっは！」

				　腹を押さえ、キョウスイは笑い続けた。そして、その笑いが止まるとゆっくりと操り人形と化したマリアに喋り出す。

				「僕のコレクションの仲間入り？　僕の人形になって会える？　ならねぇよ、あいつらはよぉ」

				「なぜ君は……それを断言できるんだい？」

				「なぜって、そりゃお前……」

				　キョウスイは、マリアの瞳をしっかり見つめる。操り主のレスターは、この使用人を通してこちらを見ている。なら、高みの見物をしている操り主にしっかり伝えねばと、キョウスイはしっかり目を合わせた。

				「あいつらが、強えからだよ、ばぁか！」

			  

				　　　　　　　

				

				「ねぇ、ユートちゃん？」

				「なに、ランジェさん？」

				「それで本当に大丈夫なの？」

				「もちろん、大丈夫」

				　刀を宿屋に忘れたユートは、自身の足元に落ちていたある物を代わりに構えていた。それを構えるユートをランジェは見て心配になった。なぜかといえば……。

				「これも立派な武器だよ、ランジェさん」

				「いや、無理があると思うわ……だってそれ……」

				　ユートが構えていたのは、三角形の先が尖った平たい金属に、長い棒が取り付けられた工具だった。それは穴を掘り、そして土を掻き出す、一家に一本の必需品。

				「それ、シャベルでしょ!?」

				　キラリと光ったシャベルの刃を、ユートは村人に向けて、両手に構えていた。ユートは、足元に転がっていたシャベルを拾い上げ、右手で取っ手を持ち、左手は棒の部分に添え、槍を構えるような体勢を取った。刀が無い故の急な措置ではあるが、シャベルというのは、ユートには心強かった。

				　シャベルは穴を掘り、土を掬う工具である。しかし、使い道によって様々な用途に使えるのだ。先で相手を突く凶器にもなれば、相手を殴りつける鈍器にもなる。少し太い程度の木の幹なら切り倒し、さらにはフライパン代わりにもなる優れものだ。

				　そんな品物が足元に転がっていたのなら、武器を宿に置き忘れた本人としては使わざるをえない。周囲を囲む村人達の様子を見ながら、ユートは宿に続く道を探した。

				「ユートちゃん、大丈夫？」

				「大丈夫、急ごしらえとはいえ、シャベルはいい武器だから……」

				「ちがうわ、背中よ、背中」

				　ランジェの心配。それはユートが自身をかばって負った、鍬による背中の傷だった。三本の大きな傷は、トレンチコートの生地ごとユートの皮膚をけずり、その真っ赤な傷口からダクダクと血を垂れ流す。出血からか、それとも痛みを痩せ我慢してかはしらないが、ユートの額からは汗が流れていた。

				　ユートは気にしてはいないという態度を取ってはいるが、守られたランジェは罪悪感があった。もう少し自分がしっかりしていれば、どちらも無傷で助かったものの、まだ年端もいかない少年に自分は守られ、傷を負わせてしまった。そんなランジェを見抜いたか、ユートは笑顔を作ってランジェに話しかける。

				「仕方ないよ、少し痛むけど……まずはどうにか生き残らないとね？」

				「そうね、じゃあいきましょうか！」

				　ユートがランジェを励ます中、先程首を回し蹴りで折られた村人が、ユート目掛けて迫ってきた。それを見たユートは、相手が自分に掴みかかろうと腕を伸ばした瞬間に、右斜め前に体勢を低くしながら相手の懐に入った。

				　村人の腕は空を切り、居ない相手を掴もうとする。それと同時にユートはシャベルを思い切り振り、村人の脛を強く殴打した。

				「ぜぇああああ！」

				　脛を強く叩かれた村人は、顔面から地面に勢いよく倒れた。さらにユートはシャベルの刃を相手の首に狙いを定めて、一気に振り下ろした。

				　思い切り振り下ろされたシャベルは、村人の首を無惨にも断頭台のように切り落とし、落とされた首は転がっていく。しかし、ユートはある光景を見て驚愕した。

				「そ、そんな……こいつら……血が出ない！」

				　首を切り落とせば、そこから普通は大量の血が噴き出す。しかし、この村人は血を一滴も流さなかった。あり得ない状況にユートが後ずさった次の瞬間、首をなくした村人が突然発火した。

				「うわっ!?」

				「ユートちゃんこっち！　こっちよ！」

				　どうやらランジェが、火の魔法を放ったらしく人が燃える独特な匂いが辺りに立ちこめた。ユートはランジェの声に促されて、そちらへ走り出す。ちゃんと宿屋の方面に行っているのは分かるが、霧がさらに濃くなりだして、視界が悪くなりつつあった。

			  

				　　　　　　　

				

				「彼らが強い、か……当ての無い答えだね？」

				「安心しなぁ、信頼があらぁ」

				　キョウスイの言葉を、操るマリアを通して聞いたレスターは、呆れて肩を落とした。

				　──どうやら彼は直情バカらしい。見えもしない、形もない物を尊ぶ、根性バカも入っていそうだ。

				「まぁ、どうでもいいや君の事は……まずはあの二人から……」

				　そう言うとマリアは、人間とは思えない跳躍で木に登り、キョウスイを見下ろした。キョウスイはそれを見上げて眉間に皺を寄せる。

				「じゃあね任侠者、もし会えたらまた会おう」

				「首洗って待ってろ、クソ野郎」

				　マリアは木から木へと飛び移り、この場を去って行った。おそらく操り主の元に帰ったのだろうとキョウスイは思った。

				　そして、キョウスイは今のマリアの行動で、分かった事があった。

				　それは、操り主が操る人間は大幅に身体能力が上がる事。あれ程の跳躍は普通の人間には到底無理だ。相当身体を強化されるらしい。

				「さぁて、あいつが言っていたぁ、ユートたちの事も気になるがぁ……まずはこっちの問題を片付けねぇとなぁ？」

				　頭を掻きながら、キョウスイは足元を見た。見ると、色の違う地面に亀裂が走り、そこから人間の手首が出ている。やはりマリアは人を埋めていたらしい。

				　キョウスイは首を傾けて、骨を鳴らし、さらに右手で握り拳を作り、左手で拳を包み込んで力を入れるとさらに骨を鳴らす。そして、同じように今度は左手で拳を作って、骨を鳴らした。

				「待っとけやぁ、二人ともよぉ……すぐにそっち向かうからよぉ!!」

				

				「これでよし、と」

				　宿屋に辿り着いたユートとランジェ。ランジェはユートの携帯しているバッグから包帯を取り出すと、それをユートの身体に巻いた。背中に傷があるため、胴体にしっかり巻かなければならない。

				「ありがとう、ランジェさん……」

				　ユートは包帯を巻いてくれたランジェにお礼を言うと、自身の背中の破れたコートを羽織り溜息を吐く。

				　──また買い換えなきゃいけないな。

				　それよりも……やらなければならない事はある。ユートは部屋の窓から、外を確認した。村人達は二人を探しているのか、辺りを見回したり、そこらを歩き回ったりしている。

				「とりあえずは、こっちを見失ったみたい」

				「はぁ、よかったわ……見つからないようにしばらく身を隠しましょう」

				「うん、それにしても……」

				「どうしたの、ユートちゃん？」

				「あいつら、血を流さなかった……」

				　ふとユートは呟く。命ある証、血液。村人の首を切り落とした際にそれが一滴も出なかった。それがユートは不思議でならなかった。今まで会ったことのない敵、もはやあれは、怪物と言わざるをえなかった。

				「何だろうね、あれ……ランジェさんは心当たりある？　少なくとも、血を流さない怪物を僕は聞いた事がない」

				「あるわ……多分あれはグールね」

				「グール……」

				　その名称をユートは知っていた。しかし実際に遭遇したのは初めてである。ランジェが言うには、一度死んだ人間の魂が未練と共に元の肉体に戻り、グールとなるということだった。

				「ねぇ、ランジェさん」

				「なに、ユートちゃん？」

				「もしかして、グールってさ、肉体をバラバラにでもしない限り立ち上がる？　あいつらもそうかな？」

				「えぇ、多分首を切り落としても、肉体が動かなくなるまで、徹底的にやらないと駄目ね」

				　うわぁ、とユートは顔をしかめる。斬っても動くのでは対策のしようがない。せっかく宿に刀を取りには来たが、グール相手にはあまり意味はないようだ。

				「でも、なんで村の人たちがグールに？」

				「さぁ、何ででしょうね……」

				　素朴な疑問だった、レスターの屋敷に招かれ、帰ってみればこの有様。この短時間にビスク村で何が起こったのか。正直二人は、突然起こった状況の変化に付いていけてなかった。

				　じゃあどうするか、ユートは一度考えようとして止めた。そして突然、自身のバッグの中に手を入れると、水筒と紙で包まれた小包と金属性のカップを二つ取り出した。

				「ユートちゃん、貴方一体何してるの？」

				　突然のユートの行動にランジェは首を傾げるが、ユートは気にせずに、ある準備を始めた。

				「師匠がさ、言ってたんだ。情報が交錯して頭がこんがらがった時に、無闇に行動するのは危ないって」

				　するとユートは小包を開けた。小包に入っていたのは、ベリーやアップルのドライフルーツ。そして、ユートは床に置いた金属性のカップに水筒を傾けると、カップに黒い液体を注いだ。

				「情報整理をしよう。休みながらね？」

				　ユートは冷たいコーヒーが注がれたカップをランジェに手渡すと、自身もドライフルーツのアップルを摘まみ、コーヒーを口に含んだ。ランジェも、ユートに渡されたコーヒーに口をつける。

				「……甘いわね、とても」

				「ごめん、甘い方が好きなんだ」

				　ユートが煎れるコーヒーはとても甘い。ドライフルーツの甘さが霞む程に甘かった。だが、こんな緊迫した状況でも甘い物を摂取する事は、リラックス効果にもなる。余計な緊張が取れて頭の空回りも防げるし、なにしろ気分がよくなるのだ。

				「さ、ランジェさん……ゆっくり状況を、一つずつ把握していこう」

				「そうね……あ、このオレンジ美味しいわ、ユートちゃんのお手製？」

				「うん、保存食は重要だからね……たまに作っているよ」

				　二人の会話が弾む。リラックス効果はどうやら出て来ているようだ。

				　しかし状況はとても悪い。自分達が隠れているこの宿屋もいずれしらみつぶしに探されて村人に見つかるだろう。そして、その村人達はランジェが言うグールときている。

				　ランジェが言うグールの特性は三つあった。まず一つは死人である事。これが何を意味するかといえば、既に肉体は死んでおり、魂だけで動く人形であり、人ではないという事だ。

				　二つ目、一つ目の事からグールを倒すには、肉体を『完全』に破壊する、もしくは肉体に宿った魂を浄化する事が必要ということ。ここで言う『完全』とは、人間にとっての即死の怪我ではなく、行動不能。すなわち魂が入る意味を為さない肉体にする事である。

				　この事から、たとえユートがグールの首を見事にはねたとしても、行動自体は可能なので、二人を襲った村人のように恐らく再び立ち上がって襲ってくるだろう。ランジェは、火の魔法を使って灰にする事ができる。しかし、ユートがグールを再起不能にするには、それこそ胴体から四肢をすべて切り離すか、縦か横に真っ二つに両断するしかない。

				「あの時の僧侶より厄介だね。あいつは生き返らないからさ」

				「普通の人間と比べちゃ駄目よ、ユートちゃん。で、三つ目のグールの特性なんだけど……」

				「なに、三つ目は？」

				「グールには、大まかに二種類あるの……」

				　二種類。ランジェの口から出た単語にユートは表情を強張らせた。

				「一つは、自然発生型。まだ未練ある魂が自分の死んだ肉体に戻って、グールとして生き返るの」

				「二つ目は？」

				「召霊型って言ってね、簡単に言っちゃえば、魔術師が魂を無理矢理捕まえて、肉体に入れちゃうの。こういう人たちを、死霊操り、ネクロマンサーなんて言うんだけど……この魔術師はグールを支配して操れるの」

				　ネクロマンサー。ユートが初めて聞く言葉だった。死んだ人間の魂を無理矢理連れて肉体に入れる事のできる魔術師。聞いただけでユートは、背筋が凍りついた。

				「で、ランジェさん……どっち？」

				「どっちって？」

				「今回のグールは、どっちの種類？」

				　ランジェは、ユートの言葉を聞いて俯いた。ユートはランジェに聞いてはみたものの、あらかた見当はついていた。あのランジェを狙った後ろからの奇襲、手際よくユート達を囲んだ包囲網、意思があるかのような統率力。

				「召霊型、だよね……じゃないとさ、あんなに手際よく動くわけがないよ」

				「そうね……」

				　ユートの答えに、ランジェは頷く。ユートは金属性のカップを床に置き、天井を見上げる。そこからぶら下がった、室内を照らす燭台がユートの目に映った。燭台はキィキィと音を立てて揺れている。誰が、一体何故このような事をと、ユートはカップを床に置いて窓の外の様子を見た。

				「うん？」

				　その時であった。窓の外から見た、農具を得物として持っていた村人達に、ユートが不審な動きを見た。窓から見えたのは三人の村人、恐らくこちらを探しているのだろう、二歩、三歩と歩いてから左右を見回しているのだが……皆が皆、同じように動いているのだ。

				　しかもだ、更によく見比べてみれば、歩幅も、歩くスピードも、地面に足をつけるタイミングまでもが一緒であった。

				「どうしたの、ユートちゃん？」

				「いや、村人の動きが……」

				　非常に滑らかに、寸分の狂いもない動きであった。ランジェの質問にうわ言のように呟いたユートだったが、その動きを見て何かが浮かんできた。ユートは、あの動きを知っている。そう、あの滑らかな動きは……。

				「あの人しか……いないよね」

				　燭台の火が揺れる、ユートは確信した。魔術師は、グールを出現させたのはあいつしか居ないと。しかし、確信と同時に疑問を抱えた。それこそキリが無い程に。彼は、ユート達を殺すチャンスがいくつもあったのにそれをせず、この物量で押し切るというあからさまな行動を選択をした。確かに物量作戦は、現状のユートとランジェを確実に仕留めるには良い作戦だ。

				　しかし、それは同時に首謀者が誰かを簡単に特定できてしまう。それこそ、『私がグールを操っています』と自分から大声で叫ぶのと同じだった。さらにあの村人達の『動き』である。

				　もし、仮にユートが首謀者ならそんな作戦は選ばない、いや、『選ぶ必要』がなかった。もっとマシな方法で、計画的な方法がいくつもあるからだ。

				　そのいくつもある方法は手間なく二人を、いや、キョウスイも含んだ三人を殺す事が出来たはずなのだ。なのに、彼はそれらを実行せずに物量作戦を選んだ事にユートは疑問を抱いた。そこまで、考えが回らなかったのだろうかとも考えたが、たった三人相手に頭が回らない程に彼は阿呆ではないだろうし、何か別の理由があるのだろうとユートは勝手に結論付けた。

				「状況は整理した。じゃあランジェさん、今から僕の言う事をしっかり聞いて？」

				「え？　ちょっと待ってユートちゃん、もしかして誰か分かったの？　その……こんな事した人が」

				「村人たちの動き、よーく見てみてよ」

				　ここに来て、初めてユートはランジェに自分が不審に思い見ていた村人について話した。ランジェは金属性のカップを床に置いて窓の外に少し顔を出して、ユートと同じ様に村人を注視した。彼と同じ事に気付くのに少々時間が掛かったが、成程と気をつけて屈んで、真剣な眼差しでユートを見る。ユートは、ゆっくり喋りだした。

				「今から、僕たちはレスターさんの屋敷に向かう……恐らく、いや確実にグールを操っている魔術師はレスターさんだ」

				「えぇ、間違いないわね……村人たちの動き……よく気づいたわね？　ユートちゃん」

				「で、ランジェさん。確認したいんだけど……」

				「なに、ユートちゃん？」

				「グールを操る魔術師を倒したら、そのグールはどうなるの？」

				「ただの死体になるわ。召霊は魔法契約……まぁ、魔法で契約書にサインするようなものだから、契約した魔術師が死ねば、グールは役目を終えて死体になるわ」

				「わかりやすい説明ありがとう、ランジェさん」

				　魔法契約、とまたユートの分からない用語が出てきたが、ランジェの易しい説明で理解した。そして、グール達の特性を聞き、ユートは作戦を頭の中で立てた。

				「ランジェさん、今からレスターさんを倒す。グールはあまり相手にせずに、屋敷まで一気に突っ切って、魔術師だけを倒す」

				「作戦とは言い難いわね……。追ってくるわよ、グール達は……」

				「でも、やるしかないよ……」

				「そうね、やるしかないわね」

				　ユートは傍に立て掛けた刀を携えて立ち上がる。窓から外を見る限り、今グール達は近くに居ない。タイミングも今がチャンスだろうとユートが考えていると今更になって、背中の傷が疼き出した。どうやら別の懸念もしなければならない。

				　だが、ユートは顔には出さない。顔に出せば解れた緊張が再びランジェに襲いかかるから、ユートは笑顔を作る。そして……。

				「ランジェさん、走って付いてきて！」

				　ユートは窓に向かってダイブし、ガラスを軽快に割って外に出た。

			  

				　　　　　　　

				

				「いや、まさかおめぇとはよぉ、予想通りだったが」

				　一方、森の中。キョウスイは今しがた地中から現れたグールを倒し、その頭を踏みつけていた。そのグールは、キョウスイが夜風に当たろうとして、村の広場で見つけた村人の死体だった。グールは、白い眼をしてピクピクと痙攣(けいれん)している。とりあえずは倒しただろうと、キョウスイは頭から足をどかして、森を見渡した。そして、操られたマリアが、飛び上がって乗った木に視線を向ける。

				「とりあえずは、あの女が向って行った方に村があるなぁ……しかし」

				　キョウスイは、マリアの消えた方に向かって走りながら、先程倒したグールを考察する。恐らく、あのグールはまだ生きている、しかしキョウスイは、そのグールを『動けない状態』にはしたのだ。

				「ま、あの女が死体かは分からねぇが……どっちにしろ負けはしねぇなぁ……」

				　キョウスイの唇は釣り上がり、にやりと不敵な笑みをつくる。レスターは大誤算をしたと確信したからだ。大方武器を持たず、素手で戦うキョウスイに、グールに対しての勝算は皆無と思ったのだろう。だから去り際、自分に『生きていたら』と言ったのだと。

				　だが、キョウスイは勝った。ほぼ不死身とも言えるグールを行動不能にしたのだ。黒い瞳が森の先を見つめ、草を掻き分けてキョウスイは走る。

				　その時キョウスイは、操り主のレスターの首もとを、確かに射程に捉えた。

			  

				　　　　　　　

				

				「走って！　ランジェさん、早く!!」

				「分かってるわ！　あぁもう、ヒールなんか履くんじゃなかった！」

				　窓のガラスを突き破り、ユートとランジェはレスターの屋敷へ向かう。ガラスの音に、走る音に、大声に気づいた村人のグール達は、霧の中から現れてユート達を追いかけた。

				「ユートちゃん目の前！」

				「あぁ、もう煩わしい！」

				　追いかける者もいれば、立ち塞がる者も居た。二人が走る前方に、鉈を構えたグールがこちらに向かっている。ランジェに言われてユートは刀を抜き、さらに速度を上げて走った。

				「えぇえゃっ！」

				　グールが鉈を振り下ろすより先に、ユートはグールの前まで走ると、左に避けながら刀を、グールが前に出していた右足の太ももに振り下ろした。手元に、確かに相手を斬った感覚が伝わり、後ろで呻き声と倒れる音を聞いた。

				「ランジェさん！　あいつに火を！」

				「分かったわ、くらいなさい！」

				　ユートは一度立ち止まってランジェを待つと、ランジェに先程足を斬ったグールに、火の魔法を放つように指示した。追いついたランジェが、ユートを追い越してから後ろに振り返ると、構えた杖先に魔法陣は現れ、そこから勢いよく火の玉が三発発射された。

				　ランジェが得意とする火の魔法、『フレイム・バレット』は倒れたグールに全弾命中すると、その体を発火させた。二人を追うグール達は、それに少し阻まれてユート達との距離が開く。

				「早く、ユートちゃん！」

				　確認の為に立ち止まったユートを、ランジェは呼ぶ。ユートは走り出そうと一歩踏み出そうとしたが、身体に痛みが走った。

				「っ痛ぅう！」

				　背中の傷は酷く、動けはするがユートの体力と精神力を確実に削っていた。だが、ユートは痛みを堪えて走り出した。ランジェの表情が曇る。走り続けた二人はやがて、レスターの屋敷への坂に辿り着いた。

				「ユートちゃん……本当に大丈夫なの？」

				「大丈夫、だから……早く坂を登ろう」

				　痛みを笑顔で隠し、ユートはランジェを促した。が、ランジェは分かっている。ユートが背中の大怪我を我慢し、身体に無理をいわせて動かしている事に。ランジェは、攻撃の魔法を得意としているが、僧侶達が使える回復の魔法は、使えなかった。

				　傷を癒す事のできない歯痒さに、ランジェは俯く。しかも、よく見ればさっき巻いたばかりの包帯は、傷のある背中からの血で真っ赤に染まっていた。いつ倒れてもおかしくない出血量である。

				「まって、ユートちゃん」

				「なに？　ランジェさん、早く行かないと……」

				「手、手を出しなさい……」

				　ユートは、ランジェの言う通りに手を差し出す。ランジェがユートの手を上から自分の手で包み込むと、紅い光がユートの手へと入り込む。廃教会の時にもユートとキョウスイ二人に施した紅い光だった。

				「この魔法って何？」

				「身体能力強化の魔法よ、……本来はこんな使い方しないんだけど回復魔法は使えないから」

				　紅い光が消えると、ユートは高揚感に包まれた。すると不思議な事に痛みが少し和らいだ。そして、ランジェの言う本来の使い方とは違う効用に一人納得する。

				「ありがとう、ランジェさん……しばらくは動けるよ」

				「無理はしないでちょうだいね、傷が治ったわけじゃないんだから。さぁ、行きましょう」

				　二人は、レスターの屋敷へ続く坂道を走り出した。

				

				　一方その頃、キョウスイは……。

				「やっべぇ……迷っちまったぁ」

				　危機的状況に陥っていた。マリアの後を追って森を走り回ったものの、一向に街道に出られないのだ。闇雲に走ったキョウスイの大失敗である。

				「後を追わずに、一度引き返してから村に行った方がよかったかぁ……ま、それもできねぇが……」

				　今になってキョウスイは、後を追わずに一度引き返すべきだったと後悔するが、もう遅い。完璧に迷ってしまった。辺りは霧が立ち込め、無闇に動けばさらにどツボにはまると感じたキョウスイは、まずは辺りを見回し、そして五感を集中させた。

				　耳には、草木が揺れる風の音が。鼻には土の匂いや霧の湿気た匂いがそれぞれ入っていく。キョウスイは注意深く辺りを見回した、すると、

				「おっ……見つけたぁ……」

				　キョウスイは木の中に一つ、不自然に枝が折れた大木を見つけた。さらに微かにだが、血の匂いが風に運ばれて鼻を横切った。どうやら、居場所には近づいているらしい。キョウスイは、枝が折れた大木を頼りに再び走り出した。

				

				　ユートとランジェは、レスターの屋敷へ続く坂道を駆け上る。先程のランジェの火の魔法の足止めが効いたかは分からないが、後ろから追ってくる気配は、ユートには感じられなかった。

				「追って来ないわね、たった一人燃やしただけなのに」

				「あれだけで足止めできているなら、儲け物だよ……正直もう操っている人間以外と今は戦いたくないし、戦う余裕もないから」

				　そう言いながらもユートは坂道を駆け上る。ランジェはユートの言った事に、やはり傷は深いことを改めて知った。さらに言えば、もう包帯は真っ赤に染まり、地面にポツポツと血が滴っており、止血がすぐにでも必要だった。

				「ユートちゃん、貴方！」

				「言わないでランジェさん、言ったら……二度と僕は立ち上がれないかもしれないから……だから言わないで……」

				　正直、ユートはもう立ってる事が奇跡という状態まで追い詰められていた。背中を削られた傷は、身体能力強化の魔法からくる高揚感が消してはいるものの、おびただしい出血量がユートの視界を揺らし、疲労が身体に重しを乗せる。今のユートは、精神力だけで、身体を動かしていた。

				　坂道を駆け上り、二人はやがてその視界にレスターの屋敷が見えてきた。つい先程来たばかりだというのに、屋敷の雰囲気は変わっている。霧が立ち込めているせいか、不気味な雰囲気を醸し出していた。

				　二人は屋敷の扉へ駆け、取っ手を掴む。そしてランジェは見てしまった。顔面を蒼く染め、息を荒くして呼吸するユートを。素人目のランジェにも分かった。『まずい』と、非常に危険な状態だと。

				　あまりにも悲惨な状態の彼を見て、ランジェは、呼び止めようとしたが遅かった。ユートは握った取っ手を引っ張り、扉を開いて屋敷の中に入っていく。もう後戻りはできないと、ランジェは自分に言い聞かせて、ユートに続いて屋敷へ入って行った。

				

				　バルコニーに先に入ったユートは、辺りを見まわした。広い、ただ広いバルコニーは赤い絨毯を敷き詰めている。左右に幾つか扉や窓があったが今は関係ない。ただ、ユートは自分達が案内された二階の客室がある方角を見た。階段は左右二つにあり、それが中心の踊り場に伸び、そこから二階へと続く、一つの階段に繋がっている。

				　その踊り場に彼は居た。この館の主の美青年レスターだ。右手にはティーカップを持ち、もう片方の左手には操り人形を携えて、こちらを見下ろしていた。

				　レスターは、優雅にティーカップを口に付け、ゆっくりと傾ける。やがてティーカップの中をすべて飲み干したのか、それを手すりの上に置いて、二人に向けて言葉を発した。

				「ようこそ、ユート君、ランジェさん。いや、ちがうな……新しい僕の……コレクション達？」

				　彼が言い終わる前に、ユートは刀を構えて階段へと向かった。

				

				「らぁあああああ!!」

				　ユートは特攻した。レスターが言葉を言い終わる前に、バルコニーを駆け抜け、階段を走るとレスターが見下ろす踊り場へと駆け上がる。床に血を滴らせながら頭上に刀を構えると、辿り着いたレスターの頭に刀を振り下ろした。

				　しかし、刃はレスターに届かなかった。金属同士がぶつかる音と、散った火花と共に、ユートの刃は防がれた。レスターが悠然とユートの様子を眺めるその前に、彼女は居た。

				「な、そ、そんな！」

				「品がないじゃないか、ユート君……最後まで言わせてくれよ、なぁ……マリア？」

				「ごもっともです、ご主人様」

				　いつの間にか、レスターを護るように現れた、メイドの衣装に身を包みこんだマリアは、ユートの刃を両手持ちの大きな刃の鋏(はさみ)で防ぎ主人を守った。ギリギリと金属同士が軋む。進展を見込めないユートは、後ろへと飛び上がって距離を取った。

				　着地の瞬間、ユートの視界は揺らぐ。それは衝撃によるものではなく、失血からくるものだった。揺らぎに加え、一瞬視界に霞がかかる。

				「背中の傷は相当みたいですね、ユート君……潔く僕のコレクションになってはくれないかい？」

				「ぐくっ……分からない、コレクションって……なんだ？　あんた一体何がしたい？」

				「あぁ、そうか……彼……、あの任侠者には説明したが、君にはまだだったねぇ」

				「に、任侠者!?」

				　その単語に驚きを隠せないユート。任侠者という言葉が表すのは、キョウスイ以外存在しない。最初は死体を発見した際に顔を合わせたが、それ以降二人が会う機会はない。いや、会えるはずがなかった。

				「キョウスイに、キョウスイに何をしたぁ！」

				「別に？　ただ今は僕の新しいコレクションと戯れているだろうさ……まぁ、すぐに会えるよ、人形になってねぇ……」

				「あ、あなたねぇ……！」

				　レスターの言葉を聞いたランジェは、素早く胸の谷間から杖を取り出し、先をレスターに向けた。

				「おや、貴女はそちらを相手していてください」

				　レスターが、操り人形を片手で操ると、左右の扉が壊されて、先程二人を追ったような意識のない村人達が現れた。人数は分からないが相当な数であり、村人達はランジェだけを取り囲むように陣取る。

				「な、まだ居たの!?」

				　取り囲まれたランジェを見たユートは、無理に身体を立ち上がらせて階段を下りようとした。しかし。

				「貴方の相手はわたしですわ！」

				　ユートは視界の外から発せられた声に反応すると、大きな鋏を振りかぶりこちらに飛び掛かってくるマリアがいた。ユートは振り下ろされる鋏を刀で防ごうとした。

				　しかし、マリアが振る鋏は早い。早いとはいえ、万全の状態のユートなら防げる速度だった。だが、傷を負いさらには大量の出血で立つのがやっとの状態では、判断が遅れて防ぐ事も避ける事もできなかった。

				「がぐぁっ！」

				　横薙ぎに頬に振られた鋏は、切るという本来の動作ではなかったが、人程の大きさの巨大な鋏は十分な鈍器であり、凶器だった。頬にまともに衝撃を喰らったユートは、身体をきりもみ回転しながら吹き飛ばされた。

				　口から吐かれた血が、螺旋のラインを描き、受身も取れず背中から階段に落ちる。さらに無慈悲にも勢いが強かったために、段差のある階段に何度も身体をぶつけて、ユートは一階まで落下し、大理石の床に仰向けに倒れた。

				「ユートちゃん！　このっ、どきなさいグール共！」

				　凄惨な光景に、ランジェは早くユートを助けようと、魔法を放った。杖先から紅い魔法陣が展開され、森の時に放った炎の大蛇がうねり、グールを焼き払う。グール達は醜い断末魔をあげて、身体を黒い炭に変えていった。

				　だが、その炎の大蛇が飲み込むより多く、グール達はランジェを囲む。自身を守るためにランジェは、自分を囲むように炎の大蛇にとぐろを巻かせた。

				「もう！　こんな時にあいつはなにしてんのよ！」

				　未だ姿を見せぬキョウスイに、苛立って悪態を吐くランジェ。このままでは自身が魔法を使えなくなり、グール達に殺されるのは明白だった。だが、悪態を吐くよりも先に、分断されたユートと合流しなければならないとランジェは考える。

				「このままじゃ……ユートちゃんが死んじゃうじゃない！」

				　ランジェは再び杖を振り、炎の大蛇のとぐろを解いた。

			  

				　　　　　　　

				

				　意識が朦朧とする。

				　なんとか立ち上がろうとしたユートの視界は時折暗くなり、目の前の視認すら困難な状態に陥っていた。頬を疼かせる鈍い痛み、背中を襲う引き裂くような痛み、身体の動きを鈍らせる身体中の重い痛み。

				　さらに、階段を転がり落ちた際に頭を打ったらしく、身体は平衡感覚を保てずに揺れる。吐き気も催し、足はガタガタと立ち上がる事も困難な程だった。

				「ぐ……お……」

				　だが、ユートは探した。死がしっかりと背後に迫る中でも生き残る方法を。ゆっくりとユートは立ち上がる。だが慈悲もない展開がユートをさらに死へと近づけた。

				「まだ生きてらしたのですね？　そろそろ、お倒れになっては？」

				　巨大な鋏を持ったマリアが、先程ユートを吹き飛ばした階段の踊り場から、一飛びで一階まで下りて来た。そして、再び鋏を振りかぶり、ユートの頭目掛けて縦に振り下ろす。

				「うあ……」

				「なっ!?」

				　だが、ユートはその鋏を避けようと、身体を後ろに引いて、鋏の間合いから脱して回避した。しかし、背中の壁に追い詰められる。ユートに逃げ場はなくなった。

				　おやおや、と二階で二人の様子を優雅に眺めるレスターは、ユートの無様な有様にほくそ笑みながら手すりに身体を預けて、操り人形を手すりに立たせて遊んでいた。

				「まだ、動けたと思ったけど……彼はこれまでのようだね、マリア！」

				「はい……ご主人様」

				「殺れ」

				　レスターの命令に、マリアは鋏を大きく開いた。ジャキン、という金属の擦れる音が屋敷に響く。開かれた鋏は、壁を支えにして立つユートの首にあてがわれた。瞳に光は無く、最早抵抗もままならないらしい。

				「痛いのは一瞬です、大丈夫、ご主人様は人形の貴方を華麗に操ってくれるでしょうし、あの女性もすぐにご主人様のコレクションの仲間入りをするでしょう……」

				　だから、と大きな鋏に力が入る。グールを退け続けたランジェは、グールの群れの中でその様子を目に映し、叫んだ。

				「だめぇぇぇえええ!!」

				「さようなら」

				　最早頭を働かす事すらできないユートは、自分の首に迫る鋏の二つの刃が閉じられるのをただ見ていた。それはあまりにも遅い動きとしてユートの目には見えていた。

				　死の淵に近づくたびに、世界は遅くなる。そして、今までの自分を思い返す。ユートは何度もこれを越えて来た。だか、どうやら今回はダメらしい。

				　身体は動かない。立つのがやっと。頭も働かない。手詰まりにも程がある。どれか一つだけでもマシな状態なら何かを思いつくが、そう都合良くはいかない。

				　──キョウスイは大丈夫だろうか。

				　──ランジェさんだけでも逃げてくれれば。

				　そんな事を思いつつも、ユートは一つだけ気に食わない事を思いだす。

				『首を切り落とされるのは嫌だな』と。じゃあ、どうするか決まっていた。頭を前に下げればいい、お辞儀するように。たったそれだけなら身体を動かせる。そうしてユートは……頭を下げた。

				　閉じられた鋏は、金属音を鳴らすだけでユートの首を切り落とす事はできなかった。頭を前に倒す、ただそれだけでユートは生き延びた。

				　満身創痍のユートに、二度も攻撃を避けられたマリアはたまったものではない。死の淵のしぶとさに苛立ちを見せたマリアは、高く鋏を振り上げた。

				「……しぶとい方ですね、さっさと……死になさい！」

				　ユートの頭に、鋏が振り下ろされようとしたその時だった。

				「だらぁああああああああ！」

				　ユートの後ろにある、窓ガラスが割れた。奇声とも取れる叫びと共に、マリアが見たのは靴の底。その靴の底がマリアの世界を暗闇に染めた。

				　顔面に加わった力は、マリアを地面から離し、衝撃は痛覚を与えて、鼻骨を砕く。それは、女性にとって屈辱でありタブー。顔面を蹴られるという行為だった。叫びすらあげず、マリアは吹き飛ばされた。

				　そして、彼はユートの前の床に下り立つと二階に待つレスターを睨みつけた。ガラスの割れた音に反応したユートは、目の前に現れた男を見て溜息を吐いた。

				「キョウスイ、遅すぎるよもう……」

				「わりぃなユートぉ、道に迷っちまってよぉ……」

				

				「くたばったかと思ったかぁ？　だったら見当違いだなぁ、クソ野郎ぉ」

				　窓ガラスを割り、マリアに飛び蹴りを食らわせて着地したキョウスイは、階上でこちらを見下ろす屋敷の主、レスターを睨みつけた。レスターの表情はキョウスイの睨みつけにも動じなかった。

				　現れたキョウスイを見て、ユートは壁に背を預けながら腰を下ろした。やはりユートの身体は限界だった。

				「ユートぉ、休んでなぁ……後は俺にまかせろぉ」

				「そうするよキョウスイ……」

				　そう言ってユートは、キョウスイの背中を見つめて笑った。キョウスイはそれを視界の端で見て頷く。キョウスイは階上で見下ろすレスターに向かい、一歩、また一歩と階段を登っていった。

				　しかし、そうは行くまいと目の前に下り立ったのは、先程顔面を靴底で蹴られたマリア。マリアは鼻がひしゃげてはいたが、そこから血は流れてはいない、それを見たキョウスイは言った。

				「やっぱりてめぇも奴の傀儡、グールかぁ。中々似合ってるぜぇ？　そのひしゃげた鼻はよぉ？」

				「レディの……私の顔面を足蹴にして貴方はぁ！」

				　キョウスイの目の前でマリアは、憤怒の表情を見せて、閉じた鋏を振り上げ左上から右下へと袈裟に振り下ろした。

				　しかし、キョウスイにそれは当たらなかった。キョウスイは一歩引いた、ただ一歩だけ後ろに下がっただけで鋏は空を切り、床に叩きつけられる。余裕という態度で鋏を避けられたマリアは、顔をさらに歪ませた。

				「あ〜あ〜、怒りに任せっから当たりゃあしねぇよグールさんよぉ？」

				　さらにキョウスイは、マリアの横をただ通り過ぎていくだけで反撃もしなかった。眼中にないとばかりに通り過ぎ、レスターに近づく。大きな隙がありながら何もされず、ただ横を素通りされたマリアは屈辱に絶叫して力任せに鋏を振り回す。

				「うがぁああああぅううう!!」

				「だから言ってんだろぉ？　……そんな怒りに任せて振り回したところで……」

				　だが、キョウスイはその全ての攻撃を見切り、ただ後ろへ下がりながら階段を後ろ向きに上がって行く。身体を逸らして鋏を振り回す線上から身体を抜けさせ、ギリギリまでそれを引きつけると、当たりそうな部分だけを体を捻り最小限の動きで楽々と避ける。

				　そして、キョウスイは多々ある隙の一つを見つけて、マリアの服の襟首を両手で掴んだ。突然の事に反応できなかったマリアは、ただ襟首を掴まれて体勢を崩す。それを見逃さなかったキョウスイは、自分の全体重を背中に掛けて勢いよく床に倒れながら、マリアの腹を蹴る！　

				「当たりゃあしねぇって言ってんだろうがぁ!!」

				　キョウスイに引き寄せらせ、さらに腹を蹴る勢いがついた巴投げでマリアは宙に放り出されて、背中を床に強く叩きつけられた。

				「がっ……はぁっ！」

				「おっと、ノーダメージかと思えば結構効いてんじゃねぇか？」

				　床に叩きつけた相手の反応を見てキョウスイは立ち上がると、倒れたマリアを隔ててこちらを見るレスターを指差した。

				　この時、レスターは初めて恐怖を感じた。それは喉元にナイフを突きつけられたかのような、明確で冷たい死の恐怖。それはレスターの背筋を凍らせて体を震わせ、さらには冷や汗をかかせた。レスターは自身の安全と、その恐怖を払いたいがために右手の操り人形を掲げた。

				

				「もうっ！　あいつ遅すぎよまったく!!」

				　遅れて参じたキョウスイに悪態を吐くも、ランジェは笑顔を見せた。ランジェは巨大な炎の蛇を操りグール達を焼き払い、ユートへと駆け寄る。

				「ユートちゃん！　生きてる？」

				「あはは、ランジェさん……冗談きついよまったく」

				「それだけ言えたら、まだ大丈夫ね」

				　ユートの瞳は虚ろながらも、まだ生気はある。出血で床に血溜まりができているのをみたランジェは、自前のポシェットから瓶を取り出した。赤い液体の入った瓶の栓を抜き、それをユートの口の前に持っていく。

				「飲める？」

				「勿論……これって増血薬？」

				「貴方血を流しすぎよ、早く飲んで」

				　口元に捧げられた瓶の中の赤い液体を、ユートは素早く飲み干した。口いっぱいに広がる鉄の味にえずくが、ユートは我慢して飲み下す。

				　ユートが飲んだのは、失血時に飲むことで血液増幅を促す薬、増血薬。傷薬や回復薬とは違い、直接傷に作用せずに失った血を作り出す薬品で応急処置の薬だった。無論止血はできない。

				「苦いね……」

				「我慢しなさい、しばらくしたら楽になるわ」

				　ランジェは、ユートの首をさすり階上で戦うキョウスイを見守る。これ以上闘えば確実にユートは死んでいただろう。遅れたとはいえ、キョウスイは来たのだ。

				「本当、死なないでよキョウスイ……」

				

				「よくもまぁ、ここまで追い詰めてくれたね？」

				　レスターが持つ操り人形から伸びたのは、糸だった。しかしただの糸ではない。どす黒く染められた糸は倒れたマリアの肘、膝、足首、関節のあらゆる場所に伸びて刺さる。やがてレスターが操り人形を軽く動かすと、マリアは白目を剥いて起き上がった。

				「かぁ〜っ、お前本当に趣味が悪りいなぁ？　グール呼び出してぇ、さらには魔法で操作とはなぁ？」

				　キョウスイは本当に身の毛もよだつと、身体を抱きしめて凍えるジェスチャーをした。

				　だがレスターは勝ち誇ったかのような笑みを浮かべてこちらを見る。

				「これからは、僕が彼女を操作する……僕が彼女を操るという事はだ……先程みたいな彼女の怒りに任せた失態はない……」

				「だからぁどうしたよぉ、クソ野郎」

				「君の負けは決まったという事さ、任侠者」

				　自信満々に言うレスターの、右手の操り人形のようにマリアは動かされる。確かに冷静なレスターが彼女を操ればマシにはなるだろう。しかしレスターは見誤った。

				「まだ傷一つ付けてもねぇのに、勝利宣言たぁ……恐れいるなぁ？」

				　そう言ってキョウスイは、ゆっくりと深呼吸をしながら自身の両手を肩の高さに上げると、掌を内側に向けてから肘を曲げる。肘の角度は直角で、掌と肩の高さが同じという不思議な構えだった。

				「ただの任侠者が、僕に勝とうなんて思わないことだなぁ！　死ねぃ！」

				　レスターが操り人形を動かすと、ドス黒い糸がなびき、白目を剥いたマリアが動き出す。鋏が開かれキョウスイの首を断ち斬ろうと、マリアが突進して来た。

				　だが……金属がぶつかる高い音と共に、マリアの鋏は弾かれ、キョウスイの真上に流れた。いつの間にかキョウスイは、右手の手首を頭上まで上げていた。

				「なにっ!?」

				「一つ言っといてやるクソ野郎……」

				　鋏を弾かれたマリアの左手首を、キョウスイの左手が掴む。そして、キョウスイはその手首を持ったままマリアの背中側に回り込むと、右手で後頭部を鷲掴み、壁に顔面を思い切り叩きつけた。

				　ゴシャア！　と何かが潰れる音と共に、壁に亀裂が走る。相当な力で叩きつけられたのだろう。壁に顔面を付けたまま、マリアが膝から崩れ落ちる。そしてレスターは見た。キョウスイの額に浮かぶ血管と、怒りに燃える黒い瞳を。

				「ひっ…」

				「テメェ、恩人のユートに傷つけたんだぁ……五体満足じゃあ帰さねぇぞこらぁ!!」

				　キョウスイの怒りの咆哮が、屋敷を響かせた！

				　

				　咆哮を放ったキョウスイは、深呼吸と共に構えを取った。腰を低くする見るからに重たさを感じる構えは、猟犬が獲物の喉元に飛び掛かる体勢をレスターに連想させた。

				「覚悟しやがれぇ！」

				　口上と共にキョウスイは踏み込んでレスターとの距離を詰めた。素人では反応できない踏み込みに、レスターは後ろに仰け反る。その隙にキョウスイは、レスターの左足のももに素早く強烈な回し蹴りを見舞う。

				「あづっつ!?」

				　破裂した音とも取れる乾いた音が響く。レスターは声にならない喉から出した悲鳴を出すが、キョウスイは無慈悲に追撃を敢行した。

				「ジャッ！」

				「がっあああっ!?」

				　痛みで動きを止めたレスターの左足に、さらにもう一発回し蹴りを放つ！　再び破裂したような音が響き、レスターは膝を床に突いてしまった。

				「ボンクラがぁあ!!」

				　膝を突いたレスターに、キョウスイは駄目押しの回し蹴りをもう一発放つ。左側頭部を思い切り蹴られ、鈍い音が鳴った。レスターは勢いと共に吹き飛ぶと、壁に反対側の右側頭部をぶつけてしまった。

				「はぁがっ……ぐっ！」

				　だがレスターも、このまま狩られる訳にはいかないと、再び操り人形を動かす。すると壁に顔面を叩きつけられたマリアが、再びドス黒い糸に身体を引っ張られて動き出した。マリアは起き上がると共に、巨大な鋏を振りかぶり、キョウスイの後頭部目掛けて振り下ろす！　

				「キョウスイ危ない！」

				　ランジェの悲鳴が聞こえたのか、キョウスイはただ後ろのマリアへ向かって下がった。背中がマリアにぶつかると、振り下ろされた鋏はキョウスイには当たらず、代わりにマリアの腕がキョウスイの肩にぶつかった。

				「安心しなぁ！　ランジェはユートをぉ……」

				　キョウスイがニヤリと笑みを浮かべながら、肩にぶつかったマリアの左腕を掴む。そして思い切り自身の頭上にマリアの腕を振り上げて、そのまま自分の右肩に思い切りぶつけた。

				「しっかり守っといてくれぇ！」

				　ひしゃげる音が響き、マリアの肘が逆方向にへし折れた。アームブリーカー、単純明快な肘関節を破壊する関節技である。叫びも悲鳴もなく、腕を折られたマリアを、レスターは操り人形を動かしてキョウスイから引き離そうとするが、強い力に掴まれて引き離す事ができない。

				「おらぁ！　もう一本いっとけぇ！」

				　気合と共にキョウスイは右腕も掴み、折れた左腕と一緒に一つにまとめ上げて、再び右肩に腕をぶつける。二度目のひしゃげた音が響くと、マリアの右腕も肘から逆方向に曲がった。

				　折った両腕を離し、マリアへと振り返るキョウスイ。マリアは折られた腕をぶらぶらさせてたたずんでいた。

				「っだっらあああああ！」

				　キョウスイは、たたずむマリアの左側頭部に、思い切り右の拳を叩き込んだ。勢いの付いた拳はマリアの身体を階段の手すりに叩きつけ、勢いが止まらずにマリアは身体を手すりに乗り出して階下へと落下していった。

				

				　レスターは愕然としていた。目の前で自分の操る人形をいとも簡単に破壊した任侠者に。操り人形から伸びたドス黒い糸は切れており、マリアを操る事ができない。

				「そ、そんな……こんな、こんな馬鹿げた事があって……」

				「あるんだよぉ、クソ野郎が」

				　背中を見せたままキョウスイは喋る。マリアを殴り飛ばした際に拳が擦れたのか、血がポタポタと床に落ちていた。そして、キョウスイは振り返った。

				　振り返ったキョウスイを見たレスターの表情が凍りついた。キョウスイは笑っていたのだ。怒りをマリアにぶちまけた後で、笑っているのだ。不気味な笑みに、レスターは後ずさる。

				「どうしたぁ？　人形ごっこはお終いかぁ？　まぁだ遊び足りねえんだがよぉ」

				「あ……あっ……」

				「そんな後ずさるんじゃあねえよ、なぁ……まだあるんだろ？　さっさと出してよぉ、俺と遊ぼうぜ？」

				　後ずさりレスターが壁にぶつかるのを見て、キョウスイはレスターの服の襟首を右手で掴み、高々とレスターを持ち上げた。足は地面から浮いて宙に吊り下げられ、衣服は首に食い込んで、レスターの呼吸を阻害する。

				「うがっ、がっ……」

				　足をジタバタさせながらも、レスターは見下ろす形でキョウスイを見る。キョウスイはさらに衣服を掴む手に力を入れて、グイグイとレスターの首を締め付けた。

				「で……だ……誰を自分のコレクションに入れるだぁ？」

				「がっ……ぁああああああ!!」

				　キョウスイから確かな殺意を感じたレスターは、恐怖から自身のズボンの右ポケットに入れておいたナイフを右手で取り出し、キョウスイの顔面目掛けて突き出す。だが……。

				「おい、危ねえじゃねぇか？　あぁ？」

				　まるで分かっていたとばかりにキョウスイはナイフを持つ右手の手首を掴んだ。強い握力で手首を万力のように握られてレスターはナイフを落とす。最早打つ手がなくなったレスターは、これからキョウスイに振るわれるであろう報復の暴力に身体を竦ませた。

				「こっちはユートが死にかけまで追い詰められてんだぁ……悪りいが千倍返しでも足らねぇぞ！」

				　咆哮と共に、キョウスイは先ほどまでレスターの手首を掴んでいた右手を離して拳を作ると、左手で掴み上げたレスターの顎目掛けて、フルスイングで下から右の拳をかち上げた。

				　口から鮮血と、白い歯の欠片を吐き出しながら、レスターは宙を舞う。余りの拳の威力にレスターの身体は階段の手すりを越えて、階下へと落下していく。

				　だが、それだけでキョウスイの攻撃は終わらなかった。いや、終わるはずが無かった！　宙を舞い一階へと落下するレスターを追うように、キョウスイは手すりを踏み台にして飛んだ。

				　そして、その跳躍はレスターの真上で止まり、キョウスイも共に落下していく。キョウスイは空中で自身の右足を折りたたみ膝を突き出すと、レスターの腹へ照準を合わせ、両手でレスターの服を掴み逃げられないように拘束した。

				「くたばりぃ……やがれええええ！」

				　やがて、自由落下と共に二人は一階へと落ちる。レスターは硬い大理石の床に背中から落ち、さらにキョウスイの膝が腹に突き立てられる板ばさみの衝撃を味わった。　

				　背中一面に与えられた衝撃とキョウスイの膝による内臓の圧迫。さらにその威力を増大させる為にキョウスイは、レスターの服を掴んで引き寄せ、空中で膝を押し当てていた。

				　レスターは、背中が打ち付けられる力と、腹に突き立てられた膝の押しつぶす力に白目を剥き、霧状の血を吐き出した。

				

				「あはは……やりすぎだよキョウスイってば……」

				　壁に背を預け、ランジェと共にキョウスイの戦いを見ていたユートは彼の容赦の無さに苦笑した。レスターの腹から下りたキョウスイは、立ち上がり、床に唾を吐く。
	
              		

	








			
				「けっ、テメェの背中に傷付けたんだぁ……本気にもならぁ」

				「ははは、それはどうも……痛いっ！」

				「本当、死んじゃうかと思ったんだから……無理しないでよ？」

				　ユートは彼の言葉に笑顔を見せたが、笑う振動で背中に痛みが走って顔をしかめた。それを心配そうにランジェはユートを諭した。増血薬のおかげでユートの顔色が正常に戻っては来たものの、やはり背中を削られた鍬の傷からは未だ血が流れており、すでに包帯から滲み出していた。

				「早いとこ包帯を取り替えましょう。急ぎで包帯巻いただけだったから、次は薬草押し当てて止血もするわ」

				「うえっ、あれ痛いんだよなぁ……我慢するけど」

				「血ぃ流し続けるよりはマシだろぉ」

				　ランジェは、ユートの包帯を取り替えようと背中の破れたコートを脱がして、包帯に手を掛けた。少し包帯に触れただけで、湿った包帯から血が滲み出し、ランジェの指先に血の雫が付着する。

				　もし、ユートがあの時庇ってくれなかったら、自身がこうなっていたのだろうと想像して、ランジェは背筋を凍らせた。こんな大怪我まで負い、止血もせずに包帯を巻いただけの身体で出血しながらこの屋敷まで全力で走った。

				　自分にはできない無茶な行動を一四歳のこの少年はしていたのだ。自分だったら痛みに泣き叫ぶし、途中で命が亡くなっているかもしれない。

				　だからランジェは、優しく傷口に薬草を押し当てていく。背中を深く抉った三つ又の傷口は、未だに血を滲ませてとても見ていられなかった。

				　傷口に薬草が押し当てられて、ユートの顔が歪む。傷口に押し当てられた指と薬草の効果で痛みが走ったのだ。一体何枚薬草を使うやらと、痛みが去ってからユートはため息を吐いた。

				「お〜お〜、えれぇ傷だなこりゃあよ？　本当によく生きてたなぁ、お前？」

				　ユートの抉れた傷を見て、キョウスイが唸った。

				「自分でもびっくりだよ……まぁ最後はキョウスイに任せきりだったし……」

				「そんな傷負って、走り回って闘う馬鹿はお前しかいねぇさ、任せときゃいいんだよぉ、怪我人はなぁ？」

				　そう言いながらキョウスイは、ポケットにしまっていた煙管を取り出して口に咥えようとしたが手を止めた。

				「あぁ？」

				　何かに気づいて、ユートから視線を外した。気になったユートとランジェが、キョウスイと同じ方向に視線を移す。そこには、身体をガタガタと震わせながらも立ち上がるレスターの姿があった。

				「が……ぐ……ごえっ……」

				　レスターは、足元がおぼつかずに、膝を何度も床に突きながらも立ち上がる。キョウスイの膝を喰らい、内臓がめちゃくちゃにされているのか、口から血反吐を吐きながらこちらを見た。

				「テメェ、まぁだ生きてやがったかぁ……」

				「待ったキョウスイ……あれは助からないよ」

				　キョウスイが仕留め損ねたと確信し、トドメを刺しに向かう。しかしユートは、レスターの様子からすぐに命を落とすと感じてキョウスイを止める。

				　やがて、レスターは口元の血を拭うと、しっかりとこちらを見据えた。狂気を孕んだ瞳に、ただならぬ物を三人は感じる。やがて、レスターが話し始めた。

				「はは、まさかやられるとは……もう最悪だよ、せっかく最高の人形を作ろうと思ったのに……」

				「けっ！　なぁにが人形だぁ、ただ殺した人間に糸くっつけただけだろうがぁ」

				「っはは、確かに……君の言う通りさ。だけど……僕にとっての人形の完成形があれだったんだよ」

				　レスターは、口から血を滴らせながらも話し続ける。

				「せっかく、あいつから自由を手にいれて、こっちに来たって言うのに……あ〜あ、まさか勇者達に負けるなんて……これもあいつの言う運命なのかなぁ？」

				「はぁ、勇者だぁ？　なぁに勘違いしてやがる？」

				「えっ？」

				　キョウスイの言った言葉にレスターが驚く。だが、その時ユートは彼の言った言葉を聞き逃さなかった。確かに今、レスターは『勇者達』と言ったのだ。

				「待った！　勇者達？　僕達は勇者じゃないし、それに今運命って……どういう事？　痛っうう!?」

				「ちょっとユートちゃん！　貴方、今は安静になさいな！」

				　ユートは喋った事で傷に痛みが走り、ランジェに諭された。キョウスイはアタマを傾けながらレスターを見る。レスターはまるで時間が止まったかのように微動だにしない。

				　しかし、しばらくすると身体を震わせて口角が緩みだした。

				「は、ははは、はははははは、はぁっーはっはっはっはっ！」

				　そして口から血を吐きながら、頭を抱え狂ったように笑い出した。

				「何だよ何だよ何だよ！　勇者達にやられるならともかく！　まさかただの人間達にやられるなんて、滑稽だ！　実に滑稽だよ！　あぁーっはははははは！」

				　笑い出したレスターに三人は怖気を感じた。しかしユートはしっかり聞いていた。『人間達にやられるなんて』と、レスターは言った。自分が人間である事を否定しているのだ。

				「に……人間じゃあ……ないってこと？」

				　ゆっくりと、確認するようにユートは口から言葉を紡ぐ。それを聞いたキョウスイとランジェは、一度顔を見合わせてから、再びレスターの方を向く。

				　だが、その場では信じられない事が起こっていた。レスターの肌色の身体が灰色へと変色していっている。さらに、指先からまるで風化するかのように、灰色の砂がサラサラと床へと落ちているのだ。

				「あ〜あ、もうお終いかぁ……まだ人形作りしたかったけど……まぁいいか」

				　自分の身体が消えていくにもかかわらず、レスターは笑い続ける。そして完全に腕がなくなると、こちらを向いて話した。

				「最後に言っとくよ、人間……見ての通り、僕は人間じゃない。遥か深い闇の中、魔界から来た魔人、化け物だ……」

				「んなもん、見りゃあわかんだよ……それがどうしたぁ？」

				「本当につれないな、君は……。勇者でもない奴にやられたのはショックだけど、まぁ楽しかったよ……あいつが言うには、僕は勇者達に倒されるらしかったけど……まぁ今はどうでもいいか」

				　レスターの身体が消えて行く。腕も、足も胴体も消えて、やがて空中に浮かぶ頭だけが残ったが、それも少しずつ灰に変わっていった。

				「待て、あいつって誰だ！」

				　ユートは立ち上がると、レスターに対して叫ぶ。『魔界』、『魔人』、とただならぬ言葉の中、レスターが呼ぶ『あいつ』の存在が気になり、レスターに問うた。

				「はぁ？　そんな事わかるだろ？」

				「答えろ！　レスター！」

				　知っていて当たり前という態度に、痛みを忘れつつユートは叫ぶ。やがてレスターが消えて行く直前に、三人は確かに、レスターの最後の声を聞いた。

				「魔王……だよ」

				　屋敷の主の美青年はただの灰になり、うず高い灰の山をその場に残した。

			  

				　　　　　　　

				

				「疲れたわ」

				「あぁ……そうだなぁ……」

				「うん……だからさ……キョウスイ、降ろしてくれないかな？」

				「怪我人はだまってろぉ」

				　三人は、レスターが消えた屋敷から去り、ビスク村を出ようと歩いていた。そんな中、怪我を負ったユートをキョウスイが背中に担いでいる。

				　自分で歩くとユートは言ってはいるが、キョウスイは頑なにユートを背中から降ろさないし、ランジェはユートの刀を持っている。

				「そうよ、ユートちゃん？　怪我人なんだから言う事聞きなさい？」

				「ランジェさんも……母さんじゃああるまいし……」

				　キョウスイの背中で、ユートは顔をしかめる。この年齢でおんぶをされるのはやはり恥ずかしい。だが、二人がここまで言うなら聞かないだろうと、ユートはキョウスイの背中に身体を預けた。

				「あいつ、村人全員をグールにして、さらにはぁテメェが操ってたんだなぁ。大した奴だぜぇ」

				「そうみたいね、村から誰もいなくなっちゃったわ……」

				　どうやらレスターは、村人全員をグールにして支配していたらしく、レスターが消えてから、村中の人間がいなくなっていた。只人形を作りたい、その為だけにレスターは村人全員を材料としたのだ。今思えば、相当恐ろしい所業である。

				「しかし、魔王かぁ……本当に居やがったんだなぁ？」

				「彼は自分を魔人だとか、魔界から来たとか言っていたけど……」

				　最後にレスターは、自分が魔界から来た魔人だとも言っていた。信じられない話だが、目の前であのような人智を超えた死に方を見せられては信じる他ない。しかし……。

				「どうでもいいよ……」

				「あぁ？」

				「えっ？」

				　キョウスイの背中で、どうでもいいとうなだれるユートの言葉に、二人は話が止まる。

				「今はさ、考えるのをやめようよ……疲れたし……次の村にでも行ってから考えればいいよ」

				「……まぁ、そうだなぁ、色々あったから頭がこんがらがっちまう」

				「そうね、さっさとこの村から出て、次の村にでも行きましょう」

				　霧が晴れ、静かすぎる村を一行は歩く。すべてが無くなったこの村に、音は聞こえない。

				　ただ聞こえるのは、生き残った者達が土を踏む音だけだった。

			

	








			
            　そこは、とても暗くておぞましい世界だった。

				　空は赤黒く染まり、太陽の光などは当たらない。

				　ただ赤い月だけが生きているように蠢き、地面を真っ赤に照らしていた。

				　木々は黒い炭のように枯れ、池は濁った緑の色をしている。そんな世界に、ただ一つ。似つかわしくないほどの芸術的な造りの城が建っていた。

				　黒曜石のような鈍い輝きを持つその城は、赤い月と暗い世界に染まっていて、荘厳ささえ窺える。そんな城の玉座で、彼は水晶に映る世界を見ていた。

				　二〇歳前後の風貌に、黒いカッターシャツとズボンは黒のツータックパンツ。ショートヘアを逆立てた青年は玉虫色のような瞳で、小さな黒い板を眺めていた。その板には齧られたリンゴの小さな刻印が彫られていてそれを眺める。ニヤリと笑った口元に見えた八重歯は鋭かった。

				「どうやら……レスターが死んだらしい……まぁ、どうでもいいのだが」

				　青年は呟きながら、傍にあるテーブルに置かれていた黄色い液体の入ったグラスを手に取り、口を付けた。

				「奴は魔界から自由を求めてあちらに行った。当然、引き止める気にもならなかった」

				　青年はグラスを口から離し、テーブルに置く。そして水晶を撫でながら頬杖を突いた。

				「本当に良かったのですか、魔王様？」

				　すると、彼の椅子の真横にいつの間にか、黒い甲冑を身につけた壮年の男が立っていた。男は青年を魔王と呼び、彼に問いかける。

				「止めるも何も、あいつは別に僕の部下じゃないしね。好きにさせてあぁなったのだから……それよりだ、ブレド……魔王と呼ぶのは部下の前だけって言ったよね？」

				　ブレドという黒い甲冑の男の問いに、魔王と呼ばれた青年は言葉を返した。だが、青年は『魔王』と呼ばれるのが不満なのか、顔をしかめて甲冑の男を見た。

				「敬語も、魔王って呼ぶのも禁止、分かった？」

				「えぇ、分かりました……ヨグ様」

				「はぁ、相変わらず君は硬いな……まぁ、敬語でいいよ」

				　ヨグと呼ばれた青年は、溜息と共に彼を許す。そして、もう一度グラスに口を付けた。確かな酸味と甘みが口の中に拡がり、青年は少しだけ目を閉じて、うんうんと唸った。

				「これ、美味しいね？　ブレドが人間界から買って来たんだよね？」

				「はい、南国の果物のジュースでございます。お気にめしましたか？」

				「あぁ、最高だよ……ブレドも一杯どうかな？」

				　青年はグラスを、甲冑の男に差し出した。甲冑の男、ブレドはそのグラスを取り、喜んでとばかりにジュースを飲む。やがて喉が鳴ると、甲冑の男は青年にグラスを返した。

				「して、ヨグ様……一体何をご覧になられていたのですか？」

				　甲冑の男は、カッターシャツの青年にそう聞くと、青年は笑顔で黒く齧られたリンゴが彫られた板を指差す。男が板を覗き込むと、そこには三人の人間が映し出されていた。女性一名に、男性二名。長身の男が少年を背負っていた。見た様子だと、どうやら少年は怪我をしているらしい。

				「これは……誰ですか？」

				「ん〜、レスターを倒した人間だよ、ブレド」

				「では、彼等三人が勇者一行で？」

				「いや？　それが違うんだよね〜」

				　青年はなぜか嬉しそうな表情で水晶を見つめている。一方、甲冑の男は、少し驚きの態度を見せたが、平静を失う程ではなく、板に映る映像を見つめ続けると、やがて言葉を口にした。

				「では、勇者でもない、只の一般人にレスターは敗れたと？」

				「ブレド、君って剣士だよね？　見た目でどう彼らを一般人と解釈したんだい？」

				「信じたくないから、言ったのです……。ですが……彼らは相当な実力だと感じました」

				「だからこそ、同じ魔人であるレスターが敗れたのが信じられないし、信じたくない……とでも言いたいのかい？　ブレド？」

				　甲冑の男は、青年に自身の心境を見破られて口を閉ざした。しかし、事実その通りなのだから仕方がない。魔人であり、同族のレスターが人間達に敗れた。油断して敗れたといったところで、彼の死はその慢心から来た事になる。甲冑の男は、ただ一言お察しの通りで、とだけ口に出し、再び映像を見る。

				「三人とも強いなぁ、特に……今背負われている彼……あの中じゃ一番じゃないかな？」

				「あの少年ですか……見た目は只の少年ですが……確かに相当な強さを秘めてますな」

				「ブレド、君は彼に勝てるかい？」

				「無論、ですが……ヨグ様、彼ら三人がレスターを倒したならば……勇者達は？」

				「出遅れて、やっとレスターの村に着く頃じゃない？」

				「出遅れた？　なぜ……？」

				　三人の強さを批評すると、甲冑の男は勇者達が気になり、青年に訊ねた。青年は板に描かれている小さな長方形が二つ並んだマークを押して映像を止めると、そのままその映像を指で押さえて左にはじいた。そして、また別の映像に切り替わると、三角形を横にしたマークに軽く触れる。

				　そこに映し出されたものは、一人の少年が馬乗りになって、倒れている金髪の少年に容赦無く拳を叩きつけている様子だった。出遅れたと言いながらこの様子を映し出したという事はと、甲冑の男は顎に手を当てて頷いた。

				「やられたか、しかも一般人に、勇者が？」

				「やられたよ、さっきの少年に、勇者がね」

				　やがて、拳を叩きつけていた少年が立ち上がり、こちらを向いた。まだあどけない顔立ちながら、身体からひしひしと感じるその雰囲気は歴戦の戦士を思わせた。甲冑の男は、その少年を見て微笑みを浮かべる。

				「強いな、まるで私達魔人のようだ……」

				「お、ブレド、もしかしてさぁ、彼にそそられた？　今すぐ闘いたい感じ？」

				「ヨグ様……強者と闘いたいと願うは、剣士の性でございます……ですが、まだまだ取っておきます」

				「そか、じゃあさブレド……突然だけど魔王の命令ね？」

				「なんですかヨグ様？」

				「また同じジュースを買ってきてよ、人間界からさ？」

				

				　青年は、一人玉座に座ると惚けて天井を見上げた。甲冑の男は、人間の世界へ向かう。ジュースを買いに行く為に。青年はただ天井を見上げながら、もの思いにふける。

				　映像で見た少年に、魔王と呼ばれる青年はある面影を見た。

				　今は居ない旧来の友人に似ていた。彼は今、何をしているのだろうかと。

				　青年は微笑みながら待つ。これから自分に向かってくる運命を。

				　そして、そこから始まるであろう新たに進むべき道を。

				「それまで待とう、ブレドが買ってくるジュースを飲みながら……君を、君達……を……」

				　紅い月が照らすおぞましい魔界で、魔王はゆっくりと目を閉じて、眠りについた。

				

				《了》
			

	








			
				　傭兵ユートには隠された趣味がある、それは旅の先々で見かける露店や屋台を歩き回り、腹の隙間が許す限りに食べ歩きをすることだ。屋台だけでなく、リストランテやトラットリア、町の銅貨数枚で食事を提供する安飯屋などにも入り、そして料理を食べる。

				　それはユートが、安らぎを感じる唯一の時間でもあった。女を知らぬ、酒を知らぬ、ましてや博打も知らぬユートにとっての安らぎは、まさしく美味しい料理を食べることであった。

				

				　特別収録　ユートのグルメ出張版

				『ネムステルの屋台通りより、空芯菜の炒め物と牛挽肉のハーブ和え炒め乗せご飯』

				

				　自由と欲望の隠れ里ネムステル、任侠組織ゼンジ組が作り上げた、シェイン王国の目から隠れる場所に作られたこの隠れ里は、まさに自由と欲望の隠れ里の名に相応しい遊郭街となっていた。この隠れ里の主な稼ぎとなるのは、『女』だ。この隠れ里を知った女達は、その身を自らで売り、男達から莫大な財を得る者もいれば、逆に相手にされない者も居る。

				　しかし、ネムステルは決してそれだけではない。シェイン王国内にて流通が禁止されている禁制品や、アルヴェイシャ製の珍しいガラス細工や宝石細工の品々も、この隠れ里にて商いをする者達の露店に置かれていた。

				　そして料理もまたしかり。ユートがネムステルを案内された際に一番目に入った物、それが屋台通りである。通りかかっただけで、脳髄に電流が走ったのだ。これは本当に美味しいものがあるなと、その証拠に立ち込める湯気や匂い、炭火が網の上の様々なものを炙り、そこから滲み出た油が炭に落ちる音がそれを物語っていた。

				　ユートは屋台通りの入り口に来ていた。早朝の屋台通りには来た時と同じ様に湯気や炭火の音、たまらない匂いに満ち溢れていた。どうやらこの隠れ里は、昼も夜も関係なく賑わっているようだ。

				「これは……お腹に来るなぁ、涎が口から溢れそうだ」

				　まだ入り口の、一歩も踏み出していない状態であるが、芳しい匂いに腹の虫が鳴り響く。焦るな、焦って急ごうものならばすぐに腹が膨らんでしまう。こんな場所では少しずつ、色々な種類を味わっていかないと楽しめないのだからと、ユートは屋台歩きの自らの信条を胸に、屋台通りを歩き始めた。

				「あぁ、これはどこにでもあるなぁ……」

				　ユートが最初に目をつけて立ち止まった品は、どこにでも、どんな地域にもある『串焼き』の屋台であった。その名の通り細い串に刺した様々な肉や野菜、場合によっては魚などを炭火で炙る屋台である。

				　そう、何処にでもあるが故に、その店々のバリエーションは様々に変化するもので、鶏肉を専門に炙る屋台から、珍しくは臓器の細切れを炙る屋台もある。そして、ユートが目の当たりにした串焼きの屋台もまた、珍しい品揃えであった。

				　レタスを敷いて彩りよくした皿には、白色や灰色、そして串に刺した赤色の団子が段積みで並べられ、その横の小さめな網の上に、それらが炭火で焼かれて綺麗な焦げ目が付けられていた。

				「すいません、この団子は？」

				「あぁ、それは魚のすり身を丸め固めた奴さ、赤いのは海老を混ぜてるよ。三本で銅貨一枚だよ？」

				　この屋台の店員が説明したが、魚のすり身の団子らしい。そして赤色には海老を混ぜて鮮やかにしているようだ。これはいい、串の一つも小さめだから腹には溜まらないし、色々な味を楽しめそうだ。

				「じゃあお願いします」

				　決めるのは早かった、ポケットから銅貨一枚を取り出して店員に渡すと、網の上で焼かれていた串から、白と灰色と赤色の串を、各一本ずつを紙袋で包んで渡してくれた。入り口から数秒で一品を買ったユートが、紙袋から串焼きを取り出して食べ歩いていると、ある事に気付いた。それは、屋台に併設されている食堂、はたまた買った品々をその場で食べられるように設けたスペースに居るのが大半は女性であったことだ。

				　ネムステル内の娼館で働いた娼婦達が、疲れと空腹を癒すためにここで食べていく様子が分かる。そして、ユートの食指が勘付いた。恐らくこの屋台通りで一番美味しい物を知っているのは、娼婦達であり娼婦が多く居る店に美味しい物があるのではと。

				　辺りを見回せば、小さいながらも一際賑わっている店を見つけた。屋台と併設されているのか、吹き抜けの空間に並べられたテーブルと椅子には、娼婦らしき女性達が談笑しており、中には男達も朝からビールが入ったゴブレットを煽っている。

				　丁度、誰も座っていない席を見つけると、ユートはそこへ向かって歩き、他の客を掻き分けてその席に座った。テーブルには乱雑にフォークやナイフ、スプーンが詰められた木箱と、調味料が入ったガラスの容器が四つあり、そこには粉唐辛子、塩、胡椒、そして最後の容器には唐辛子の浮かんだ透明な液体が入っていた。

				　さて、何か頼もうにもメニューが無ければならない。大抵は店の壁に紙が貼られていたりテーブルに置かれているものだが、ここにはそれらしき物が見当たらないと、ユートが見渡していると。

				「お待たせでーす、メニューになりまーす」

				　此方に気付いてくれたのか、店員がメニューを持ってきてくれた。木の板に羊皮紙を打ち付けた簡素な物で、裏表に貼り付けられているものを数枚テーブルに置かれた。

				　表裏に目を通せばその料理の種類は様々だ。それこそ、肉料理、野菜料理、飲み物からデザートと、小さな店に相反したバリエーションに驚いた。

				「悩むなぁ、メニューが多すぎて迷うぞこれは」

				　さて、何を頼むかと悩むところ、ウェイトレスの一人が器用にも小さなお皿を右腕に幾つも乗せながら運んでいるのが目に入った。そして、その皿の全てが同じ、緑色の野菜を炒めた物であった。あれだけ一度に出ている事は、その野菜の料理が人気があるに違いない、まず一つはそれに決めた。

				　次は主食だが、普段はパンを食すユートは、ここでメニューの一つに目が移る。

				「米料理……リゾットとかかな？」

				　普段は食べない米料理、リゾットだとかパエリヤだろうかと眺めるユートの目に一つの料理の名前が浮かび上がった。これは美味しそうだな、名前からしてそうだろうと、その米料理の名前を見て思ったのだ。

				「ご注文お決まりですかー？」

				　そしてタイミングよくウェイトレスが、羊皮紙を挟んだ板と羽ペンを持ちながら注文を聞きに来た。

				「えっと……あの緑色の野菜？と、この牛挽肉のハーブ和え炒め乗せライスをお願いします」

				

				　ユートが頼んだものを、紹介しよう。

				・空芯菜炒め

				　緑色の野菜の正体は空芯菜、夏サラダと呼ばれ茎が空洞となった野菜を、塩、胡椒、青唐辛子、ドウチー等、様々なスパイスで炒めたシンプルな料理。故に、料理人の腕前が試される一品。噛んだ瞬間の食感はシャクシャクコリコリと爽快。

				・牛挽肉のハーブ和え炒め乗せライス

				　香草と牛挽肉を和えた炒め物を、御飯に乗せた料理。牛挽肉の染み出した油と香草のタッグが御飯を進ませる。米は長粒種と呼ばれ、細長くパラパラとしている為か、非常に絡みやすい。

				

				　運ばれて来るまで、そう時間はかからなかった。湯気立つ二つの皿が、ユートのテーブルに置かれる。

				「あ、結構量があるなぁ……全部食べられるかな？」

				　そして、料理の盛られている量が、恐らく二、三人前はあるだろう、小山で盛られていた。緑色の野菜、空芯菜は油で炒めた為かてらてらと輝きを放っている。一方牛挽肉のハーブ和え炒めは、肉汁を湧き立たせて、調味料と混ざり合ったエキスとも言うべき液体が、供として盛られたご飯に掛かっていた。

				「まずは……こっちからにしようかな？」

				　ユートは木箱からスプーンを取り出して、牛挽肉のハーブ和え炒めを掬う。それを眼前まで持って来れば、牛肉の焼けた匂いと、ほのかに香草の匂いが鼻を通った。

				「結構……香草が入ってるけど匂いは来ないな、牛肉の匂いが強いや」

				　香草の癖っ気のある匂いは無く、食べるのに躊躇はいらないようだと、早速一口入れて咀嚼する。牛挽肉の熱々の油と肉汁が、一気に口内に広がっていく。

				「美味しい……けど濃いかな……」

				　確かに美味い、塩、胡椒のシンプルな味付けと牛挽肉から出た肉汁を、香草の微かな苦味が上手い具合に、コッテリとした中にもアクセントが効いている。が、濃い。味が濃いのだ、単品で食べたら飽きがきてしまう。

				「あー、だからご飯があるんだね、というか何これ……リゾットにする前ってこんな感じなの？」

				　この濃さをサポートする為のご飯かと、白いきめ細やかに光る、盛られたご飯もスプーンで掬った。米自体はラーナ村でのおにぎりやリゾットで食べた事はあるが、これは本当に煮ただけのご飯である。味付けも調理もされていないご飯など、ユートは知らなかったし、食した事も無かった。

				「うん……む、あっ……良いなこれ、美味しい」

				　だが、食せば見方も変わってしまうものだ。確かに味は無い、いや、噛めば噛む程に甘さが来る。そして牛挽肉のハーブ和えと口内で混ざり合ったならば、濃さも丁度良い塩梅になった。

				　成程成程、だからご飯が付いていたわけかと納得した。

				「さて次はこの野菜……いや待った」

				　次は店内の客たちのテーブルには、必ずあった空芯菜の野菜炒め。それを次は木箱から出したフォークに突き刺そうとしたところで、彼の動きは止まった。空芯菜の炒め物の見た目は、油が照り、結構濃厚な味の印象を見受ける。つまりだ、これもこのご飯と一緒に食べたら美味しいのではなかろうかとユートは思ったのだ。

				　いや、そうに違いないと、次の瞬間にユートは、空芯菜をフォークとスプーンで器用に挟み、牛挽肉炒めの付け合わせのご飯の上に乗せてから、再びスプーンで一気に食した。鳴り響いたのは小気味のいいシャキシャキとした音。そしてニンニクの風味が鼻を通り抜ければ、舌に感じる微かな辛味。噛めば噛む程に、音が、味が伝わって来た。美味い、本当に美味しい。牛挽肉炒めとは違う、そしてご飯が欲しくなる。牛肉の濃い味をご飯が絡み合いバランスを整え、空芯菜を噛めば共に噛み締めたご飯が空芯菜の音と味を引き立てる。三位一体の絶妙なコンビネーションであった。

				「追加で頼めないかなー？」

				　これはまずいなと、ユートは焦る必要もないのに焦った。このままご飯が追加できないならば、それはマッシュポテトが添えてないビーフシチューや、パンなしのサンドイッチを食べる事に等しいのではと思ったからだ。

				　無論、追加で単品のご飯を頼み、空芯菜の歯ごたえと音を楽しみ、牛挽肉のハーブ和え炒めの絶妙な味を、追加で頼んだご飯と共に愉しんだ。

				「っふう……あー、一気に来たなぁ」

				　まさしく怒涛の如く、二品の料理と、追加で頼んだご飯を平らげてしまった。それでなお、ユートの腹には余裕があったのだから驚きである。

				「ここで食べて行こうかな？」

				　そして傍らに置かれた紙袋から、串焼き三本が見えたならば食べる他なかった。三本を一気に取り出して、牛挽肉のハーブ和えが盛られていた皿に出して、串からフォークで魚肉団子を外していく。

				「んっ、やっぱり……味がいいから合うね」

				　そして、牛挽肉の炒め物から滲むエキスを絡ませて放り込めば、やはり正解だった。味が薄い魚肉団子に、炒め物の濃いエキスがマッチしたのだ。

				「お金置いときまーす、ご馳走様でしたー」

				　勘定は面倒だからと、ユートは銀貨一枚をテーブルに置いて店を出た。値段を確認すれば、牛挽肉炒めと空芯菜炒め、さらに追加で頼んだご飯含めて銅貨十枚、銀貨一枚は銅貨百枚と同じなので、お釣りは銅貨九十枚と、値段もまたリーズナブルであった。おつりは全てチップとして置いておくことにした。締めの串焼き三本が腹を完璧に満たした事で、まだ他にも露店で幾つか店はあるが腹に入りはしないなと、ユートは屋台通りを抜けて行く。

				「あの野菜、歯ごたえといい、味も良かったなぁ……ご飯が進むというか……」

				　空芯菜の炒め物が、とても良かったとユートは満足気に歩き出す。次来たら二つ頼もうかと迷う程に、食感と味が良かったのだ。

				「さて、お腹も膨れたし……イズナさんの頼み事を聞きに行こうか」

				　両手をコートのポケットに入れて、屋台通りを歩く。芳しい匂いが鼻腔をくすぐるこの通りに背を向けて、ユートはレインブルの娼館へ戻って行った。

				　傭兵ユートは食べる、それは生きる為、それは体に活力を滾(たぎ)らせる為。それは……復讐という目的を忘れて、一人の食い意地の張った少年に戻る為に、傭兵ユートは食べるのだ。

				《特別収録ユートのグルメ・了》
			

	
			
				　あとがき

				

				　最近『小説家になろう』からデビューする方々が増えたなと、昨年のある日に感じて、そろそろ僕も新しい作品で何処かの出版社の大賞に、作品を出してみようかと考えていた夜。この一二三書房様より『出版しないか』と誘いが来た。周りの作家さんも『デビューの話が来たが有名な出版社じゃあないから断りをいれた』などと活動報告で書かれていて、いたたまれなくなった。何故チャンスを簡単に捨てるのかと、とても羨ましくも思った。いざ自分に話が来た瞬間『本当に僕の作品でいいのか？』などと足がガタガタと震えた。

				

				　皆様、初めまして、そして『小説家になろう』からこの『傭兵物語』を読んで下さっている皆様、こんにちは。進藤Jr和彦です。間の『Jr』はジュニアと呼びます。今回はこの作品を手に取っていただき誠にありがとうございます。そして、デビューの誘いを下さった一二三書房様、初出版のサポートをして下さった編集のＥさん、現在僕が働いている職場の皆様、両親にもここで感謝を、ありがとうございます。

				　最初にも書きましたが、書籍化の話が来た際に足の力が抜けて体が震えました。はっきり言いますと傭兵物語は、書籍化や出版の事など一つも考えず、自分が好きな事を好き勝手に書き殴るスタンスで始めていました。それがいざ、出版しないか？　と誘われて、ビビりました。

				　ですが、人が生きる間においてそのような経験が、自分が書いた本が世に出ると言うのは、どれ程凄い事か？　売れる、売れないは別として、本が出ること自体が凄いだろうと、そのチャンスを逃してはいけないと、現在働いている職場の社長に背を押されて『よろしくお願いします』と一二三書房さんに電話しました。

				　両親にこの事を伝えた際に『騙されてないか？』『詐欺ではないか？』などと念を押されましたが、いざ話が進めば。物語の内容は別として、喜んでくれました。父は……。

				『わしゃ、あ○のあ○こ先生に、お前を紹介して、対談をひらいてもらうけん！』

				と、冗談交じりの事を言っていました、それは僕の膝の軟骨がすり減って無くなるからやめてくれと、冗談を返しました。因みに、皆様ご存知かもしれませんが、地元の作家さんであり、少年野球を題材にした小説で、一躍有名になったあの人です。

				

				　さて、この物語のお話をしましょう。『小説家になろう』にて不定期更新中のこのお話しは一人の少年の復讐譚になります。両親を殺された少年が修行で鍛え上げ、復讐と、両親の殺された理由を知るために冒険をするお話しであります。旅の道中の出会い、戦い、淫らにも歪んだ恋など、書籍の続きはWEBにて公開中です。気になる方はそちらにてチェックを、そしてもし、第二巻が出るとなれば、再び書店にてお会い出来るでしょう。では、第二巻で、またお会いしましょう！

				進藤Jr和彦

                

	



進藤Jr和彦

 

　岡山県美作市にて産声をあげた、タイ料理が大好きな、新人ライトノベリスト。最近の趣味は散歩で、パクチー、香草類の匂いに耐性を持ち、バンコク市内で日本人からタイ人と間違われ、街中を案内した伝説を持つ。好きな食べ物はカオマンガイに空心菜の炒め物と山芋。
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